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1. 本書ぱ，札幌市白布区厚別町下野祝19番地を中心とする札幌市

厚別軽工業団地内、こ存在する遺跡発掘調査報告書である。

広調査は，昭和 48年 8月から 11月，昭和 49年 5月から 10月の

2ケ年：こわたって実施した。

3. 本調査ぱ，

とiこ，同上野秀ー....'

とに遂行した。

員会文化財調査員加藤邦雄の担当のも

憲二，高橋和樹，内山真澄の協力のも

4. 本書JJまとめは，主として内山真澄の協力のもと tこ加藤邦雄が

したあたり，分担執筆こついては文末に氏名を明

5. 発掘調脊は，上記 5名のほか．こ，主として

た。

の人々が従事し

慶応大学大学院 二戸

芳雄，国学院大学学生 和枝。

大原勢司，笠井衛二，斎籐城徳，長谷川克浩，山下芳教，藤井

則明，伊藤加代子，大原ひな（旧姓吉嶋），笠井雅子（旧姓森本），

酒井洋了，小尾栄子，佐々木裕美子，市瀬知子，横地桂了｀，和田

ひとみ。

6. 刑，挿図浄浄等 の人々 ：こよる。

小尾栄子，佐々木裕美子，伊藤加代子，酒井洋子，

ー 大原勢司 e （以上順不同，敬称略）

7. 石質の肉眼による鑑定ぱ，北悔道開拓記念館 赤松守雄氏こお

いした。

＆放射性炭索による年代測

よる。

，．発掘期間中はもとより，

問にわたって，北海道内外の

より多くの協力とご

院大学理学部教授

出版iこいたるまで0)3 

くの研究者はもとより，札幌市

った。
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第1章発掘にいたる経過

本遺跡は，厚別軽工業団地造成工事に伴って，昭和 47年春に発見さ は，教育委員会

内部に独自で発掘凋査を実施する体制が確立されておらず，その取り扱いにあたって種々なる方向

から検討を加えた結果，近時とみに文化財対策が大きな社会問題化されているところから，札幌市

においても，これに対応すべく新しい体制を確立することとなった。この方針にもとづき，体制づ

くりに専念するとともに，かかる先人の遺跡は，広く市民共有の財産として後世に伝えうる必要が

あるとの立場から，その現状保存の可否についても幾度となく協議を重ねてきた。しかし，遺跡発

見の時点で軽工業団地の造成は，すでに遺跡部分を残して完成しており，これを保存することは，

軽工業団地の基礎的な設計から練りなおさなくてはいけないこと， もし保存するとしても島状に浮

き出た状態の火山灰地形の現状を保存することが困難である等々の事情により，事前調査を実施す

ることに決定さ

一方，教育委員会の体制確立も急務のこととされ，昭和 47年 10月3名の嘱託職員が赴任した

が，しかし，本遺跡の他にも更に早急に解決しなければいけない状況にある遣跡が多数あることか

らこれらを優先的に処理することとした。

昭和48年に到り，春から即刻調査に着手するよう準備を進めていたのであるが， 前年秋以来の

遺跡の発掘に専念するとともに，基本調査としての分布凋査を実施している途次において，更に破

壊に直面している新たなる遺跡の出現により，本遺跡の発掘は更に延期せねぼならなかった。この

間本遺跡にかかる工事を担当する部局には，特段の配慮を賜わった。これらの遺跡の調査を一段落

させ，本遺跡の調査に着手したのは発見以来実に 1

る。

発掘調査着手に っても，遺跡の表面採集，

決すべき問題となっている他遺跡の処理等，

う現状から，発掘調査そのものも 2年計画とせざる

ぎた昭和48年9月1日のことであ

より露頭にあらわれた遺構の状態，また解

ぎるのは調査員 1名のみとい

また発掘調査の進行にともない

発見される遺構は，当初の予想を大幅にうわまわるものであり，調査の前途は，誠に暗いものであっ

た。しかし，市開発局の

予算と日程を組めたこと，

る配慮により，十分とまではいかなくても現状ではほぽ満足すべき

を通じて調査補助の役割を果してくれる人達に恵まれたこと

もあって，昭和49年10月15日に無事調査を終了することができ

今，日本各地で埋蔵文化財に関する多くの問題を聞くにつれ，本遺跡の調査にあたって，何ら

題はなかったといい難いが，多くの事例から見れば，工事施行原因者，調査主体者の怠志の交流が

極めてスムーズに行なわれ，多大の成果を挙げることのできた調査であるといえよう。今後も，

遺跡の調査例を範として更なる前進に向って努力と研鑽を重ねてゆく心算りである。
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第2章遺跡の位置と環境

本遺跡は，札幌市白石区厚別町小野幌19番地を中心として広がる台地上に位置し，北から西は

海抜約12mの豊平川扇状地，通称大谷地原野に面する。他の方向は海抜40~60mのいわゆる野

幌丘陵へと連なる。このあたり一帯は支笏噴出堆積物によって形成されており，雨水による浸蝕が

はげしく，比高5~10m内外の小支谷が多く見受けられる。

本遺跡を乗せる台地は，海抜約 27mであり，西側は野津幌川が北へ流れ，東側はやはり北へ流

れる野津幌川の小支流に挟まれる幅約 200mの舌状を呈する。この台地尖端部には，縄文時代早期

の遺跡が見られる。更に同じ台地上の東側には，縄文時代早期，中期，後期，晩期の小遣跡が群在

している。しかし， これらはいずれも土器が散発的1こ見られる遺跡ばかりで，本遺跡を形成するに

足る規模の大きなものは見られない。

更に遺跡の位置を微視的に見ると，比高約 12m の浸蝕谷が南から北へ入り込んでいる。谷頭に

は， 1年中枯れることのない豊富な湧水が見られる。遺跡はこの谷をとりまく如く状態で存在して

いる。遺跡の広がる台地西側の一部はすでに工事により削平されており，谷も約 10mにわたって

埋め立てられているが，残る地形と地形図から原地形を復元すると，谷の西側部の台地は標高 27m 

の線で囲まれる最頂部があり，西側に見られる小支谷に挟まれる狭い舌状台地となり，野津幌川氾

濫原へと続く。谷の東側は標高 28mによって囲まれる最原部が見られ，台地中心部へと続く。そ

の南側はすでに削平されているが，小さな解析谷が多く見られ，野津幌川氾濫原へ面している。

- 2 -



第 3章 発掘調壺の方法と遺跡の層序

第1節発掘調査の方法

軽工業団地造成にともなう より遺跡の破壊が決定している地域内を発掘調査の とし

た。予定地内の一部こ塀がまわされているために，略南東ー北西に見られる塀を基線とし， 10m

位に区画し，これより略南西方向へ直角をとり， 1辺lOmXlOmの大グリヅトを設定した。この

呼称ぱ南東ー北西の基線は南東からA,B,Cとし，更に北東ー南西基線は北東から I,Il,皿とし

の10mの大グリットを更に 2mx2mの小グリット 25個に分割し，北東から，南西に向けて

1, 2, 3と呼ぶ（第 3図）。即ち各小発掘区は C-vll-20の如く名称で呼ぶこととしている。

主目的とし，この小発掘区4面につき 1面を発掘する方法を用いたが募渡と

思われるヒa y 卜の発見が著るしく，全面発掘を実施し

昭和48年度発掘地点は，南東が谷を埋め立てる 削平しており，この で

はすでに幾つかのピットの上部が削除されており，底面近くの輪郭が明確に現われていた。更に南

西部も造成により台地が削平されており，この部分にも幾つかのピットの輪郭が現われてい↑三北

西部は敷地外のため今回の調査予定から除外した。発掘総予定面積ぱ約10,000m2であり，昭和48

年度は約2ヶ月の調在期間で約800m2を全掘し，墓城とおぼしぎピット 132個を完掘した。

昭和49年度ぱ，昭和48年と未発掘部分全域を調査した。両年度合計の発掘面積は， 10,500m2 

である。

2節遺跡の層

発掘地点の層序はほぼ均ーであり，およそ次の通りである。上層は表土黒色土で有機物混りのシ

ルトである。中層は約10m(f）厚さに火山灰が堆積しており，礫分はほとんど含まれず，軽石が見

られる。シルト質砂：こ分類される。下層は火山灰質砂でやはりシルト質砂に分類される。厚さ 5m

まで確認されている。上位火山灰層との境界附近から深度11mまでは少量の有機物が証入してい

る。これは火山噴出の休止，或は勢力の衰えを示すものであるう。

以上の堆積を糸ーリング記録図によって示せば第4図の如くなる。第I層は黒色腐植土，中層は

色調より 4層に分類ずることができる。第 Il層ローム質の黄褐色粘土である。第1ll層ぱ淡桃色火山

灰，第W層灰色火山灰，第V層黄灰色火山灰， 第＼1層灰色火山灰砂， 第＼叩層黄灰色火山灰砂と

る l層と ぱ漸移的な変化が見られる m こ

遺構はすべて第 Il層におい

Il層は本台地上に一様の厚さをもっ

Il'層褐色土とする。

ることができ，その底面は第『， Il層であろ。た l r, 

っていないために， 掘り込みの深いピ、、I 卜ではとこる
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により第Ill層を掘り込んでいる。

参考までに，低地部のボーリング記録図を第 5図に掲げておく。ボーリング記録図（第4図）の

右側層序は，発掘調査等の所見をもとにこちらで加筆した。

尚，ボーリング調査のデータは，軽工業団地造成にともない，札幌エ営社の実施した調査結果の

一部を転載したものである。記して謝意を表する。
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第 4章 逍構及び出土遺物

第 1節遺構及び出土遺物

本節では，本遣跡発見の遺構と，その

遺構の記述方法は，①直径または長径 X

して簡単に触れよう。

②発掘時の探さ，③平面形と断面形の分類，④平

面形と深さによる分類， ⑤ビット構策時代， ⑥石の存否であり， ついて遺構の層位， その概要，

となっている。（遺物：）として記してあろものは， 遺構からの出上遺物の総数である。

器：），（石器：）と銘記して記してあるものぱ，図，拓木等に載せてあるものを示ず。尚，挿図，

図版中の各遺物につけられている ピット り， あるものは，次

の如く記していろ。尚，拓影，実測図の示してある士器によって遺構の

とば限らないe

（例（ピット番号）一（遺物の番号）， 20-1, 20-2) 

第 1号ピット（第129閾図版四十九）

決定している

①222X47 ②101 ③ 

l黒褐色士皿

⑤
 

⑥不明

さ 10cmり） し、1ら

概要： とも：こ下方を袋状に掘り込んである。

遺物：早2,続（C12)，不21, 1' フレ←？·•ク 8

第2号ピット（第5図，図版二十五）

①108X 104 ②43 

層位： l陪黒色士 l 

③AA  ④l¥ c ⑤早間 ⑥11（上面 2' 底面 9)

Ill黒褐色士 (Ilこゾやや明るい）， W

：底面南側に小ピヅトあり

石鏃1，削器1

士器（第 135図） 2-1~8東釧路Ill

石器（第 177図） 2-1柳葉形石鏃 2-2 

第 3号ピット（第 5図）

2個，

いし石槍の柄部破片

①122X 123 ②56 ⑧AB ④Nd 

: I陪黒色士 Il茶黒色士 m 

褐色土 (Vよりやや陪い） ＼佃音黒褐色士

⑤晩期 ⑥ 1 （底面）

W褐色土（地山粒子を含む） V 

Illに同じ） 渭黒褐色士（軟弱） 収

'11 

(¥111 
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より硬い） X褐色土

概要：ピット北東壁に攪乱ぴある。底面ぱ平坦である。

：早3, 中2,晩2'不3, フレーク 2

135図） 3-1東釧路Ill式土器， 3-2クンネトゥ L式土器

第4号ピット（第 5図）

①55X51 ②8.5 @AA ④ I a ⑤不明 ⑥ 

: I黒色土

概要：壁はやや娯斜し皿状を示す。底面は平坦である。

遺物：なし

第5号ピット（第 5図）

①120X 113 ②35 

層位： l暗黒色土 l 
A
I
l
l
 

A
 
③
 

（黒色のブロッタ混入） VI 

：円形，摺鉢状，

：晩4

土器（第 135図） 5-1クンネトウ L

④IV C ⑤晩期 ⑥ 

IV黒褐色土（賠黒色のプロック混入） V黒褐色土

W賠褐色土

である。

第6号ピット（第 5図）

①108X86 ②27 @AA ④IV C ⑤中期 ⑥ 

： ［黒色土 l黒褐色土 ID賠黒褐色土 W賠褐色土（地山プロ、、Iクを 混入） V 

色土

概要：東側壁に攪乱による

：中 3' フレーク 1

土器（第 135図） 6-1,2伊逹山式土器

ピットがある。

第7号ピット（第 6

①135X108 ②35 @BD ④IV C ⑤恵山 ⑥ 

: I黒色土 Il賠黒色土 Ill褐色土 W賠褐色土（地山粒子を含む） V黒褐色土 ＼1賠褐

色上 ＼『暗褐色土 (VIょり硬い）渭賠黒褐色土 IX賠黄褐色土 X黄褐色粘土（軟）

概要：東側壁の一部に攪乱がある。

遺物：中 1'晩3'不 9' 削器 1' フレーク 3

（第 135図） 7-1,2, 3タソネトウ L

石器（第177図） 7縦形削器
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第8号ピット（第 6図）

①114X 100 ②33 ⑧AA  

I焼土 Il暗黒色土 m 

④Ne 

w暗
⑤中期

V 

概要： さ5cm,24Xl5, 36X30の焼士が見

⑥ 6 （中層）

Vl 

底面ば平坦であろ。

遺物：早3，中 1

士器（第 135図） 8-1，2東釧路Ill

第9号ピット（第 7図）

8-3伊達山式土器

①70X69 

層位： l 

概要：皿状を示し，全体的に河原石が見られた。

② 9 ③AA  ④l a ⑤不明 ⑥ 6 （底面）

遣物：なし

第 10A号ピット（第 6図）

①90X88 ②27 ③AA  ④m c ⑤晩期 ⑥ 1 

: I木根の攪乱 Il黒色土（地山ブロック混入） 皿黒色士（地山ブロック多鼠に混入） N 

（地山ブロック少量混入） V陪黒褐色土 v1暗褐色上 vn黒色土（地山プロック混入） ＼備

概要：四基重複である。西端をA, 東端をC, 中央北をB, 南をDとし，一度に述べる。 4ピッ

トの新旧関係ほ， Dが最も古く，次がC,新しいのはA, Bであろ。 A, Bの新旧関係ぱ不明。

：出土遣物は， 4ピット総こ る。早2' 中1,晩4, 不 2,石鏃 1, フレーク 3,

は， Dピット下層より検出さ

士器（第135図） 10-1,2東釧路Ill式土器

石器（第 177図） 10柳葉形石鏃

第 10B号ピット（第 6図）

①110X93 ③
 

④
 

⑤ ⑥
 

第 lOC号ピット（第 6

①75X70 ②27 ③AA  ④lC ⑤晩期 ⑥ 

第 10D号ピット

①不明 ②
 R
 

④
 

⑤
 

⑥ 
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第11号ピット（第 7図）

①93X88 ②45 ③AA  ④Ill C ⑤晩期 ⑥ 

層位： l F"u 
Ill:l音黒褐色土 W 

色上 (¥1よりやや明るい） ＼冊褐色土 (Vよりやや明るい）

概要：西壁やや緩やかに立ち上り，東壁ぱ垂直である。

2, 中1，晩1, 不4, フレーク 2

士器（第 135図） 11-1東釧路m式土器

＞
 

1

1

 

ー

1
1

¥1陪褐色十 ＼冊賠褐

である。

第 12号ピット（第 7 図版二十五）

①110X109 ①46 ②AB  ④IV C ⑤晩期 ⑥19（下層）

層位： l暗黒色士 l暗褐色士（地山プロック混入） 皿暗褐色土 W暗褐色士（地山プロ、y ク

混入） V黒褐色土 VI褐色上

概要：壁ば底面近くで直立し，東側に攪乱予ある。底面ぱ中央がやや低い。配石は全体的に見ら

れ，組石中 2個ぱ石皿， 16個が二次的な火を受けている。

5, 中5, 晩9，組石中に砥石2'擦石 1) フレーク 3

（第 135図） 12-3東釧路冊式土器， 12-1,2縄文時代晩期上器

石器（第183図） 12 石皿破片を再使用した砥石 （第 185図） 12 擦石

第 13号ピット（第 7図）

①140X 130 ②60 

層位： I賠黒色土 Il 
B
1
1
1
 

A
 
③
 

⑥ 

（地山粒子混入） V 

v11褐色土 Vlll暗褐色土 (Vlより

：底面中央がやや低い。

1, 中1, （恵山 3)

第 14号ピット（第 8

①102X 87 

: I 

図版二十五）

⑤
 

）
 

IV
い

d
 
＞
 

（第 135図） 13-1東釧路III式士器 13-2~4恵山式土器

②20 @AC @l!I b ⑤不明 ⑥ 1 

（地山粒子品入） I陪黒褐色土（地山ブロッタ混入） l!I 

VI 

W賠

褐色士 V黄褐色粘士

概要：底面は平坦，西側に小ビ、y 卜がある。

遺物：なし
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第 15号ピット（第 8

①87X85 

: I 

③AA  ④ill C ⑤晩期 ⑥18（下層）

Il暗黒色士 lil褐色士 W黒褐色土 V暗褐色土

概要：南側に攪乱がある。壁は垂直，底面は乎坦，配石は全面に見られ12個が二次的な火を受け

ている。

遺物：晩5'続 8, 不 1, フレータ 1

（第 135図） 15-1~5タンネトウ L式土器

第 16号ピット（第 8図）

①114X 104 ②37 ⑧AA  ④Ne ⑤晩期 ⑥ 8 （中層，底面）

層位： I暗黒色土 Il黄褐色土 (lのプロック混入） 皿 （地山ブロック N陪褐色

土（地山ブロック若干混入） V暗黒褐色土 ＼l 

概要：配石は全体的に見られ， 2個は掘り込み面に直立している。

遺物：中 3' 晩 1' フレーク 1

土器（第 135図） 16-1,2伊逹山式土器， 16-3クンネトウ L

第17号ピット（第 8図）

①118Xll0 ②52 ③ ④ ⑤ ⑥ 6 

層位： l暗黒色土 I暗黒褐色土 (Iのブロック混人） Ill暗黒褐色土 N暗褐色土 V賠褐色

土（地山粒子混人） VI褐色土（地山ブロック混入） 川褐色土 ¥i111地山ブロック

：底面は中央に向って低くなる。配石は北に扁しており， 5個は焼けている。第21号ピット

と重複しており，本ビットの方が新しい。

遺物：中4,続 1 （壁面より），砥石 1, フレーク 2

土器（第 135図） 17-1~4伊逹山

石器（第 183図） 17 砥石

第 18号ピット（第 9図，図版二十五）

①74X73 ②28 

層位： l振乱 ll 
A
 
A

皿

③
 

Il C ⑤不明 ⑥10 

（地山プロック混入） V黒褐色土（地

山プロック混入） Vl褐色土

概嬰：北と南に攪乱がある。

個は二次的な火を受けている。

遺物：早2，晩 1' フレーク 1

ら西に

（第 135図） 18-2,3東釧路Ill式土器， 18-1タンネトウ L

あがる。配石は全体に広がり， 6 
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第 19号ピット（第 9図）

①76X60 ②22 ③AD  ④ H b ⑤不明 ⑥22（中層）

層位：上層に黒色土，次に黒褐色土，底面近くには褐色土がかなり淳く見られた。

概要：断面はボウル状を示し，全面に石が見られ， うち15個は二次的な火を受けている。

遺物：石皿1

石器（第 186図） 19 石皿

第20号ピット（第 9図，図版二十六）

①69X60 

層位： l 

②28 ③AA  ④n c ⑤後北C2 ⑥ l 
I賠黒色土 皿暗黒褐色土 1V暗褐色土 V褐色土

：西側に一部攪乱があり，底面は平坦である。

遺物：中 2, 続（C21)

土器（第 135図） 20-1,2伊逹山式土器， 20-3後北C2式土器

第21号ピット（第 129図，図版四十九）

①289X84 ②91 ③ ④ ⑤TB  

層位： ］攪乱 ！黒色土 皿黒色土（地山ブロック

VI黒色土 ＼11の下に再び＼1が見られる。

概要：西側は新しく構築された第22号ピットに一部破壊され，南東も新しく構築された第17号ビ

＞
 

v1褐色土

ットにより切断されている。

：掻器1, フレーク 1

石器（第 177図） 21縦形掻器

第22号ピット（第 129図，図版四十九）

①141 xso ②113 R④  ⑤TA ⑥ 

: I暗黒褐色土 ！暗黒色土 皿黒色土（地山プロック混入） W黒褐色土 V陪褐色土 ＼1 

褐色土

概要：第21号ビットの西側を切断し構築している。 南側ili下方で一度袋

掘り込んでいる。第21号ピットと重複し，本ピットが新しい。

：早 1, 中1,晩1，不2' フレーク 1

土器（第 135図） 22-3東釧路冊式土器 22-1伊逹山式土器 22-2タンネトゥ L

第23号ピット（第 9図，図版26)

①95X88 

- 10 

RAA ④Ill b ⑤不明 ⑥ 2 （下層）



層位： l黒色土 Il暗黒褐色土 皿賠褐色土 W褐色土

概要：壁は垂的に近く，底面は平坦である。

遺物：なし

第24号ピット（第 9図，図版 26)

①97X88 ②58 RAA ④III d ⑤北大 ⑥ 

層位： l黒色土 Il暗黒色土 III暗黒褐色土 W暗黒褐色土（黒色土と地山が漸移的変化を示す）

V暗黒褐色士（地山粒子を多量に含む） VI褐色士 VII暗褐色土 VIII褐色士（地山プロックを含む）

概要：西側壁はやや彎曲した立ち上りを示し，東側壁1ま急である。上部1まゆるやかに広がる。

遺物：早 1' 晩 1' 続（北大2)，不3, フレーク 1

第25号ピット（第 10図）

①78X66 ②21 ③AD  ④Il b ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 Il暗黒褐色土 (1より硬い） 11l黒褐色土 W暗褐色土 V褐色土 VI黄

褐色粘質土

概要：壁はなだらかでボウル状を示す。

遺物：フレーク 1

第26号ピット（第 10図，図版二十六）

①106X99 ②44 ③AB  ④Ne ⑤中期 ⑥ 

層位： l黒色土 Il暗黒色土（地山粒子混入） W暗褐色士 V褐色士

概要：南西側に攪乱を受けている。壁1ま急な立ち上りを示し，底面は平坦である。

遺物：中 2' 不 1

士器（第 135図） 26-1, 2伊達山式土器

第27号ピット（第 130図，図版五十）

①172X 125 ②182 ③ ④ ⑤TA ⑥ 

層位： l焼土 Il黒色士 III黒褐色士 W黒色土 (Ilょりやや暗い） V黒褐色土 VI暗褐色土

V11黒褐色士 (IIIょりやや明るい） VIII褐色士（軟） IX黒色士 X褐色士（黒色土混入） Xの下部に

再びN,X, IXが交互に見られる。

概要：壁の立ち上りは，下部が垂直に近く上部はゆるやかになる。焼士が径50cmにわたって

見られた。

遺物：続 1

- 11 -



第28号ピット（第 10図）

①140X137 ②46 ③AB  ④IV C ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒色土 Il暗黒褐色土 Ill賠褐色士（硬） IV暗褐色土

や暗い） V1褐色土

v陪褐色土 (Wよりや

概要：南側に攪乱を受けており，フランは
〔一
ヽ，＂ ぷュ
ー

：早2, 晩7,不3, 1' フレーク 1

土器（第 135図） 28-1~7タンネトウ L式土器

第29号ピット（第 10図）

①102X97 ②38 

ll 位： l 

土（軟） ＼1褐色土

RAA ④I¥ C 

III 

⑤不明 ⑥ 

w陪褐色土（皿 J:り更に硬い） V 

概要： ち上り，東側：こ張り出しがある。底面は平坦である。

遺物：早2' 中1

土器（第 136図） 29-1,2東釧路III式土器

第30号ピット（第 11図）

①89X83 

: I 

②17 ③AA  ④皿 b ⑤不明 ⑥ 

ll褐色土

し，底面は平坦である。

：フレーク 1

第31号ピット（第11図）

①100X90 

: l 

②32 ③AD  

Il !！心色上 Ill 

④Ill C 

IV 

⑤晩期 ⑥ 1 

v暗黄褐色土 ＼1賠黄褐色土 (Vよりや
や明るい） ＼11黒褐色土 ＼111陪黒褐色土 IX陪褐色土 X 

Nに同じである。

IX, Xは，第31A号ピット III,

：南西側は第31A号ピヅトと 北西側は より削られている。底面中央は

でいる。

1'晩2,統 1

上器（第 136図） 31-1,2クンネトウ L式土沿

第 31A号ピット（第 11図）

①96X89 

12 -

②20 ③AA  ④Ill b ⑤不明



ピットの層位の項参照のこと。

概要：壁の立ち上りはゆるやかで，底面ぱ西側にかけてやや低くなる。

遺物：な

ピットと

第 32号ピット 11図，図版三）

①106X96 ②24 

: l焼土 l 

概要：壁面，底面ともに硬くしっかりしている。焼士が上面径約60cmにわたってみら

ば底面こり浮き上った状態で全体的に見られ，そのうち 3個が二次的な火を受けてい

中より少量の木炭が検出さ

：なし

第 33号ピット（第 12図）

①131 X 117 

層位： l 

概要：

A
 
A
 
RIll 

b
l
V
 

IV 
④
 

⑤不明 ⑥13（下層）

v褐色士

②37 ③AD ④I¥「c

l陪黒褐色士 Ill 

⑤晩期 ⑥ 1 

IV陪褐色土 V攪乱（西側）

りは緩らかで，断面はボウル状を呈ずる。

遺物：早2,晩2, フレーク 1

士器（第 136図） 33-2,3クンネトウ L式士器

第 34号ピット（第 12図）

①94X79 ②55 RAA ④DI d ⑤不明 ⑥ 3 （上層）

層位：セクション設定位置を誤り明確になしえなかっ

概要：上面に 2ox12cmの焼土が確認された。石 1個は二次的な火を受けている。

の木炭を検出。壁は直立し，底面は平坦である

遺物：中3' 晩13（一括），続3

士器（第 136図） 34-1~5タンネトウ L式土器

より多量

第 35号ピット（第12図）

①90X81 ②40 ③AA  ④Ill C ⑤北大 ⑥ 2 （上層， 下層）

: I陪黒色土 I陪黒褐色土 Ill暗褐色士 (Nよりやや明るい） IV賠褐色土 V褐色土

概要：壁は，西及び北側で垂直に立ち上り他は緩やかである。焼石1個がド層より検出さ

遺物：早2, 中7' (D 5 北大1)，擦1)不 2' 2, フレーク 1

士器（第 136図） 35-1, 2トコロ第6類士器 35-3, 4後北D式土器 35-5北大式土器

- 13 



第36号ピット（第 12図）

①103Xl01 ②41 ③AD ④Ne ⑤不明 ⑥ 1 

: l暗黒色土 n暗黒褐色土 III暗黒褐色土 (Iょりやや明るい） N暗褐色土 V褐色土
概要：壁は緩やかな立ち上りを示し，断面はポウル状である。中央南側に石 1個が確認された。

遺物：早1，中 1

第37号ピット（第12図）

①82X76 ②22 @AA ④l b ⑤晩期 ⑥ 

: I暗褐色土 I陪褐色土 (1より軟らかい） III暗褐色土（硬いプロック混入）

概要：壁は西側が急で，東側は緩やかな立ち上りを示す。

遺物：晩2'石鏃 l

136図） 37-1,2クソネトウ L式土器

石器（第 177図） 37大形有茎石鏃

第38号ピット（第 13図）

①85X77 ②21 @AA ④ Db ⑤晩期 ⑥ 7 (3中層， 4下層）

層位： l焼土 I暗黒色土 III暗黒褐色土 W暗褐色土 V黒褐色土 91褐色土

概要：上面南に径30cmの焼土がみら九た。配石中 3個ぱ二次的な火を受けていた。

遺物：早1,晩4,続 1,不 2, フレーク 2

土器（第 134図） 38-1~4タソネトウ L式土器

第39号ピット（第 13図）

①107X103 ②30 ③AA ④[V C ⑤晩期 ⑥ 

層位： l Il煎褐色土 冊賠黒褐色土 IV暗褐色土 V暗褐色土 (IVより明るい）

褐色土

概要： し あろ 底面は平坦である。

遺物：早2, 晩 1, 不2

土器（第 136図） 39-2東釧路i

第40号ピット（第 13図）

(!)90X 81 ②21 ③AD ④i b ⑤早期 ⑥ 

層位： l陪黒褐色土 ［黒褐色土 i陪褐色土 I, Iは地山プロックを混入している。

概要：壁の立ち上りは緩やかで，断面はボウ

3,続 1, フレーク 1

14 

る。

VI 



土器（第 136図） 40-1,2東釧路lll

第41号ピット 13図，図版三）

②19 @AD ④ l b ⑤後北D ⑥ Q:)48X47 

層位： l I黒色土（地山ブロック混入） 皿褐色土（地山に 1の粒子混入） W暗黒褐色

土

概要：口径に比して底径が極端に小さく，壁は緩やかである。木炭を少量検出。

：早1, 晩1，続（D-括）

土器（第 161図） 41は，高さ約 19cm, 口径推定約20cm,底径推定約8cmである。口唇に刻み

目を有する降起帯をめぐらし，胴部に縦位の帯縄文を施文する。 （第 136図） 41-1,両者とも後北

D式土器。

第42号ピット（第 13図）

①95X90 ②19 RAA ④III b ⑤早期 ⑥ 

屑位： l暗褐色土（地山プロック混入） I暗褐色土（地山粒子混入） III賠黒褐色土（地山フ・ロ

ック混入） N褐色土

：壁ぱ緩やかに立ち上り，底面は東側に従ってやや高くなる。

：早2,晩 1,不 2, フレーク 3

土器（第136図） 41-1タソネトウ L

第43号ピット（第13図）

③AA  ④Ill C ⑤不明 ⑥ 2 （上面）①97X89 

層位： l 

M褐色土

概要：

②38 

I ll1暗褐色土 (Ilよりやや明るい） N V暗黒褐色土

上り，摺鉢状を呈する。上面に径約30cmの焼土が確認された。

：晩 2

（第136図） 43-1,2タンネトウ L

第44号ピット（第 14図，図版二十七）

②30 RAA Rill c ⑤不明 ⑥ 6 (2上面， 4底面）①92X85 

: I I暗褐色土 m暗褐色土 (Iょりやや暗い） W暗褐色土 (mょり軟らかい）
V黒褐色土 v1黒褐色土 (Vより硬く地山ブロヅク若干混入） ＼冊褐色土

概要：壁ぱ急で，底面は平坦である。石は9北側上而， 南側底面にあり， その内 1個は焼石であ

る。

：晩1, フレ-?～ク 1
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士器（第136図） 44-1タンネトウ L式士器

第45号ピット（第14図）

①88X88 

層位： l黒色土

②21 ⑧AD  Ill b ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

l暗褐色土（！よりやや明ろい） W
"
 

概要：

遺物：早1

なだらかに立ち上り，断面は糸ウル状である。

土器 136図） 45-1東釧路Ill

第46号ピット（第14図）

①75X75 

: I褐色土

概要：

：なし

②21 ③AD  ④ Il b 

①105X94 

Ill黒色土

るやかに吃ち上る摺鉢状である。

Il暗褐色土

第47号ピット（第15図，

②49 

図版二十七）

③AA  

N陪黒褐色土

④ Il C 

: I賠黒色土 I暗黒褐色土 1Il黒褐色土

や軟らかい） Vll暗黒褐色士 (lょり軟らかい）

より軟らかく，木炭粒を含む）

概要：北側で第52号ピ、y 卜と

緩やかに立ち上る。石 3個が底面近くより出土し

している。

⑤不明 ⑥
 

⑤後北ら⑥3 （下層）

N黒色土 V賠褐色土 ＼1黒褐色土 (DIよりや

v皿暗褐色士 (Vより軟らかい） IX暗褐色土（＼備

本ピットのほうが古い。 上方は

遺物：中 1,晩 1,続 (Cバ）

土器（第136図） 47-1纏文時代中期土器 47-2クンネトウ L 47-3後北ら式士煕

第48号ピット（第 14図， 図版二十七）

①106X 105 

①108X 104 
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②42 

層位： l暗黒色士

や暗い） V黒褐色土

概要：

配石は全面にあり，

遺物：中 1

l 

¥1褐色土

第49号ピット（第 14図）

②45 

RAA ④IV C ⑤不明

（褐色土のプロックを含む）

45°の立ち上りを示し，摺鉢状である。

そのうち 2個：ま二次的な火を受げてい

③AD  ④N C ⑤不明

⑥10（下層，底面）

llI暗褐色土

⑥ 8 

IV陪褐色土（皿よりや

上面中央に 25X15cmの焼土が られた。

（底面）



：上層より，

概要：南東側は攪乱により

る。西側壁は緩やかに

：北海道式石冠 1

（第 183図） 49

褐色上の順である。

できない。 も掘り込み面上方は攪乱を受けてい

。

第50号ピット（第 17図）

①110Xl03 ②54 ③AD  ④Ne ⑤晩期 ⑥ 5 (3上面， 2下層）

: I暗黒色土 H黒褐色土 冊褐色土（地山プロック混入） W暗褐色士 V褐色土 VI暗

（地山プロ ‘yク混入）

概要：壁ぱゆるやかに立ち上る。底面ぱ平坦な摺鉢状である。

遣物：早4 晩3 不 2 擦石 1

土器（第 136而） 50-1~4東釧路Ill

石器（第 185図） 50 擦石

第51号ピット（第 16図，図版四，二十七）

50-5クンネトウ L式士器

①110Xl03 ②54 RAA ④IV C ⑤ ⑥
 

：北側の掘り込み面上端ぱ，第 53,54号ピ、y 卜の構築によって破壊されている。新旧関係

第 55,51, 54, 53号ピットとなる。

遺物：早 6

土盛（策 136図） 51-1, 2東釧路III

第52号ピット

①75X73 

層位： I 

15図，

②57 

"＂＂-

③AB  

Ill 

二十七）

I d ⑤晩期 ⑥16 

IV陪褐色士 (Illょり ＞
 

VI賠

渭よりやや明るい地山ブロヅク V11褐色士 渭陪褐色土 (VIよりやや明るい地山

ブロックを含む）

：南側で第47号ピットと重複している。本ピットが新しい。底而全体に配石が見られた。そ

のうち 7個は焼石である。

追物：早5 中1 晩3 不 1

（第 137

第53号ピット

52-1~3 Ill式土器 52-4 ~ 6クンネトウ L

16図，図版四，

①114Xl01 ②35 ⑧AA  ④IV C ⑤晩期 ⑥13 
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: I黒色土 I lli暗褐色上

概要：壁は急傾斜を示し， ある。

石が南側に扁在した。そのうち 6個は火を受けている

遺物：早6 晩 1 続 1 不2 フレーク 1

V暗黒褐色土 (IVより

ある。第51号ピヅト

（第 137図） 53-1~5東釧路圃式上器 53-6タンネトウ L土器

第 54 号ピット（第 16 図，図版四，—寸十七）

①106Xl02 ②54 RAA  ④Nd ⑤不明 ⑥12（下層）

13個の

: VII暗黒褐色上（軟） VIII暗褐色土（やや硬い） IX黒褐色上 X暗褐色上 XI暗褐色土 (X

より軟弱） X1l褐色土

概要：壁は急に立ち上り，底面は乎坦である。 12個の石が底面よりやや浮い て§ 扁在

した。 2個は二次的な火を受けている。本ビ、ゾ卜

遺物：早1

る。第51号ピット

第55号ピット

①103 X91 

層位：

16図，図版四，二十七）

②54 RAA  ④皿 d ⑤後北ら ⑥ 

概要：壁は急であり，断面は摺鉢状を示す。

遺物：続（ら 1)

ットは四基重複である。第51号ピット参照。

土器（第 137図） 55-1後北c2式上器

第56号ピット（第 17図）

①182Xl75 ②46 

層位：上層より，

@AB ④V C ⑤不明 ⑥ 

黒色土（地山ブロック ，黒色上（軟），

土（地山の軟らかいプロ、yクを合む）

概要：南側に張り出しをもつ不整円形である。壁は緩やかに立ち上る。

ている。

くでは，陪褐色

ら東に傾斜し

遺物：早 5

土器（第 137

56-7後北Cl

晩4 続 (C1,C2, D) 6 1 不 1 石皿破片 1 フレーク 3

56-8東釧路皿式上器 56-1~5タソネトウ L式上器 56-6続縄文式上器

第57号ピット（第 17図）

①59X58 

層位： l 

② 9 ③AD  

概要：円形皿状の小型ピットである。

-18-
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：なし

第 58号ピット（第 17図）

①80X70 

: I 

②28 ③AA  ④Il C ⑤不明 ⑥ 

Il黒色士 Ill暗黒褐色士 W黒褐色土 V褐色士 VI賠褐色士

概要：壁は西側で一部階段状を呈する。底面は東にしたがいやや高くなる。

遣物：なし

第59号ピット（第58図）

①100X99 ②14 ⑧AA  ④圃 b ⑤後北C2 ⑥ 

: I暗黒色土 l黒色土 圃賠黒褐色土

概要：壁は急に立ち上り，底面は平坦である。西側で第63号ビットと重複。第63号ビットのほ

うが古いc

遺物：晩1 続 1

（第137図） 59-2後北し式土器

第 60号ピット（第 18図）

①136X 121 ②42 ⑧AA  ④V C ⑤晩期 ⑥ 

: I攪乱 Il黒褐色土（攪乱を受けた様相を示す） IIl w褐色土 V黄褐色土
概要：東壁が急で他はゆるやかな立ち上りを示す。底面は東より西へ傾斜している。

遺物：早1 中2 晩3 不 1

土器（第 137図） 60-1~2東釧路皿式土器 60-3~5 （クンネトウ L式土器）

第 61号ピット（第34

①90X79 ②40 ③AA ④Ill C 

層位： I賠黒褐色土 I Ill 

概要：円形，摺鉢状のプランを星する。

遣物：続 (C2, D一括）

土器（第 161図） 60は後北 C2式土器注口部，

第 62号ピット（第18図）

⑤後北D ⑥ 1 

(Iより明るい）

137図） 61-1, 2後北D式土器

①113X 102 ②48 ③AB ④Ne ⑤後北D ⑥7 （下層底面， 1個は軽石）

: I暗黒色士 l暗黒褐色土 皿黒褐色士（褐色プロック況入） W賠黒褐色土 V 

土 V1賠褐色土 (IDよりやや明るい）

概要：壁の吃ち上りは，下方が急領斜，上方は緩やかである。石7個が下層と しt::.1~0 
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そのうち 1 2個は焼石で， 扁し られた。

遺物： 1 中1 晩4 続 (D2) 不 1 石皿またぱ砥石破片 1 フレーク 1

土器 137 62-1~4タンネトウ L 62→)後北D

第63号ピット 18図）

①87X86 ②41 ⑧AA  ④Ill C ⑤不明 ⑥ 

層位： N V黒色土 v1黄褐色粘土 VIl黄褐色粘土（軟） プロック

収黄褐色土

概要： より西に約10cm られる。第 59 ビットと 第59号ビ

ットが新しい。

遺物：なし

第64号ピット 19図）

①154X140 ②51 

層位： l焼土 Il 

概要：壁は底面より

③BA ④V d ⑤不明 ⑥ 1 

皿黒色土 W陪褐色士 V黒褐色士 V1暗褐色士 VI褐色ャ：l：

り，途中か

た。西側で第66号ピット，南側で攪乱ビットと

となる。ほぼ中央に焼石が 1個見られ

し，第66号ビットが古い。掘り

60cm,厚さ 12cmの焼士が見られた。

遺物：早 1 中 1 晩2 続 1 不 1

・・七器（第137図） 64-1東釧路Ill式土器 64-2, 3 クンネトウ L式上器

第65号ピット（第 19

①100X98 ②36 

層位： I黒色土 n 
概要：壁は緩やか，

③AD  ④III C ⑤不明 ⑥ 4 (3下層， 1底面）

lH黄褐色土

る。第66号ビットと 第66号ビットが古い。

：続4

上器（第 137図） 65-1~3 続福文時代：K器

第66号ピット（第 19図）

①87 ②16 

: N陪褐色土のみがみら

：西側は第65号ビット，

④
 

⑤ 

64号ピットと

⑥ 

し， よりも 円形，ポウル状

こ

：なし
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第67号ピット（第 18図）

①78X78 ②30 ③AA  ④lc ⑤不明 ⑥ 

: I黒色七 Il暗黒褐色士 Ill暗褐色士 1V暗黒褐色土 (lこり賠い）

概要：西壁がゆるやかな立ち上りを示し，

：早 1 中1 不 1

士器（第 137図） 67-1 纏文時代中期士器

第68号ピット（第 20図）

である 3

①113Xl08 ②50 @AA ④IV C ⑤後北D ⑥ 

: I暗黒色士 l暗黒褐色士（火山灰が均ーに混入） 圃暗黒褐色士（火山灰がまだらに混

入） IV暗黒褐色士 V暗黒褐色士 (IVよりやや暗い） VI黒褐色士 ＼伽音黒褐色士 (Iに近似ず

る） V1ll黒色士 1X褐色七

概要：東壁がやや緩やかで他は急煩斜である。底面は中央部が低くなっている。

遺物：早5 中1 晩2 続 (C1, D) 18 不8

士器（第 137図） 68-1, 2後北 Cl式土器 68-3~12後北D

第69号ピット（第 20

①44X32 ②13 @BB ④I a ⑤ ⑥ 

: I黒色土 Il黒褐色土 l1I暗黒褐色上

概要：不整楕円形，断面ぱ玉ウル状である。

：フレーク 1

第70号ピット（第20図）

①47X47 

: I 

②13 ⑧AD  ④I b ⑤不明 ⑥ 

I暗褐色土 冊褐色土

概要：円形の小ピットであるc 断面ぱボウル状である。

遣物：晩 2

第71号ピット（第34図）

③AC  IV d ⑤不明 ⑥ ①112X106 ②51 

層位： l黒色上 l 

色土

III IV暗褐色土 V (IVより明るい） ＼1褐

概要：円形，

遣物：なし

る。底面中央：こ窪みを持つ。
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第72号ピット（第20図）

①112X98 ②46 

: I暗褐色土

③AA 

l黒色上（木炭を合む）

VI暗黒褐色土

概要：東壁に攪乱が見られる。

状の石が置かれていた。

らかい） W暗褐色土（乳灰色火山灰が若干混入）

：早 1

①95X81 

: Il 

黄褐色粘土

概要：

削

フレーク 1

第73号ピット（第 20

②49 

④Ne 

＂山
⑤不明

ビット外，南約 30cmに，

③AD 

Ill 

V]黄褐色粘土ブ戸ック

④軋 C ⑤後北C2

IV黄褐色粘土（軟弱）

w賠褐色土

50cm, 

＞
 

30cm, 

(Wより

さ5cmの板

⑥ 

V黒色土（地山プロック混入） ¥1 

下方は急で， 上方がゆる

らである。 ゜
乙

0ぁ グリット発掘時に若干掘りす ため l

逍物：晩 1 (C2一括）

土器（第 138凶） 73-3クンネトゥ L式土器

第74号ピット（第 21図）

①96X95 ②38 

: I黒色土

③AB 

Il陪黒褐色土

④m c 

m賠褐色土

73-1, 2後北ら式土器

⑤不朋

IV黒褐色土

⑥ 1 

る。 西に向って高くはる。石1個がピット内東よ

り検出さ

遺物： ー

（第 138

第75号ピット

74-1クンネトウ L

①359X325 

21図）

②58 ③
 

④
 

⑤
 

⑥ 

層位： l 

(Vより明るい） V'B褐色土

Xl乳陪い） X黄褐色粘土

Il 
Ill 

!V暗褐色上

渭黒色土（地山プロックを少量混入）

XII褐色粘土

v陪褐色土 (Illょり明るい）

Xll1黄褐色粘土

lX褐色土 (VBよりやや

XlV黄褐色粘土ブロック

¥1陪

黒色土

概要：発掘前の平面プランは，黒色土が環状：こめぐっ おり， 図中破線で囲まれる 地山

の黄褐色土が見られた。 約10cmの さで，黄褐色粘土の下部に入り込んでいる。

：中 3 晩 2 (A 2 北大2) 不20 削器 l フレーク 1
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土器（第138図） 75-1縄文時代中期土器 75-4, 5タンネトウ L式土器 75-2, 3後北A

75-6, 7北大式土器

石器（第 177図） 75 矩形倒片の一側縁に背の高い刃部を施した削器

第76号ピット（第 21図）

①96X84 ②25 ⑧AA  ④Ill h ⑤ ⑥ 

層位： l Il ll1賠黒褐色土 IV暗褐色土（地山粒子混入）

概要： 立ち上り，底面は平坦である。

遺物：晩7 P-5) フレーク 1

士器（第 138図） 76-1~5タンネトウ L式土器

第77号ピット（第22図）

①92X89 ②32 

: I陪黒色土 l陪！

概要：壁は緩やかに立ち上り，底面は若干彎曲している3 南壁近く

遺物：フレーク 1

第78号ピット（第22

①52X43 ② 7 @AD ④ I a ⑤不明 ⑥ 

層位： l陪黒色土 l陪褐色土

概要：円形，皿状を示すプラソである。西側は第79号ピットに切られている。第79号ピットが

しし‘o

しな．` 

第79号ピット（第 22図）

⑧AA ④冊 c

lil 

⑤不明

IV 

⑥ 1 （上面）

V 

①88X87 ② 6 

: I賠黒色土

概要：円形1111状のプランである。第78号ピットを切って構築している

人頭大の石4個が検出され，内 1個は石皿であった。

遺物：続 2 石皿1 (S-3) 

土器（第 138図） 79-1, 2後北式土器

石器（第 186図） 79 石皿

1個あり。

RAD ④m a ⑤不明 ⑥4 （底面，内 1個は石皿）

78号ピット lヽ
'・o 

第80号ピット（第 22図）

①112X 102 ②39 RAD ④IV C ⑤不明 ⑥ 
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: I 『暗黒色士 圃黒褐色士 (Iよりやや明るい） W暗褐色士 (Vよりやや賠

い） ＼「暗褐色士

概要：底面中央が低くなっている。円形摺鉢状のピットである。木炭少景が 1H層北東より検出さ

れた3

：中 2 晩2 5 不 3 フレーク 3

第81号ピット（第 22図）

①75X71 ②24 ⑤不明 ⑥ 1 （石冠破片）

層位： l暗褐色土 ll 

RAA ④ll b 

(1より ）ヽ Ill N陪黒褐色士 V賠褐色土

概要：壁ぱ垂直で，底面は平坦である。

遺物：晩 1 石冠1

石器（第 183図） 81 石冠

第82号ピット（第22図）

①80X74 ②20 

層位： l褐色1: I 

RAD ④lll b ⑤不明 R 

ll1黒褐色士

に立ち上り，断面は来ウル状である

遺物：むし

第83号ピット（第22図）

①67X65 

層位： l 

②10 

：この附近一脩ぱ

③AA  I a ⑤不明 ⑥ 

てによっ 削平されビット

思われろ，3 るピットであるが断面形ぱ現存部では皿状である。

：晩 1

第84号ピット（第 23図）

①66X64 ②11 

層位： I黒褐色士

③AA  ④ Ila ⑤不明 ⑥ 

したものと

：地山が東に傾斜するため，東壁は西壁；こ比して低くなろ。上部が削平されているため， ピ

ットの底面部のみが残されたらのと思われる。第83号ビット参照。

：中 1

第85号ピット（第 23図）

①66X56 ②10 ③AA  ④I a ⑤不明 ⑥ 
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: I暗褐色土

概要：西側にしたがって底面が高くなる。整地作業により底面部のみ残存。現存部のみでは底面

と壁の区別が明瞭でない。

遺物：なし

第86号ピット（第 23図）

①86X83 ②30 ⑧AA  ④III C ⑤晩期 ⑥ 1 （中層）

層位： l攪乱 l黒色土 III暗黒褐色土 N暗褐色土

概要：円形，摺鉢状のプランである。 III下面より人頭大の石1個が検出された。

：晩3 不 3

土器（第 138図） 86-1~3 タンネトウ L式土器

第87号ピット（第23図，図版二十八）

①98X93 ②29 ⑧AA ④i C 

: I賠黒色土 Il暗褐色土 i褐色土

⑤晩期 ⑥ 6 （底面）

概要：円形プランで摺鉢状を呈する。配石は 6個で， 5個は北， 1個は南，そのうち 4個は焼石

dある。

遺物：晩4

土器（第 138図） 87-1~4タンネトゥ L式土器

第88号ピット（第 23図）

①72X70 ②20 @AA ④Il b ⑤不明 ⑥ 

: I黒褐色土（褐色プロック Il暗黒色土 i暗黒褐色土が壁沿に堆積している。

：円形プラン ある。

：晩 1 砥石破片 1

第89号ピット（第23図）

①94X75 ②25 ⑧BA  ④lllb ⑤不明 ⑥ 

: I暗褐色土 ll黒褐色土 (IVよりやや明るい） 11I N黒褐色土 V 

(Iょり明るい） V1賠褐色土 (Vよりやや陥い）

概要：楕円形で，摺鉢状の断面形である。

遺物；晩 2 不 1 フレーク 1

（第 138図） 89-1, 2 クンネトウ L式土器
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第90号ピット（第23図）

①96X90 ②34 ③AA  ④III C ⑤恵山 ⑥ 2 （下層）

: l黒色上 ！黒褐色上 ピ、ゾトリ）断面形と同じ状態でみ

概要：南壁が張り出した不整円形プランで，南壁の立ち上りは緩やかである。焼石 2個検出。

：中 1 晩8 続（底部 2) 不4

土器（第 161図） 90 

138図） 90-1, 2クンネトウ L

こまかい纏文を施文する。続纏文時代恵山式士器であろう。

9炉3続纏文式上器

第91号ピット

①138X130 

層位： I 

24 

②70 

l 

図版五，六）

③AC  ④Vd ⑤恵山 ⑥ 

Ill暗褐色土 W黒褐色k V褐色土 ＼1 (!Vよりや

や明るい） ＼1Il褐色土 (Vより 9,11I褐色土 (¥111ょり軟らかい）

概要：円形で下方がやや広がる袋状のピット る。ピットの外，西に約40cm（!）かなり厚い焼

られた。第96号ピ、、／卜と重複している。両者の関係は第96号ピットが古く構築されている。

遺物：中 1 晩3 続（恵山完形土器2) 不2 削盛3 ナイフ 1 石鏃 13 石斧2 砥石破

片 1 擦石 1 フンーク 3

（第161図） 91-1は現存高 17.8 cm,現存口径12.5cm, 底径5.1cm, ロ してい

る。器形ぱ頸部が直立し，口縁がやや外反ずる。肩部より胴部にかげてわずかに膨みを見せる。

あるe 口縁部こ横走ずる沈線を 6条めぐらし，その下部に斜行ずる纏文帯が見られる。

組の縦位の

3
 

曲線の沈線による文様を形づくる。以下2~3条 1

穿孔が見られるが， ものであるか否か い。成

形は約3cm巾の粘上紐を用いている。色調ぱ黄褐色で一部に炭化付着が見られる。 91-2は，高さ

ll.6cm, 口径ll.9cm, 底径4cmである。口緑部がやや外反し，胴部にわずか

し，揚底と次る。口唇に 4個のB状突起が見られ，刻み目をつ：ナる。頸部こ横走する 4

条の北線をめぐらし， これと口唇を結ぶ，斜行沈線を配するc 以下山形沈線，横走ナる沈線，波状

沈線により文様を作る・,地文としてぱ，細かい粒子の縄文がつげられる。土器内面はロ

囲む如く：こ 2本の沈線を配し， 3本1組の隠文が施文ざれる。内而には横方向の喘面調整が行なわ

れている。色調ぱ表面は黄褐色で内面は黒色である

石器（第178図） 91-1~13：ま黒耀石製石鏃である。無柄のもので左右対称形とぢる整然とした

ものが多い。 91-13, 1点のみが有柄である。 13点ともに底面から発見された。 91-14はバイフニ

スのナイフで左右対称でいわゆる靴形石器に近い形態と言えようか。 91-15,16は縦長剥片を利

用した削器で， 15はバルプの見られる以外の側縁に刃部を作り出し， 16は1 のみ加工を加

えて刃部としている。 91-17ぱやや巾広の倒片の 1側を刃部としている。 91-18は大型の石斧で，

刃部は磨製仕卜をほどこし，それ以外ばか芯り荒い仕上をしている3 側面ぱ片側がやや扁平とな
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る2 刃部には，成形によってつけられる擦痕とは明らか：こ異なるやや太めの擦痕が刃と直角に見ら

れる。 91-19は前者と同様な作成をしている。やや小型である。側面から見ると片側は，若干内彎

ものである。 刃部ごま短かい太い擦痕が，他の面にはこれよ

り長い られる。（第183 91-1砥石破片 （第 185 91-2擦石

第92号ピット（第 25図）

①382X 295 ②100 ③ ⑤ ⑥ 

層位： l陪褐色土 l黄褐色粘土 lll （やや白みを帯びる） N黄褐色粘土 (Illょり

白みを帯びる） V黄褐色粘土プロック ＼1 (IVより

土 る） VIII火山灰

概要： いわゆろ といわれて＇、ヽ るものと

遣物：なし

第93号ピット（第34

①121 X 117 

層位： l 

概要：

③AA  ④IV C （翌不明 ⑥ 

Il哨渇色土 m陥褐色上 (Ilより明るい） IV 

ピットである。

遺物： t;:し

第94号ピット

第 95号ピット（第 25以1)

①106X88 ③AB  Rill C R1 （底面）

る） 叶黄褐色粘

層位： l Il黒色士 ill陪褐色土 N 

(llより軟らがい）

七 (IIIょりやや明るい） V （皿

よりやや陪い） VI 

概要：東，

遺物：晩60(-

あろ。底面より焼石が一個検出苔

1 石鏃 1 砥石1 フレーク 2

土器（第 161図） 95は，底径推定7.8cm,遥文を地文とし，底面にも隅文を施文するっ（第 138,

139図） 95-1~15。いずれもクンネトウ L式土苔苔

石器（第177図） 95 黒櫂石製無柄石鏃．重さ 1.3g （第 183図） 95 砥石

第96号ピット（第24

①207X48 ②83 ④ ⑤TB  ⑥ 

1攪乱 I暗褐色土 m 町音褐色士（111よりやや明ろい） V褐色土（硬）

v1 （軟） 軋黒褐土
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概要：壁の立ち上りは，掘り込み面より 30cm下部までやや緩傾斜となり，下方は急傾斜である。

両端は垂匝である。第91号ヒ°ットの構築により底面部を残して破壊されている。

遺物：晩3 続 2 不 2

第97号ピット（第26

①105X 105 ②42 @AA ④Ne ⑤晩期 ⑥ 4 （中層）

層位： I賠黒褐色七 Il ill陪褐色土

概要：正円形，摺鉢状のプランである。

遺物：晩88

土器（第 139 97-1~18タンネトウ L

第98号ピット 25 

①59X59 ②8 ③AD  ④I a 

層位： l 

概要：正円形，皿状のプランである。

遺物：晩3

土器（第 139 98-1, 2（タンネトゥ L

第99号ピット 26図）

(1Ilょり陪い）

⑤晩期 ⑥ 

①80X79 

層位： l 

概要：壁：

②23 ③AA  ④Il b ⑤晩期 ⑥ 1 （下屑）

Il黒色土 III陪黒褐色土

底面は平坦である

遺物：中 2 晩11 不 2 フレーク 2

土器（第 139図） 99-1~5タンネトウ L

第100号ピット（第 26図，図版二十八）

①55X48 

層位： l 

地山プロ、y ク

②21 ③AA ④I b 

Il暗褐色土 lll 

くで石 1個が出土した。

⑤不明 ⑥12 

(nょり陪い） W (llよりやや陪<

概要：円形，摺鉢状の小型ピットであるc

遺物：なし

ら中層にかけて小礫 12個が検出された。

第101号ピット（第 26図）

①97X96 

: I 
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②28 ③AA ④Ill C 

Il陪黒褐色土 Ill 

⑤晩期 ⑥ 



概要：円形で摺鉢状を呈する。中央北側より炭化物が少量検出された。

遺物：晩53 フレーク 1

土器（第139図） 101-1~11タンネトウ L式土器

第102号ピット（第26図）

①56X45 ②22 ⑧AD  

層位：）賠黒褐色土 I暗褐色土

：壁は急傾斜を示し，口径に比して底径が極端に小さくなる。第 l層より炭化物が少量検出

I b ⑤不明 ⑥ 

された。

遺物：なし

第103号ピット（第26図）

①58X56 

層位： l 

②22 

Il 

⑧AD  ④ I b ⑤晩期 ⑥ 

ll1褐色土

：円形のポウル状である。径13Xllcm,深さ 11cmの小ピットが確認さ

遺物：晩14 続 (D1) 不3 フレーク 2

土器（第140図） 103-1~4クンネトウ L式土器 103-5後北D式土器

第104号ピット（第28図）

①71 X66 

層位： l 

②19 

l 

RAA ④ ll b ⑤晩期 ⑥ 1 （中層）

III暗褐色土 IV暗黒褐色土

：円形の摺鉢状である。 より割石 1個が出土した。

遺物；晩13 続 6 不 10 フレーク 1

（第 140図） 104-1~3タンネトゥ L

第105号ピット（第 27図）

①402Xl50 ②12 

: I黒色土

概要：不整方形を呈し，南側から

⑧
 

④
 

⑤ ⑥ 

3分の 1にかけて丸味をおびる壁となる。北壁と

南壁にそれぞれ浅いピット られる。底面は平坦である。本ピットの性格については不明であ

る。本ピ、ソト内に第 108号ピットが内包されている。

遺物：晩32 続 32 擦 11 スクレイパー 1 石皿1 フレーク 9

140図） 105-1~6タンネトゥ L式土器 105-9~11後北A式土器 105-12後北B式土

器 105-15後北ら式土器 105-31,14後北D式土器 105-16,17北大式土器 105-7, 8擦文式
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（第 177図） 105 縦形削器 （第184図） 105 石皿で第289号ビット出士の石皿と同

ーのものである。

第 106号ピット 28図）

①59X59 ②15 RAD ④ I b ⑤不明 ⑥ 

層位： I暗黒褐色士

概要：正円形，ポウル状のピットである。

遺物：なし

第 107号ピット（第28

①65X65 ②20 ③AA  ④ Il b ⑤晩期 ⑥ 1 

: I暗黒褐色士 Il 

概要：正円，摺鉢状であるっ焼石 1個が北西壁ぎわから出士し

：早1 中1 晩11 続 (C23) 不2

士照（第140図） 107-1東釧賂冊犬土器 107-2 タネネトウ L式士器 107-3~5後北C2

器

第 108号ピット（第27図）

①86X83 ②42 ③AA ④Ill C 

胃位： l陪黒色土 lll焼土 W黒褐色士

⑤晩期 ⑥ 

：円形，摺鉢状である。第105号ヒ＼ゾト内に構築されている。

遺物：晩6 続 (Czl, D 8) フレーク 1

上器（第 140図） 108-1~3, 5 タソネトウ L式士路 108-6後北 C2式土器

第 109号ピット（第28図）

①140X 138 ②11 ③AA  ④Vb ⑤晩期 ⑥ 

: I暗黒褐色士 l陪褐色上 冊黄褐色士

なだらかに立ち上り，張り出し部分が見られる。不整円形である。北東にやや大き

いピット 4個，西側に小さ ピット 2個が見られる c

：晩8 続 1 擦 3 不 1 フレーク 12

土器（第 140図） 109-1~3クンネトウ L式土器

第 110号ピット 29図，図版二十八）

①126X120 ②76 ③AA  ④Nd ⑤不明 ⑥10 (9中屑， 1底面）

層位： I暗褐色士 I暗黒色土 Ill暗黒褐色士 (Iょりやや陪い） N黒褐色士 V VI黒
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褐色土 (IVよりやや明ろい） vn暗褐色土 V圃黒褐色土 (V1より い） IX褐色土

より破壊を受けている。北東部は第110A号ビットと切り合っている。

110A号ビットよりも古い。石が 10個検出され，内 2個は二次的な火を受けてい

る。

：晩51 続12 擦1 掻器 1 フレーク 2

140図） ll0-1~6, 7, 8タンネトウ L式土器 ll0-9~ll後北B式土器 ll0-12後北

C2式土器 ll0-13, 14後北 D式土器

石器（第 177図） llO 掻器（小形）

第110A号ピット（第29図）

①82 

層位： V 

概要：

が検出さ

②10 ⑧AA  ④ I a ⑤不明 ⑥ 1 （上層）

110号ピ ットの Vとは区別することが出来た）

110号ピットと重複する。円形，フライパン状である。

110号ピット参照。

より石 1個

遣物：晩 3 フレーク 2

第 111号ピット（第 28図）

①76X76 

阿位： l ，
 

2
n
 

②
 

それぞれ同じ層であり

RAC ④Il C 

Ill暗黒褐色土

⑥ 3 （底面）

V暗黒褐色士 IlとIV,IllとVは，

している。

概要：壁ぱ垂直で，底面は竪く平坦であろ。石 3個が底面より検出された。

遺物：晩14 続 (Ci, C23 北大式完形土器1) 削器2 フレーク 3

土喘（第 161図） 111-1既径推定9cm, 111-2高さ 10.3 cm,口径14cm, 

北大式土器（第 141図） 111-1~3 タンネトウ L式土器 111-4, 5後北 C1

石器（第 177図） 111-1縦形掻器 111-2掻器（小形）

第 112A号ピット（第28

5.7cmぃ も

① 93X86 ② 24 ③ 

: I賠黒褐色士 Il 

④
 

⑤
 

⑥
 

冊黒色士（攪乱を受けている）

概要：西壁が緩やかに立ち上がり，底面西側がやや高くなっている 0 3個重複である。西端A

ピット），東端 B,南端をCとする。 Aに附属して小ビット 1個が見られた。新旧関係は， Aより

もBが古く， Cは不明である。

：晩8 続 (D6) 不 1

土器（第 141図） 112-1, 2, 3 クンネトウ L式士器 112-4, 5 

後北D式士器
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第 112B号ピット（第28

①67X37 

層位：

概要：不整楕円，皿状のビットである。第112A号ピット参照。

②6 RBD ④I ⑤ ⑥
 

遺物：なし

第 112号ピット C （第28図）

①不明 ② RAA ④Ill b ⑤不明

概要：第 112A号ピット参照。

：なし

第 113号ピット（第29図）

①96X89 

層位： I 

②19 ⑧AA  ④Ill b ⑤不明 ⑥ 4（底面）

（地山粒子混入） Il褐色土

概要：不整円形，フライバン状を示す。

遺物：晩3 不1

土器（第141図） 113-1, 2タンネトウ L式土器

4個が底面より出土した。

第 114号ピット（第29図）

①114Xlll ②10 ⑧AA  ④Na ⑤不明 ⑥ 

: I黒色土 Il黒褐色土 ll!暗黒褐色土

概要：北壁をのぞき緩やかに立ち上がっている。底面は平坦である。

遺物：中晩2 掻器1

（第141図） 114-1, 2クンネトウ L式土器

第 115号ピット（第 29図）

①66X59 ②15 ③AA  ④ I h ⑤不明 ⑥ 

: I黒色土

概要：円形，フライパン状である。

遣物：晩1 1 

第 116号ピット（第30図）

①60X57 ②10 ③AA  ④ I a ⑤不明 ⑥ 

-32 -



四位： l暗黒褐色土

概要：円形，皿状のピヅトである。

遺物：晩 1

土器（第 141図） 116-1タンネトウ L式士器

第 117号ピット（第 34図）

①96X86 ②37 @AA  ④III C ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 Il黒褐色土 Ill黒色土

概要：円形，摺鉢状である。底面は東に向って若干高くなる。

遺物：掻器1

石器（第 180図） 117 掻器

第 118号ピット（第 30図）

①67X60 ②27 RAD  ④ I b ⑤晩期 ⑥ 6 （底面）

層位： l暗黒褐色土 Il褐色土 III黒色土 W暗褐色土 V黒褐色土

概要：攪乱が著るしく，ほとんど原形を保っていない。特に西側は木の根による攪乱が広く見ら

れる。東側の石が存在した部分のみが墓城の用に供したピットであろう。ピットの外，北に63X36

cmの焼土が見られたが直接附隋するものか否か不明である。底面に石 6個が存在した。

遺物：晩 10 続 (D7) 石斧刃部片 1 フレーク 2

土器（第 141図） 118-1~8タンネトウ L式土器 118-9~11後北D式土器

石器（第 180図） 118 磨製石斧破片

第 119号ピット（第 30図）

①85X84 ②29 RAA  ④III C ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色土 Il賠黒褐色土（粘土ブロック混入） Ill暗黒褐色土 N暗褐色土 V黒褐色土

概要：壁ぱ垂直で，底面は平坦である。

遺物：晩8 続 1 不 1

土器（第 141図） 119-1, 2タンネトウ L式土器

第 120号ピット（第 35図）

①91 X85 ②43 ⑧AA  ④III C ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

層位： l黒色土 I黒色土（地山粒子混入） Ill暗黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面ぱ西側に向って若干高くなる。底面北壁ぎわより石 1個が出土

した。

遺物：なし
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第 121号ピット（第30

①112X110 ②43 

層位： l黒色土 I 

図版二十八）

RAC ④IV C ⑤晩期 ⑥ 9 （中層）

皿暗黒褐色土 (Iょりやや陪い） IV (Iょりやや

明るい） V黒色土（地山ブロック混入）

概要：正円形で亜直な壁を持つ。底面北側にわずかな

個は二次的な火を受けている。

遣物：中 2 晩 17 続 3 擦2 石鏃 2 破片石器1 フレーク 1

られた。石9 され， 内1

土器（第 141図） 121-1~5クンネトウ L式土器 121-6後北A式土器 121-7 

石器（第180図） 121-1大形無茎石鏃 121-2無茎石鏃 121-2矩形剥片の

第 122号ピット（第31

①89X85 

層位： l 

②16 ⑧AA ④Ill b 

Il暗褐色土 Ill褐色土

明⑥

概要：円形で壁ぱ緩やかな立ち上りである。西側で第 124号ピットと重複している。両者の関係

は，本ビットが新しい。

遺物：晩 1 続 2 北大1 擦 1剥片石器 1 フレーク 2

土器（第141図） 122-1タンネトウ L式土器 122-2後北A式土器 122-3, 4北大式土器

石器（第 180図） 122 矩形剥片の削器

第 123号ピット（第 131図）

①147X93 

層位： l 

概要：

遺物：なし

②123 R ④ ⑤TA ⑥ 

l黒褐色土 Ill陪褐色土 IV黒色土 V褐色土 v1 （薄い黒色土）

ピット，いわゆるTビットと る類である。

第 124号ピット（第31図）

① 115X97 

層位： l 

概要：

いる。

②11 ⑧ AD  IV b ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

円形プランである。西側に攪乱が見られる。東側は第 122号ピットと重複して

ら石が 1個出土し

遺物：なし

第 125号ピット（第30図）

①67X67 
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⑤ ⑥
 



概要： よって完掘され詳細は不明である。

遺物：なし

第 126号ピット（第31図）

①81X73 ②42 ③AA  ④ Il C ⑤不明 ⑥ 

層位： l Il黒褐色土 軋 (Ilょりやや暗い） w （やや暗い） V賠褐

色土 v1 (llと皿の中問色） VII (Vより暗い） ＂ (Vllょり軟らかい）

概要： く，西側に従って となるe 底面は平坦

遺物：晩1 不2 フレーク 1

第 127号ピット（第34図）

①63X58 

層位： l 

②22 ⑧AA  ④l b ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

ll褐色土 皿賠褐色土 W暗黒褐色土

る。

概要：円形，摺鉢状を呈する小型のピットである。底面北側より石1個が出土し

遺物：なし

第 128号ピット（第31図，図版二十九）

①84X77 ②32 ⑧AA  ④III C ⑤後北D ⑥ 7 （底面）

層位： l賠褐色土 Il暗黒褐色土 皿黒褐色土 N黒色土（軟）

概要：円形，摺鉢状である。石7個が底面より し，内 1個は焼石である。 Ill

とまった木炭が検出さ

遺物：晩8 続 8 不2

らかなりま

土器（第141図） 128-1, 2タンネトウ L式土器 123-3後北 C2式土器 128-4~7後北 D式土

器

第 129号ピット（第130図）

①227 X63 ②100 ③ 

層位： l暗黒色土 Il 

10cmの黒色土

概要：壁は東西とも

いる。

遺物：剣片石器1

石器（第180図） 129 

④ ⑤TB ⑥ 

その下部は， 軟らかい褐色土，

上方では緩やかである 下部で一度袋状に掘り込まれて

削器
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第 130号ピット（第31図，図版二十九）

①75X74 ②34 ③AA  ④Il C ⑤不明 ⑥18（底面）

層位： I暗黒褐色土 Il褐色土 III暗褐色土 W暗褐色土 (IIIょり軟らかい）

概要：壁は緩やかに立ち上り，断面は摺鉢状である。底面全面に積み重さなった状態で， 18個の

石がみられ，内 1個は赤色顔料の附着したものが認められた。

遺物：なし

第 131号ピット（第32図，図版二十九）

①81X78 ②42 ③AA  ④ Il C ⑤後北 A ⑥ 4 （底面）

層位： I黒色土 Il褐色土 III暗褐色土 IV暗褐色土 (IIIょり暗い） V黒色土 (V1より硬い）

VI黒色土 VIl暗褐色土 (IIIょり暗い） VIII焼土 (VI中にブロ、ゾク状に見られる） IX黒色土 (VIょ

り軟らかい）

概要：壁はほぼ垂直に近く，底面は南側がやや低くなっている。底面に 4個の石が存在した。

遺物：続 (A6, D 2) 

土器（第 142図） 131-1~6後北A式土器 131-7, 8後北 D式土器

第132号ピット（第 32図）

①94X82 ②24 ③AA  ④III b ⑤不明 ⑥ 

層位： I暗黒褐色土 Il黒色土 III黒褐色土 IV暗褐色土 V褐色土

概要：円形，摺鉢状である。底面は西側がやや高くなる。

遺物：晩 5

土器（第 142図） 132-1~3タンネトウ L式土器

第 133号ピット（第32図）

①72X71 ②22 ③AA  ④ Il b ⑤不明 ⑥ 

層位： ］暗黒色土 Il暗黒褐色土 皿黒色土 IV暗褐色土

概要：東側壁が西側よりもなだらかである。底面は中央に向って若干窪む。

遺物：早1 晩5 剥片石器 1 フレーク 1

土器（第 142図） 133-1 東釧路皿式土器

石器（第 180図） 133 円形掻器

第 134号ピット（第32図）

①60X54 ②21 ③AD  ④ I b ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色土 Il暗褐色土 皿褐色土 IV褐色土（皿より暗い）
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概要： され，断面形ぱボウル状を呈する。

遺物：晩1

（第 142図） 134-1クンネトウ L式土盟

第 135号ピット（第32図）

①69X62 ②12 ③AA  

: I陥黒色土 I諮褐色土

：円形でなだらかな壁を持つフライパン状のピットであろ。

Il b ⑤不明 ⑥ 

：中 1

第 136号ピット（第32

①83X80 

: I 

②34 

"＂“ 

③AA ④Ill C ⑥ 

冊黒色土（地山プロック IV 
(Iよりやや

明るい） V暗黒褐色土 (IVより賠い） M睛褐色士

概要：円形，摺鉢状で底面ぱ平坦である。

遺物：晩 1 フレーク 2

第 137号ピット（第32図）

①71X59 

層位： I 

概要：円形，皿状のピ、y 卜である。

②13 ③AD ④ I ⑤ R 

くなろ。炭化物がわずか検出さ

:tこし

第 138号ピット（第33図）

①122X 119 ②42 ③AB ④Ne ⑥ 3 (1上面， 2 

: I黒色士 Il暗黒褐色士 ll1 1i紅黒褐色上 (llより l¥「 v褐色士
：円形，摺鉢状である 第142 ピット していろ 本ピット しい。石が上皿1)ヽ 9)

1 底面か 2個発見さ 内1個ぱ一次的た火を ている。

遣物：晩5 続 (A2) 

土器（第 142図） 138-1~3タンネトウ L 138-4後北A式士器

第 139号ピット（第35同，

①105X 103 

層位：

しヽ）

②60 ⑧AB Nd ⑤後北D ⑥ 4 

（地山プロック涅入） Il黒色土 III賠黒褐色土 IV陪黒褐色七 (IIIより明ろ
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概要：壁は

袋状に掘り込んでいる

遺物：続 (D3)，石斧 l

石器（第 182図） 139 定角式局部窮製石斧

<， J:方で緩やかな開口部を持つ円形のプランである。北側壁で一部

ら大型の石2個と西側から小石2個が出土した。

第 140号ピット（第 33 図版三十）

①107X 96 ②19 ③AA  ④IV b ⑤後北 C2 ⑥ 

層位： l陪黒褐色土 Il暗褐色土 皿陪褐色土 (llよりやや陪い）

概要：攪乱が著しく，その形状を明確には出来ないっピットの外，東に径50cm

本ビ、ットとの閃係は不明である。

遺物：続 (C汀）

土器（第 161図） 140, （第 142図） 140-1~5後北 C2式土器

第 141号ピット（第 33図）

あった。

①80X51 

層位： l 

概要：不整円形，

③BA ④ Il b ⑥
 

ビット 20X 18 cm, 深さ 11cmの小ビットが存在ずる。

遺物：恵山一括，フレーク 1

土器（第 161図） 高さ 15cm, 口径推定 12cm, 底径推定 6cm,

第 142号ピット（第 33図）

①75X75 

層位： l 

概要：

②22 @AA ④l b ⑤不明 ⑥ 

I賠黒褐色±'. Ill黒色土 1V陪褐色土 (1より明るい）

138号ピットに切断されている。第 138号ピット

遺物：フレータ 1

第 143号ピット（第 130図，図版五十）

①222X 81 

層位： l 

この

概要：

ある。

遺物：晩2

②121 R 

Il賠褐色土 III 

られる。

よりやや垂直に近い状態で，上方が緩やかである。南壁下部ぱ袋状に掘り込んで

⑤TBR  

IV昭褐色土（やや堅い） V VI褐色土（軟）

17cmと極端に狭い。
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第144号ピット（第36図）

①66X57 

: I 

概要：

ンは他に

l c ⑤晩期 ⑥ 1 

号ビットと重複している。新旧関係については不明である。

造物：晩5 続（恵山 1) 不 6 石斧破片 1

土器（第 142図） 144-1, 2タンネトウ L

第145号ピット（第 36図）

①107X97 

層位：

概要：

②29 ③AA  

I暗黒褐色土 Ill 

摺鉢状を呈する。掘り込み面に焼土が 40X30cmの範囲で見られた。セクジョ

ものが少ない特徴的な層を示している。石 1個が出土している。北西側で第 149

②29 @AA ④IV C ⑤不明 ⑥ 

I賠黒褐色土 Ill 

るプランである。東壁は緩やかに立ち上る。

遺物：続 (A1, に2) 不4 石斧破片 1

土器（第142図） 145-1後北D式土器

石器（第177図） 145 石斧の破片

第146号ピット（第35

①87X82 

層位： l 

RAA ④Il b 

Ill暗褐色土 W 

⑥
 

概要：円形，フライパン状である。西壁に小ピットが 1個あるc 本ピットは第 147号，第 148号，

第 796号ビットと

る。

しているc 第 147号ピットより しいが，他のものと であ

遺物：晩3 続 (A1) 擦2

土器（第 142図） 146-1クンネトウ L式土器

第147号ピット（第 35図）

①89 ②51 @AA ④ Il d ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 ll暗黒褐色土 (1より明るい） Ill 

V黒褐色土

概要：円形，摺鉢状である。第146号ピット参照。

：晩8

土器（第 142図） 147-1, 2タンネトウ L式土器

（硬） N暗褐色土（軟）
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第 148号ピット（第 35図）

①87 ②45 ③AA  ④ffi C ⑤不明 ⑥ 

層位：

概要：本ビ、y 卜は四駐重複の北側にあり，円形，招鉢状を星する。第 146号ピット参照。

遣物：なし

第 149号ピット（第36図）

①80 

層位：

概要：円形を星すると思われろが，半分以上が第 144号ピットとの切り合いで失なわれているた

め詳細ぱ不明である。新旧関係1ま不明である。第144号ピット参照。

②
 

③
 

④
 

⑤ ⑥ 

遺物：なし

第 150号ピット（第 37図）

①165 X 120 ②13 ③CA  ④Vb ⑤晩期 ⑥ l （上面）

層位： l陪褐色土 Il暗黒褐色土 Ill黒褐色土

概要：本来ぱ隅丸方形を呈するものと思われるが，西側に張り出しがあり，南側に1ま浅い小型の

ビット状の窪みがある。北側より木炭が検出されている。上面に石 1個を確認した。

遺物：晩 12 削器 1 フレーク 1

土器（第142図） 150-1~3 タンネトウ L式土器

石器（第 177図） 150 片面調整の削器

第 151号ピット（第35図）

①76 ②31 ③AA  ④ Il C ⑤不明 ⑥ 

屈位： l黒褐色土 Il隋褐色土 Ill暗黒褐色土 W暗褐色土(Ilょり明るい） V賠黒褐色土(Ill

より明るしヽ ）

概要：攪乱により北西 3分の 1が失はわれている。底面西側（こ窪みがある。

遺物：中 3 晩2 涜 1(C2 3, 北大1) 石鏃 1 フレーク 2

土器（第 142図） 151-1, 2纏文時代中期土器

石器（第 177図） 151 有茎石鏃の未成品

第 152号ピット（第35図）

①88X80 ②12 RAA  ④III b ⑤不明 ⑥10（底面）

層位： ］褐色土 Il陪褐色土
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概要：南側に張り出しを持つ円形，皿状のピットである。 10個の石が底面全体に城がりを持って

した。

遺物：晩1 不 2

第 153号ピット（第49図）

①76 ②13 ⑧AA  

層位： l黒色土 l黒色土（木炭を

Il b ⑤不明 ⑥ 

Ill賠黒褐色土 IV ll肯黒褐色土 (Illょり賠い）

概要：円形である。西側は第 189号ピ、y 卜との

遺物：なし

第 154号ピット（第37図）

①91X86 ②23 ⑧AA  

層位： l黒色土 I陪褐色土 Ill 

第 155号ピット（第37

：円舷摺鉢状のピットである。底面は平坦で中央部より石 1個が検出さ

：早 1 晩 2 続 (A1 C1 い 1 北大6) 不 2 フレーク 1

土器（第 142図） 154-1 東釧路皿式土器 154-2, 3タンネトウ L式土器 154-6後北 C1式；土

154-4後北 C2式士器 154-5北大式土器

図版六）

る。新旧

III b ⑤不明 ⑥ 1 

IV 

①117 ②26 RAA ④IV c ⑤不明 ⑥ 1 

層位： l黒色土（焼土混入） Il黒色土 DI賠褐色土 IV 

概要：緩やかな立ち上りの壁を持つ，円形，摺鉢状のピットである。

た。本ピットは第156号ピットと重複し，本ビットが古い。

：晩6 続 (C22 D 1) 不3 石皿破片 1 掻器2 フンーク 3

土器（第 142図） 155-1纏文時代晩期土器， 155-2後北D式土器

石器（第 177図） 155-1円形掻器 155-2円形掻器

本ピット

より石1個を検出し

第 156号ピット（第37 図版六）

①92 ②18 RAA ④Ill b 明 6（底面）

概要：円形，摺鉢状を足する。底面全体に 6個の石が見られた。第 155号ビ、／卜と

ットが新しい。第155号ビット参照。

：中 1 晩5 続（北大1) 不 10

土器（第142図） 156-1~3纏文時代晩期土器 156-4北大式土器

し，本ピ
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第 157号ピット（第37図，図版三十）

①83X83 ②21 ③AC  ④III b ⑤晩期 ⑥9（底面）

層位： l暗褐色土 l暗黒褐色土 皿暗褐色土 (Iより明るい） IV黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。底面中央に石が見られた。

遺物；晩5 続 (B1 北大1) フレーク 1

士器（第 142図） 157-1, 2縄文時代晩期士器 157-3後北B式士器

第158号ピット（第38図，図版七，

①74X71 ②35 ③AA  ④I C ⑤晩期 ⑥1 （上層）

: I暗褐色土 l黒褐色士 皿黒褐色士（！より明るい） IV暗褐色土 (1より明るい）

V黒褐色士 (DIょり明るい）

概要：円形，摺鉢状である。上層より石1個，中層より晩期七器2個体が出七した。

遺物；晩一括晩22 続 (D3) 底部1 フレーク 6

士器（第161図） 158-1は，高さ 13.7 cm, 口径約23cm, 底径8cm,纏文を地文とするC 2個

対になる把手があり，底部より口緑に向って大きく開く。口唇部をめぐる沈線とこれに直交する刻

み目が見られる。底部ほやや彎曲する 0 158-2は，高さ約12cm,推定口径31.5cm，推定底径 12cm,

縄文を地文とする。恐らく 2個対になる把手があったものと思われる。口唇に縄文を施文し，

刻み目と沈線を配する。把手内側にも縄文と沈線による文様が見られる。両者ともにタソネトウ L

式土器の仲間として把えられよう（第143図） 158-1~4クソネトウ L式士器， 158-5,6後北D式

第 159号ピット（第37図）

①68X61 ②12 ③AA  ④lb ⑤不明 ⑥ 

層位： I暗黒褐色土 I褐色土 lli賠褐色土

概要：円形，フライバソ状のビットである。南側に小ビ、ァト 1個がある

遺物：晩2 続 (C21) 不2

土器（第143図） 159-1, 2掘文時代晩期土器

第160号ピット（第38図）

①95 ②22 RAA ④Ill b ⑤晩期 ⑥ 

層位： l褐色土 l黒褐色土

概要：円形，摺鉢状である。底面は東に向って若干高くなる。本ピ、ァトは東側で第161号ヒ°ッ

ト，北側で第 166号ピットと る。新旧関係は，第 160号ピットが一番古く，第 161号1::.'ット

と第166号ピットの関係は不明である。
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遣物：晩12,続（C2または D3,北大3) 不 10 フレーク 12

士器（第 143図） 160 ・ 161-1~6タソネトウ L式土器

第 161号ピット（第38図）

①115 

層位：

暗い）

②20 ⑧AA  ④IV b ⑤不明 ⑥ 

l黒褐色土 Ill黒褐色士 (Iょり明るい） IV V黒褐色土 (Ilょり

概要：円形，摺鉢状のプラソである。底面は東側が若干高くなっている。西側で第 160号ピット

と重複している。第 160号ピット参照。

遺物：なし

第 162号ピット（第38図，図版七）

①74X63 

謄位：

② 7 ⑧AA  @ll a ⑤不明 ⑥ 

概要：南側に一部攪乱を受けている。円形，皿状である。東壁に 2個の小ビ、y ト

遺物：晩 2 続（北大1)

第163号ピット 39 図版七）

①110Xl00 ②35 ⑧AA  ④IV C ⑤後北D ⑥1 （底面）

る。

層位： I黒褐色土 l黒褐色士（粘土小プロック混入） 皿黒色土 N黒梃色七（粘土小プロ、ゾ

ク混入） V褐色土 VI黄褐色土 第 164号ヒ°、y 卜のセクショソを含む。

概要：円形，摺鉢状を呈する。北壁に 3個の小ピットを持つ。西側で第 164号ビットと重複す

る。第164号ピットが新しい。

遺物：晩27 続 1

土器（第143

163-7,8北大式土器

(D 1 北大11) 不13

163-1,2, 4,5タンネトウ L

石器（第 177図） 163 

第 164号ピット（第39図，図版七）

①120 

層位：

②17 ⑧AA ④IV b 

1 フレーク 10

163-3後北A式土器 163玉 D式土器

⑤不明 ⑥2 （底面）

概要：円形のヒ°、ゾ卜 る。 南璧中央部に小ピット 1個ずつ配する。北側に攪乱と思わ

れるビ、、I 卜2個が見られる。第163号ピット参照。

遺物：なし
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第 165号ピット（第38図，図版七）

①88X79 

層位：

概要：円形，摺鉢状を呈する。多量の骨片が検出された。底面全体に 15個の石がある。西南部

②19 ③AA  ④Ill b ⑤北大 ⑥15（底面）

に小張り出しを持ち，西璧と南壁に小ピットが存在した。石が多くセクションの実測は不可能であ

った。

：晩2 続（北大22) 不 15 削器 1 敲打器1 フレーク 19

土器（第143図） 165-1タソネトウ L式土器 165-2, 3北大式土器

石器（第 177図） 165 横長剣片を素材にした削器（第 183図） 165 敲打器

第 166号ピット（第38図）

①92 

層位：

概要：円形のピットである。中央部に小ビット 1

②10 ③
 

④ 

160号ビットと重複している。第 160号ピット参照。

：晩7 続（北大1) 掻器1 フレーク 1

石器（第 177図） 166 円形掻器

第 167号ピット（第38図，図版八）

①89X82 ②17 ③AA  ④冊 b ⑤不明 ⑥ 

l黒褐色土 Il賠黒褐色土 i賠褐色土

概要：

る。

：晩3 続 (C23) 不 13 すり石破片 1 フレーク 2

土器（第143図） 167-1タンネトウ L式土器

第 168号ピット（第39

①85X77 

: I賠

摺鉢状で，西壁は垂直に立ち上り，

②27 

Il 

⑤不明 ⑥1 （上面）

る。上面から石1個が出土した。南側

図版三十）

RAA ④Ill C ⑤晩期 ⑥ 6 

（木炭を多最こ合む） 冊

。北側に小ピット 1個な有

IV ＞
 ：円形，摺鉢状で，底面はほぼ平坦である。石 2個が出土し

遺物：晩6

土器（第143図） 168-1タンネトウ L
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第169号ピット（第39図・図版六）

①117X95 ②15 ③AA  ④IV 6 ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

層位： l暗黒褐色土 Il賠褐色士

概要：不整円形，フライバソ状である。石1個が底面西側より出さした。

：晩4 続 (C23)不3 フレーク 2

第170号ピット（第39図，図版七）

①78X73 

: l 

②15 ⑧AA  ④Ill b ⑤晩期 ⑥ 

I暗褐色士 Ill黒褐色士

概要：円形，フライバン状である。南西壁直下に浅い落ち込みが見られた。

遺物：晩11

土器（第 143図） 170-1,2縄文時代晩期土器

第171号ピット（第 140図）

①93 ②25 ③AA ④冊 C

I褐色土

⑤晩期 ⑥ 3 （中層）

概要：円形，摺鉢状である。北西に小張り出し部が見られる。 より 3個の石が出士してい

る。東側より貝殻が少量発見された。南側で第 172号ピットと重複している。新旧関係は第 171号

ピットが古い。

遺物：晩11 石鏃 1 フレーク 72

土器（第 143図） 171-1~3 クンネトウ L式土器

第172号ピット（第40図）

①102 ②28 ③AD  ④Ne ⑤晩期 ⑥ 

l黒色土 I陪黒褐色土 Ill黒色士 N陪褐色士 V褐色土

概要：円形，ポウル状である。北側で第 171号ピットと重複している。第 171号ヒ□ト
遺物：晩18 続 (C22)フレーク 3

土器（第 143図） 172-1~7 縄文時代晩期士器

第 173号ピット（第40図）

①117 ②26 ⑧AA  ④NC ⑤晩期 ⑥ 1 （上面）

l暗黒褐色士 Il暗黒褐色士（地山プロック混入）

概要：円形，摺鉢状を呈する。西壁ぎわに石 1個が存在した。南側で第 174号ピットと重複し，

174号ビットが古く構築されている。
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遺物：晩31 続 1 続（北大2) すり石破片 2 スクレイパー 1

士器（第 144図） 137-1~5タンネトウ L式土器

石器（第 177図） 173• 174 掻器の破片

第 174号ピット（第40図）

①115 ②23 RAA ④DI b ⑤晩期 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 l黒褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈する。壁は緩やかに立ち上る。北側で第 173号ピットと重複している。

第 173号ピットが新しい。第 173号ビット参照。

遺物：晩 4

土器（第 144図） 174-1, 2纏文時代晩期土器

第 175号ピット（第39図）

①83X77 ②23 ⑧AA  ④DI b ⑤不明 ⑥ 

: I暗黒褐色土 I黒色土 皿褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。南壁に比して北壁は緩やかである。

：なし

第176号ピット（第41図）

①85 ②25 ⑧BA  ④Ill b ⑤晩期 ⑥ 

層位： l暗褐色土 l暗褐色土（地山土混入）

概要：楕円形，摺鉢状を星する。 1::.゚ ットの外北に小ビ、y 卜 (28X24CID)が存在するが本ビット

との関係は不明である。東側で第177号ビヅトと重複している。新旧関係は，本ビットが古く構築

されている。

遺物：晩6 続 (A2, C21 Dl) フレーク 1

土器（第 144図） 176-1~5クンネトゥ L式士器

第177号ピット（第41図）

①114 ②24 ③AA  ④IV b ⑤晩期 ⑥ 

層位： l黒色土 ll黒色土（地山プロック混入） 圃暗黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈すろ。中央に 2個，南側に 1個の小ビットが確認されている。南側は第

176号ピ、ゾトと重複している。第176号1::.0 ỳ 卜が古い。

：なし
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第 178号ピット（第39図）

①51X46 ②10 ⑧BA  ④ I a ⑤不明 ⑥ 

層位： I暗黒褐色土 I褐色土

概要：不整形で底面はいびつな小型のプランである。

遺物：なし

第 179号ピット（第40図，図版八）

①104X94 ②21 ⑧AA  ④Ill b ⑤不明 ⑥10（上層，下層）

層位： l黒褐色土 I暗黒褐色土 Ill褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。東壁に小ビ、y 卜1個，中央で 10個の石が確認されている。

遺物：なし

第 180号ピット（第40図）

①108X98 ②61 ③AA  ④Nd ⑤晩期 ⑥ （上層）

層位： l黒色土 （粘土粒を多量に含む） I黒色土 (Iよりも粘土粒を多量に含む） Ill黒色土

（粘土粒を若干含む） N黒色土 (Illょり少ない） V黒色土（粘土粒を含まない）

概要：円形，摺鉢状である。壁は垂直に立ち上る。東南壁近くの上層から 3個の石が発見され

た。

遺物：晩19 続 (A1, C12, C22 D 5 北大12) 削器1 フレーク 14

土器（第 144図） 180-1~5タンネトウ L式土器 180-6, 7後北cl式土器 180-8, 9北大式土器

石器（第 177図） 180 横長剣片を素材にした削器

第 181号ピット（第41図）

①105X93 ②14 ③AA  ④Ill b ⑤晩期 ⑥ （底面）

層位： l黒色土（粘土粒を多量に含む）

概要：円形，フライパン状を呈する。東壁上方，北西壁上方は攪乱を受けている。南東底面より

石 2個が発見された。

遺物：晩一括続（北大9) 削器 1

土器（第 144図） 181-1~6タンネトウ L式土器

石器（第 177図） 181 縦長剥片を素材にした削器

第182号ピット（第49図）

①93 ②23 ③AA  ④Ill b ⑤晩期 ⑥ 5 （底面）

層位： l黒色土 I暗黒褐色土 Ill褐色土
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概要：円形，摺鉢状を星する。底面北側より 5個の石が検出された。南側で第 183号ピットと

複している。第183号ビットが古く構築されている。

遺物：第 183号ピット参照

第 183号ピット（第49図）

①96X94 ②31 ③AA  ④III C ⑤晩期 ⑥ 

: I黒褐色土 l賠褐色士 III賠褐色土 (nょり明るい）
概要：円形，摺鉢状を呈する。北側で第 182号ピットと重複している。

：晩26 続 (C2またはD1,北大4) フレーク 2

土器（第144図） 183-1~ 3タンネトウ L式士器

第 184号ピット（第42図）

①95 ②32 ③AA  ④Ill C ⑤北大 ⑥ 

ll賠褐色土 lll暗黒褐色土 N褐色土 V (Iより明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈する。南側で第 198号ピットを切り，西側で第185号ピットを切って

築している。第 185号，第 198号ピットよりも新しい。

遺物：早1, 中2,晩15 続 (C』,D1,北大5) 石冠破片 1 削器1 フレーク 10

士器（第 144図） 184-1束釧路Ill式土器 184-2, 3タンネトウ L式土器

石器（第 177図） 184 縦形削器

第 185号ピット（第42図）

①237 X136 ②9 

層位： l黒色士

⑧CA ④Vb ⑤土師 ⑥ 

概要：隅丸長方形のプランである。南側に 53X31cmの長方形のピットを配し，北壁に径約30

cm, 中央部に 2個の小ピットを持つ。北東隅には第 191号ピットを内包する状態である。南束で

は第 184号ビットと重複している。新l日関係は古い順に第 191号，第 185号，第 184号ピット

る。

遺物：晩1，土師器一括 フレーク 1

土器（第 161図） 185 土師器

第 186号ピット（第41図）

①88 ②20 

l木炭 ll 

RAA ④Ill b ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

Ill暗黒褐色士

概要：円形， る。 された（第 1層）。底面より石 1個を発見した。

東側で第187号ピットと し，第 187号ピ ヅトが古い。
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遣物：晩5,続（恵山 1, B 1, C21) 

士際（第 144図） 186-1タンネトウ L式士器 186-2恵山式士器 186-3後北C2式士器

第 187号ピット（第41図，図版三十一）

①50 ②95 ③ ④ ⑤柱穴状 ⑥ 

層位： I黒褐色士 Il黒褐色士 (1より明るい） Ill褐色士（硬） IV褐色士（軟）

概要：柱穴状で，他に木ピットに類似するものはない。西側で第 186号ビットと重複。第 186号

ピット参照。

遺物：なし

第 188号ピット（第49図）

①97 ②11 ③ ④ ⑤ ⑥ 1 （中層）

層位： I黒褐色士 Il暗黒褐色士 m暗褐色土（地山プロック混入）

概要：不賂形を呈する。攪乱によるビットであろう。第 190号ビットと重複し，本ピットが新し

い。第 190号ピット参照。

遺物：晩2,続縄 1 続 (A2) 不10 フレーク 1

士器（第 144図） 188-1, 2纏文時代晩期士器 188-3続縄文時代士器

第 189号ピット（第49図）

①77 

層位：

②24 ③AA  ④ Il b ⑤不明 ⑥ 

概要：円形，摺鉢状を呈する。東側で第 153号ピ、、I 卜と重複している。第 153号ピット参照。

遺物：晩2 続 (A2, C2l) 不3 フレーク 1

士器（第 145図） 189-1タンネトウ L式士器 189-2, 3後北A式士器

第 190号ピット（第49図）

①123Xl18 ②14 ③AA  ④Vb ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒褐色士（木炭を含む） Il暗黒褐色士

概要：円形，フライバン状を呈する。南側で第 188号ピットと重複している。本ビットが古い。

遣物：晩 3

第 191号ピット（第42図）

①73X67 ②26 ③AD  ④ Il C ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

層位： l暗褐色土 Il賠黒褐色士 皿黒褐色土 IV褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈する。底面より石 1個が出士している。第 185号ピットの北東隅に存在
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し，本ビットが古い。第 199号ビット参照。

遺物：晩3 続（北大2) 掻器 1 フレーク 5

（第 177図） 191 掻器（焼けている）

第 192号ピット（第41

①98X89 ②43 ⑧AA ④Ill C ⑤不明 ⑥ 1 

: I暗黒褐色土（地山ブロック混入，硬） Il陪黒褐色土（地山プロック多量に混入，硬）

Ill暗褐色土（地山ブロック多量に混入，軟） W賠褐色土（地山プロック混入，軟） V暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。壁は垂直に近く，南壁がやや緩やかに立ち上る。下層より石 1個

が検出されているっ

遺物：晩 1'続（A1, C22, D 4) 不2 掻器1

（第145図） 192-1縄文時代晩期土器 192-2後北A

石器（第177図） 192 縦形掻器

192-3後北D式土器

第 193号ピット（第53図）

① ② 

l暗黒褐色土

概要：南壁の一部が確認されたの

⑧
 

④
 

⑤
 

⑥
 

る。西側は第 261号ビット，東側は第 263号ピット，北

側は第 278号ピットと

遺物：なし

している。第261号ビ．ァトより古く，他とは不明である。

第 194号ピット（第43図）

①77 

層位： l 

②34 

Il 

RAA ④皿 c ⑤北大 ⑥ 3 （下層）

概要：円形，摺鉢状を星する。下層より石3個を検出している。束側で第 195号ピットと重複し

ている。本ピットは 4個重複の中で西端に位置する。新1日関係は古いものより，第 204号，第 196

号，第 195号，第194号ピットとなり，本ビットが一番新しい。

遺物：晩2 続 (A1 ら2 北大1) 擦文 1 削器1

土器（第 145図） 194-1タンネトウ L式土器 194-2後北A式土器 194-3擦文式土器

（第177図） 194 削器（焼けている）

第195号ピット（第43図）

①137 

層位： l 

②34 

I
 

③BA  ④Ne ⑤北大 ⑥ 

概要：楕円形，摺鉢状を呈する。南壁上方は攪乱を受けている。西側は第 194号ビット，東側は
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196号ピットと璽複している。第 194号ピ、t／卜参照。

遺物：晩5 続（ら2 D 4 北大5) 石核2 フレーク 5

（第145図） 195-1, 4絹文時代晩期土器， 195-2北大式土器（片口注口の一部） 195-3

石器（第179図） 195-1, 2扁平石核

第196号ピット（第43図）

①133 ②16 ③AA  ④Vb ⑤後北 ⑥ 6 （底面）

I 

概要：円形，フライパン状を呈するc 南側に大きな張り出しを持つ。 と北側にそれぞれ 1個

の小ピットを有する。 5個の石が見られた。西側で第 195号ビット，北側で第204号ビット

と切り合う。新旧関係は第 194号ヒ°ット参照。

：晩2 続（C22 北大2) 不4

土器（第 145 196-1タンネトウ L 196-2, 3北大式土器

第197号ピット（第61

①105X87 

: I 

②10 ③AA  ④冊 a ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

概要：不整円形， フライパン状を呈する。北側に 1個の石が見られた。第319号ピットとほぼ接

する られる。

遺物：なし

第198号ピット（第42図）

①91 ②16 ③ ④ ⑤ ⑥ 

層位： l黒褐色土 l黒色土 i N陪褐色土 V 

：円形，フライパン状である。北側で第 184号ピットに切られ，東側で第 199号ピ、y ト

している。新旧関係は第 184号，第 199号ピットよりも古い。第 199号ヒ°ット参照。

遺物：なし

第199号ピット（第42図）

②21 @AA ④Ill b ⑤不明 ⑥5 （中層）①108X95 

: I n黒色土 Ill黒色土 (nより陪い） N黒色土（木炭を含む） V暗黒褐土 v1黒
褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。掘り込み面に焼土が確認された

ットと重複している。本ビットが新しい。

1層）。西側で，第 189号ヒ3
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遺物：晩 1

第 200号ピット（第44図，図版九）

①62 ②17 @AA ④ll b ⑤北大 ⑥ 1 （中層）

層位： l暗黒色土 ll黒色士 III黒褐色士 W褐色土 第 220号ピット参照。

概要：円形，摺鉢状を呈すると思われる。西側は攪乱により大きく破壊されている。石 1個が中

層より出土している。底面より北大式の士器 1個体が発見された。第 221号ピットと重複している

が，攪乱により新旧関係は不明である。

遺物：晩24 続（恵山 3 A 1 B 1 C28 D 7 北大一括，北大28) 擦文29 不（底部） 1 

削器2 砥石破片 1 フレーク51

土器（第 161図） 200 高さ 14cm, 口径16.3 cm, 底径7cm, 口縁部に注口の見られる北大式

土器である。（第145図） 200-3~5, 7タンネトウ L式土器 200-1, 2, 6 （恵山式土器） 200-8

後北B式土器 200-9, 10後北C2式士器 200-12~16北大式土器 200-17~19擦文式士器

石器（第 179図） 200-1, 2縦形削器

第 201号ピット（第36図）

①63 ②20 ③AA  ④ I b ⑤不明 ⑥ 

層位： I焼土 ll黒色土 Ill黄褐色粘土ブロック W黒褐色土 V暗褐色士 VI褐色土

概要：不整円形，摺鉢状を呈する。第202号，第 203号ピットとの 3個重複で，新旧関係は不明

である。層位は 3基を一括して述べた。

遺物：晩3 続 (D1, 北大 1) フレーク 2

士器（第 145図） 201-1縄文時代晩期土器 201-2北大式土器

第 202号ピット（第36図）

①87 

層位：

概要：円形， フライパン状を呈すろ。東側で第203号ピット，西側で第 201号ピットと重複して

②12 ③
 

④
 

⑤不明 ⑥ 1 

いる。第 201号ビット参照。

遺物：晩4, 続（C21)不3 フレーク 2

土器（第 145図） 202-1, 2縄文時代晩期土悟 202-3後北C2式土器

第203号ピット（第36図）

①63 

層位：

概要：円形，摺鉢状を呈する。西側で第 202号ピットと軍複している。第 201号ピット参照。

②16 ③AD  ④ Il b ⑤不明 ⑥ 

- 52 -



遺物：石核 1, 削器1, フレーク 2

石器（第 179図） 203-1扁平石核 203-2削器

第204号ピット（第43図）

①73 

層位： I 

②16 

Il 

BD ④ ll b ⑤晩期 ⑥ 2 （代面）

概要：不整楕円形，糸ウル状を呈ずる。底面より石2個が発見されたし，南側で第 196号ビットと

切り合っている。 4個重複のビット中，一番古く構築されているの第 194号ピット参照。

遺物：なし

第205号ピット（第 36図図版十）

①102 ②13 RAA ④IV b ⑤後北D R 

1黒色土 Il暗褐色士

概要：円形，フライパソ状である。東側

遺物：晩 1 続 (D2) 不 3 鉄器 1

土器（第 145図） 205-1後北D式土器

（第 187図）長さ現存7.1cm, 巾23cm, 厚さ約0.6cmである。刃子破／十でちろうか。

206号ど、ゾトと屯複している。本ピット

第206号ピット（第23図）

①77 ②19 @AA 

層位： I黒色士 I陪褐色土

：円形，摺鉢状を呈する。西側で第 205号ピットと

IT b ⑤晩期 ⑥ 

207号ピットと接するが新旧関係ほ不明であ ’Jo

遺物：晩10

第207号ピット

①90 

概要：円形，

中央に小ピット 1

：晩4, 続（後北 5)

①73X71 

36図，図版十）

②26 @AA ④冊 c

！黒色士皿

⑤不明

W陪

る。本ピット 1 ¥ヽ
- V o 

、りト{

⑥16（下層）

して 扁して見られた。ほぼ

している。南側で第206号ピヅトと接するが新旧関 ~^r；ギ、→
¥-クの。

（高杯脚部） 1, フレーク 71

（第 145図） 207-1羅文時代晩期土器

第208号ピット（第 48

②13 RAA ④ Il b ⑤不明 ⑥ 1 （上面）
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層位： l黒色土 l 

概要：円形，フライバ

遣物：なし

第209号ピット（第36

①93X83 ②8 

層位： l黒色土 ll 

概要：円形，

遺物：晩1 続

第210号ピット

①95 ②28 

層位： l黒色土 Il 

44 

Ill黒褐色土

る。石 1個が中央上面に見られた。

③AA  ④Ill b ⑤不明 ⑥ 2 （上面，

Ill暗褐色土

る。南壁に 1個，北部に 1個の小ピットを有する。

2 C2またはD4,北大 1)

図版九）

⑧AA ④Ill C 朋⑥

Ill黒色土

概要：円形， 呈し，底面は平坦である。壁は若十袋状を示している。東側で第 219号ピ

ゾト，北側で第 220号ピットと重複し，第 220号ピットより古く，第219号ピットとの関係は不明

である。

遺物：石鏃1

石器（第179 210 石鏃未成品

第211号ピット 46図）

①77X64 ③AA  ④ Il C ⑤後北ら⑥

層位： I (1より軟らかしヽ ） 軋賠黒褐色土 IV v黒色土（！より
軟らかい） VI vil攪乱

概要：円形， る。北側の ている。

遺物・ 2 晩 1 (A 1 C1l C217) 

土器（第 146図） 211-1, 2東釧路Ill 211-4縄文時代晩期土器 211-3後北A式土器

211-7後北C1 211-8~12後北C2

第212号ピット（第45図）

①133 ②56 ③AB Nd ⑤不明 ⑥ 1 

層位： l l黒色土 ID焼l::IV V黒色土 ¥l黒褐色土

VII暗黒褐色土 VIII褐色土

概要：円形摺鉢状を呈する。 り出しを有し，東西南北の ピットを配する。北，

る小ビットは第213号ヒc‘y 卜に入りこんでいるが，本ピットに付属するものと思われ

る。西側で第 213号ピットと重複している。本ピヅトが新しい。
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遺物：なし

第213号ピット（第45図）

①86 ②13 

層位： l黒色土

@AA III b ⑤晩期 ⑥ 

概要：円形，フライバン状を呈する。北に扁して 3個の石が発見されている。東側で第 212号ピ

ットと重複し，本ピットが古い。第212号ピット参照。

遺物：晩13 続 (A3 ら2 北大10) 不8 削器1 フレーク 4

士器（第 146図） 213-2縄文時代晩期士器 213-1, 5後北C2 213-3, 6北大式士器

石器（第179図） 213 縦形削器

第214号ピット（第44図図版九）

①91 ②35 @AB ④皿 c ⑤不明 ⑥ 

層位： I陪黒色上 I賠黒褐色上 Ill黒色土 W黒褐色土

円形，摺鉢状を晶する。第218号，第219号，第 220号ピットと していが新1B

関係は第219号ピットより古く，第 218号ピットとは不明である。 9個連続ビットの 1つであるc

遺物：なし

第215号ピット（第44図図版九）

③AA  ④Il b ⑤不明 ⑥ 1 ①70 ②32 

層位： l焼土 Il Ill黄褐色粘士 W暗褐色士 (Ilょり明るい） V暗褐色土 (IVよ

り明るい） v1黒色士

概要：不整円形， る。石 1個が出tしている。第 215号，第 218号ピットと重複し

ている。第216号，第 218号ヒ°、y 卜より新しい3

遺物：ずり石破片 3

第216号ピット（第44図図版九）

①61 X57 ②15 @AA ④ I b ⑤不明 ⑥ 

: I陪褐色土 Il褐色士 Ill 

概要：不整円形，摺鉢状を星する。西側で第 215号ピットと重複し，本ピットか古い。

：なし

第217号ピット

①70 

層位：

44図図版九）

②28 ③AA  ④ ll C ⑤不明 ⑥ 1 （下層）
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概要：円形，

れ 1個の小ピットを配ずる。

である。

遺物：なし

る。 大ぎな石 1個が見ら

216号ヒ°、y 卜に接する

東壁，西壁，中央にそれぞ

している。セクションは不明

第218号ピット (44第図図版九）

①98 ②
 

③B ④III ⑤ ⑥
 

概要：楕円形を呈するであろう。第 214号，第 215号，第 219号ピットと璽複している。第 219

号ピットより古い。他のものとの関係は不明である。

遺物：なし

第219号ピット（第44図図版九）

①88 

層位：

概要：円形，皿状のピットであろう。第 210号，第 214号，第 218号，第220号ビットと重複し

②16 RAD ④Ill b ⑤不明 ⑥ 

ている。新旧関係は第214号ピットこりも新しく，策 220号ビ、y 卜より古い。他との関

あろ C 9個連続ピ、ァトの 1つである

：なし

第220号ピット（第 44図図版九）

② 9 

l黒色土 Il陪

攪乱である。

①
 

RD  

m
 

④
 

⑥ 

W陪黒褐色士 V w" 

明で

¥1以下は

概要：丙壁が確認されただげである。 210号，席 214号，第219号，第 221号，第号ピッ

トと重複のため不明てある。西壁：こ 1個，北側に 2個の小ピットを有ナろ。本ビ ỳ 卜は 9個連続ピ

ットの 1つでち乃 3 名『旧関係ぱ，第 210号，第 214号，第 219号，第 221号ピットこり妍しい。

：なし

第221号ピット（第 44図図版九）

①
 

② 8 ④
 

⑤
 

⑥
 

されたのみで， と他ピットとの り不明でめる。第 220

ごット・セグジョ

号ピット/ り新しい。

こと c南側で第 214号ビット，西側で第 220号ピットと重複し，第 214
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遺物：なし

第222号ピット（第45図図版十）

①60 ②18 ③ ④ 

層位： l暗黒褐色土 I黒褐色土

概要：不整楕円形，ボウル状を呈する。東壁に比して西壁は緩やかである。北側で第 223号ヒ°、ソ

⑤ ⑥
 

トと重複している。第 223号ビットより古い。

遺物：晩4 続 (A1, B 1, D 1, 北大 1) 擦文 1,不 14,不（底部） 2 

土器（第 146図） 222-1, 2縄文時代晩期土器 222-3後北A式土器 222-4北大式土器

第223号ピット（第45図，図版十）

①100 ②41 ⑧BA  ④Ill C ⑤不明 ⑥ 1 （西壁上）

層位： l暗黒褐色土 Il暗黒褐色土 (1より明るい） Ill褐色土 N褐色土（l11より硬い） V賠

褐色土 VI黒褐色土

概要：不整楕円形，摺鉢状を呈する。東壁に比べ，西壁は緩やかに立ち上る。西壁上に石 1個が

確認された。南側で第 222号ピットと， 西側で第 224号ピットと重複し， 両者よりも新しい。第

222号，第 224号ピット参照。

遺物：晩2' 石冠1, フレーク 1

土器（第 146図） 223-1縄文時代晩期土器

第224号ピット（第45図図版十）

①95X86 ②19 ⑧AA  ④Ill b ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色土 Il黒色土 (1より明るい） Ill黒褐色土 N暗黒褐色土

概要：円形， フライパン状である。南壁に 2個，東側に 1個の小ピットを配する。東側で第 223

号ピットと重複している。本ピットが古い。

遺物：晩 6 続 (C2またはD1) 不 2 フレーク 1

第225号ピット（第45図）

①98X97 ②46 ⑧AC  ④m c ⑤後北D ⑥ 3 （東 1壁上）

層位： I焼土 I賠黒褐色土（地山ブロック混入） m暗褐色土 1V黒褐色土 V陪黒褐色土 (I

より地山プロックを多く含む） VI黒褐色土 (IVより地山ブロックを多く含む） VII黒褐色土（焼土

混入） Vlll暗黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。壁は垂直である。東壁上に 1個，他に 2個の石が出土した。掘り

込み面に 70X6Qcmの焼土が見られた。

遺物：晩12 続 (A3, C12 C25 D 7) フレーク 5
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土器（第 146図） 225-1, 2縄文時代晩期土器 225-3後北A式上器 225-7後北C2

6, 8 ~12後北D式土器

第226号ピット（第46図）

225 

①80 

層位： l 

②15 

l 

RAA ④ ff b ⑤不明 ⑥ 

lil黒褐色士 1V暗褐色士 (1より暗い）

：円形，フライバン状を呈する。底面中央に小ピット状の窪みを有する。東側に 1個，

に1個の小ビヅトが見られる。北側は破壊を受けている。西側は第 234号ビットと重複しており，

新旧について1ま不明である

遺物：なし

第227号ピット（第 46図）

①96X72 

層位： l 

概要：

②13 @BD ④III b ⑤晩期 ⑥ 7 （上層，底面）

l陪褐色士

皿状である。東側に扁して石7個が発見さ

：晩5 続 (C』) 不4 すり石破片 1 フレーク 1

士器（第146図） 227-1掘文時代晩期土器 227-2後北C2

第228号ピット（第46

ー

①98X97 ②38 ③AA  ④Ill C ⑤不明 ⑥ 

: l暗褐色士 I黒色土 圃隋黒褐色土 W黒褐色士 V黒褐色士 (Nlり明ろい） VI 

黒褐色士（ll1より隋い） VIl褐色土

概要：円形，摺鉢状を呆ずるc

遺物：なし

第229号ピット（第46図）

①106 

層位：

概要：

②7 RB  

不整楕円形でlI11状を

④IV b ⑤ 

壁上方に 3

⑥
 

小ピット られる。本ビット上面

より， ビットの外，北にかげ95X6Qcmの焼士が見られた。南側で第396号ピットと重複している

が新旧関係は不明である。第396号ピット参照。

遺物：なし

第230号ピット（第47図）

①81 
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: I l暗褐色士

概要：円形，フライパ

している。本ピットが新しい。

遺物：なし

る。 小ビット 1 し，南側は第398号ピットと重複

第231号ピット（第 47図）

①72 ②23 ③AA  ④l c ⑤不明 ⑥ 

層位： l焼士 I褐色士 Ill暗黒祝色士 1V賠褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する3 ビット上面の東側よりピット外に 50X30cmの焼士（第 1層）が

見られる。西側で第468号ビットと重複していろが，新l日関係は不明であるc

：なし

第232号ピット（第47図）

①62 ② 8 ③AA  ④ I a ⑤不明 ⑥ 

概要：円形， フライパ｀ノ状を呈すろ。

と重複しており，本ヒo y 卜

：なし

第233号ピット（第47図）

①58 

層位：

②6 RAA 

（炭化物混入）

369号ピットと

：なし

第234号ピット（第 46

①
 
; l 

②15R  

l陪黒褐色土

小ビット 1 してい忍東側で第 233号ピット

第 233号第369号ピット参照こ

I a ⑤不明 R 

：円形，フライバソ状を星するっ北側に小ビット 1僭を有し，西側は第232号ピット，東側

している。第232号ビットより新しく，第369号ピットこり
゜

④ ⑤ ⑥
 

概要：南側の壁が確認されただけで他は破壊されている。断面形は皿状を示ずと思われるが，全

容は不明である。東側で第226号ピ、y 卜と重複している。新旧関係は不明であざ五0

遺物：晩 1 続（北大1) フレーク 1

（第147図） 243-1北大式七器
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第235号ピット（第47図，図版十一）

①115X113 ②18 ③AD  ④Nb ⑤後北ら⑥10（底面）

層位： l賠黒褐色土 l陪褐色土

概要：不整円形，フライパン状を基する。西壁tこ1ケ所張り出し 持つ。中央底面に 10個の

石が見られた。南側に 3僭の小ピット る。

：晩続 (B1 ら2 D 1) 不 12 フレーク 4

土器（第147図） 235-1縄文時代晩期土器 235-3後北B式土器 235-4後北C2式土器 235-2 

後北

第236号ピット（第47図）

①85 ②31 ③AB  ④皿 c ⑤不明 ⑥ 1 （上層）

層位： l黒色土 l黒褐色土 軋暗黒褐色土 N黒色土（地山ブロック混入）

概要：不整円形，摺鉢状を呈する。西側は既面近くまで破壊されている。東側に二段の掘り込み

が見られる。

遣物：中 1 晩2 続（A2, B 1) 不4 石鏃1

（第147図） 236-1縄文時代中期土器 236-3後北B

石器（第179図）

第237号ピット（第48

①103 ②22 ③AD  ④DI h ⑤不明 ⑥ 

1陪黒褐色土 l暗褐色土 lil褐色土

概要： 摺鉢状を呈する。南側で第 238号ヒ°ットと重複している。本ビット

遺物：不1

第238号ピット（第48凶）

①107 ②41 ⑧AA  ④IV C ⑤晩期 ⑥ 

層位： l陪黒褐色土 ！黒色土 Ill賄黒褐色土 (Iより明るい）

概要：円形，摺鉢状を星する。北側で第鵡7号ビットと重複する。本ピットが新しい。

：晩 1

土器（第147図） 238-1縄文時代晩期土器

第239号ピット（第48図）

①80 ②41 @AA ④Ill C ⑤不明 ⑥ 

l黒色上 Ill陪黒褐色土 N賠黒褐色上 (Illより朋るい） V 
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(Nより明るい） V1暗黒褐色土（地山プロック混入） 川褐色土 Vlll黒褐色土 爪暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。南側で第240号ピットと重複し，本ピットが新しい。

遣物：フレーク 2

第240号ピット（第48図）

①63 ②18 @BA ④ll b ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 I暗褐色土

：楕円形，フライバン状を呈する。東壁に小ビット 1

している。本ピットが古い。

し，北側 239号ピ、、I 卜と

遺物：なし

第241号ピット（第50 図版十一）

①101 ②30 @BA ④Ill C ⑤不明 ⑥11（底面）

l暗黒褐色土 Il黒色土 Ill暗黒褐色土 (Iより明るい） N黒色土 (Iょり明るい）

V黒褐色土

概要：不整楕円形，摺鉢状を呈する。底面北側に扁して 11個の石が見られた。北側で第242

ビ、y 卜と重複している。古いものより，第 243号，第242号，第 241号ピットの順である。

：晩4, 続羅4,続（ら3, 北大l) 不 3, フレーク 5

土器（第147図） 241-243-1クンネトウ L式土器 241-243-2後北A式土器 241-243-3後北C2

式土器 241-243-4北大式土器

第242号ピット

①98 

層位：

②22 

n 

50図，図版十一）

RAA ④Ill b ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

Ill 

概要：円形，摺鉢状を呈する。底面より石 1個が発見された。南側で第241号ピット，北側で第

243号ピットと重複する。新l日関係は，第241号ピットより古く，第243号ビットより新しい。

第241号ピット

遺物：第 241号ピット参照

第243号ピット（第50図，図版十一）

①81 ②38 @AD ④Ill C ⑤不明 ⑥ 1 

I暗黒褐色土 皿黒色土 (Iょり賠い） N賠黒褐色土 (llより明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈する。西側壁は上方緩やかで，下方が急な傾斜を示す。南側で第243号

ピットと る。本ピットが古く，第 242号ヒ°、ゾ卜 しい。第 241号ピット

遣物：晩3, （恵山 1,A 1) フレーク 1
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（第147図） 243-1, 2クンネトウ L式土器 243-3 

第244号ピット（第51

①246 ②12 

l黒色土 I 

概要：隅丸長方形を

ピット，東側で第253

遺物：晩 1，続

第245号ピット

③CA  ④Vb ⑤北大 ⑥ 

III木炭 lV陪黒褐色土

る。ヒ＼y 卜上面に焼土と木炭の分布が大きく見られた。

ビットと重複する。本ピットが他の二者より新しい。

1) 

48 

252号

①76 ②14 RAA ④ Il b 

層位： l黒褐色土 I暗黒褐色土 Ill陪褐色土

概要：円形，フライパン状を星する。西墜に44X35cmのピットが見られる。東側は第246号ビ、ゾ

⑥ 1 （底面）

トと軍複し，本ヒ゜ヅトが新しい。

遣物：晩 1,続（D1) フレーク 1

土器（第 147図） 245-1クンネトウ L式士器 245-2後北D式土器

第246号ピット（第48図）

①68 ②8 RAA ④ Il a 

層位： l暗黒褐色上 Il暗褐色土

概要：円形，フライパソ状を呈する。西側に小ピット 1個を有し，

⑤不明 ⑥ 2（上層）

と 1個ずつの石が

見られた。

遺物：なし

245号ビットと重複している。本ヒ°‘ゾトが古い。

第247号ピット（第48図）

①87X82 

層位： l 

②11 

lこ

③AA  @illb ⑤晩期 ⑥ 

概要：円形，フライバン状を呈ずる 'J

遺物：晩5

第248号ピット（第48図）

①76X68 

: I 

って 7個の小l::.゚ヅ卜 ら

②48 ③AA  ④l c ⑤不明 ⑥ 

！暗黒褐色土 皿黒色上（地山ブロック混入） N V暗黒褐色土

(Iょり明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈するが，セクショソから見ると，平面を共有する 2個のヒ¥y卜の可能性
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も られる。第Ill層が新しく構築されたピットの底面とも

遺物：なし

られる る証はない。

第249号ピット（第50図）

①75 ② 5 R ④  

（地山粒子混入）

し，断面は皿状である。北側で第250号ピットと重複している。 3個連続ピ ヅ

⑤ R
 

概要：

トの 1

遣物：なし

るc 新旧関係は，古いものより第 251号，第250号，第249号ピットの順である。

第250号ピット（第50図）

①80 

陪位：

②26 @AA ④m c 

（地山粒子混入） Il 

⑤不明 ⑥ 

冊黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を畢する。西側に小ピット 1個が見られる。南側で第 249号ヒ°ット，西側で

第251号ピットと重複している。新1H関係ぱ，第249号ピ、y 卜より古く，第251号ビットより新し

し、、

遺゚物：晩 1, フレーク 2

土器（第147図） 250-1纏文時代晩期土器

第251号ピット（第50図）

①70 

層位：

②19 ③AD 

（木炭混入）

④ ll b ⑤不明

I賠褐色土

⑥
 

概要：円形，

ている。第249号ピット

遺物：なし

る。中央に小ピット 1 られな東側で第250号ビ、y 卜と

第252号ピット（第51

①86 ②28 @AA ④V C ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 Il灰褐色土 冊黒色土 IV黒褐色土 V 

概要：円形，摺鉢状を呈する。北側で第244号ピットと

＊なし

第253号ピット（第51

①138 X 135 ②46 ⑧Ac ④Ill C 

（ll1より明るい） V1 

し

している。第244号ビ、ァト参照。

⑤後北A ⑥23（底面）
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層位： l黒色土 ll賠褐色土 Ill暗黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。底面に接し 23個の石が見られた。北側に小ピット 1個を有する。

西側で第244号ビットと重複する。第244号ピット参照。

遺物：晩1,続（A一括），石斧の破片 1, フレーク 1

土器（第161図） 253 高さ推定29cm 口径21.3cm 底径推定6cm 爪形文と纏文を配する後

北A式土器

石器（第179図） 253 打製石斧の破片

第254号ピット（第52図）

①78 ②10 ③AD  ④ll a ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒色土 ll黒褐色土 Ill褐色土

概要：円形，皿状を呈する。南側で第255号ピットと重複し，木ピットが古い。

遣物：晩2'続（C21)，フレーク 1

第255号ピット（第52図）

①97 ②20 @AA ④III b ⑤不明 ⑥ 

層位： l陪黒褐色土（地山ブロック混入） Il黒褐色土 III 

概要：円形，フライパソ状を星する。南側が張り出し状になる。南壁に小ピット 1個を有する。

北側で第254号ビットと重複し，本ピットが新しい。第254号ピット参照。

遺物：晩2，続（Cバ）

第256号ピット（第52図）

①50 

層位：

概要：不整形を星するc 南側に浅い窪みが見られる。第 257号，第 258号，第262号ピットとの

②16 ③
 

④ ⑤ ⑥
 

4個連続ヒ° ỳ卜である。新旧関係は，本ピットが一番新しい。

遺物：なし

第257号ピット（第 52図）

①64 ②19 ⑧AA  ④I b ⑤不明 ⑥ 1 （中層）

層位： l黒色土 I黒褐色土 Ill暗黒褐色士 W陪褐色土 V陪褐色土

：円形，ボウル状を星する。中央に 1偲の石が見られる。 4個連続ピットの 1つである。

旧関係は，第258号ピットより新しく，第 256号，第262号ピットとは不明である。

遺物：なし
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第258号ピット（第52

②26 ③AA ④ Il C 

Ill音褐色士

冤要：円形，摺鉢状を呈ずる。北側で第257号ピヅト，西側で第 256号，第 262号ピットと重複

①75 ⑥
 

ずるご妍旧関係ば第257号ピ 'y 卜より古く，他とば不明である。

遣物：晩3, 続網 1' 続（北大1)

七堺（第 147図） 258-1北大式上器

第259号ピット（第52

①97X79 ②40 

胃位： l黒色L Il 

RAA  ④III c ⑤不明 ⑥ 

:̂I: III賠褐色士 (Ilより明るい） IV黒色土 (Iより明るい） V黒

色土 (1より陪い） W暗黒褐色士

概要： F］形，摺鉢状を呈する。

遺物：晩 1, 続（C23) 

士菩（第 147図） 259-1網文時代晩期土器 259-2後北C2式士器

第260号ピット（第52図）

①80X78 

層位： l 

②37 ③AD  ④IC ⑤不明 ⑥ 

Il陪黒褐色士 Ill褐色：I: N黒褐色土 V陪褐色士 Vl (Vより明る

しヽ）

概要：円形，ボウル状を呈する。

遺物：なし

第261号ピット（常53図）

②20 @AA  ④B b ⑤不明 ⑥ 8 

！賠黒褐色士 ll1黒褐色l:

概要：円形，摺鉢状を呈する。底面に 8個の石が見られた。東側で第193号ヒ＼y 卜と重複し，本

①83X76 

ピットが新しい。 7個連続ヒ° ゾ`トの 1塞である。

：なし

第262号ピット（第52図）

②5 R 

I陪黒褐色土 皿

概要：北側で第 256号，第258号ピット

①90 ⑤ ⑥ 

IV褐色土 V 

られているため，形状は不明である。本ビット
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く，他は新しく構築されている。 4個連続ヒ°ットである。第 256号，第 257号，第 258号ピット参

照。

遺物：なし

第263号ピット（第53図）

①195 ②25 ③CA  ④Vb ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 ll黒褐色土

概要：隅丸長方形を基する。西側に大きく攪乱が見られる。北側で第264号ピット，西側で第

278号，第 193号ビットと重複している。新旧関係は第264号ピットより新しい。他とは不明であ

る。

遺物：続 (A2，ら3' 北大 1)

土器（第 147図） 263-265-1, 2後北A式土器 263-265-3後北ら式土器

第264号ピット（第53図）

① ②10 

層位： l暗黒褐色土

概要：円形，皿状を呈する。南側で第263号ピット，北側で第 265号ピットと重複し，西側は攪

⑧
 

④
 

⑤ ⑥
 

乱を受けている。新旧関係は，第 263号ピットより古く，他とは不明である。第 263号ビット参

照゜
遺物：第263号ピット参照。

第265号ピット（第53図）

①60 

層位：

概要：第 264号ヒ°‘／卜と重複し，西側は攪乱を受けているため全容は不明である。新旧関係ら不

②10 ③
 

④
 

⑤ ⑥
 

明。

遺物：第263号ピット参照。

第266号ピット（第52図）

①120X 111 ②18 ③AA  ④Nb ⑤晩期 ⑥ 1 （下層）

層位： l黒色土 Il焼土 冊暗黒褐色土 N黒褐色土

概要：円形，フライパソ状を星する。北側に石 1個と60X30cmの焼土が確認された。東壁に 2

個の小ピットが見られた。

遺物：晩7' 続（しの底部1, 北大1)不 1

土器（第 147図） 266-1縄文時代晩期土器
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第267号ピット（第 54図）

①96 ②23 ⑧AA  ④III h ⑤北大 ⑥ 1 

層位： l暗黒褐色土 I黒褐色土 Ill賠褐色土 W褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。上面に石 1個が見られた。南側で第268号ピットと重複し，本ヒ°

ットが古し‘o

：晩2' 続（B1, C2 2, 北大21)，フレーク 1

土器（第147図） 267-1,2縄文時代晩期土器 267-3後北B式土器

第268号ピット（第 54図）

①173 ②9 

l餡黒褐色土

⑧CA  ④Va ⑤不明 ⑥ 

概要：隅丸長方形を呈する。第 267号，第269号ビ、y 卜と重複し，両者より新しい。

：なし

第269号ピット（第54図）

①77 ②23 @AA ④Il b ⑤不明 ⑥ 

1賠黒褐色土 Il黒色土 i賠黒褐色土 (1より明るい）

概要：円形，摺鉢状を星すろ。南側で第268号ピット，北側で第270号ビットと重複し，両者よ

り古い。

：フレーク 1

第270号ピット（第 54図）

①109 ②13 

層位： 1黒褐色土

RAA ④Nb ⑤不明 ⑥ 

概要：円形， フライバン る。南側で第 269号ピット，北側で第287号ピットと し，

第269号ピットより新しく，第287号ビットより古い

遺物：早1，晩 1,続 (D2,北大1)

土器（第 147図） 270-1後北D式土器 270-2北大式土器

第271号ピット（第 55図）

②30 ⑧BD  ④Ill C ⑤不明 ⑥ ①125 

層位： （焼土，木炭を含む） I賠黒褐色土 Ill暗黒褐色土 (iより陪い） N褐色土

v暗祝色土
概要：円形，ボウル状を呈する。北側で第 272 273号ピヅトと る。第 272号ビット
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より新しく，第273号ピットとの関係は不明である。

遺物：晩6,続罷2，続（恵山3, A 4, cl s, c2 1, n 5, 北大5)，不27, 石斧 1
（第147図） 271-276-1,2, 5後北A式土器 271-276-6後北し式土器 271-276-4後北 D

土器

（第179図） 271,276 定角式磨製石斧

第272号ピット（第55図）

① ②51 @AB ④Ill d ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色士 Il黒色土 Ill黒色土（！より明るい） IV暗褐色土 V褐色土 vl暗黒褐

(lょり明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈ずる。第271号，第273号，第274号，第288号ピットと重複し，第

271号，第273号，第288号ビットより古い。

271号ピ、ソト参照。

第273号ピット（第55図）

①108 ②13 

層位： l陪黒褐色士

概要：楕円形，フライパン状を呈する。北側で第272号，第274号ビットと重複する。第 272号

R
 

④ ⑤ ⑥
 

ビットより古く，第274号ビットとの関係は不明である。

遺物：第271号ごット参照。

第274号ピット（第 55図）

① ②26 ③ 

l陪黒褐色士 l 

④ ⑤ 

III暗黒褐色士

⑥
 

概要：円形，ボウル状を呈する。第 272号，第 273号，第288号ピットと

号第 288号ピットより新しく，第 272号ヒ°ットとの関係ぱ不明である。

遺物：第 271号ピット参照。

している。第273

第275号ピット（第56

①129 ②28 ⑧BD  ④IV b ⑤不明 ⑥ 

l陪黒褐色士 Il陪黒褐色土 (1より賠い） 皿賠黒褐色士（地山ブロ、ァク

概要：楕円形，ボウル状を呈ずる。西側で第276号ピットと

攪乱による大きな落ち込みが見られる。

遺物：なし

る。本ピットが古い。北側；こ
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第276号ピット（第56図）

①88 ②36 @AD ④IIIC ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 l陪黒褐色土 (1より明るい） Ill陪褐色上

：円形，ボウル状である。東側で第275号ビットと重複ず；い本ピットが祈しい。

遺物：なし

第277号ピット（第53図）

①57 ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

概要：南側に攪乱が見られる 小形のピット ある。 はやや大芯ピヅト る 攪乱

のため重複関係，セクションは不明であるc

遺物：なし

第278号ピット（第53図）

①89 ② ⑧ ④ ⑤ ⑥ 

概要：不整円形を呈する。東側は攪乱と第263号ピットと

と重複しているe 新旧関係は不明である。

遺物：ばし

しており，南側ぱ第 193号ビット

第279号ピット（第56図）

①90 ②28 ③AD  

l黒色上（木炭を含む） Il 

概要：円形，皿状を呈する。

：晩2, 続（C22, D 4, 北大 1)，不 1' 石皿破片 1, フレーク 1

（第147図） 279-1後北C2式土器 279-3役北D式土器 279-2 

皿c ⑤後北D ⑥ 

皿

第280号ピット（第56図）

①82 

層位：

概要：円形，皿状を呈する。西側で第281号ピ ソトと

②7 R
 

④
 

⑤ ⑥
 

る＂古いらのより第 280 281 

第797号ヒ◇ゞ ／卜の順である。

：フレーク 1
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第281号ピット（第56図）

①83 ②31 RAA ④I C ⑤不明 ⑥ 

層位： I焼士 I黒色土 皿暗黒褐色土 1V黒色土 V黒褐色土 ＼1暗褐色土 ＼IJl黒色土 VIl1褐

色土

概要：円形，摺鉢状を星するっセクションの第W層までが第797号ピットで，本ピットは第V

以下である。東側で第 280号ピ、、I 卜と重複している。古いものより第 280号，第281号，第797号

ビットの順である。

(Cバ）

土器（第 148図） 281-1後北ら式土器

第 282号ピット（第52図）

①52 ②13 RAA ④ I b ⑤不明 ⑥ 

層位： I賠黒褐色土 l黒褐色土 1褐色士 IV賠褐色土

概要：

遺物：

第 283号ピット（第 57図）

①84 ②10 RAA ④軋 b ⑤不明 ⑥ 

1暗褐色土

概要：不整円形，フライバン状を呈する

：なし

第 284号ピット（第57図）

①68 ②10 RAA ④Il a ⑤北大 ⑥ 2 （底面）

層位： l黒色士

概要：円形，皿状である。石2個が発見された。東側で第285号ピットと重複する。第285号ビ

ットより新しい。

遺物：晩1，続（北大2)

第285号ピット（第57図）

①76 ②11 

層位： I黒褐色土

@BD ④I ⑤ ⑥ 2 （南壁士）

概要：不整楕円形，皿状のプランである。東側で第286号ヒ＇ット，西側で第 284号ピットと重複

する。第284号ピ、y 卜より古く，第 286号ヒe ỳ 卜より新しい。
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遺物：なし

第286号ピット（第57図）

①76 ②26 ③AA ④l c 

層位： l黒色土 l賠褐色土 軋黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。石 1個が下層から発見された。西側で第 285号ピ、y 卜と重複し，

⑤後北ら ⑥ 1 

本ピットが古く構築されている。

遣物：続 (C212, D 3)，不5, フレーク 1

土器（第148図） 286-1~5後北ら式土器

第287号ピット（第54図）

① 

: I 

②35R  

（焼土を含む）

④
 

⑤ ⑥
 

Il黒色土 Ill焼土 W黒褐色土 V暗褐色土

概要：不整形を呈する。いわゆる風倒木の跡であろう力ら地表面に 3ケ所の焼土が見られた。南

側で第 270号ピットと重複している。本ヒoy 卜が新しい。

：晩 1，続（A2, D2)，掻器1

土器（第 148図） 287-1後北A式土器 287-3後北D

（第179図） 287 円形掻器（焼けている）

第288号ピット（第55図）

①158 ②12 RAA  ④ Vb ⑤不明 ⑥ 

概要：不整円形，皿状を星ずる。 攪乱を受けている。南側で第 272号，第274号ピ

ットと重複している。第272号ピットより新しく，第 274号ピットより

：なし

第289号ピット（第55図）

゜

①63X57 ②13 

: I黒褐色土

概要：不整円形，フライパン状を基する。

遺物：石皿1

③AA  ④ lb ⑤不明 ⑥ 9 （底面）

9個の石が見られる。

石器（第184図） 289 石皿，第105号ピット出土の石皿と接合する。

第290号ピット（第57図）

①94X93 ②28 ③AB ④皿 c ⑤不明 ⑥ 
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閃位： l n
 

（硬） 1ll 

収賠褐色土

IV 
＞
 

渭より明るい）

¥1間褐色土軋褐色士

：南北に張り出しを有する不整円形，摺鉢状のプランである。底面ぱ

：晩3,続（Cd, D2)，不 1

ある。

土閤（第148図） 290-1タンネトウ L

第291号ピット（第57

①86 ②29 

層位： l黒色士 Il 

概要：

遺物：なし

皿

側

B

西

A

。

R

る

290-2 D
 

④fil C ⑤不明 ⑥
 

317号ピットと して認り，木ピット しい。

第292号ピット（第56図）

①73X69 

層位： l "＂＂t 

2
 
2
 
②
 

RAA 

Ill 

Il h ⑤晩期 ⑥ 

(Ilょり明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈ずる。南側に径47cmのヒCット状の張り出しを

：晩 2

第293号ピット（第56図）

①73X70 ②33 ③AD  ④lll c ⑤不明 ⑥ 

: I黒色士 I暗黒褐色士 lll黒色士 (Iより明るい） W暗褐色士 V黒色土(]llょり明る

い） ＼＇1陪褐色上 (IVこり陪い） V]褐色士

概要：円形，；；；ウル状を呈ずる。

遺物：晩3, 続（A1), フレーク 1

七器（第 148図） 293-1タンネトウ L 293-2後北A式土器

第294号ピット（第57図）

①107Xl03 ②11 

層位： l 

：円形，皿状のプランを呈し，西壁：よ底面との区別ぱ

(D 1，北大 1)，不 1, フレーク 1

士器（第 148図） 294-1北大式士器

RAD 

第 295号ピット（第57

X74 ②28 

IV 

図版：：：：：十一）

RAA ④ Il C 

⑤ 

⑤不明

⑥ 3 

い。 3個の石が存在した。

- 72 



: I n
 

(Iより硬い） 1ll賠褐色上 N黒褐色土

概要：円形，摺鉢状である。

遺物：続（恵山 1)，不1' フレーク 2

第296号ピット（第58図，図版十三）

① 

層位：

概要：第299

②
 

⑧
 

300号ピットと

た。新1日関係は本ビット

④ ⑤ 

く構築されている

⑥ 9 

明らかでない。現存部に 9個の石が認められ

第300号ビット

遺物：なし

第297号ピット 58図，図版十三）

① 

層位：

：第 298号，第 299号，第300号ピットとの重複である。東壁の一部が確認されたの

② R
 

④
 

⑤ ⑥ 

容は不明である。新旧関係は第 298号，第 299号ヒ°ットより新しく，第300号ビ、ゾトとの関係は不

明である。

遺物：なし

第298号ピット（第58図，図版十三）

①80X75 ②17 ③ ④ ⑤ ⑥ 4 

層位： I陪黒褐色土 l黒色土 i黒褐色上（地山粒子混入）

概要：円形，摺鉢状を星する。北壁に小ピット 1個を有する。

第 297号，第300号ピットと重複し，両者より古く構築されている。

：石皿1

石器（第 183図） 298 石皿

より 4個の石が発見さ

第299号ピット（第58図，図版十三）

①88X85 

層位： l 

②30 ⑧AA  ④皿 c ⑤不明 ⑥ 2 （上層）

l黒褐色土（地山粒子混入）

概要：円形，摺鉢状を呈する。第 296号，第297号，第300号ピットと

300号ビットより古く，第 296号ビ、，I 卜より新しい。

：続（北大 1)

（第148図） 299-1北大式土器

し，第 297
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第 300号ピット（第 58図図版十三）

①190 X 156 ②26 ③AA  ④I C ⑤北大 ⑥37（上面）

: I黒色土 Il黒色土（軟） 1ll黒褐色土（地山粒子混入）

る。地表面に 37個の配石を持つ。西壁，東壁に小ピットが見られる。

西側上面に焼上が 50X50cmの範囲で見られた。南側で第 296号，第297号，第 298号，第 299号

ビットと璽複する 5連ピットである。新旧関係は，第 298号，第299号ピットより新しく，他のぶ

のとは不明である。

：晩8' 続纏3' 続（C24, D 6, 北大18)，土師 2, 不28,掻器2, フレーク14

（第 148図） 300-1~3タソネトウ L式士器 300-4~6後北A式土器 300-7, 8後北C2式土

器 300-9北大式土菩 300-10, 11, 13土師器

石器（第 179図） 300-1, 2円形掻僻

第 301号ピット（第 59図）

①50X45 ②19 

層位： I黒色土 Il 

③AD  ④I b ⑤後北D ⑥ 

概要：円形，ボウル状の小型ピットである。

(D 3)，石（朱染） 1 

第 302号ピット（第59図）

①110X85 ②10 @BA ④m a ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色土 Il黒褐色土 m 

概要：惰円形，フライパ

：晩1，続縄 1

第 303号ピット（第 59

る。西壁に小ビット状の掘り込みが確認された。

①56X46 

: I 

②21 ⑧AA  ④ l b ⑤不明 ⑥ 

（硬） ！隋黒褐色上（軟）

：円形，摺鉢状で底面が平坦な小型ピ y 卜である。

遺物：晩3, 続（C22, D 3)，不 1

第304号ピット（第59図）

①108X107 ②15 ③AA  ④IV b ⑤不明 ⑥ 1 

層位： I暗黒褐色t l黒褐色土

概要：円形，フライパン状を呈する。西壁上面に石1個が見ら
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し

第305号ピット（第59図）

①99X95 

層位： I 

②15 RAA ④III b ⑤不明 ⑥ 6 

n暗黒褐色士 (Iより陪い） 11l褐色士
概要：円形，フライパン状を呈する。

遺物：なし

ベ（合って 6個の石が見

第306号ピット（第60図，図版十三）

①213X 117 ②25 ③CA  ④Vb ⑤不明 ⑥ 

界位： l陪黒褐色＋: n黒褐色十^ III地山士の
概要：

遺物：晩4,

るこ南西部で第307号，第308号ピ、I 卜と重複し，

1, 統（C24, D 6, 北大11)，不（戻部） 2 

土器（第 148図） 306-2続繍文時代七器 306-1後北D式士僻 306-3~6 

第307号ピット（第60図，図版十三）

こり祈し＼、0

① 

怒位： l 

山粘士の張床

概要：円形，

③AA ④冊 c

（木炭を含む） IIl 

⑥ 

IV暗黒褐色士 (Illょり明るい） V地

望すろ。西壁は第308 ット と共有し，第V

いる。北側で第 306号ピット，下層に第308号ピット，南側で第798号ビットと

第306号ピ｀y 卜より古く，第308号，第798号ピットより新しい。

遺物：続縄 1, 続（C24, D 2) 削器 1

士器（第148図） 307-1, 2後北D式七器

石器（策 179図） 307 削器

第308号ピット（第60

となって

ある。

①118 ②55 ③AA  ④IV d ⑤後北C2 ⑥ 

層位： l暗黒褐色士 I暗黒褐色土 (1より明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈する＂第 307号，第798号ピ'、y 卜と重複している。第307号ビヅトより

く，第798号ビットより新しい。

遣物：続 (A1, C2 2, D 2, 北大8)，不15

（第148凶） 308-1後北A式士器 308-2, 3 
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第309号ピット（第59図）

①70 ②4 RAD ④l ⑤ ⑥ 

層位： l賠黒褐色土 Il暗褐色土

概要：不整円形，皿状を示す。西側に り出し る。

：なし

第 310号ピット 59図）

①67X62 ②13 ③AA  l b ⑤不明 ⑥ 

層位： l l lll IV 

概要：円形， フライパン る。南側に り出し ヌwo  

：なし

第311号ピット（第59図）

①122X93 ②12 ③BA  ④III b ⑤不明 ⑥ 

: I l暗黒褐色土

：不整楕円形，フライバン る3

遺物；なし

第312号ピット（第61図）

①65 ②23 ③AA  ④ll b ⑤不明 ⑥ 

l黒色土 l （木炭を含む） ll1賠黒褐色土 w 
概要：円形，摺鉢状を呈する。北東，北西に張り出しを持つ。ピットの外西に小ピット状の掘り

込みが見られる。第n層中に木炭を
：続 (BI, D 2) 不4,不（底部） 1 

（第148凶） 312-1後北B式土器

第313号ピット（第60図，図版三十一）

①90 ②36 @AA ④Ill C ⑤不明 ⑥ 

Il黒色土 Ill陪黒褐色土 (Iより明るい） N黒褐色土

：円形，摺鉢状を呈する。北側で第318号ピットと重複し，本ビット

遺物：晩1' 続（D1, 北大1)，不1

土器（第 148図） 313-2北大式土器

第314号ピット（第61図， l翡版三十二）
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①113X110 ②48 ③AA  ④Ne ⑤北大 ⑥ 1 （底面）

層位： l黒色土 I賠黒褐色土（焼土を含む） Ill暗黒褐色土 W暗黒褐色土 (Illょり賠い）

＼「黒色土 (1より明るい） V1黒褐色土 ¥'ll黒色土 (lょり賠い） ＼1ll賠褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。底面中央に大型の石 1個が見られた。

遺物：続（恵山 1，ら6,北大9)，不（底部） 3, フレーク 5

土器（第148図） 314-1~3後北ら式土器 314-4, 5北大式土器

第315号ピット（第61図）

①89X86 ②21 @AD ④Ill b ⑤不明 ⑥ 2 

: I暗黒褐色土 I黒色土

概要：円形，ボウル状を呈する。南側に 2個の石が見られた。

遺物：晩2, 続縄3) 続（ら2)，掻器1

石器（第 179図） 315 円形掻器

第316号ピット（第61図）

①94X83 ②22 

層位： l賠褐色土 I 

③AA  ④Ill b ⑤不朋 ⑥ 3 

皿暗黒褐色土 (1より明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈する。 3個の石が見られた。

：続縄2' 続（C2l,北大1)

第317号ピット（第 57図）

①68 ②15 

層位： l陪褐色土

概要：円形，ボウル状を呈する。東側で第291号ピットと

遺物：なし

③
 

④
 

⑤ ⑥
 

る。本ピットが古い。

第318号ピット（第60図，図版三十一）

①88 ②7 

l賠褐色土

概要：円形，フライパン状を呈する。東側にビ、y 卜状の張り出しを持ち，小ビット 1個を配す

③AA  ④ 111 a ⑤不明 ⑥ 

る。南側で第313号ピットと重複し，本ビットが新しい。

遺物：なし

第319号ピット（第61図）

①60X50 ②18 ③AD  ④I b ⑤不明 ⑥ 
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層位： I暗褐色土

概要：円形，皿状の小型のピットである。第197号ピットとほぼ接する

遺物：続5，すり石破片 1

第320号ピット（第61図，図版三十二）

①98X95 ②47 @AC ④Ill C ⑤不明 ⑥ 

： ］黒色土 Il賠黒褐色土 Ill暗黒褐色土 (llょり暗い） IVII胄褐色土

概要：円形，摺鉢状を足すろ。

：晩3,続（北大3)，不2, フレーク 1

土器（第 149図） 320-1タンネトウ L式土器 320-2, 3北大式土器

第321号ピット（第62図）

①113 Xll3 ②32 

: I黒色土 l 

より明るい）

③AA  ④I¥「C ⑤後北D ⑥ 

皿哨黒褐色土（！より明るい） IV黒褐色土 V 

：円形，摺鉢状を呈する。北壁上方の一部に攪乱を受けている。

：晩2, 続（C22, D16,北大6)，不 6' フレーク 1

土器（第149図） 321-2タンネトウ L式上器 320-1, 3後北D式土器

第322号ピット（第62図）

①65X63 ②38 @AA ④Il C ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

(lll 

: I黒褐色土 l黒色土 Ill黒褐色土 (Iより明るい） N陪黒褐色土 V黒褐色土 (Illょ

り明るい） VI賠黒褐色土 (IVより明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈する。西壁に比して東壁は緩やかである。東側底面より石1個が発見さ

れた s

遺物：続縄2,続（Al, D1) 

第323号ピット（第62図，図版三十二）

①76 ②13 ③AA  ④ ll b ⑤不明 ⑥ 7 （底面）

層位： l I暗黒褐色士 lll張り床粘士

概要：円形，フライバ る。底面に 7個の石が見 東側で第324号ビットと重複

している。本ビットが新しい。

：続縄8,続（恵山 2, B 1,ら1, D 2, 北大5)，不1

土器（第149図） 323 ・ 324-2, 3（恵山式土器） 323 • 324-1, 4後北A式土器
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第324号ピット（第62図，

②34 ③AA  

（地山粒子混入）

概要：円形，摺鉢状を呈する。

①63 

3
 

ll C ⑤不明 ⑥ 3 

！黒褐色：L Ill黒色土

石が見られた。西側で第323号ヒ゜ヅトと重複し，木

ピット ＜
 

されている。

遺物：第323号ピット参照。

第325号ピット（第62図，図版芝十二）

①210Xlll ②18 ③CA  ④Vb ⑤北大 ⑥ 

: I黒色士 I黒褐色土

概要： る。底面は平坦であり，長軸の方向は ある。

遺物：晩 1,続縄2, 続（D2, 北大6)，不1, フレーク 1

土器（第 149図） 325-1クソネトウ L式土器 325-2後北D式士器 325-3 

第 326号ピット（第 63図，図版三十三）

①103X74 

層位： l 

概要：不整円形，フライパン状を呈するc

遺物：晩 1,続（A1, C2 l,北大4)，不11, フレーク 3

士器（第 149図） 326 • 327-1後北A式士器 326 • 327-2北大式士器

②10 ③BA RID a ⑥ 

第 327号ピット（第62図）

①80X70 

層位： l 

概要：円形， フライパ

②11 RAA  ④ ll b ⑤不明 ⑥ 

る。西壁に張り出し し，南側：＇こ小ビット 1個が見られる。

遺物：フンーク 2, 第326号ヒ＇． y 卜参照。

第328号ピット（第62図）

①65X59 ②16 ③AA  ④ ll b ⑤後北A ⑥ 

: I暗黒褐色土 I暗黒褐色士 (Iより暗い） III黒色土 IV黒褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈する。底而は東に向って

遺物：統網7,続（A2, Dl) 

土器（第 149図） 328-1, 2後北A式士賠

くなる。
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第329号ピット（第63図，図版十四）

①113X82 

: I 

概要：楕円形，摺鉢状を呈する。全面に 30個の石が

②Bill ⑧BA  ④Ill b ⑤不明 ⑥30（上層，底面）

より底面まで見られた。東壁上方に一

部張り出しが見られる。

遣物：統纏2,続（A1,北大1)，石皿2

土器（第149図） 329-1後北A式土器

石器（第184図） 329-1, 2石皿

第330号ピット（第63図）

①76X71 ②36 ⑧AD  ④ic ⑤不明 ⑥ 

層位： l陪黒色土 l暗黒褐色土 DI黒色土 IV暗黒褐色士 (1より明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面が若干彎曲する。

遺物：なし

第331号ピット（第63図）

①104Xl04 ②15 @AA ④IV b ⑤不明 ⑥ 

: I暗黒褐色士 I暗黒褐色土 (Iより暗い） DI暗褐色土

概要：円形，フライバン状を呈し，南壁に小ピット 1個を配する。

遣物：晩1, （北大1)，不 1

第332号ピット（第63図）

①70 ②13 ⑧AA  ④ Il h ⑤不明 ⑥ 

l陪褐色土 I黒色土

概要：不整円形，フライパン

重複し，本ビットが古い。

遣物：続縄2,続（A3,C2l, Dl)，不 1

土器（第149図） 332-1, 2後北A式土器 332-3後北D式土器

し，北壁に小ピット 1個を配する。北側で第799号ビットと

第333号ピット（第64図）

①129X91 ②51 ⑧
 

④
 

⑤ ⑥
 

層位： l陪黒褐色土

概要：不整形，皿状である。東側に 2個，北側に 1個の小ピットを配する。西側で第334号ビ、ゾ

トと重複し本ピットが古い。
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遣物：続（恵山 1, D 1,北大4)

第 334号ピット 64図）

①99X83 ③AA  ④III b ⑥ 

層位： l l 皿黒色士

概要：円形， る。東側で第333 ピットと し，本ピットが新しい。

遺物：続（恵山 2, Al, D8, 北大5)，不 2, フレ ク1

士器（第 149図） 334-1, 3恵山式士器 334-2後北A式士照 334-4後北D

第 335号ピット 63 

①97X87 

層位： I 

②11 ③AA  ④ID b ⑤不明 ⑥ 1 （西壁上）

l陪黒褐色土

概要：円形，フライバン状を呈し，

する。

遺物：なし

第 336号ピット（第 64図）

1個の石が確認された。北側と

①104 

層位：

概要：

③AD  ④皿 b ⑤不明 ⑥ 

I暗褐色土

ボウル状を呈ずる。西壁に小ピ、y 卜1個を有する。

立ち上りを示している。東側で第337号ビットと

遺物：なし

第 337号ピット（第64図）

し，本ピットが古い。

①110 ②8 ③CA  Va ⑤不明 ⑥ 

小ピットを有

比べ東壁がやや急な

l黒色士

概要：不整隅丸長方形を星する。

336号ピット，南側で第338号ピットと

遣物：なし

1個， 北壁1個， 東壁2個の小ビ．y 卜を配し，・西側で第

し，両者より古い。

第 338号ピット（第64図）

①100X88 

: I 

②73 ③AA  

I暗黒褐色士 Ill 

色士 ＼冊暗褐色土 (Vより暗い）

概要：円形，摺鉢状を呈する。

Ill d ⑤不明 ⑥ 1 

IV黒褐色土（111より明るい） V暗褐色土 v1 

くから石 1個が発見さ 北側で第337号ピットと
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し，本ビットが新しい。

遺物：なし

第339号ピット（第65

①132Xl25 ②41 ③AA  ④Ne ⑤後北A ⑥ 

層位： l黒色土 I 

VI褐色土

III黒褐色土 N黒色士（焼士混入） V黒色士 (Iより陪い）

概要：円形， る。底面は東側が低くなる。

遺物：続縄4,続（A1) 

第340号ピット 95図，図版三十三）

①60X54 ②17 

層位： l黒色七

⑧AD  ④ I b ⑤不明 ⑥ 

概要：円形，ボウ し，北壁に 4個の小ピットを有する。

遺物：なし

第341号ピット 65図）

①101 X74 ②23 RBD ④Ill b ⑤不明 ⑥ 

層位： l ll黒褐色土

概要：楕円形，ボウル状を呈し，北東に張り出し

遺物：続（恵山 1, A 1) 

第342号ピット 65図，図版三十三）

①84X73 ②13 ⑧AA  ④Ill b ⑤不明 ⑥ 

層位： l n焼土 皿黒色土
概要：円形，フライパン状を呈する。底面は西側が若干低くなる。

遺物：続 (A1, D 1)不3

第343号ピット（第 65図，図版三十三）

①83X80 ②24 ③AA  ④Ill b ⑤後北D ⑥ 9 

層位： l暗黒褐色土 l黒色土 Ill黒褐色土 N黒色土 (Iょり暗い） V暗褐色土

概要；円形，摺鉢状を呈し，中央部下層に 9個の石が見られた。ビットの外西壁に接して小ビッ

ト状の掘り込みがある。

遺物：続 (D5) 
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第344号ピット（第66図）

① 

層位： l 

概要：不整円形，皿状を示すと思われる。北西壁に小ビット 1個を配する。ピットの外北に 50X

45cmのピット状の掘り込みが認められ， 北側に張り出しを有する。西側は第345号ピットと重複

しているが，新旧関係は不明である。南側に木の根と思われる不定形の落ちこみが存在する。

②18 ③
 

④ ⑤ ⑥
 

遺物：続罷 1，続（恵山 1, Al, C24, D6, 北大5)擦文2,不 5, フレーク 3

土器（第149図） 344-1続縄文時代土器 344-2後北A式土器 344-3後北ら式土器 344-4,

5擦文式土器

第345号ピット（第66図）

① 

層位：

概要：西壁が確認されたのみで全容は不明である。東側で第344号ヒ＼ゾトと

②11 ③
 

④
 

⑥
 

しているが，新

旧関係は不明である。ピットの外北に小ピット 1個が存在する。

遺物：なし

第346号ピット（第65図）

①45X44 ②22 ③AA  ④ I b ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒褐色土（地山ブロック混入）

概要：円形，摺鉢状を呈する。第347号ピットの東側を掘り込んで構築している。第347号ピッ

トが古い。

遺物：なし

第347号ピット（第65図）

①99X91 ②11 ③AA  ④III b ⑤不明 ⑥ 

層位： l賠黒褐色土 I暗黒褐色土 (Iより陪い）

概要：円形， フライバン

本 1::.° 、y 卜が古い。

遺物：なし

第348号ピット（第131図，図版五十）

①152X92 ②111 

: I黒色土 Il 

る。第346号ピットを し，北東壁に小張り出しを有する。

③ ④ ⑤TA ⑥ 

Ill黒褐色土 W黒褐色土 (Illょり暗い） V褐色土 ＼11 
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(IVより暗い）

概要：

られた。

：晩1

V11褐色士 VIII暗黒褐色土

プラン る。東・西壁ば垂直に立ち上る。

第 349号ピット（第66図，図版三十四）

①92X71 ②29 ③AA  ④Ill C ⑤後北ら⑥1 （北壁上）

: I黒色土 l暗黒色士（木炭を含む） Ill暗黒褐色土 W黒褐色土

3個の小ビット

：円形，摺鉢状を呈する。北壁に小ヒ＼y 卜が 1個あり，北壁上に石が 1僭見られた。

遺物：続 (C凸）

第350号ピット（第67 図版十四）

①102X82 

: I 

②51 ⑧AB  ④Ill d ⑤不明 ⑥10（底面）

I暗黒褐色士 III暗褐色土 IV黒色土 V暗黒褐色士 (Iょり賠い） ＼1賠褐

色土（皿より明るい） VII暗黒褐色士 (Vより賠い）

概要：円形，摺鉢状を呈する。南側で第351号ピ、ァトと重複している。本ヒ°、y 卜が新しい。

遺物：晩 1, 続纏5，続（恵3, A2, Dl)不 1, 掻器1, フレーク 1

（第 149図） 350-1~ 3恵山式士器
石器（第179図） 350

第351号ピット（第67図，図版十四）

①51X47 ②20 ③AA  ④I b ⑤不明 ⑥ 

: I 

概要：円形， る。南側底面が若干低い。西側で第350号ピットと重複している。本

ピットが新しい。

遺物：続（恵山 1)

第 352号ピット（第67図，図版十五）

①88X77 ②15 ③AA  ④Ill b ⑤後北D ⑥ 

層位： I暗黒褐色土 I暗黒褐色士 (lより賠い） Ill陪褐色土

：円形，フライバソ状を呈ずる。西側で第353号ピ、y 卜と重複し，本ビットが古い。

：晩1，続（D2, Dまたは北大4)不 1, 石鏃1, 削器1, フレーク 1

土器（第 149図） 352-21後北D式土器

石器（第 179図） 352-1無茎石鏃 352-2縦形削器
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第353号ピット（第67 図版十五）

①103 ②42 ③AA  ④IV C ⑤後北D R2  （しい面）

Il黒色i::. Ill暗黒褐色士 (Iより明るい） IV防 上 (Illより明る

しヽ）

概要：円形，摺鉢状を呈ナる。石 2個が底面こり れ．た。東側で窮 352号どヅトと し，

本ピット しい。

：統蠅2, 続（D6) 

（第 149図） 353-1後北D式士器

第 354号ピット（第69 図版三十四）

①63X54 ②15 ③AA  ④l b ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

：陪黒褐色土 Il焼士 Ill 

概要：円形， フライパン状を呈し，東側；こ

底面に石 1個が存在した。

遺物：不 1, 敲石 1' フvーク 1

石器（第 179図） 354 敲石

第355号ピット（第67図）

り出し る。底面東側が芥干高くなる。西側

①63X54 ② 9 ③AA  

層位： l黒色士 n陪黒褐色土
：円形， フライバン状 る

I a ⑤不明 R 

し{/{
 

上
、

．
 

．．
 

第356号ピット（第 67図，図版三十四）

①120Xl15 ②35 ③AA ④I¥「C

: Ii惰黒褐色士 ！隋黒色士 m 

¥11 

概要： F:1形，摺鉢状を呈ずる。

遺物：続糧2，続（A1, C21, C2またばD2, D5, 北大1)不8, 不（咲部） 1 

149図） 356-2後北C2またはD式士閤 356-3後北D

第357号ピット（第 68図）

①263X173 ② 8 

層位： l黒色土

③CA  

D ⑥ 

（［より！音＇＂ヽ）

V a （つ後北D ⑥ 1 

（涜土合と） ＼I 
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概要：隅丸長方形を基する。南側 372号ピヅトがある。 小ピット 1個を有す

る。南西隅上面より石 1 された。本ピ、、／卜が古い。

：続（恵山 1, Bl, Dl,北大1)不9

土器（第 149図） 357• 872-1恵山式土器 357 • 372-3北大式土器

第 358号ピット（第67図）

①74 ② 6 ③BD ④n a ⑤不明 ⑥ 

1黒色土

概要：楕円形，皿状を星する、3 南側で第359号ピットと重複し，本ビットが古い。

遺物：続 (A1)不 1

土器（第 149図） 358-1後北A式土器

第359号ピット（第67図）

①40 ②
 

⑧A ④l 

概要：円形の小形ピットである。中央に小ピット 1

し，本ピットが新しい。

：なし

⑥ 

有する。北側で第358号ビットと重複

第 360号ピット 69図，図版十五）

①108 

層位： l 

②20 @AA ④Nb ⑤後北A ⑥ 

l陪黒色上 冊陪黒褐色士

：円形， フライパン

複し，本ビットが新しい。

遺物：続縄4, (A 5,ら2,ら2,北大1)

上器（第149図） 360-1, 2後北A

る。東壁に小ピット 1 る。南側 361号ピットと

第 361号ピット（第 69図，図版十五）

①128 

層位： l 

概要： F]形，フライバン

②10 RAA ④Na 

る。北側

⑤不明 ⑥ 

360号ピット，南側で第362号ビットと し，

より古い。

遺物：晩1'続縄2,続（C2l, D 1,北大 1)

士器（第 149図） 361-1縄文時代晩期土器
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第 362号ピット（第69図，図版十五）

①122 ②13 ③AA  ④Nb ⑤不明 ⑥ 2 （底面）

l暗黒褐色士 I 

概要：円形， フライパ

複し，本ビットが新しい。

呈し， 2個の石が底面より された。北側で第361号ピットと重

遺物：続罷5,続（B1, C2 5) フレーク 1

（第149図） 362-1後北B

第363号ピット（第68図）

①88 ②44 ③AB  ④Ill C ⑤不明 ⑥ 

層位： I陪黒褐色士 Il黒色士 Ill賠黒褐色士 (Iより暗い）

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。

遺物：なし

第364号ピット（第68図，図版十六）

①100 ②62 RAA ④Ill d ⑤不明 ⑥ 9 （底面）

1暗褐色士 Il黒色土 llI褐色士 W褐色土 (Illょり明るい） V賠黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。底面より 9個の石が発見された。

号ピットにより切られている。新旧関係は本ビット

遺物：なし

第 365号ピット（第69図）

①89X79 ②12 ③AA  ④Illb ⑤後北A ⑥ 

層位： I黒色土 l陪黒褐色土 Ill 

：円形，フライパソ状を呈する。束壁に小ピット 1個を有する。

遺物：続 (A1) 

土器（第 149図） 365-1後北A式土器

第366号ピット（第70

①99X79 

層位： l 

②15 RBA ④Nb ⑤不明 ⑥ 

l陪黒褐色土 i暗褐色土

概要：楕円形， フライパソ状を呈する。

遺物：続纏 1,続（恵山 1,ら1)不1

土器（第 149図） 366-1後北A式土器

374 
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第367号ピット（第70

①69 >< 67 ②8 

曹位： l黒色土 ll 

③AA ④Il a ⑤不明 R 

・・円形，皿状を呈ずる c

：なし

第368号ピット（第69図）

①117 ②44 

l黒褐色土 I黒褐

RAA ④IV C 

（地山プロ言yク品入） 皿

概要：円形，摺鉢状を呈する。西側で第373号ピットと屯複し，

ピット

：なし

第 369号ピット（第47図）

①80X80 ②13 

層位： l黒色土 Il 

③AA  ④Ill b ⑤不明 ⑥ 

り出し る。

概要：円形，フライパソ状を呈すろ。西側で第 233号ピットと璽複している。本ピットが新し

し‘

゜
1. •フンーク 3

第370号ピット（第70

①103X73 

: I 

②21 

Il 

RBD ④ Il b ⑤後北D ⑥ 

V (IVこり

概要：惰円形， ボウ

冊黒褐色t IV 

を呈する。二段の掘り ら虹， 二段日ぱ径47cmの正円

るJ 南側：こ 2僭の小ピ、／卜を行じするc

1' 続（恵山 1, D 4) 

土器（常 149図） 370-1恵山式土船

第 371号ピット（第70 図版十六）

②66 ③AC  ④Ill d ⑤不明 ⑥20（咲面）①95X92 

: I I隣黒色土 Ill黒色土 IV暗黒褐色土 (lより暗い） V焼土 v1褐色上

¥11陪煎褐色土 (Wより陪＜軟らかい）

概要：円形，摺鉢状の深いどットである。底面全体に 20個の石を有し，

遺物：続耀3，続（A2, CZ 5, D 1)掻器2, 削器 1' フレーク 1,
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土器（第 149図） 371-1後北A式土器 371-2後北D式土器

石器（第179図） 371-1, 2縦形掻器 371-3円形小形掻器

第372号ピット（第68図）

①58 

層位：

②23 @AD ④ I b 

l賠黒褐色土 Ill 

⑤不明 ⑥ 

N褐色土 V陪褐色土

円形，ポウル状を呈し，第357号ピットに内包される様に存在している。北東に小型

ビットが見られ，南東部に張り出しがある。本ビ、ゾトが新しい。

遺物：第357号ビット参照

第373号ピット（第69図）

①70 ②23 ③AD  ④ Il b ⑤不明 ⑥ 

l黒色土 ll陪黒褐色土

概要：円形，ボウル状を呈する。東側で第368号ピットと

遣物：なし

第374号ピット

①115X75 

層位：

概要：

しい。

：なし

②32 

Il 

68図，図版十六）

③BA 

III黒

④III C ⑤不明 R 

w暗黒色土 V褐色粘質土
摺鉢状を呈し，第364号ピットの上方部を切り，

第 375号ピット（第70図，図版三十四）

①111 X95 ②28 @AA ④III C ⑤恵山 ⑥ 1 

: I黒色土 Il黒褐色土 Ill暗黒褐色土 IV陪褐色土

：円形，摺鉢状を呈する。南側から

遺物：続（恵山 1)石錘 1

石器（第 186図） 375

第376号ピット（第 131図，図版五十）

①148X 86 

層位： l 

②127 

Il 

③
 

lll 

1個が発見さ

概要：乎面は長楕円形である。長軸の

：なし

④
 

VI 

し，本ピットが新しい。

共有する。

⑤TA ⑥ 

V黄褐色粘土質 vl 

ピットが新

る。
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第377号ピット（第71図）

①154X 139 ②22 @AA 

層位： l賠黒褐色士 Il黒褐色土

概要：円形，フライパソ状を呈し，

遺物：続纏 1，続（C22)

Vb ⑤不明 ⑥ 

ある

第378号ピット（第70

①80X72 ②17 RAA ④ ll b ⑤不明 ⑥ 

: I黒色土 l暗褐色土 Ill黒色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。 立ち上る。

：続縄4

第379号ピット（第70図）

①60 ②7 RBA ④ ll a ⑤不明 R 

：楕円形，フライパン る。南側 り出しが見ちれる。

遺物：なし

第380号ピット 71図，図版三十五）

②75 @AA ④Ill d ⑤後北ら ⑥ ①101 

層位：

らかい）

Il ll訂黒褐色土 Ill暗黒褐色土 (Iょり暗い） IV暗黒褐色土 (Illょり暗く，軟

概要：円形，摺鉢状を呈する。中央部より土器 1個体が発見された。 で第381号，第800号

どットと軍複し，第381号ピットより

遣物：続 (C2一括）

士器（第162図） 380 口径推定13cm

士器

第381号ピット（第 71図，図版三十五）

゜
800号ピ．、；卜との関係は不明であるc

6cm 高さ 7cm 片側に注ロ

①90 ②20 

l黒色士 Il 

RAA ④ ll b ⑤北大 ⑥ 

る。後北ら式

概要：円形，摺鉢状を呈する。北側で第380号，第800号ど、ァトと重複している。新旧関係は第

380号ビットより新しく構築されているe 第800号どットとの関係ぱ不明である。

遺物：続（北大底部 1)
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第382号ピット（第71図，図版三十五）

①90X74 ②20 @AC ④皿 b ⑤不明 ⑥ 2 （底面）

層位： l黒色士 Il暗黒褐色七

：円形，摺鉢状を呈し，東側底面から石 2個が発見された。

：なし

第383号ピット 71図，図版十七）

①82X74 

: I 

②17 ③AA  ④ Il b ⑤士師 ⑥ 

Il暗黒褐色土（焼士を含む） Ill暗黒色士

：円形，摺鉢状を呈し，東側底面が若干底くなる。西側で土師式土器が発見された。

遺物：続 (C22)土師器（一括）

士器（第162図） 383 口径 14cm 底径約10cm 高さ 4.9 cm 1段の稜を有する

式士器

第384号ピット（第71図）

①76X73 ②20 ③AA  ④ Il b ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色土 ！暗褐色七 m 

概要：円形， る。

：なし

第385号ピット 73図，図版三十五）

①125Xl20 ②62 @AB ④Nd ⑤北大 ⑥ 1（西壁面）

士師

: I暗黒褐色土 Il黒色土 Ill黒褐色t l: V暗黒褐色上 (Iより陪い） v1褐色

VII黒褐色土 ＼圃暗褐色士 1X褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，壁上方部が緩やか：こ広がる。

遺物：晩1' 続纏3, 続（恵山 1, D 4,北大3)

土器（第149図） 385-1恵山式土器

第386号ピット（第72図）

:り石 1個が発見された。

①53 ② 8 

層位： l暗黒褐色七

RAA ④ I a ⑤不明 ⑥ 1 （下層）

：円形，フライバソ状を局する。西側より石 1個が発見された3 第387号ビットと

るが新旧関係は不明である。

遺物：続縄13, 続（A1, C2 3) フレーク 1
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（第 150図） 386~393-1後北A式土器

第387号ピット（第72図）

①106 ②16 

l陪黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，東側に 2個の

③AA  ④!Vb ⑤不明 ⑥ 2 

西側 386号ピットと し，北側

で第389号ビットと重複する。席 389号ピットより古い3

遺物：第386号ビット参照

第388号ピット（第72図）

①75X61 ②12 

層位： l黒色上

概要：不整円形，フライバン状を里するし弟 392号ピットと

：第386号ピット

RAA ④ Il b ⑤不明 ⑥ 

第389号ピット（第72

①
 

② 6 ④
 

⑤
 

⑥
 

: I 

るプランであろうこ西側で第 387号ビットと

第391号ピットと重複しているご本ピット：文この 3者よりら新しい。

遺物：第386号ピット参照

るた

し，北側で第390号，

第 390号ピット（第72図）

①98 ②31 ③AA ④III C 

l黒色土 ！陪褐色土 III褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈するc 西壁ぱ垂直に立ち上るが，東壁ぱ緩やかである。第389号，第393

⑤不明 ⑥ 

ビ、y 卜と し， より
゜

：第386号ピット参照

第 391号ピット（第72図）

①97X84 ②13 

: I黒褐色上

：円形， フライバン'

③AA  ④ Il b ⑤不明 ⑥ 

る。南側で第389号ピ、、I 卜，北側 393号どットと し，

第389号ピ、ノトより古く，第393号ビットとの関係は不明である。

遣物：第 386号ピット参照
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第 392号ピット（第72図）

①63 ②26 ③AD  ④ I C ⑤不明 ⑥ 

I暗黒褐色土

概要：円形，ポウル状である。西側で第393号ピットと

遺物：第386号ピヅ卜

第 393号ピット（第72図）

し，本ピ、I 卜が古い。

②11 ③AA  ④Vb ⑤不明 ⑥ ①146 

層位： l 

概要：

ットと

円形，フライバン状を

し，第390号第392

る。東側で第 392号ピット，南側で第390号，第 391号ピ

ピットより新しく，第 391号ビットとの関係ば不明である。

：第386号ピ、ゾト参照

第394号ピット（第73図，図版三十五）

①105X101 ②86 ③AA  ④Ne ⑤後北C2 ⑥ 3（底面）

: I暗黒褐色土 ll黒色土 Ill賠褐色土 I¥憎音黒褐色土 (Iより明るい） V暗黒色土 ＼1 

賠褐色土 (Illょり明るい） VII焼土 VIII暗黒褐色土 (Iより陪い） IX賠黒褐色土 (Nより

X暗褐色土 (VIょり暗い）

概要：円形，摺鉢状を呈する。底面より石 3個が発見されたc

遺物：続 (A1, C11,ら11, D15)掻器1, フレーク 2

土器（第 150図） 394-1~ 5後北C2式土器
石器（第 179図） 394 円形掻器

第395号ピット（第73図）

①163X 102 ②12 ③CA  ④Va ⑤不明 ⑥ 

: I I黒色土 (Iより明るい） IIl暗黒褐色土 IV賠黒色土

概要：隅丸長方形を呈する。北東隅に小ピット 1個が見られる。

遺物：なし

第396号ピット（第46図）

①130 ②11 

層位： l暗黒褐色土

③AA  ④V a ⑤北大 ⑥ 

概要：不整円形，皿状を呈する。 ピット 1個を有する。北側で第229号ピットと重複す

る。新旧関係は不明である。
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遺物：続（恵山 2,ら 1, 北大1)擦文1, 不5

土器（第150図） 396-1後北ら式土器 396-2擦文式土器

第397号ピット（第73図）

①100X73 ②10 ③BA  ④軋 a ⑤後北C2 ⑥ 5 （底面）

: I暗黒色土 I黒色土 DI暗黒褐色土

概要：不整円形， フライパソ状を呈する。底面に 5個の られる。 ヒ°、y 卜を配ず

ろ。

遺物：続 (C2一括，ら30)

土器（第150図） 397-1~ 5後北C2式土器

第398号ピット（第47図）

①132 ②13 ③BA  ④IV b ⑤不明 ⑥ 

層位： I陪褐色土 I褐色土

：楕円形， フライパ

遺物：続纏3，続（C立）

第399号ピット（第73図）

ろ。北側で第 230号ピットと し，本ビットが古い。

①88X73 

: I 

②31 

I 

③AD  ④Ill C ⑤北大 ⑥ 

(Iより硬い） Ill賠黒褐色土 lV陪褐色土

概要：円形，ボウル状を呈する。

(C2 3, D 1,北大6) フレーク 1

土器（第150図） 399-1北大式土器

第400号ピット（第74図）

①114X97 

層位： l 

②12 @AA ④IV b ⑤不明 ⑥ 2 （中層）

I焼土 DI暗黒褐色土

概要：円形，フライパン状を呈し，東壁に小ピット 1個を有する。

遺物：続縄10, 続（恵山 1,C24, D 2)不（底部） 1，掻器1, フレーク 1

土器（第150図） 400-1後北A式土器 400-2, 3後北D式土器

（第179図） 400 掻器

第401号ピット（第 131図）

①158X107 ②118 

: I暗黒褐色土 Il 
R
 

④ ⑤TA ⑥ 

III陪黒褐色土 (lより暗い） W暗黒褐色土 (IIIょり暗い）
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V黒色土 VI暗黒褐色土 (Nより賠い） W黒色土 (Vと同じ） ＼冊暗褐色土 1X黒褐色土

X黒褐色土 (IXより明るい）

：長楕円形を呈し，西壁ほ袋状に掘り込まれている。底面に 4個の小ピットが見られる。

：なし

第402号ピット（第74図）

①103X 103 ②42 ⑧AA  ④IV C ⑤不明 ⑥ 2 （上面，下層）

: I黒色土 I暗褐色土 lH暗黒褐色土 IV黒褐色土 V褐色土

概要：円形，摺鉢状を星し，底面は平坦である。

遣物：続耀 2,続（北大1)

第403号ピット（第 131図，図版十八）

①132X94 

恩位： l 

色土

概要：平面ぱ長楕円形を呈する。東壁ぱ袋状に掘り込まれている。底面中央に 2個の小ビットが

②109 ③ ④ ⑤TA ⑥ 

I暗褐色土 Ill褐色土（粘土質） IV黒色土 V （火山灰質） Vl黒褐

ある

：続 (C立）不（底部） 1 

第404号ピット（第74図）

①65X57 ②
 
R
 

④ ⑤ R
 

概要：円形，摺鉢状を呈し，

遺物：なし

小ピット 1個を配する。

第405号ピット（第75図）

①102 ②13 RAA ④Nb ⑤不明 ⑥ 

概要：ほぼ円形を

る。本ピットが古い。

ると思われる。東側で第420号ピットと しており，全容は不明であ

：早2, 中1, 晩（底部） 1'続縄9,続（A3, C2 4,北大8)不3

（第150図） 405-1綱文時代中期土器 405-2, 3後北D式土器

第406号ピット（第74図）

①104X96 ②11RAA  ④IV b ⑥
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層位： I暗黒褐色土 l賠褐色土

概要：円形，フライパン

：なし

第407号ピット（第74図）

し，底面はほぼ平坦である。

①97X87 

: I 

②15 ③AA  ④Ill b ⑤不明 ⑥ 

l黒褐色土 Ill陪褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面中央が若干の

遺物：なし

る。

第408号ピット（第 132

①233X34 ②98 ⑧ ④ ⑤TB ⑥ 

: I黒色土 Il陪褐色土 III褐色土（火山灰質）

概要：長楕円形のプランを呈する 3

遺物：中 1，掻器1

石器（第 179図） 408 円形掻器

第409号ピット（第76図）

①52 

層位： I 

②43 

ll 

③AB  

Ill 

り
゜

Ill C ⑤後北C2 ⑥ 

(Ilょり暗い） N暗黒褐色土 (Ilょり明るい）

V暗黒褐色土（l11より暗い） VI賠褐色土

：円形，摺鉢状を呈し， く。第410号，第441号ピ、y 卜と し，両者より新し

し9、

遺゚物：中 1，晩2'続蠅6，続（ら3)

第410号ピット（第76図）

① ②52 ⑧AA  ④l d ⑤晩期

層位： I暗黒褐色上 l陪黒褐色上 (lより暗い） 1ll 

⑥ 7 （下層，底面）

W暗褐色土 V (1より

明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈する。下層より底面にかけて， 7個の石が確認さ 第409 441 

号，第441号ビットと重複し，第409号ピットより古く，第411号ピットより新しい。第441号ピ

ットとの関係は不明である。

遺物：晩4, フレーク 1
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第411号ピット（第76

①65 ②116 ③
 

"＂"i 

概要： プランを呈ナる。

④ ⑤TB ⑥ 

llI陪黒褐色土 (Iより

袋状に掘り

w黒褐色土 V褐色＿± ¥1 

垂直である。北側で第

410号ヒoy 卜，南側で第414号ヒ°、y 卜と煎複し，

1' 中1

士器（第150図） 411-1椰文時代中期土器

より古いc

第412号ピット（第78 図版十九）

①84X75 ②48 ③AA  ④lc ⑤不明 R 

: I陪黒色土 I賠黒褐色土 lll黒色土 W暗黒褐色士 (lょり暗い）

：円形，摺鉢状を呈し，開口部が若干広がる。

遺物：続蠅2, 削器1, フレーク 1

石器（第179図） 412• 413 縦形削器

第413号ピット

①98X98 

層位： l 

78図，図版十九）

②43 ③AA  ④Ill C ⑤不明 ⑥11（下層ー底面）

Il黒色=I: Ill暗黒褐色土 (Iょり明るい） W賠褐色土

概要：円形，摺鉢状を星し，下層より底面に 11個の石が見られた。

：続 (C2またはD7)第412号ピット参照J

414号ピット（第77図）

①313 X 111 ②12 

: I 

③BA ④Vb ⑤不明 ⑥ 

I暗黒褐色士 (Iより明るい） Ill褐色土

：不整長楕円形を呈し，他のビットと比べ異形である。本ピットの性格は不明である。

411号ピットと重複し，本ピットが新しい。

遺物：中 2, 晩 1' 続縄2，続（北大3)，不 1' フレーク 1

土温（第 150図） 414-1縄文時代中期士器 414-2北大式士器

第415号ピット（第74図）

①86X52 

層位： I 

概要：円形，

②36 ③AA  ④]Il C ⑤不明 ⑥ 

軋

し，底面は平坦である。 ほぼ垂直に立ち上る。
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：続縄1，続（恵山 1, A1, B2)，不2

土器（第150図） 415-1後北A式土器 415-2, 3後北B式土器

第416号ピット（第74図，図版十八）

①65X58 ②16 ③AA  ④ I b ⑤後北C2 ⑥ 

: I黒色土 I暗黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を品し，底面は平坦である。

遺物：続 (A1, C2 l) 

土器（第150図） 416-1後北C2式土器

第417号ピット（第75

①97X92 

層位： l 

②36 ③AA  ④Ill C ⑤恵山 ⑥ 

Il暗黒色土 Ill暗褐色土 W黒褐色土

概要；円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。

遺物：続（恵山 3, D 1) 

土器（第 150図） 417-1~3恵山式土器 417-4後北D式土器

第418号ピット（第75図）

①78X70 ②42 ③AA  ④n C ⑤後北C2 ⑥ 2 （下層）
層位： l陪黒褐色土 l黒色土 1H暗黒褐色土 N黒色土 (Iょり明るい） V黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。

遺物：中 2,続縄8，続（ら8, 北大2)

（第 150図） 418-1トコロ第6 418-2後北式ら式土器 418-3北大式

第419号ピット 75図，図版三十六）

①93X88 ②39 ③AB ④Ill C 

層位： I黒色土 Il暗黒色土 Ill黒褐色土 N 

るい） V]暗褐色土 (Vより明るい）

⑤後北D ⑥ 6（底面）

V V1賠黒色土 (llょり明

概要：円形，摺鉢状を呈し，壁下方は垂直に近いが，中位から上方はやや緩やかに立ち上る。底

面に 6個の石が見られた。

遺物：続 (C2またはD12, D 2) 

第420号ピット（第75図）

①142 ②23 ⑧CA  ④Vb ⑤不明 ⑥ 

: I I暗黒色土 Ill暗褐色上
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概要：隅丸長方形を呈する。 65X30cmの焼土が確認された。西側で第405号ヒヘf

トと重複し，本ピットが新しい。

遣物：なし

第421号ピット（第78図図版三十六）

①83X73 

層位： l 

②27 @AA ④Il C ⑤後北ら⑥

Il黒褐色土 皿黒褐色土 (Ilょり暗い） W 

概要：円形，摺鉢状を呈する。南側に小ピット 1個を有する。

遺物；早1,晩1,続 (A1, C心ら2, D 1) 

（圃より暗い）

土器

ネトウ L

421 口径24.9cm,高さ現存17.7cm,後北C2式土器（第 150図） 421-1タン

421-2後北A式土器 421-3後北cl式土器 421-4後北D式土器

第422号ピット（第78図）

①67X66 ②24 

層位： l攪乱 ！ 

⑧AA  ④Il b ⑤不明 ⑥ 1（東壁上）

圃暗黒色土 W黒褐色土 V暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。石1個が発見された。

遺物：石斧破片 1

石器（第 181図） 422 石斧

第423号ピット（第78図）

①58X56 

層位： l 

②37 

I 

⑧AC  ④I C ⑤不明 ⑥ 

皿暗褐色土 (Ilょり明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面な平坦で，

遺物：晩I, 続纏3,続（A2) 

立ち上る。

第424号ピット（第78図）

⑧AA  ④皿 c ⑤晩期 ⑥ 1 （底面）

冊黄褐色粘土 N黒色土（地山粒子混入）

①88X85 ②37 

層位： I黒色土 Il 

概要：円形，摺鉢状 し，底面は平坦である。底面中央よりやや西側から石が 1

た。

遺物：晩9,続掘5, 続（D2) 

（第 150図） 424-1, 2後北D式士器

第425号ピット（第78図）

①84X72 ②30 ③AA  ④ Il C ⑤不明 ⑥ 

され
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: I黒色土 l黒色土 (Iより賠い） 皿

概要：円形，摺鉢状を星し，底面は平坦である

遣物：続縄 2

第426号ピット（第79

①83 ②38 

層位： l暗黒色土 l 

@AA ④皿 c ⑤晩期 ⑥ 2（上層）

皿暗黒褐色土（！より明るい） W賠褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。上層より石2個が

ピットが新しい。

した。東側で第444号ピットと

遺物：早1, 晩30,続（C2またばDLD5,北大1)不 12, フレーク 3

し，本

土器（第151図） 426-1東釧路III式土器 426-2~4タソネトウL式土器 426-5後北D式土器

第427号ピット（第79図）

①91X86 ②35 RAA ④III C ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗褐色土 I暗褐色土 (1より明るい） III賠褐色土 (Iょり明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈する。北側で第428号ヒ⇔ヅトと重複し，本ヒ°ヅトが新しい。

遺物：早（底部） 1, 中1,晩7

土器（第151図） 427-1縄文時代中期土器 427-2~4クソネトウL式土器

第428号ピット（第79図）

①92 ②60 ③AA  ④皿 d ⑤恵山 ⑥25（下層）

層位： l黒色土 軋暗黒褐色土 (Iより明るい） N黒色土 (lょり明るい）

概要：円形， る。下層全面に 25僭の石が見られる。南側で第427号ピット，東側

で第429号ピットと重複し，第427号ピットより古く，第429号ピットより新しい。

遺物：晩7, 続（恵山 2,C2l, 北大3)

土器（第151図） 428-1~3タソネトウL式土器 428-4後北 C2式土器

第429号ピット（第79図）

①102 ②20 @AA ④Nb ⑤晩期 ⑥ 

滑位： Il賠黒褐色土 III 

概要：円形， し，中央：こ小ビ、、I ト る3 西側で第 428号ビットと重複し，本ビ、ゾ

ト、予古く構築されている。

：晩 1，続纏1
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第 430号ピット（第79図）

①63 ② 6 

層位： l陪黒褐色土

：円形）フライパン状を星し，北側で第 431号ピットと

：晩 l

③AA  ④ I a ⑤不明 ⑥ 

る。本ピット

第431号ピット（第79図）

①87 

"＂“ 
7
 
2
 
②
 

③AA  ④皿 c ⑤不明 ⑥ 3（下層）

ID暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。北壁に比べ南墜（ま緩やかに立ち上る。南側で第430号ピットと重

し，本ピットが新しい。

遣物：晩2'続蠅 1,続（恵山 1)，フレーク 1

土器（第 151図） 431-L 2恵山式土器

第432号ピット（第79図）

①105X 103 ②58 ③AA  ④Nd ⑤晩期 ⑥ 

層位： l暗黒褐色士 Il黒褐色士（硬） Ill黒褐色士（軟） W暗褐色士 VI惰褐色土 (Wより

¥.,、)

：円形，摺鉢状を基し， 平担である。

遺物：晩 10, 続 L A5, Bl, Dl) ，フレ-—ク 1

士器 151図） 432-1~4後北A式士器 432-5後北B 432-6後北I)式士器

第433号ピット（第80

①95 ②14 ⑧AC  

層位： l黒色士 I陪褐色土

概要；円形，フライバン状を呈する。 3個の石が認められた。北側で第443号ピットと璽複し，

皿b ⑤不明 ⑥ 3 

本ピットが古い。

：晩1，続纏3, 続（A1, cl 2,ら2, D 2)，フレーク 1

七器（第151図） 433-3タソネトウ L式七器 433-1後北A式士器 433-2後北C2式士器

第434号ピット（第80図）

①73X72 ②25 ③AB ④ Il b ⑤不明 ⑥ 

: I陪黒色士 Il黒色士 1ll暗黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面はは る。
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遣物：なし

第435号ピット（第80

①76X75 ②7 

概要：円形，

③AD  ④Il a ⑤不明 ⑥ 

る。

遺物：続（北大 1)，不3

第436号ピット（第80図）

①68X67 ②13 @AA ④ Il b ⑤不明 ⑥ 

: l暗黒色土 Il陪黒褐色土 冊賠褐色土

概要：円形，フライパソ状を品し，底面は平坦である

遣物：続 (C2またはDl)，フレーク 1

第437号ピット（第80図）

①70X68 ②27 RAA ④ Il C ⑤不明 ⑥ 

層位： ！黒色土 I賠黒褐色土 皿褐色土 IVI音黒褐色土 (Ilょり賠い） V黒色土 M賠黒褐

(IVより明るい）

：円形，摺鉢状を呈し， である。

遺物：続 (A2, C2またはD2)，不3

土器（第 151図） 437-L2後北A式土器

第438号ピット（第80図）

①62X60 

: I 

② 8 

Il 

③AA  

Ill 

Ill a ⑤不明 ⑥10（中層ー底面）

(Iより明るい） W黒褐色土 V 

¥1黒褐色土 (IVより昭い）

概要：円形，摺鉢状を呈する。 10

：晩1，続（C』)，不 1, 石皿破片 1

（第151図） 438-1後北C2式土器

第439号ピット（第80

かけて発見された。

①62X60 

: I 

② 8 

n
 ：円形，フライパン

③AA  ④ I a ⑤不明 ⑥ 

る。 立ち上る。

遺物：続蠅1, 続（北大1)，石器1

石器（第 181図） 439 両面体石器の破片
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第440号ピット（第 80図）

①80X68 

層位： l 

概要：円形， フライパソ状を呈する。

遺物：なし

② 8 ③BA Il a ⑤不明 ⑥ 

第441号ピット（第76図）

①91 

層位：

概要：

②20 ③
 

⑤
 

⑥
 

星する。第 409号，第410号ピットと重複し全容は明らかに出来なかったこ第409

号ピットより古く，第 410号ピットとの関係は不明である。

遺物：なし

第442号ピット（第 80図）

①95X78 

層位： l 

褐色土 (Vより

概要：不整円形，

③BA ④皿 d ⑤不明 ⑥12（底面）

Il黒色土 Ill黒褐色土 IV 

呈する。 12

(lょり明るい） V Vl賠黒

られた。

遺物：続（恵山 1, A 2, C2またはD1，北大1)'不 3' フレーク 9

土器（第 151図） 442-1恵山式土器

第443号ピット（第80図）

①41 

層位：

概要：円形，

遣物：なし

② 9 @AD ④ I a ⑥ 

ビットである。南側で第 433号ピットと し，本ピット l 
しし‘o

第444号ピット（第 79図）

①79 ②10 

l暗褐色土

概要：円形， フライパン状を呈する。西側で第 426号ピットと

遣物：なし

③AA ④ Il a ⑤不明

し，本ピットが古い。
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第445号ピット（第81図，図版三十六）

①83 ②29 ③AA  ④Ill C ⑤不明 ⑥ 1 （上層）

層位： l暗黒褐色上 Il賠黒色上 m焼士 W黒色上

概要：円形，摺鉢状を呈する。上層より大形の石 1個が出士した。第m層は焼士で径50X30cm 

の広がりで見られた。西側で第466号ピットと重複するが，新旧閃係ぱ不明である。

遺物：続 (A1, C』)，不 2

第446号ピット（第81図）

①63X60 ② 5 

層位： l暗褐色上

③AA ④ I a ⑤不明 ⑥4 （底面）

概要：不整円形， フライパン状を呈する。石 4個が発見された。北側に張り出しを有し，西壁iこ

小ピット 1個を配する。

遺物：なし

第447号ピット（第81図）

①70X59 ②7 

層位： l暗黒褐色上

③BA ④ I a 

概要：円形， フライパン状を呈する。

遺物：なし

第448号ピット（第81図）

⑤不明 ⑥ 

①59X55 ② 5 

層位： l陪黒褐色土

③AA  ④ I a ⑤不明 ⑥ 

概要：円形， フライパン状を呈する。

遺物：なし

第 449号ピット（第81図）

①71 ②43 ③AA  ④Il C ⑤不明 ⑥ 1（底面）

層位： l陪黒褐色士 Il暗黒褐色上 (1より暗い） m黒色上 IV褐色上

概要：円形，摺鉢状を呈する。底面中央から石 1個が出土した。東側で第450号ピットと重複

し，本ピットが古く構第されている。

遺物：早2' 続纏1, 続（A1, cl 2, c』)，不 10, 掻器2, フレーク 1

上器（第 151図） 449-2後北A式上器 449-3, 4後北cl式上器

石器（第 181図） 449-1, 2円形掻器

-104-



第450号ピット（第81図）

①67 ②11 ⑧A ー ⑤ ⑥
 

概要：円形，皿状を星する。西側で第449号ビットと重複し，本ビットが新しい。

遺物：なし

第 451号ピット（第81図）

①82X76 

: I 

②10 ⑧AA  ④l a ⑤後北ら ⑥ 1 （底面）

I陪褐色土

概要：円形，皿状を足する。底面中央から石 1個が出土した。北壁に小ビット 1個を有する。

遣物：続 (C23, C2またはD9, D 3)， フレーク 1

土器（第151図） 451-1,3後北ら式土器 451-2後北D式土器

第452号ピット（第81図）

①70X62 

層位： l 

②11 ⑧AA  ④l b ⑤後北ら⑥

I黒色土 Ill暗黒褐色土

概要：円形，フライパン状を呈する。

遺物：続 (C己）

第453号ピット（第81図）

①77X75 

層位： l 

②14 ⑧AA  ④ ll b ⑤後北ら ⑥ 2（底面）

I黒褐色土

概要：円形，フライパン状を呈する。南側底面から石 2個が出土した。

遺物：続 (C立）

第454号ピット（第81

①80X78 ②30 ③AA  ④I c ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

層位： l暗黒褐色土 ll賠黒褐色土 (1より明るい） 皿黒色土 N黒褐色土 V褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈するふ西側底面より石 1個が出土した。

遣物：なし

第455号ピット（第 82図）

①59X53 ②15 ③AA  ④I b ⑤不明 ⑥ 1（底面）

: I暗黒褐色土 Il 
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概要：円形， フライバン

：晩 1，続（Cz2) 

る。北側底面より 石 1個が出上したっ

第456号ピット（第82図）

⑤後北D ⑥ ①104X98 

: I 

②39 ③AA ④IV C 

l陪黒色士 ID IV黒褐色土（IIlょり暗い） V陪褐色K

¥1暗褐色t(Vより

：円形， 呈ずろ。

遺物：続 (C23, D 7) 

土鏃（第151図） 456-1後北D式士器

第457号ピット（第82図）

35X20cmの焼士が見られた。

RAA ④Ill C ⑤後北ら⑥1（底面）①93X58 

層位： l 

②40 

ll lil黒褐色士 1V黒褐色土（IIlょり暗い） V 

概要：円形，摺鉢状を唱し，西壁に比べ東壁は緩やかな立ち上り

灰面中央より石 1僭が出土した。

：続 (C24, D11)，フレーク 1

土器（第 151図） 457-1後北D

第458号ピット（第 82図）

X70 ③AA  ④ I b ⑤不明 ⑥ 1 （上面）

: I焼士 I 

北壁上面に 20X10cm 

概要：円形，フライバン状を呈する。北側上面に石 1個と，貝殻が見られたc

遺物：なし

第459号ピット（第82図）

①58X53 

層位： l 

②12 

Il 

RAD ④ I b 

：円形，皿状を呈ずる。

：なし

第460号ピット（第82図）

明⑥

①51X48 

: I 

②22 @AA ④ I b ⑤後北ら⑥ 1

Il黒色土

：円形，摺鉢状を呈ナろ。中央下層より石 1個が出士した。
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遺物：続 (C凸， C汀）

上器（第 151図） 460-1~3後北ら式土器

第461号ピット（第82

①76X69 ②21 ③AA  ④ ll b ⑤後北ら⑥

層位： l賠黒褐色土 Il賠黒褐色土 (Iより賠い） 皿黒褐色土

概要： F1形，摺鉢状を呈する。底面はやや彎曲する。

遣物：続 (A1, C2またはD5)，不 1

土器（第 151図） 461-1後北A式土器

第462号ピット（第82図）

①54X48 

層位： l 

概要：

遺物： ；Lこし

②11 ③AA ④ I b 

Il黒褐色土 皿

フライパン状を呈するっ

第463号ピット（第82図）

⑥ 

な立ちヒり

①66X61 

碍位：

概要：

②22 RAA  ④ lb ⑤後北C2 ⑥ 

l陪黒褐色土

摺鉢状を呈する。

遺物：続 (C22)，不 2, 不（底部） 1 

第464号ピット（弟82図）

①43X43 ②11 RAA  

，東壁はや

I b ⑤後北C2 ⑥ 1 

概要：円形，摺鉢状を星するな中央上面に石 1個が存在した。

遺物：続 (C22) 

第465号ピット（第 82図）

①55X54 

: I 

②14 ③AD  

l暗褐色士

概要：円形，糸ウル状を呈する:

：なし

I b ⑤不明 ⑥ 

ある
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第 466号ピット（第81図，図版三十六）

①75 

層位：

概要：円形を里するであろう。東側で第445号ピットと重複するが，新旧関係は不明である。

②
 

③A ④ Il ⑤ ⑥
 

遺物：なし

第467号ピット（第82図）

①72 ②8 ⑧BA  ④ Ila ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒色土 Il陪黒褐色士

概要：楕円形，フライパン状を呈し，北壁に小ピット 1個を有する。

遺物：なし

第468号ピット（第47図）

①60 ②13 

層位： l陪褐色土

概要：円形，ボウル状を示す。ピット内北側に小ピット 1個を有する。東側で第 231号ピットと

重複している。新旧関係は不明である。

⑧AD  ④I b ⑤不明 ⑥ 

遺物：なし

第469号ピット（第 83図）

①99X66 ②38 ③BA  ④ill C ⑤後北ら⑥2（底面）

層位： l黒色士 Il陪褐色土 皿暗褐色土 (lょり暗い） IV褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈する。東壁上方は緩やかな立ち上りを示し，底面中央より石 2個が出上

した。

遺物：続 (C21) 不 2 不（底部） 1 

第470号ピット（第83図）

①80X63 ②21 ③AA  ④ Il C ⑤不明 ⑥2 （南壁）

層位： l陪黒褐色士 Il黒色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。西壁に比べ東壁は緩やかに立ち上る。

遺物：晩2, 続（ci1) 不4 フレーク 1

土器（第 152図） 470-1後北し式士器
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第471号ピット（第83

①64 ②14 ③AD  ④I b ⑤不明 ⑥ 

1黒色士 I暗黒褐色士 1lI暗褐色士

概要：円形，フライパン状を呈ずる。底面は東側に向っ

：なし

くなる。南壁に攪乱を受けている。

第472号ピット（第83図）

①67X63 ②15 ③AA  ④Il b ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色士 l暗黒褐色士

概要：円形，フライパン状を呈する。東壁に比べ西壁は緩やかに立ち上る。西壁に一部攪乱を受

けている。

：なし

第473号ピット（第83図）

①83X81 ②40 ③AA  ④III C ⑤晩期 ⑥ 2（底面）

: l暗黒色士 I賠黒褐色土 Ill陪黒褐色士 (lょり賠い） IV黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈するc 底面より石 2個が出士した。

遣物：晩1，不1

第474号ピット（第83図）

①81X76 ②43 ③AA  ④Il C ⑤後北D ⑥1 

層位： l黒色士 l暗黒褐色士 Ill黒褐色士 IV暗黒褐色土 V賠黒褐色七 (Iょり明るい）

¥1暗黒褐色士 (Vより明るい） W黒色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は乎坦である。東壁上方に一部張り出しが見られる。

遺物：続縄2 続 (C2またはD1 D 2) 不 2

土器（第 154図） 474-1後北D式士器

第475号ピット（第83図）

①82X80 ②43 ③AC ④Ill C ⑤後北ら⑥5

: I陪黒褐色士 Il黒色士 III W暗褐色土 V黒褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，壁は垂直の立ち上りを示している。石が 5個発見された。

1,続（C24, C2またはD4)

士器（第 157図） 475-1, 2後北ら式土器
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第 476号ピット（第83図図版十九）

①78X68 ②38 ③AA  ④ D C ⑤後北D ⑥ 

: I暗黒褐色土 I黒色土（地山粒子混人） 皿暗黒褐色土 (1より明るい） VI 

V陪黒褐色土（地山プロック混入）

：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。底面全体から土器が出土した。

遺物：続 (D一括， C2一括）

土器（第 162図） 476 底径9.2cm, 高さ現存10cm, 後北D式上器，（第 152図） 476-1~3 

後北C2式土器

第 477号ピット（第84図）

①79X74 ②16 ③AA  ④l b ⑤不明 ⑤ 

l黒褐色上

概要：不整円形，フライパソ状を星し，底面は平坦であろ

(AL B 1, Cd) フン一71

土器（第152図） 477-1後北B式上器

第 478号ピット（第83図）

①58X48 ②7 

: I黒色上 Il 

RAA ④ I a ⑤不明 ⑥ 

概要：不整円形，フライパン状を呈し，北壁に小ピットを有する

遺物：なし

第 479号ピット（第84図）

①87X86 ②37 ③AA  ④冊 C ⑤後北ら⑥2（底面）

: I暗黒褐色土 l褐色土 Ill黒色上 W暗黒褐色土 (1より暗い） V暗黒褐色土 (1よ

り明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈する。底面中央に 2個の石が見られた。

遺物：続 (C22) 

第 480号ピット（第84図）

①58X56 ②10 

: I暗黒色土

RAA ④ I a ⑤不明 ⑥ 

概要：不整円形，フライパン状を呈する。

：なし
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第481号ピット（第84図）

①78X72 ②22 ③AA  ④ Il b ⑤後北D ⑥ 7 （中層）

層位： l暗黒褐色士 Il賠黒褐色土（地山粒子混入） ill黒色士

概要：不整円形，フライパン状を呈する。 7個の石が第Il層から発見された。

遣物：晩 1，続（C立しまたはD4 D 1) 

士器（第 152図） 481-1，後北C2式士器， 481-2後北D式土器

第482号ピット（第84図）

①63X60 ②25 ⑧AC  ④ I b ⑤後北D ⑥ 3（中層）

層位：暗黒褐色士 Il黒色士 m暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。壁は垂直である。中層より石3個が発見された。

遺物：続（後北5)

士器： （第 152図） 482-1後北式士器

第483号ピット（第84図）

①72X67 ②32 ③AA  ④ Il C ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色士 Il暗黒褐色士 (1より明るい） m褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，壁は急傾斜の立ち上りを示す。

遺物：晩 1' 続（C11)

土器（第 152図） 483-1タンネトウ L式士器

第484号ピット（第84図）

①91 X82 ②31 ⑧AA  ④Ill C ⑤後北し ⑥ 1 （上層）

層位： l暗黒褐色土 I黄褐色士 Ill黒色土 W暗黒褐色士（地山ブロック混入） V暗黒褐色

土 (1より明るい） VI暗褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈する。上層より石1個が発見された。

遺物：続（し 1)

第485号ピット（第 84図）

①90X58 ②14 ⑧BA  ④III b ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色士 Il陪黒褐色士

概要：不整楕円形，フライバン状を呈し，南底面に段差を認めることがでぎる。

遺物：なし
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第486号ピット（第84図）

①98X86 ②37 ③AA  ④Ill C ⑤後北D ⑥ 

層位： l陪黒褐色土（地山ブロック混入） I黒色土 Ill黒褐色土 N褐色土 V 

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は南側が若干低くなる。

遺物：続 (C11,C2またはDB, D2,北大 1)

土器（第 152図） 486-1後北C1式土器， 486-2

第487号ピット（第85

①95X86 ②21 RAA ④Ill b ⑤不明 ⑥ 1（底面）

層位： ： l陪褐色土 Il黒褐色土 Ill黒色土 N 

概要：円形，

遺物：なし

し，底面は平坦である3 南側に石1個が確認された。

第侶8号ピット（第85図）

①194Xl01 ②9 

層位： l 

概要：

遣物；なし

③CA  ④Va ⑤不明 ⑥ 

I陪黒褐色土（地山プロック混入）

し，フライパン状の断面形を示す。

第489号ピット（第89図）

①62X60 ②15 ③AA  ④ I b ⑤後北ら⑥

層位： I暗黒褐色土 Il黒色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は東側が若干高くなる。南側に土器が一括して見られた。

遺物：続 (Cけ，ら3)

土器（第 152図） 489-1~3後北C2

第490号ピット（第85図）

①63X59 ②15 ③AA  ④I b ⑤後北ら⑥ 1

層位： l暗黒色土 I暗黒褐色土 皿暗黒褐色土 (Iょり賠い） IV 

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は若干彎曲する。南壁に石1個が見ら 北壁から土器が一

括し さ

遺物：続 (C2一括）

土器（第 162 高さ現存19cm, 口径32cm, 大型の後北C2
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第 491号ピット（第85

X48 ② 5 ③A ④ l ⑤後北D ⑥ 

概要： 円形， る。

遣物：続 (D一括）

152図） 491-1, 2後北

第 492号ピット（第 86図）

①63X63 ②11 ③AD  

層位： l黒色土 I暗褐色土

：円形，皿状を呈する。中央に石 1個がある

：続 (C護） 狭長鏃 1, フレーク 1

I b ⑤後北C2 ⑥ 1 （底面）

土器（第152図） 492-1後北ら式土器

石器（第181図） 492狭長鏃の破片

第 493号ピット（第85図）

①77X66 

層位： l 

②27 

l 
A
I
l
l
 

A
 
③
 

④ Il C ⑤晩期 ⑥ 1（上層）

IV 

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。

遺物：晩 1,続羅6' 続（B2,Czi) 

（第152図） 493-1, 2後北B式土器

第 494号ピット（第85

ら石を 1 した。

①117X93 ②15 

: I陪黒褐色土

：不整楕円形， フライパソ状を星する。

RBA IV b ら⑥

くなる。

遺物：続 (C24)

土器（第 152図） 494-1後北C2

第 495号ピット（第85図）

①76 

層位：

概要：

②21 ③AA  ④ ll b ⑤後北C2⑥

l 

摺鉢状を星ずる。東側は攪乱によって破壊され， 明らかにすることは出来な

い。
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遺物：続 (C22) 

第496号ピット（第86図，図版三十六）

①109Xl03 ②33 ③AA  ④Ne ⑤不明 ⑥12（下層）

層位： I暗黒褐色上 l賠黒褐色土 (1より暗い） III暗黒褐色土 (lょり明るい） N賠黒褐色

土 (Ilょり暗い） V (Illょり明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈し，壁は垂直に近い。 12個の から発見された。

遺物：晩1,続（A1,しまたはD3) 不3

土器（第 152図） 496-1縄文時代晩期土器， 496-2後北A式土器

第497号ピット 86 図版三十七）

①102 ②41 RAA ④Ne ⑥ 3（下層）

層位： l Il m陪黒褐色土 N V暗黒褐色土（圃より明るい） Vl 

陪褐色土

概要：円形，摺鉢状を る。下層より 3個の された。東側で第517号ピットが本ピッ

トを切って構築されている。

遣物：なし

第498号ピット

①100X88 

層位： l 

より陪い） Vl 

褐色土

概要：円形，

遺物；晩3,

土器（第152

86図）

②49 ③AA  ④!Ve ⑤晩期 ⑥ 

11暗黒褐色上 Ill暗黒褐色土 (IIより暗い） IV黒褐色土 V陪黒褐色土 (Ill

(Ilょり明るい） IV暗褐色土（栖） ＼冊暗褐色土（軟） IX黒褐色土 X 

し，底面は平坦である。 ヽ。

7, フレーク 2

498-1, 2続縄文時代土器

第499号ピット（第86図）

①92X91 

層位： l 

②6 ⑧AD  

l褐色土

Ill a ⑤不明 ⑥ 

概要：円形，皿状を呈する。西側壁を切って，性格不明の70X45cmの浅いピットが見られたc

遺物：なし

第500号ピット（第87図，図版三十七）

①91 X87 ②21 ③AA  Ill b ⑤後北D ⑥ 
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層位： l陪黒色土 ll暗黒褐色土 i 

概要：円形，摺鉢状を呈し， る。

遺物；晩1,続（恵山 1, A 1,ら2, D16) 

土器（第152図） 500-1恵山式土器， 500-2後北C2式士器， 500-3後北D式士器

第501号ピット（第87図）

①55 

層位： l 

②10 ⑧AA  ④I a ⑤北大 ⑥ 2（底面）

l暗黒褐色土 lil黒色士（地山粒子混入） N 

概要：不整円形，フライバン状を星する。 2個の石が底面より出土した。西側で第 522号ビット

と重複し，本ピットが古い。

遺物：続 (D3, 北大4) 石皿1

石器（第 184図） 501石皿

第502号ピット（第 87図，図版二十）

①91 X77 ②28 ③AC ④m c ⑤北大 ⑥ 

層位： l黒色土 Il賠褐色士 Ill暗褐色土（地山ブロック混入） W暗褐色土（地山プロヅク多

誠に混入）

概要：不整円形，摺鉢状を呈する。壁は一部袋状に掘り込まれ，他は垂直である。底面中央より

切り玉が検出された。東側（袋状掘り込み部）より小型の完型土器2個体が発見さ

遺物：続纏3' （北大2個体） フレーク 4,玉54

土器（第 162図） 502-1口径 10.2 cm, 底径 6.1cm, 高さ 7.8cm, 口唇部に刻み目を有する注

ロ土器 502-2口径8.7cm，底径5.2cm, 高さ 5.8cm， 片口注口土器 ともに完形で北大式士器，

玉（第187図） 総数54個が出土した。厚さ 1.O m/mから 4.5m/m, 太さ 3.2m/mから 3m/mで

ある。

第503号ピット（第87

①70X70 

層位：

概要：円形を呈する。

②
 

④ ⑤ ⑥
 

遺物：晩2,続罷3

第504号ピット（第87図）

①71 ②12 

l陪黒褐色土 Il 

A ④Il b ⑤不明 ⑥ 

(lより賠い）

概要：円形，フライパン状を呈する。東側は攪乱を受け，南側は第505号ピットと重複し，本ピ
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ットが新しい。

遺物：続 (B1) 

土器（第152図） 504-1後北B式土器

第505号ピット（第87図）

①116 ② 5 

層位： l暗黒褐色土

概要：北側で第504号ピット，南側で第506号ピット，東側は攪乱を受けているためプラソは明

③
 

④
 

⑤ ⑥
 

らかにできない。新旧関係は，第504号ビットより古く，第506号ピ ‘y 卜より新しい。

遺物：続 (Cは）

第506号ピット（第 133図）

①133X77 ②108 ③ ④ ⑤TA ⑥ 

層位： l黒色土 I暗黒褐色土 皿黒色土 IV黒色土 V陪黒褐色土 YI賠黒褐色土 vn黒色土
VIll黄褐色粘質土 IX黒褐色土（一部暗褐色土） X黄褐色粘質土 XI褐色粘質土 刈黄褐色土 (I,

lil, IV, VIlの黒色土は順に明るくなる）

概要：平面形は長楕円形を呈し，短軸断面形は深い摺鉢状に近い。北側上方で第505号ピットと

璽複しているが，新旧関係は不明である。

遺物：なし

第507号ピット（第87図）

①95X68 ②11 ③BA  ④DI b ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色土 I黒褐色土

概要：楕円形，フライパソ状を呈ずる。北側底面が若干高くなる。

遺物：なし

第 508号ピット（第87図，図版三十七）

①82X81 ②24 ③AA  ④DI b ⑤後北ら⑥

層位： l黒褐色土 Il暗黒色土 冊黒色土 YI暗黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈ずる。底面は西側がやや高くなる。

遺物：続縄6，続（C11, C22) 不 1

土器（第 152図） 508-1後北C2式土器

第509号ピット（第88図）

①83X82 ②36 ③AB ④冊 C ⑤後北ら⑥

-116-



層位： l賠黒褐色土 ll賠黒褐色土 (Iより明るい） 皿黒褐色土 N黒色土 V陪黒渇色土

(1より明るい）

：円形，摺鉢状を呆し， ：こ立ち上ろこ 平坦である

：晩3，続（C21) 不3

土器（第 152図） 509-1纏文時代晩期士器， 509-2後北C2式土岱

第510号ピット（第88図，

①89X76 

層位：

概要：

② ー2 ll 
③AA  

フライパン状を呈する。

④軋 b ⑤不明 ⑥10（底面）

-6個の石が見られた。

遺物：石鏃 1

181図） 510無茎石鏃

第 511号ピット（第88図）

①73X68 ②14 @AA ④Il b ⑤不明

層位： l陪黒色土 l黒色土 III陪黒褐色士 N 

：円形，摺鉢状を呈し，底面西側が若干高くなる。

：続纏 2

第512号ピット（第88

⑥ 

（皿より 1州い） ＼I 

①66X66 ②16 ③AA  ④ Il b （⑤不明 ⑥ 

: I陪黒褐色土 Il陪黒色土 III患色士 W陪褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平国であるc ピヅトの外北四：こ小ビット、バ存在するが，本ピ

ットとの である

•• >., 1 
iふし

第513号ピット（第88図）

①85X82 ②25 

層位： I煎色土 l 

③AA  

Ill 

III b 

褐色士 (Il1ピり

⑥ 

）ヽ N ＞
 

M
"
 

：円形，摺鉢状を星し，底面1文平坦である

：統椙 1' 続（C22, C2またはD8, D4) 

土罪（第 152図） 513-1続櫃文時代士器， 513-2 C2式土器
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第514号ピット（第88図，図版三十八）

①66X65 

層位： l 

概要：

遺物：なし

②9 ③AA ④l a 

l陪褐色土

フライバン状を呈する。

⑤不明 ⑥ 1 

小ビ ・I卜が見られる。

第515号ピット（第88図）

①78X66 

層位： l 

②5 ③AA  ④ Il a ⑤不明 ⑥ 

概要：円形，フライバン状を尼するっ

遺物：なし

である。

第516号ピット 88図，図版三十八）

①100X97 

層位： l 

概要：円形，

遺物：なし

②55 

"＂“ 

③AB ④皿 d

軋賠褐色上 IV 

るやかに開く

⑥ 

である。

第 517号ピット 86図，図版．て十七）

①79X79 ②27 @AA 

層位： l賠児褐色士 I 

V黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を堪する。

ビットが新しい。

遺物：晩1, 続（Dl) 不 1' テり石破片 1, フレーク 1

④ Il C ⑤不明 ⑥ 2（中層，底面）

(Iより明るい） 1ll黒色土 W賠黒褐色土 (lょり明るい）

ら石 2個が出土した。西側で第497号ピットと し，本

第 518号ピット（第 88

①66X57 ② 9 

: I黒色土 l 

：不整円形，皿状を呈し，

：不1

D ④ l a ⑤不明 ⑥ 

小ビット 1個を有ずる

第519号ピット（第89萬

①68X63 
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層位： l賠黒色上 I焼土 冊黒色土 N黒褐色上 V賠黒褐色上

概要：円形，摺鉢状を呈する。上面に37X20Cmの焼土が見られる。

遺物：なし

第520号ピット（第 132図）

③ ①373X67 @128 

: I黒色上 l 

山灰質） VI 

④
 

lil陪褐色士

(Nより明るい）

概要：平面は長楕円形を呈する。

遺物：なし

第521号ピット（第89図）

⑤TB ⑥ 

W黒褐色上 (nより少し明るい） V暗褐色士（火

立ち上りを示す。

①58 ② 5 

l賠褐色上

概要：円形，皿状を呈する。東側で第 567号ピットと重複し，全容は不明である。本ビットが古

⑧AD  ④ I a ⑤不明 ⑥ 

い。

遺物：フレーク 4，掻器 1

石器（第181図） 521 円形掻器

第522号ピット（第87図）

①49 ②4 @AD ④ I a ⑤不明 ⑥ 

層位： l賠焦褐色七 I黒褐色士

：不整円形，皿状を星する:西側に小ピット 1個を有する。西側で第 501号ピットと重複し，

ピットが新しい。

遺物：なし

第523号ピット（第 90［乱図版二十一）

①87 ②17 @BD ④l b ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色上 n黒褐色土
概要：不整楕円形，ポウル状を呈する。西側で第632号ビ、y卜と

遺物：掻器1

（第 181図） 523 円形掻器

第524号ピット（第89図）

し，本ピ、y 卜が新しい。

①162 X 152 ②58 R
 

④ ⑤ ⑥ 
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罰位： l陪褐色士 l黒褐色土 ll1黒褐色土 (Ilより明るい） I¥'黒褐色土 (lょり陪い） V 

黒褐色土 V1陪褐色土 (1より陪い） VD陪褐色土 (¥,1より陪い） ＼11l陪褐色土 (1より明るい）

lX褐色土 (1より明るい） X黒褐色士（木炭，焼土を含む） 全体に地山粒子を

：円形，摺鉢状を呈ずる。底面に焼士州見られたっ底面から10数本の炭化木材が南ー北を向

いて並ん された。

：晩1 続縄21 続（恵山 1, A 3, B 2, C, 3, C』)

士器（第 152図） 524-1恵山式土器 524-4~6後北A

器1 フレーク 2

524-2後北Cl式土器

石器（第 181図） 524 円形括器

第525号ピット（第89図）

①72X68 ②15 @AA ④ Il b ⑤後北し ⑥ 

層位：黒色土 l暗黒褐色土 m 

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平担である。東側で第535号ピットと接するっ

遺物：続（C立たばD3) 

第526号ピット（第89図）

①90X87 

: I 

②10 

Il 

③AD ④軋 a

概要：不整円形， 呈する。

・ナ、、 l
．，ふし

第527号ピット（策90図）

⑤不明 ⑥ 

①67X65 

: I 

②12 @AA ① Il b ⑤後北C2 ⑥ 

II黒色士 Ill 

：円形， フライパソ状を呈ずる。底面東側が若干高くなる

(C2 1) 

第 528号ピット（第90区］）

①80X60 ②56 @BA ④ D d ⑤後北C2 ⑥7 （下層）

層位： l黒色土 Il賠黒褐色土 llli麻黒褐色土 (Ilより 11音い）

：円形，摺鉢状を呈ずろ-下轡から石7個が出土した。中層から

遺物：続 (B1, C2一括，ら1, D 9) フンーク 4

土器（第162図） 528 口径27.8cm, 高さ現存約20cm, 後北C2

後北B式土器 528-2後北C2
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第529号ピット（第 90図）

①67X63 ②7 

: I陪黒褐色土

概要：円形，皿状を呈し，南東壁に小ピット 1個を配ずる。

③AD  ④l b ⑤不明 ⑥ 

しょキー‘．．
 

第530号ピット

①80X75 

: I 

概要：円形，

90図図版芝十八）

②15 @AA ④ Il b ⑤北大 ⑥ 3 

Il賠黒褐色士 Ill褐色士

し， 2個，中央に 1個の小ピットが見られる

遺物：続（北大3) 削器 1 フレ・ーク 1

（第 181図） 530 縦形削器

第531号ピット（第 132図）

①292X57 ②108 ③ ④ ⑤TB ⑥ 

: I黒色土 Il暗黒褐色土 Ill陪褐色土 IV 

＼間褐色土 VlB賠黒褐色土

v褐色土（火山灰） VI陪黒褐色土

概要：平面は長楕円形を呈する。 立ち上り る。

：なし

第532号ピット（第 90図）

①70X60 ②20 @AA ④ Il b ⑤後北ら ⑥ 

: I黒色土 Il暗黒褐色土 Ill黒褐色土 IV褐色土

概要：不整円形，摺鉢状を呈し，底面東側が若干高くなる。

遺物：続（し1) 礫器1

石器（第図） 532 礫器

第533号ピット（第90図図版三十九）

①74 ② 8 

l陥黒褐色土

概要： F1形，皿状を呈する。

③AD  ④ Ila ⑤後北D ⑥ 

複し，本ビ、y ト

遺物：続 (D1) 

円形の小ピット 1個を有する。南側で第534号ビットと
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第 534号ピット（第90図図版三十九）

①112 ②24 @AA ④IV b ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

層位： I黒色士 I暗黒色士 皿賠黒褐色士 IV黒褐色土 V褐色士 VI暗黒色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，壁1ま緩やかに立ち上る。北側で第533号ピットと菫複し，東側は攪

乱を受けている。底面南東より石 1個が出土している。新旧関係は本ピットが新しい。

：続纏9 続 (C』)

第 535号ピット（第89図）

①82X57 

層位： I 
6

I

 

②
 

③BA ④l a ⑤不明 R 

概要：不棺楕円形， IIl1状を呈する。西壁と中央：こ 1個ずつ小ピット

トと接ずる。

：なし

第536号ピット（第90図）

し，西側で第525号ピヅ

①62 ②10 

l陪褐色土

：不整円形，皿状を星ずる。西側

③AD  ④ I a ⑤不明 ⑥ 

630号ピットと接するぐ

遺物：太し

第537号ピット（第 91図）

①73 ②12 ③AA  ④ ll b ⑤不明 ⑥ 

層位： l陪黒褐色土 ！陪褐色土

概要：円形，フライバン状を呈ずる。西側で第538号，第540号ピットと重複し，両者より

1、
V 0 

遺物：第537号ビット～第540号ピット

不 1、フレーク 2

続 (A1, C2 2, C2またはD4, D 3, 北大1)

第 538号ピット（第 91図）

①106 ②
 

③A ④IV ⑤不明 ⑥ 

1暗黒褐色土 ！暗黒色士 ll!黒色土 1¥「暗黒褐色土 (Iょり明るい） V暗黒褐色土(N

より暗い）

概要：

構築されている。
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遺物：第537号ビット参照

第539号ピット（第 91図）

①76 ②11 ⑧AA  

層位： l暗黒褐色土 I 

：円形，フライパン状を旱し，

ll b ⑤不明

(Iより賠＇、ヽ）

ビ、ゾト 1個を有する。西側より大型士器片が出土して

いる。東側で第538号，第 540号ピットと重複し，両者より口 J.o

遺物：続 (C2一括， D-括， D6),第 537号ピット参照

土器（第163図） 539-1口径30cm, 高さ現存約17cm, 後北C2式土描 539-2口径29.8cm,高

さ現存18cm,後北D式土器

第540号ピット（第91図）

① ②17 

層位： l黒色土 Il 

⑧AA  ④ l b ⑤不明 ⑥ 

Ill黒褐色土

：円形，フライパン状を呈する。東側で第537号ピヅト，四側で第 539号ピット，北側で第

538号ピ、ゾトと

明であるc

遺物：続 (C21)，不 2' 不（底部 1)，第537号ピット参照

ろc、第537号，第539号ピットより新らしく，第 538号ど、アトとの関係は不

土器（第 153図） 540-1後北C2式土器

第541号ピット（第92図）

①183Xl80 ②39 R
 

④
 

⑤ ⑥
 

層位： l賠黒褐色士 Il暗黒褐色士 (Iこりやや明るい） Ill黒褐色土 IV陪黒褐色土 V黒褐

色士（ll1より陪い） ＼］褐色士（硬) ¥'l1褐色士（軟） ＼lll焼土

概要：円形，摺鉢状を呈する。底面こ 3ケ所の焼士と炭化木材が されている。多くの

ビットと異なり，かなり

遺物：石斧 1

石器（第181図） 541 定角式砦製石斧

であるc

第542号ピット（第91図）

①82X73 

層位： l 

②11 RAA ④ Il b ⑤不明 ⑥ 

Il黒褐色士 Bl暗褐色七

概要：円形，フライパン状を呈する。南東壁に小ピット 1個を有する

遺物：掻器未成品 1

（第 181図） 542 掻器未成品
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第543号ピット（第91

①67X56 ②12 ③AA  ④ lb ⑥ 

層位： l黒色士 Il lll褐色士

概要：円形， フライバン 主ロー1 る。

遺物：なし

第544号ピット 91図）

①89X87 ②33 RAB ④Ill C ⑥ 

: I暗黒褐色士 ll間褐色土 Ill (I り隋しヽ） IV 

概要：円形，摺鉢状を足し，壁上方がゆるやか：こ立ち上る。底面は平坦である

遺物：早 1,続（AI, C2 I, C2またはD5)，不6, フレーク 1

土器（第 153図） 544-1東釧路Ill式土器 544-2後北C2式土器

第545号ピット（第 92図）

① ②24 ⑧ ④ ⑤不明 ⑥ 

層位： ll賠褐色士 Ill褐色L IV陪褐色土 (Iょり明るい） V 

(Illょり明るい）

概要：不整円形，摺鉢状を呈ずる。西壁に小ピット 1個を有し，北側で第546号ビヅトと重複す

る。新旧関係は不明であるc

遺物：続 (B1) 

土器（第 153図） 545-1後北B式土器

第546号ピット（第92図）

①68 

層位：

概要：

②32 @AA ④ ll C ⑤不明 ⑥ 

l陪黒褐色土 Ill黒色土 IV暗黒褐色士 (llょり明るい）

兄し，東側底面が若干高くなる。南側で第545号ピットと

旧関係は不明である。

遺物：なし

第547号ピット（第 91図）

①87X85 ②35 RAA ④Ill b ⑤後北C2 ⑥ 

るが，新

層位： l賠褐色土 I陪褐色土 (lより賠い） Ill暗黒褐色士 (lょり陪い） N陪褐色上

概要：円形，摺鉢状を星し，底面が若干彎曲している。

遺物：晩 1, 中1,続 (A1,ら10,C2 6, D 1)，フンーク 1

士器（第 153図） 547-1タンネトウ L 547-2後北A 547-3~5後北ら式土器
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547-6後北D式土器

第548号ピット（第 93図）

①81 ②33 RAA ④llI C ⑤不明 ⑥ 

I賠黒褐色土 llI賠黒褐色土 (Iょり明るい） W 

：円形，摺鉢状を星し，北壁に張り出しを有するe 西側に小ピット 1個が見られる。南側で

549号ビットと重複し，本ビットが古い。

遣物：晩1，続（恵山 1)

土器（第 153図） 548-1, 2恵山式土器

第549号ピット（第 93図）

①135 ②13 ③AA  ④Vb ⑤後北A ⑥ 

層位： l陪黒褐色土 Il暗黒褐色土 (Iより明るい） Ill黒褐色土 N V暗褐色土

：不整円形，フライパ｀ノ状を追し，

し，本ピットが新しい。

遺物：続網 1' 削器1

土器（第 153図） 549-1後北A

石器（第 181図） 549 縦形削器（焼けている）

第550号ピット（第 93図）

ピット 1 る。北側で第489号ピットと

①90X86 ②56 

層位： l黒色土 l賠

色土 VD褐色土

：円形：摺鉢状を呈し，底面が若干彎曲する。

A
l
l
l
 

A
 
③
 

④III d ⑤不明 ⑥ 

N賠黒褐色土 V暗黒褐色士 (Nより暗い） V1賠褐

：晩4，統（C23)，フレーク 1

土器（第 153図） 550-1 

第551号ピット（第93図）

①136X 129 ②70 ③AA  ④V d ⑤晩期 ⑥ 

層位： l黒褐色土 Il暗黒褐色土 Ill黒色土 IV暗褐色土 V暗褐色土 (IVより明るい） W賠

(Ilより明るい） VII暗黒色土 渭焼土 IX暗褐色土 X黒色土（硬） Xl暗黒褐色土 (¥1

より明るい） XII黒色土（軟） 渭褐色土（火山灰質） 刈暗褐色土 (XIょり陪い） XV淡赤色火

山灰濶陪黒褐色土 (XIより賠い） 潤黄褐色粘質土

概要：円形，摺鉢状を星し，底面はほぼ平坦である。

遺物：早1, 晩7'続 (C21)，フレーク 4
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土器（第153図） 551-1~2タソネトウ L

第552号ピット（第91図，図版三十九）

551-5後北C2式土器

①70X65 

層位： l 

②18 ③AD  ④ l a ⑤不明 ⑥4 （中層）

I賠黒褐色土 皿賠褐色土

概要：円形，ボウル状を呈する。中層から石4個が発見されたへ

遺物：なし

第553号ピット（第94図）

①109X108 ②22 

層位： l n
 

RAA ④IV b ⑤不明 ⑥ 

Ill賠黒褐色土 (Iより明るい） IV暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，東側にピット状の張り出しを有する。北側で第577号ビットと璽複

し，本ヒ°ットが新しい。

遺物：なし

第554号ピット（第95図）

①97 ②25 ⑧AA  ④Ill b ⑤後北C2 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 Il暗黒褐色土 (Iより明るい） Ill陪褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面：文ほぼ平坦である。西側で第555号ヒ°ットと

明である。

遺物：晩 1, 続（A2, C這たはD2)，不 1, フレーク 1

土器（第153図） 554-1縄文時代晩期土器

第555号ピット（第95

し，新旧は不

①85 ②21 

概要；円形を呈ナる。

：なし

第t556号ピット（第95図）

①90 ②49 

l黒色土 I暗黒祝

④圃 ⑤不明 ⑥ 

554号ピット，西側で第556号ヒ°ットと重複し，両者より古い。

RAA ④i C ⑤不明 ⑥ 

i暗褐色土 1V暗黒褐色土 (Ilょり暗い）

；円形，摺鉢状を呈する。東側で第555号ピットと重複し，本ピットが新しいc

：続 (A1) 

土器（第153図） 556-1後北A
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第557号ピット（第95

①123X106 ②17 RAA ④Nb ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 ll暗褐色土

概要：円形，フライバン状を呈し，南側に小ピット 1伺を有する。

遺物：なし

第558号ピット（第95図）

①87X83 ②39 RAA ④ic ⑤後北D ⑥ 7 （底面）

屑位： l賠黒褐色土 Il黒色土 圃陪黒褐色土 (Iより明るい）

v陪黒褐色土 (Nより明るい） VI暗黒褐色土 (Vより明るい）
概要：円形，摺鉢状を呈し，底面に 7個の石を配する。

遺物：晩5 続 (D6)，不7

土器（第 153図） 558-1, 2後北D式士器

第559号ピット（第95図）

(Illょり明るい）

① 

層位： I 

②19 ⑧ 

Il暗黒褐色土

④ ⑤不明 ⑥ 

概要：円形，摺鉢状を基する。東側は攪乱によって半壊している。

遺物：晩5, 1, 不 2

第560号ピット（第95図）

②74 RAA 

: l黒色土 Il陪黒褐色土 皿

VI黄褐色火山灰質土

①
 

IV d ⑤不明 ⑥ 

I¥「黄褐色粘質土 V (lょり明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈し，壁は下方に比べて上方が開く。

遺物：なし

より半壊している。

第561号ピット（第96図）

①72X66 ②20 ③AA  ④Il b ⑤後北ら ⑥ 1 

: I黒色土 l暗黒褐色土 1Il 

：円形，摺鉢状を星し，底面ほ平坦である。北側中層より石 1個が出土している。

(C2 l) 
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第562号ピット（第96図）

①116X84 ②43 ⑧BA  ④lV C ⑤不明 ⑥ 

: I黒色士 l陪黒褐色士 皿暗黒色土 1Y黒褐色土 V暗黒褐色士（IIより明るい） V1 

黄褐色士 vn暗褐色士
概要：不整円形，摺鉢状を星し，底面は平坦である。

遺物：晩1, 続（A4,Cふ不 1

土器（第 153図） 562-1後北A式士器

第563号ピット（第96図）

①108X100 ②53 ⑧AA  ④IV d ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

層位： l賠黒褐色士 ll黒色土 Ill焼士 lV賠褐色士 V褐色士 '11暗褐色士 (IVより陪い）

¥'II暗褐色士 ('11より明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈し，壁は下方に比べ上方がやや開く。掘り込み面に 2ケ所の焼士が確認

された。底面より石1個が出士した。

遺物：続縄3，続（後北 2, 北大1)，フレーク 2

土器（第 153図） 563-1, 2後北式士器

第564号ピット（第96図）

①58X57 ②11 ⑧AA  ④ I b ⑤不明 ⑥ 

層位： l炭化物混入 ll暗黒褐色士 皿暗褐色土

概要：円形，フライパン状を呈し，底面西側が若干高くなる。

：なし

第565号ピット（第96図）

①64X60 ②l1 RAA ④ I b ⑤不明 ⑥ 

層位： l陪黒褐色士 ll暗黒褐色土 (Iょり明るい，木炭を含む） 皿

概要：不整円形，フライパン状を呈する

遺物：なし

第566号ピット（第94図）

①84X80 

: I 

② 6 ③ 

Il陪褐色士

⑤ ⑥
 

概要：円形，皿状を呈し，東側半分は壁の立ち上りを明確に出来なかった。

遺物：なし
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第567号ピット（第 89

①68 

碍位：

隈要：円形， フライパ

③AA  ④ l b ⑤不明 Rl （中層）

里ずるc 西側中層より石1個が出土した。 521号ピットと

雷複し，木ピットが新しい。

遣物：続 (A1)，不 1, フレーク 1

第568号ピット（第96図）

①59X52 

層位： l 

概要：不整

遺物：なし

③AA  ④ I b @不明 ⑥ 

l暗褐色土

フライバン状を屋し， ビット 1個を有する。

第569号ピット（第94図）

①79X66 

層位： l 

② 7 @AA ④I a ⑤不明 R 

I暗褐色十

概要：円形，フライパン状を号し，

遺物：なし

第570号ピット（第 96図）

①70 

る。

②12 @AA ④ Il b ⑤後北D ⑥ 

Il門黒褐色土

：円形，フライパン状を呈し，

トと重複し，本ピットが新しい。

しり土器が一括して さ 東側で第 571号ビッ

9:I~：陥（窃 162図） 570 高さ現存14.7cm, 

第571号ピット（第96図）

①112 ②31 @BA ④III C 

Il暗褐色K Ill 

摺鉢状を呈し，

11cm, 続纏文時代土菩

⑤不明 ⑥ 

(Iより暗い） N 

であろ。西側 570号ビットと重複し，本ピッ

卜

し
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第572号ピット（第94図）

①63 ②21 ⑧AA  ④l b ⑤不明 ⑥ 

l暗黒褐色土（木炭を含む） I黒色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。南側で第 573号ピットと

＇ヽV o 

遺物：なし

第573号ピット（第94図）

①83 

層位：

②26 

l 

③AA  ④皿 c ⑤不明 ⑥ 

皿

し，本ピットが古

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は若干彎曲する。北側で第 572号ピット，西側で第574号ピッ

トと重複し，両者よりも新しく

遺物：なし

第574号ピット（第94

されている。

①54 ② 8 RAA ④ I a ⑤不明 ⑥ 1 （南壁上）

l黒色士

概要：円形，フライバ

遺物：なし

るC 東側で第573号ピットと重複し，本ピットが古い。

第575号ピット（第97図）

①66 ②19 

層位： I暗黒褐色土

③AA  ④Il b ⑤後北D ⑥ 

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。南側で第576号ピットと重複し，本ピットが古

い。

：続 (A1, D 3) 

（第 153図） 575-1後北A式士器 575-2後北D式土器

第576号ピット（第97

①83 ②11 

l黒褐色士

RBA ④Ill b ⑤不明 ⑥ 1 （北壁上）

概要：円形，フライパン状を呆し，南側に小ピット 2

北側で第 575号ビットと軍複し，本ピットが新しい。

遺物：晩1，続縄1
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第577号ピット（第94図）

①BB ②23 ③AA  ④Ill b ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 I暗褐色土 Ill暗黒褐色土 (1より明るい） W 

概要：不整円形，摺鉢状を呈する。南側で第 553号ビット，北側で第57B号ヒ°ットと重複し，両

者より古い。

遺物：なし

第578号ピット（第97

①262X 233 ②58 ⑧ ④ ⑤ ⑥ 

: I陪黒褐色土 I暗黒褐色土 (lより賠い） 11l黒色土 N黒褐色土 V暗褐色土 W賠

褐色土 (Vより賠い） VIl暗褐色土 (Vより明るい） V1D黒褐色土 (Nより明るい） lX賠黒褐色

土 (Iより明るい） a'(暗褐色土 (VIlょり暗い） XI暗黒褐色土（焼土木炭を含む） XlI暗褐色土

(Xllょり明るい） Xl1I褐色土

：円形，摺鉢状を呈する。底面西側に焼土，炭化木材が十数点確認されている。西側で第

577号ピットと重複し，本ピ、ットが新しい。多くのビットに比べ大型である。

遺物：早1,晩1'続 (C11, C2 1, D 3)，不8,不（底部） 1, フレーク 3

土器（第153図） 578-1東釧路Ill式土器 578-2タンネトウ L式土器 578-3後北C2式土器

第579号ピット（第97図）

①108X85 ②11 ③BA ④Ill b ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 Il黒褐色土

概要：楕円形， フライパン状を呈し，底面はほぼ平坦である。

：中4,晩3,続 CA1, B 1, c1 1, c2 2)，不8,石匙1, フレーク 2

土器（第153図） 579-1伊逹山式土器 579-2後北C1式土器 579-3,4後北ら式土器

石器（第181図） 579 縦形石匙

第580号ピット（第98

①63 ②18 @AA ④ I b ⑤不明 ⑥ 

層位： ］賠褐色土 Il木炭 Ill暗黒褐色土 N暗褐色土 (Iより明るい） V暗黒褐色土（IBょ

り賠い） W暗黒褐色土 (Illょり明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈するe 南側で第581号ピットと重複し）本ビットが古い。

：続網3, ナイフ 1, フレ・ーク 1

石器（第181図） 580 石槍ないし両面加工のナイフ
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第581号ピット（第98図）

①44 ②13 ⑧AD ④ I b 

層位： l暗黒褐色土 l賠褐色土

⑤不明 ⑥ 

概要：円形，ボウル状の小ヒ゜、y 卜である。北側で第580号 l::.゚‘y 卜と重複し，本ビットが新しい、3

遺物：なし

第582号ピット（第98図）

① ②27 ⑧AA  ④IV C ⑤晩期 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 Il暗褐色土 III褐色土

概要；円形，摺鉢状を呈し，南側は攪乱を受け半壊し，全容は不明である。

遺物：晩5' 続（C23)，不 2

第583号ピット（第98図）

①97X91 ②39 ⑧AA  ④皿 c ⑤晩期 ⑥ 

層位： l暗黒褐色士 Il黒褐色土 III暗黒褐色士 (1より暗い） IV褐色土 V賠褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面が若干彎曲する。

遺物：晩9' 続（C21)，不 2

土器（第 153図） 583-1~3タソネトウ L式土器

第584号ピット（第98図）

①88X80 ②40 ③AA  ④III C ⑤晩期 ⑥5 

層位： l賠黒褐色士 Il陪褐色士 III陪黒褐色士 (1より暗い） IV暗黒褐色士（I11より軟かい）

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面はほぼ平坦である。

遣物：早1, 晩8, 続 CA1, c11, o 1)，不 8, フレーク 3
士器（第 153図） 584-1東釧路III式土器

第585号ピット（第 98図）

①77X67 ②17 ⑧AA  ④ Il b ⑤晩期 ⑥ 

層位： l賠黒褐色土 Il陪褐色士 III暗褐色士 (Ilょり陪い）

概要：円形，摺鉢状を屋し，底面は平坦である。東壁に小l::.° ット 1個を有する。

遺物：晩 5, 続（A1, cl 1)，不14, フレーク 1

士器（第 153図） 585-1タソネトウ L式土器 585-2後北cl式土器

-132-



第586号ピット（第 132図）

①292 ②101 R ④ ⑤TB ⑥ 

層位： l賠黒褐色土 I暗褐色土 冊陪褐色土 (Iょり陪い） W黒褐色土

：平面は長楕円形を呈する c 壁の立ちLりは垂匝である。

遺物：なし

第587号ピット（第98図）

①65 ② ③ ④ ⑤ ⑥ 1 （下層）

概要：円形のプランである。東側で第588号ピットと軍複し，木ヒ°.y 卜が古い。

：晩10,続（Cd, D1) 

土器（第153図） 587-1タソネトウ L式士器 587 • 588-1~6タンネトウ L式士器 587 • 588-

7 後北C2式士器

第588号ピット（第98図）

①89 ②24 ③AA  ④III b ⑤不明 ⑥ 

l暗褐色土（攪乱） ！黒色士 III陪黒褐色士 W黒褐色土 V暗黒色七

概要：円形，摺鉢状を呈する。東側は攪乱を受け，西側は第587号ピットと

が新しい。

587号ピット参照

ろっ本ビット

第589号ピット（第98図）

① ②39 @AA ④IV C ⑤晩期 ⑥ 6 （下層）

l黒色土 ll賠黒褐色土 Ill黒色土 IV隋黒褐色七 (Iょり軟かい）

概要：円形，摺鉢状を呈する。南側は攪乱を受け半壊し，

発見された。

遣物：晩 2，統（C21)，不5

ある。石 6個が下閃から

十器（第 154 589-1, 2拇文時代晩期土悩

第 590号ピット（第99図）

•• 
立Lド

①

層

②46 

Il 
A
m
 

A
 
R
 

④IV C ⑤不明 ⑥ 4 （中層，底面）

IV賠褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈する。中央から 4個の石が発見された。南側ぱ攪乱によって半壊し，全

明らかでない。
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遺物；晩2, 続（B1,ら1, D 1)，不5

土器（第 154図） 590-1タンネトウ L式土器 590-2 

第591号ピット（第99

B式土器

①92X88 ②30 

層位： l黒色土 l 

概要：円形，摺鉢状を

遣物：なし

③AA ④皿 c

（地山プロック混入）

る。底面は平坦である

⑤不明

皿

⑥ 3 （底面）

ら石 3個を発見した。

第592号ピット（第99

①67 

層位： I 

概要：不整楕円形， llll状を呈し，北壁は明らかでない。石 2個が出士した。

遺物：晩3' 続纏 1, 続（C2またはD4, D 3, 北大2)，不7

上器（第 154図） 592-1タンネトウ L式土器 592-2続纏文時代土器

②10 ③BA ④ ll b ⑤後北D ⑥ 2 （底面）

第593号ピット（第99図）

①82X75 

層位： I 

概要：円形，フライパン状を呈し，

6
 

③AA ④軋 a

褐色土 (Vより軟かい）

概要：円形，摺鉢状を呈し，

⑥ 1 （底面）

-テ．，_,
-‘‘<；)。

遺物：続 (Bまたけ 1), フレーク 1

第594号ピット 99図）

①88X77 ② 8 ⑧AD  ④ Ill a ⑤不明 ⑥ 

層位： l l暗褐色土

概要： F]形，皿状を呈する。

遺物：なし

第595号ピット（第99図）

①114X91 ②54 ③AB  ④III d ⑤晩期 ⑥18（底面）

層位： l l黒褐色土 Ill N陪褐色士 V (lょり明るい） VL 

る。底面全体に 18 られた。

遺物：晩11, 続（恵山 2, B 2, c13)，不16, フレーク 1

土器（第 154図） 595-3縄文時代晩期土器 595-1, 2恵山式土器 595-4, 5後北B式土器
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第596号ピット（第 99図）

①76X71 

: I 

②18 ③AA  ④l b ⑤不明 ⑥ 2 （上層，下層）

l暗黒褐色土 軋賠褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。

遺物：フレーク 1

第597号ピット（第99図）

①62X60 ②28 

層位： I黒色土 I 

③AA  ④l c ⑤不明 ⑥ 5 

皿黒色土（ lこり明るい） W暗黒褐色土 (lょり明るい）

：円形，摺鉢状を呈し，底面：文平坦である。 5個の石を有する。

遣物：なし

第598号ピット（第 100図）

①63X60 ②14 ③AA  ④ l b ⑤不明 ⑥ 

: I黒色土 ll暗黒褐色土 lll暗褐色土

概要：円形，フライパソ状を呈し，中央に小ピ、て／卜 1個を有する。

し

第599号ピット（第 100図）

①98X92 

: I 

②44 RAA ④Ill C ⑤不明 ⑥14（底面）

I黒褐色土 Ill暗黒褐色土 N暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。

遺物：なし

14個の石を有する、

第600号ピット（第100図）

①77X77 

層位： l 2
_
 

3
 
②
 

③AC  ④l c ⑤後北D ⑥ 6 （底面）

ll[褐色土 W陪褐色土 (lょり暗い） V暗褐色土 (Wより暗い）

：円形，摺鉢状を呈し，底面に 6

遣物：晩 1, 続（D15)，敲打器1' フレーク 1

石器（第 185図） 600 敲打器

第601号ピット（第 100図）

る

①77X77 ②16 ③AA  ④lb ⑤後北D ⑥ 

層位： l黒色土 Il陪黒褐色土
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概要：円形，フライパン状を呈し，南側に小ピヅト 1個が見られる。

遺物：続 (D一括）

第602号ピット（第 100図）

①157 X91 ② 8 

層位： l暗黒褐色土

概要：隅丸長方形を呈する。北壁に攪乱を受げてい:た

③
 

④
 

⑤不明 ⑥ 

明らかにすることが出来なかっ

た。

遺物：続 (B1)，不1, フンーク 1

土器（第 154図） 602-1後北B

第603号ピット（第100図）

①58 ②18 ③AC 

I陪黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈するであろう。北側

遺物：なし

I b ⑤不明 ⑥ 

604号ピットと璽複し，本ピ、y 卜が古い。

第604号ピット（第100図）

①82 ②38 ③AD  ④III C ⑤後北B ⑥ 

層位： l暗褐色土 I暗黒色上 Ill暗黒褐色上 N'黒色土 V 

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面が湾曲する。南側で第603号ピットと

（IIlょり

し，本ピットが新し

し‘

゜
(B 1) 

上器（第154 604-1後北B

第605号ピット（第 100図）

①50X43 ②31 ③AD  ④I C ⑤不明 ⑥ 

層位： I黒色上 l暗黒褐色土 Ill暗褐色土

概要：円形，ぎウル状を呈し，

遣物：なし

第606号ピット（第 101図）

る。

①60X50 

: I 

②10 ③BA  

I隋黒褐色上

I a ⑤不明 ⑥ 2 （上面）

概要：楕円形，フライバン状を呈し，底面はほぼ平坦である。上面に 2個の
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遺物：なし

第607号ピット（第 101図，図版三十九）

①70 ②13 ③AD  ④l b ⑤後北C2 ⑥ 

層位： l l暗黒褐色土

：不整円形，ボウル状を足する。北側で第608号ピットと

遺物；続 (C23)，フレーク 4

（第 154図） 607 • 608-1後北ら式土器

第608号ピット（第 101図，図版三十九）

①70 RAA ④ Il C ⑤不明 ⑥ 

し，本ピットが新しい。

層位： l 

②26 

Il Ill暗褐色土 W褐色土（第 607号ピットの壁を構築したもの

：第 607号ビット参照

第609号ピット（第 101図）

①58 ②17 ③AA  ④ I b ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色土 Il褐色土

概要：円形，摺鉢状を星するであろう。東側で第617号ピットと

本ピットが古い。

：なし

第610号ピット（第 101図）

②23 @AA ④I b ⑤不明 ⑥ 

し，

①75X68 

: I I暗 皿茶褐色土 N暗褐色土 V褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面ぱほぼ平坦である。

遺物：続（恵山 1, A 2, c1 1, C2 2)，不1

土器（第 154図） 610-1, 2後北A式土器 610-3後北し式土器

第611号ピット（第 101図）

①72X68 ②30 @AC ④l c ⑤不明 ⑥ 

明らかでない。

: I陪褐色土 Il黒褐色土 Ill暗黒褐色土 IV黒褐色土 (Ilょり明るい） V褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。

：続縄2, フレーク 1
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第612号ピット（第 102図）

①118X 115 ②28 ③AD  ④IV C ⑤不明 ⑥ 

層位： l火山灰 l黒褐色士 皿黒褐色士 (Ilより明るい） IV暗褐色士

概要：円形，摺鉢状を星し，底面が若干彎曲する。

遺物：続縄1, フレーク 4

第613号ピット（第 102図，図版二十一）

①113X 100 ②83 @AA ④IV d ⑤後北cl⑥30（底面）

: I暗褐色士 l]音黒褐色士 Ill暗褐色土 (Iより明ろい） IV 

より明るい） VI褐色士 V]褐色士 (¥1より明るい） Vlll褐色士 (¥'IIより明るい）

概要：円豚摺鉢状を呈する。底面全体に 30個の石が見られた。

遣物：晩 1,続（C12)，不 2

154図） 613-1, 2後北cl式士器

第614号ピット（第 102図，図版三十九）

①104X98 ②75 ③AA  ④Nd ⑤不明

: I黒褐色土 l暗黒褐色土 Ill暗黒褐色土 (lより

色土 ＼伽音褐色士 ＼間褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，西壁が湾曲して立ちじろc

：晩 1，続綱1

第615号ピット（第 101図，図版四十）

⑥12（底面）

w ＞
 

v陪褐色土 (III

12個の石を有す

VI 

①88X84 ②39 @AB ④III C ⑤不明 ⑥ 

: I暗黒褐色土 Il陪黒褐色土 (Iより暗い） 1ll暗黒褐色士 (Ilょり明るい） W賠黒褐

色土 (IIIょり明るい） V 

概要：円形，摺鉢状を足する。壁上方がやや広がろ 東側で第616号ピ°ットと し，本ビット

が新しい。

遣物：続縄 3

第616号ピット（第 101

①85X80 

層位： l 

②38 ③AA  ④Ill C ⑤後北C2 ⑥ 

ll暗黒褐色七 1Il陪褐色土 IV賠黒褐色士 (Iょり明るい） ＼「黒色七 VI 

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面ぱ平坦である。底面中央より一括して土器が出士した。西側で
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615号ピットと重複し，本ビットが古い

遺物：晩 1' 続纏1' 続（後北 1,cl 1, c2一括， D-括）， フレーク 4

士器（第 162図） 616 口径18.2cm, 高さ現存16cm, 底部を欠く，後北D式士器（第154

616-2タンネトウ L式士器 616-1恵山式士熙 616-3後北Cl式士喘 616-4後北式士器

第617号ピット（第 101

①74 ②28 @AA ④ Il C ⑤不明 ⑥ 

1暗黒褐色七 Il黒色土 Ill黒褐色士 IV暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面ぱ平坦である。西側で第609号ピットと し，木ビットが新

しし‘o

遺物：なし

第618号ピット（第 102図）

①79X73 

層位： l 

②31 

Il 
A
l
l
l
 

A
 
R
 

④lc ⑤晩期 ⑥ 

(Ilこり明ろい） W 

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面が平坦である。

：晩8, フレーク 2

器（第 154

①75X71 

層位： l 

①78X71 

618-1~5タンネトウ L式十堺

第 619号ピット（第 102

①95X83 ②14 ③AA ④Ill b 

: I黒色士（粒子が荒い） I黒褐色士

：円形！ フライバ

遺物：なし

⑥
 

(
）
 
る

第620号ピット（第 103図）

②38 ③AA  ④ Il C ⑤不明 ⑥ 

l暗褐色土 Ill暗黒褐色土 1V暗褐色七 (Ilより賠い） V黒褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，

遺物：フレーク 1

第621号ピット（第 103図）

②37 ③
 

層位： l黒褐色士 I Ill 

る。

⑤不明 ⑥ 

(Illより明るい）

：円形，摺鉢状を呈するc
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遺物：晩1

第622号ピット（第103図）

①108X98 ②14 ③AA  ④IV b ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒褐色士 Il暗褐色士 Ill褐色士

概要：円形，フライパン状を呈し，底面は若干彎曲する。

遺物：早2' 晩5' 続縄2' フレーク 1

士器（第154図） 622-1東釧路Ill式士器

第623号ピット（第103図）

①108Xl06 ②12 ③AA  ④IV b ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗褐色土 Il陪褐色士 (1より暗い）

概要：不整円形，フライバン状を呈し，東側底面が若干窪む。

遺物：なし

第624号ピット（第103図）

①78X67 ②27 ③AA  ④ Il C ⑤恵山 ⑥ 

層位： I黒色土 Il賠黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面が若干彎曲する。

遺物：晩 1, 続（恵山11 C23)不8, フレーク 1

土器（第154図） 624-1~4恵山式土器

第625号ピット（第103図）

①62X53 ②27 ⑧AD ④ Il C 

層位： l暗黒褐色土 Il賠褐色土

⑤不明 ⑥ 1 （上層）

概要：円形，摺鉢状を呈する。北側上層から石 1個が出土した。

遺物：石皿破片 1

第626号ピット（第103図）

①73 ②35 ③AA  ④ Il C ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色土 Il暗褐色土 III暗黒褐色土 I¥「陪褐色土 (Ilょり明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面が若干彎曲する。東側で第629号ピットと重複し， 本ピットが

新しい。

遣物：晩4

土器（第154図） 626~628-1,2タンネトウ L式士器
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第627号ピット（第103図）

①66 ②22 RAA ④Il b ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗褐色土 Il暗黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，東側で第628号ピット，西側で第629号ビットと重複し，両者より新

しし‘o

遺物：第629号ピット参照

第628号ピット（第103図）

①75 ②12 ③AA  ④l b ⑤不明 ⑥ 

層位： l賠褐色土 l褐色土

概要：不整円形，フライパソ状を呈し，西側で第627号ピットと

：第626号ピット参照

し，本ピット

第629号ピット（第103図）

①86 

層位：

概要：円形，フライパン状を呈する。東側で第627号ピット，西側で第626号ピットと重複し，そ

の全容は明らかでない。両者より古い。

遺物：なし

②8 R
 

④
 

⑤不明 ⑥ 

第630号ピット（第90図）

①74 ②15 

層位： l賠褐色土

概要：不整円形，ボウル状を呈する。東側で第536号ビットと接する。

遺物：なし

RAD ④B b ⑤不明 ⑥ 

第631号ピット（第104図，図版四十）

①108Xl00 ②35 @AA ④Ne ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 l暗黒褐色土 (1より明るい） IIl暗黒褐色土 (Iょり明るい） N賠黒褐

色土 (Iより暗い）

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は乎坦である。

遺物：なし
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第632号ピット（第90図）

①83 ②16 @AA ④Ill b ⑤不明 ⑥ 

1暗褐色土 I褐色上

概要：円形，摺鉢状を呈し，東側で第523号ピットと菫複する。本ピットが古く構築されている。

遺物；なし

第633号ピット（第104図

①93X90 ②40 ③AA  ④ln c ⑤後北C2 ⑥25（底面）

: I褐色上 ！陥黒褐色上 冊黒色上

概要：円形，摺鉢状を星し，東壁が袋状に掘り込まれている。底面は平坦であろ。底面全体に25

個の石があっ

：早3,晩8,続 (A2, B 1, C2 l)フレーク 3

上器（第154図） 633-2後北B式上器 633-1後北C2式土謡

第634号ピット（第104図図版四十）

①125Xl23 ②83 ③AA  ④IV d ⑤不明 ⑥7 （底面）

位： l黒色上 『賠黒褐色上 圃暗黒色上 IV黒褐色上 V陪黒褐色上 (lょり暗い） VI 

褐色上 (Iょり明るい） ＼11褐色士 Vlll黒褐色士 (IVより陪い） IX暗褐色土 X褐色上（火山灰）

慨要：円形，摺鉢状を呈し，底面は乎坦である。底面より 7個の石が出上していろ。

遺物：なし

第635号ピット（第104図図版四十）

①111 X 108 ②18 

: I暗黒褐色土

③AA  ④Nb ⑤後北A ⑥ 

概要：不整円形，フライパン状を呈し，北側に

：晩1，続（A2)不10

土器（第154図） 635-1,2後北A

第636号ピット（第105図）

り出し

①125Xll0 ②11 

: I暗黒褐色土

③AA  ④IV a ⑤後北B ⑥ 

概要：不整円形，皿状を呈する。

遺物：続 (B2)不3 フレーク 1

（第154図） 636-1後北B
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第637号ピット（第105図）

①97X85 

層位： l 

②24 ③AA ④ID b 

Il黒色士 ID 

⑤不明 ⑥ 

(Iより明るい） N 

概要：円形，摺鉢状を呈し，壁の立ち上りは緩やかである。

遺物：続 (A1 C24) 不 1

士器（第 154図） 637-1後北A式土器 637-2後北ら式士器

第638号ピット（第 105図）

①85X75 

層位： l 

概要：円形，

遺物：早1,

②32 ③AA  ④ Il C ⑤不明 ⑥ 

l陪黒褐色士 Ill 

し，底面は東側が高くなる。西壁に比べ，

（恵山 1) 不 3

土器（第 154図） 638-1纏文時代晩期士器

第639号ピット（第 105図）

①98 ②11 

ll 

③AA  ④Ill b ⑤晩期 ⑥ 

立ち上る。

層位： l 

概要： 円形， フライバン状を呈する。 受けている。北側で第640号ピ、y 卜と重

複し，本ピットが新しい。

遺物：早5 晩 6 続（恵山 1) フレーク 1

土器（第 154図） 639・ 640-1, 639-2東釧路肌

第640号ピット（第 105図）

①77 ②24 ③AD ④ Il b 

l騎黒褐色土 l 

概要：円形，摺鉢状を呈する。南側で第639号ピ、ゾトと

遣物：第639号ヒ°、y ト

第641号ピット（第 105図）

639-1恵山式士器

⑥ 

し，本ピットが古い。

①122 ②15 ③AA  ④IV b ⑤不明 ⑥ 

l黒褐色士 I （粘士粒を含む） 皿

：不整円形， フライバ る。北西壁に一部攪乱を受けているc

：晩 1 続 (B1) 不 1

（第 154図） 641-1タソネトウ L式士器
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第642号ピット（第105図）

①80X49 ②12 ⑧BD  ④ ll b ⑤晩期 ⑥ 

: I攪乱 Il黒色土

概要：楕円形，皿状を呈する。墓城か否かは不明である。

遺物：早3, 晩5,統縄2,擦石 1

（第154図） 642-1, 2東釧路l11式土器 642-3, 4縄文時代晩期土器

石器（第185図） 642 擦石

第643号ピット（第105図）

①67X63 ②27 @AA ④ ll C ⑤後北D ⑥2（底面）

層位： I賠黒色土 Il陪黒褐色土 l11賠褐色土

概要；円形，摺鉢状を基し，底面は平坦である。底面より石 2個が出土した。南側に小ビット 1

個が見られる。

遺物：続 (C2またはDの底部 1) フレーク 1

第644号ピット（第106図）

①115X85 ②22 ③BA ④IV b ⑤後北C2 ⑥ 

層位： l黒褐色土 I黒褐色土 (1より明るい） Ill暗黒褐色土 N褐色土

概要：不整楕円形，ボウル状を呆し，北東壁上方に攪乱を受けている。

遺物：晩1，続（恵山 1 C29) 不2 削器1

土器（第154図） 644-1恵山式土器 644-2,3後北ら式土器

石器（第181図） 644 削器（横形）

第645号ピット（第132図）

①76 ②21 ③AD  ④ ll b ⑤晩期 ⑥ 

l暗黒褐色土 l黒褐色土

概要：円形，ポウル状を呈し，南側で第646号ビットと

遺物：晩1 石皿 1

石器（第184図） 645 石皿

第糾6号ピット（第132図）

し，木ピットが新しい。

①201X53 ②116 ③
 

④ ⑤TB ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 （第645号ピットの 1より明るい） l褐色土 (Illょり明るい） 1H褐色土

W暗褐色土 V褐色土 (1Hょりやや陪<, Iとほぼ同じ） V1賠褐色土 vn褐色土（やや暗い） V111 
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陪褐色土

概要：長惰円形を呈する

ている。本ピットが古い。

立お上り ある。北側上方は第645号ピットにより切られ

遺物：なし

第647号ピット（第 132図）

①212X58 ②87 ③ ④ ⑤TB ⑥ 

層位： I暗黒褐色:I: Il陪褐色土 Ill褐色土 N 

概要：長楕円形を呈し，壁の四周ほ下方が若干袋状に掘り込んである。

遺物：なし

第648号ピット 133図）

①196X56 ②128 ⑧ ④ ⑤TB ⑥ 

層位： l Il暗褐色土 冊褐色士 W 

概要： る。

遣物：中 1

士器（第 155 648-1縄文時代中期士器

第649号ピット 106図）

①100X97 ②50 RAA ④IV C ⑤不明 ⑥ 

層位： l Il 圃黒色士 IV V褐色士

概要：円形，摺鉢状を基し，底面が若干碍曲する。

遺器：晩1 1 続（恵山 1)

士器（第155図） 649-1続縄文時代士器

第650号ピット（第106図）

①107X102 ②55 RAD ④Nd ⑤不明 ⑥ 

層位： ［賠黒褐色士 I黒色土 Ill賠褐色土 W暗黒褐色士 V 

色士

概要： 摺鉢状を呈し，底面が彎曲する。

1, 晩1 不1 石器1

（第155図） 650-1羅文時代早期士器

石器 181図） 650 半両面体石器ないし

(IDより明るい） ＼1褐
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第651号ピット（第 106図）

①81X76 ②31 

層位： l黒色土 l 

③AA  ④Ill C ⑤不明 ⑥ 2 （底面）

概要：円形，摺鉢状を呈し，西側底面に石 2個を有する。

遺物：なし

第652号ピット（第 106

①63 ②12 RAA ④I b ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗褐色土 ll暗黒褐色土 Ill黒色土 v1黒褐色土 V褐色土

概要：円形，フライパン状を呈し，北側で第717

遺物：なし

ットと重複する。新1且関係は不明である。

第653号ピット（第 106図）

①84X75 

層位： l 

②17 

Il 

③AA  ④ ll b ⑤不明 ⑥ 

Ill褐色土

概要：不整円形，フライパン状を呈し，

遺物：なし

第654号ピット 107図 図版四十一）

ピット状の浅い掘り

①111 X 106 ②46 ③AA  ④IV C ⑤晩期 ⑥ 

層位： l黒色土 Il黒褐色土 III暗褐色上 N黒褐色土 (llょり陪い） V 

土 (Vより暗い） VU暗褐色土 (v1より明るい）

る。

Vl陪褐色

概要：円形，摺鉢状を呈し，南壁は彎曲した立ち上りを示す。北側で第655号ピットと璽複し，

本ビット

遺物：早5' 晩4

土器（第 155 654-1纏文時代晩期土器

第655号ピット（第 107図図版四十一）

①73X64 

層位： I 

②13 RAD ④ ll b ⑤不明 ⑥ 

概要：円形，ボウル状を呈する。南側で第654号ビットを重複し，本ピットが新しい。

遺物：なし
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第656号ピット（第 107図，図版四十一）

①78 ②17 @AA ④ Il b ⑤晩期 ⑥ 

層位： l賠黒色土 I黒色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。西側で第 665号ピットと重複する。本ピットが古い。

遺物：晩5，続蠅1

土器（第 155図） 656 ・ 665 ・ 666-2縄文時代晩期土器 656 • 665 • 661-1後北A式土器

第657号ピット（第 107図）

①69X65 ②20 

層位： l黒色土

③AD  ④ Il b ⑤不明 ⑥ 

概要：円形，ボウル状を呈する。

遺物：なし

第658号ピット（第 107図図版四十一）

①83X73 ②14 ③AA  ④ Il b ⑤不明 ⑥ 1 （南壁）

層位： ］黒色土 I暗黒褐色土

概要：不整円形，ボウル状を呈する。南壁から石 1個が発見された。

遺物：なし

第659号ピット（第 107図）

①63X61 ②37 ③AC  ④n C ⑤不明 ⑥ 

層位： ］焼土 I黒色土 1Il暗黒褐色土 W暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。ピットの外に 60X45cmの焼土があった。

遺物：なし

第 660号ピット（第 108図図版四十二）

①104X91 ②33 ③AA  ④III C ⑤不明 ⑥ 2 （中層・下層）

層位： l黒色土（焼土を含む） Il暗黒色土 Il黒褐色土 W暗褐色土

概要：不整円形， 摺鉢状を呈する。中層と下層から石が各 1個ずつ発見された。北側に 25X20

cmの焼土が見られた。

遺物：晩 2, 続（A2, C14,ら1, D 1) 削器1, 石皿1

土器（第 155図） 660-1タンネトウ L式土器 660-2, 3後北A式土器 660-4後北Cl式土器

石器（第 181図） 660 縦形削器 （第 184図） 660 石皿
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第661号ピット（第108図図版四十二）

①77X75 ②18 ③AC  ④ lb ⑤不明 ⑥ 

: I黒色土 I暗黒褐色土 DI褐色土 N暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面ぱ乎坦である。

遺物：早1,晩 1,続 (A1 ら2) 不 6 剣片 2 フレーク 3

第662号ピット（第 108図図版四十二）

①78X63 

層位： l 

②17 RBA ④ Il b ⑤北大 ⑥ 

！暗褐色土

概要：楕円形，摺鉢状を呈し，底面は乎坦である。南側は第661号ビットと近接す

遣物：続（北大1) 石鏃 1

土器（第 155図） 662-1北大式土器

石器（第181図） 662 柳葉形石鏃

第663号ピット（第108図）

①83X81 ②41 ③AA  ④圃 C ⑤晩期 ⑥ 

: I黒色土 l暗黒褐色土 ll黒褐色土 N暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。西壁は垂直に立ち上る。

遺物：中 1, 晩3,続羅1

土器（第 155図） 663-2縄文時代晩期土器 663-1続纏文時代土器

第664号ピット（第 133図）

①208X46 

層位： l 

②96 

Il 

③ ④ ⑤TB ⑥ 

Ill褐色土 N暗褐色士 V黒色土（やや褐色が入る）

概要：平面形は溝状を示す。壁の立ちkり

：不（底部） 1 フレーク 3

第665号ピット（第107図図版四十一）

①81 ②32 ③AD  ④III C ⑤不明 ⑥ 

l黒褐色土 I暗褐色土 Ill陪黒褐色土

：円形，摺鉢状を呈し，底面が若干彎曲ナる。東側で第656号ピット，西側で第666号ピッ

トと重複し，第656号ビットより新しく，第666号ピットとの関係は不明である。

遺物：第656号ピ、y } 
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第666号ピット（第 107図図版四十一）

Q)80 ② ⑧
 

④
 

⑤ ⑥
 

概要：円形を星し，断面形は不明である。東側で第 665号ヒ°ットと重複するが，新旧は不明であ

る。

遺物：第 656号ピット参照

第667号ピット（第 108図図版四十二）

①120Xl19 ②61 @AB ④IV d ⑤後北ら ⑥ 

層位： I暗黒褐色土（焼土を含む） I焼土 Ill暗黒褐色土 IV黒褐色土 V黒色土 VI暗黒褐

色土 (DIょり明るい） ＂黒褐色土 (IVより明るい） Vlll褐色粘質士 k賠褐色土 X褐色火山灰質

土 XI暗黒褐色士 (VIより明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は乎坦である。西壁上方に張り出し

の焼土が見られた。

遺物：続纏1 （底部），続 (C21)不6

第668号ピット（第 108図）

る。中央に70X6Qcm

①83X82 

層位： l 

②13 @AA ④DI b ⑤不明 ⑥ 

I暗黒褐色土 圃暗褐色土

概要：円形， フライパン状を呈する。

：なし

第669号ピット（第 108図，図版四十二）

①83X75 ②4 @AA ④i a ⑤不明 ⑥ 

: I暗黒色土 I陪黒褐色土

概要：円形，皿状を呈する。南側に深さ 22cmの小ビット る。

遺物：中 1，晩1,不4 フレーク 1

土器（第155図） 699-1伊逹山式土器 669-2蠅文時代晩期土器

第670号ピット（第 109図）

①71X67 

層位： l 

②10 RAA ④n a ⑤不明 ⑥ 

I賠黒褐色土

概要：円形，フライバン状を呈する。

遺物：なし
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第671号ピット（第 109図）

①86X78 ②12 ③AA  ④ill b ⑤不明 ⑥ 

層位： I黒色上 Il黒褐色士 皿暗褐色士

概要：円形， フライパン状を呈する。

遺物：なし

第672号ピット（第 109図）

①78X74 ②46 ③AA  ④Il C ⑤不明 ⑥ 

層位： I黒色士 Il暗黒色士 圃暗黒褐色士 N暗黒褐色士 (mょり明るい） V暗黒褐色士(N
より明るい） VI賠褐色士

概要：円形，摺鉢状をし，底面は平坦である。

遺物：続縄 1' 続（北大 1) フレーク 3

士器（第 155図） 672-1続縄文時代士器 672-2北大式士器

第673号ピット（第 109図）

①83X77 ②37 ⑧BC ④皿 c ⑤後北C2 R 

層位： l暗黒褐色士 Il暗褐色士 皿黒褐色士 N黒色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面が若干彎曲する。

遺物：続 (Bl, ら29)

士器（第 163図） 673 口径 25cm, 高さ現存 17.5cm 後北C2式士器

第674号ピット（第 109図，図版四十三）

①77x72 ②22 RAA ④Il b ⑤後北D ⑥ 6 （中層）

層位： l賠黒褐色士 Il黒色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，中層より石 6個が出士している。

遺物：早 1' 晩 1' 続（恵山 1,cl 1, ら 1, D 4) すり石 1

士器（第 155図） 674-2恵山式上器 674-1後北じ式士器 674-3後北ら式士器

第675号ピット（第 109図）

①77 ②23 ③ 

層位： l黒色士 Il暗黒色士

④ ⑤不明 ⑥ 

概要：円形，摺鉢状を星するであろう。北側は攪乱により半壊しているため全容は明らかでな

し‘

゜
遺物：続（恵山 4, ら 2) 石斧未成品 1 フレーク 1
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土器（第 155 675-1恵山式土器

石器（第 181図） 675 石斧の未成品

第676号ピット（第 109図）

①96X85 ②17 ③AA  ④圃 b ⑤後北Cl ⑥ 

層位： l黒褐色土 I賠黒褐色土 圃黒色土

概要：不整円形，フライパソ状を呈し，西壁は皿状の立ち上りを示す。

遺物：続 (C11)

第677号ピット（第 109図）

(0104X78 ②15 @BA ④IV b ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色土 l陪黒褐色土 圃

概要：楕円形，フライパン状を呈し，底面は乎坦である。

遺物：なし

第678号ピット（第 109図図版四十三）

①74X74 ②24 ③AA  ④lb ⑤後北A ⑥ 

: I黒褐色土 ！暗黒褐色土 圃暗褐色土 1V暗黒褐色土 (Iょり暗い）

概要：不整円形，摺鉢状を呈する。

遺物：続 (A1) 

第679号ピット（第 110図）

①56X51 ②13 

層位： l焼土 l 

RAA ④ I b @不明 R 

圃褐色土

概要：円形，摺鉢状を星し，底面が若干彎曲する。

遺物：なし

第680号ピット（第 110図）

①91X88 ②52 ⑧AC  ④ID d ⑤後北C2 ⑥ 

層位：・ 1黒色土 ！暗黒褐色土 皿暗黒褐色士（焼土を含む） N暗黒褐色土（！より明るい）

V褐色土 VI褐色土 (Vより明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈する。ヒ°、y 卜の外南に小ビットを有する。

遺物：晩8, 続（恵山 3, A 6, C2 6 C2またはD4) 不15 不（底部） 1 石鏃 1，掻器1

土器（第 155図） 680-1~3恵山式土器 680-4後北A式土器

石器（第182図） 680-1無茎石鏃 680-2縦形掻器

151 



第681号ピット（第 110図）

①91X62 ②44 ③AA  ④ID C ⑤不明 ⑥ 1 （下層）

層位： l黒色土 I暗黒色土 lD暗褐色土 N黒色土 (Iより明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈する。下層より石1個が出土した。

遺物：なし

第682号ピット（第 110図）

①100X93 

層位： I 

②55 @AB ④皿 d ⑤不明 ⑥ 4 (1上層， 3

I焼土 Ill黒色土 N暗黒褐色土 V暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。上層に 1個，底面に 3個の石が見られた。東側

683号ビットと重複し，本ピットが新しい。

遺物：早1, 晩1,続（恵山 2) 不3 削器1, フレーク11

土器（第 155図） 682-1 2恵山式士器

石器（第 182図） 682 矩形剥片を素材にした削器

第683号ピット（第 110図）

①93X85 

層位： l 

②37 ③AD  ④fl C ⑤早期 ⑥ 

l暗黒褐色土 圃暗褐色土

概要：円形， 摺鉢状を呈し， 底面が彎曲する。西側で第682号ピットと

し‘

遺゚物：早3, フV-ク1

土器（第 155図） 683-1纏文時代早期土器

第684号ピット（第llO図）

①103 ②41 ③AA  ④Ne ⑤不明 ⑥ 

し， 本ピットが古

層位： l暗黒褐色土（地山プロック混入） Il黒色土 lll暗黒褐色土 N黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。東側で第685号ピットと重複し，本ピットが古い。

遺物：なし

第685号ピット（第110図）

① ②31 @AA ④ Il C ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

層位： l暗黒褐色土 Il 

概要：不整円形，摺鉢状を呈する。東側底面より石 1個が出土した。西側で第684号ピットと重

複し，本ビットが新しい。
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遺物：なし

第686号ピット（第 110図）

①62X60 

層位： l 

②12 @AD ④ I b ⑤恵山 ⑥ 

概要：不整円形，ボウル状を呈する。

遺物：続縄 1, 続（恵山 1)

土器（第 155図） 686-1続縄文時代土器

第687号ピット（第 111図図版四十三）

①83X70 

層位： I 

②21 ⑧BA  ④ib ⑤不明 ⑥3 （底面）

l暗黒褐色土 皿暗褐色土

概要：楕円形，摺鉢状を星する。底面に 3

遺物：続縄 1, 続（恵山2,C21) 

土器（第 155図） 687-1続縄文時代土器

第688号ピット（第111図）

られた。

①68X60 ②42 ⑧AB  ④ lC ⑤不明 ⑥ 

層位： I黒色土 I暗黒褐色土 皿暗黒褐色土 (lょり明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面ぱ平坦である。壁上方はゆるやかに立ちJ::る。

遺物：なし

第689号ピット（第 111図）

①64X58 ②37 

層位： I黒色土 l 

③AB  ④ I C ⑤不明 ⑥ 

i暗褐色土 (Iょり賠い） IV褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，北側壁がやや緩やかに立ち上る。

遺物：早1，晩 1,続（恵山 1) フレーク 1

土器（第155図） 689-2東釧路III式土器 689-1恵山式土器

第690号ピット（第 111図）

①48X43 ②18 ⑧AA  ④ I b ⑤不明 ⑥ 

: I賠黒色土 l 

概要：円形，摺鉢状を呈す

遺物：なし

-153-



第691号ピット（第 111図）

①95X74 ②23 ③AD  ④m b ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色士 Il暗黒褐色土 m暗褐色土

概要：不整円形，ボウル状を呈する。

遺物：なし

第692号ピット（第 111図）

①82X78 ②17 ③AC  ④Ill b ⑤不明 ⑥ 

層位： I黒色士 Il暗黒褐色士 Ill暗褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈する。

遺物：晩2, 続（A2)，不 2

第693号ピット（第 111図）

①70X65 ②31 ③AA  ④ Il C ⑤後北D ⑥ 

層位： l黒色土 Il黒褐色土 Ill黒褐色土 (Ilょり暗い） IV暗黒褐色土 V暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面はほぼ平坦である。

遺物：早3' 晩6, 続 (C22, D一括），不（小形） 1' 削器1

士器（第 155図） 693-1東釧路Ill式士器 693-2縄文時代晩期士器 693-3,4後北D式土器

石器（第 182図） 693 矩形剥片を素材にした削器

第694号ピット（第 111図）

①111 X95 ②16 ⑧AA  ④IV b ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色土 Il暗黒褐色士

概要：円形， フライパン状を呈する。

遺物：なし

第695号ピット（第 111図）

①67X56 ②15 ③BD  ④Il b ⑤後北A ⑥ 

層位： l黒色士 Il暗黒褐色士

概要：不整楕円形，ボウル状を呈する。

遺物：続 (A1) 

第696号ピット（第 132図）

①256X48 ②99 ③
 

④
 

⑤TB ⑥ 
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層位： l暗黒色土 Il暗黒褐色土 lll暗褐色土 IV黒褐色土 V褐色土 VI黒色土

概要：溝状を呈する。

遺物：なし

立ち上り

第697号ピット（第 112図，図版四十三）

①78X73 ②61 ②AC  ④I d ⑤不明 ⑥ 

: I暗黒色土 l黒色土 Ill黒褐色土 IV暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は乎坦である。壁はほぼ垂直である。

：続縄6, 不 l

第698号ピット 112図，図版四十四）

①106Xl04 ②69 ⑧AC  ④IV d ⑤後北D ⑥ 

: I黒色土 I黒色土 (Iより暗い） Ill焼土 1V暗黒褐色土 V暗褐色土 VI黒褐色土

V11黒褐色土 (Wより暗い）

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。壁は直立する

遺物：晩7,続（恵山 1, A 2, B 1, c1 2, C2またはD4)，不9

土器（第 155図） 698-3恵山式土器 698-1後北B式士器 698-2,5後北cl式土器

第699号ピット（第 112図）

①83X73 ②30 ③AA  ④I C ⑤後北C2 ⑥ 

層位： l黒色土 ll暗黒褐色士 1黒褐色土 N暗黒褐色土 V暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。東壁に比べ西壁はやや緩やかに立ち上る。

遺物：続糎1, 続（C2の底部 1, D 1)，不 1

士器（第 155図） 699-1続縄文時代土器

第700号ピット（第133図）

①228X72 ②124 ③ ④ ⑤TB ⑥ 

層位： l黒色土 l黒褐色土 1暗褐色土 1V暗褐色土 (Illより賠い） V褐色土 VI黒褐色士

（軟） VII暗褐色土（軟）

概要：平面形は溝状を呈し，壁は垂直に近い立ちKり

：なし

第701号ピット 134図，図版二十二）

①207X55 ②98 ⑧ ④ ⑤TB ⑥ 

: I黒色土 l黒褐色土 1暗褐色土 1V褐色土 V黒褐色土 VI褐色土
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概要；乎面形は溝状を呈する。壁の立ち上りは垂直に近く，東西両壁は袋状に掘り込まれてい

る。

：なし

第702号ピット（第 112図）

①77 ②50 ③AA  ④lc ⑤晩期 ⑥ 

1賠黒色土 I黒色土（焼土混入） Ill黒褐色土 IV ＞
 ：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。南側で第703号ビットと し，本ビットが新

しい。

遺物：早4, 晩9, ナイフ 1, フレータ 2

士器（第 156図） 702• 703-1, 2縄文時代早期士器 702 • 703-3東釧路1B

文時代晩期士器

（第 182図） 702 両面加工の柄のあるナイフ

第703号ピット（第112図）

器 702• 703-4籠

①71 ②14 ⑧BA  ④ Il b ⑤不明 ⑥ 

l賠黒褐色土 I黒褐色土

概要：楕円形，フライパン状を晏する。北側で第702号ピットと

遺物：第702号ピット参照。

し，本ビットが古い。

第704号ピット（第 112図）

①103X 87 ②38 ⑧AD  

層位： I暗褐色土（攪乱） I 

VI黒褐色土 Vil黒色土（木炭混入）

概要：円形，摺鉢状を星し，底面は彎曲する。

遺物：早1,続（恵山 12)

④Ill C ⑤恵山 ⑥ 

Ill賠黒褐色土 IV黒色土 (lょり明るい） V暗褐色土

土器（第 156図） 704-1~4恵山式土器

第705号ピット（第 113図，図版四十四）

①93X84 ②43 ③AD  ④Ill C ⑤後北A ⑥ 

: I賠褐色土 I陪黒褐色土 Ill黒色土 IV黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。

遺物：続 (A1)，石鏃 1

土器（第 156図） 705-1後北A式土器

（第182図） 705 有茎石鏃
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第706号ピット 113図，図版二十三）

①92 ②41 ③AA  ④Ill C ⑤不明 ⑥ 

1暗黒褐色土 l黒色士 Ill暗褐色土 1V暗褐色土（地山プロ、yク混入）

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。東壁下方で一部袋状に掘り込まれている。東側

707 号•第 708 号ヒ°、ットと し，両者よりも新らしい。

遺物：続（恵山 2, A 1)，不3

士器（第156図） 706-1恵山式士器

第707号ピット（第 113図，図版二十三）

①87 ②28 ⑧AA  ④皿 c ⑤不明 ⑥ 

1暗黒褐色土 I暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。北側で第708号ビット，西側で第706号ピットと重複しているた

め，全容は不明である。新旧関係は，第706号ビットより古く，第708号ピットより新しい。

遺物：なし

第708号ピット（第 113図，図版二十三）

①90 ②56 ③AA  ④Bl d ⑤不明 ⑥ 

1賠褐色土（地山プロ｀yク混入） I暗褐色土（地山粒子混入）

概要：円形，摺鉢状を呈する。第707号，第706号ビットと重複し，両者よりも古い。

：なし

第709号ピット（第 113図）

①118X90 ②41 @AA ④Ne ⑤恵山 ⑥ 

: I暗黒色士 I焼土 lll N黒褐色土 V暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し， 40X35cmの焼土が見られる。

遺物：早1,続（恵山 3,Cバ），不6

土器（第 156図） 709-3縄文時代早期土器 709-1, 2恵山式士器

第710号ピット（第 113図，図版四十四）

①76 ②29 RAA ④Il C ⑤不明 ⑥ 1 （下層）

l暗黒色土 I黒色土 Ill暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を星する。北側下層から石1個が出士した。南側で第711号ビットと重複

し，本ピットが古い。

遺物：なし
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第711号ピット（第 113図）

①99 ②38 ③AC  ④圃 c ⑤不明 ⑥ 

l暗黒褐色土 l黒色土 圃暗黒褐色土 (1より明るい） IV暗黒褐色土 (Iょり賠い）

V暗黒褐色土（地山粒子混入）

概要：円形，摺鉢状を星し，底面は平坦である。北側で第710号ビットと重複し，本ピットが新

しい。

遺物：なし

第712号ピット（第 114図，図版四十四）

①103X97 ②50 

層位： l賠黒色土（硬）

③AA ④ib 

I暗黒色土（軟）

⑤不明 ⑥ 

ll1黒色土 1V黒褐色土

概要：円形，

遺物：なし

し，底面は平坦である。

第713号ピット（第 113図）

①55X50 

層位： l 

概要：円形，

②21 ⑧AD  ④ I h ⑤不明 ⑥ 

！黒褐色土

し，底面は湾曲する。

遺物；早3'続縄1

土器（第 156図） 713-1~3東釧路Ill式土器

第714号ピット（第134図）

①191 X61 

層位： l 

②118 ⑧ ④ ⑤TB ⑥ 

I黒褐色土 圃暗褐色土 1V褐色土 V黒色土

概要：乎面形は溝状を品する。西壁は袋状に掘り込まれ，他は垂直に近い立ち上りを示す。

遺物：なし

第715号ピット（第 114図）

①83 ②22 ③AA  ④Ill b ⑤不明 ⑥ 

層位： l I褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面はほぼ平坦である。

遺物：なし
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第 716号ピット（第 114図）

①98 ②30 ③BD  ④皿 c ⑤晩期 ⑥ 1 （下層）

層位： l黒色士 l黒褐色土 1ll暗褐色土

概要：不整楕円形，ポウル状を呈する。中央部下層より石 1個が発見されている。北西は攪乱を

受けている。

遺物：晩一括

士器（第156図） 716-1~3クンネトウ L式土器

第 717号ピット（第 106図）

①44 

層位：

概要：円形を星し，断面形は不明である。北側の大半を小ピットが占め，南側では第 652号ピッ

②
 

⑧ ④ ⑤ ⑥
 

トと重複している。新旧関係は不明である。

遺物：なし

第 718号ピット（第114図）

①118X108 ②50 ③AB  ④Ne ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色士 l黒色土 皿黒褐色土 N黒褐色七 (iより暗い） V暗褐色士

概要：円形，摺鉢状を星し，底面が若干彎曲する。壁上方は大きく広がる。

遺物：なし

第719号ピット（第 134図）

①224X71 ②103 ③ ④ ⑤TB ⑥ 

層位： I暗黒褐色土 l黒褐色士 圃褐色土（火山灰質） W暗褐色土

概要：平面形は溝状を呈する。北壁は袋状に掘り込まれ，他は垂直に近い立ち上りを示す。

遺物：なし

第720号ピット（第 134図，図版四十五）

①231 X63 ②123 ③ ④ ⑤TB ⑥ 

: I暗黒褐色士 l黒褐色土 皿褐色士（火山灰質） IV暗褐色士

概要：平面形は溝状を星する。南北両墜は袋状に掘り込まれ，他は垂直に近い立ち上りを？

遺物：なし
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第721号ピット（第 115図）

①llOXllO ②53 @AB ④IV d ⑤不明 ⑥ 

: I黒色士 I暗黒褐色士 冊黒褐色土 W暗褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，壁上方がやや広がる。

遺物：なし

第722号ピット（第114図）

①80 ②17 @AA ④i b ⑤不明 ⑥ 

層位： l賠黒褐色土 I黒褐色土 i暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈するであろう。西側に攪乱を受け，全容は明確ではない。

：続（恵山 1,cl 1), 不 1, 削器1

石器（第 182図） 722 縦形削器

第723号ピット（第115図，図版四十五）

①81 ②18R  

l黒色土 Il褐色土

概要：円形，皿状を呈するであろう。東側に攪乱を受けているため全容は不明である。

④ ⑤ ⑥
 

遺物：早1，晩 1

土器（第156図） 723-1東釧路圃式土器

第724号ピット（第114図）

①78 

層位： l 

②11 

Il 

RAA ④l b ⑤不明 ⑥ 

概要：円形， フライバン

る。

遺物：なし

るであろう。北側は攪乱を受けて半壊しているため全容は不明

第725号ピット（第133図）

①168 ②125 ③ ④ ⑤TA ⑥ 

l黒色土 I黒褐色土 Ill暗黒褐色土 IV黒色土 (Iより明るい） V 

い） VI黒色土 (Vより明るい） VlI暗褐色土 渭暗色土 1X褐色土（火山灰質土）

（火山灰質土）

概要：平面は長楕円形を呈し，断面形は深い摺鉢状を呈する。南東側で第726号ビットと重複

(1より

X賠褐色土

し，本ピットが古い。
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遺物：なし

第726号ピット（第 115図）

①95 ②48 ③AA  ④Ill C ⑤不明 ⑥ 

層位： l白色火山灰 Il黒褐色土 Ill黒色土 W黒色土 (Illょり軟らかい） V暗褐色土 VI暗

黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を晶し，底面は平坦であろう。北側で第725号ピット，南側で第727号ピッ

トと重複し，第725号ピットより新しい。第727号ピットとの関係は不明である。

遺物；なし

第727号ピット（第 115図）

①91 

層位：

②35 ⑧AD ④Ill C ⑤不明 ⑥ 

概要：円形，ボウル状を呈するであろう。北側で第726号ピットと重複するが新旧関係は不明で

ある。

遺物：なし

第728号ピット（第 115図，図版四十五）

①126Xl24 ②38 ③AA  ④Ne ⑤不明 ⑥ 1 （中層）

層位： l暗黒褐色土 Il黒色土 Ill暗黒褐色土 (1より暗い） W暗褐色土 V褐色土

概要：円形，摺鉢状を晶し，底面はほぼ平坦である。西側中層より石 1個が出土した。

遺物：なし

第729号ピット（第 116図）

①60 ②20 

層位： l暗黒褐色土

③AD  ④ I b ⑤不明 ⑥ 

概要：円形，ボウル状を呈する。北側は攪乱により半壊している。

遺物：なし

第730号ピット（第 116図）

①120 ②21 

層位： I黒褐色土

⑧AA ④Nb ⑤後北D ⑥ 

概要：円形，摺鉢状を呈するであろう。南側壁上方は攪乱を受け，北側は第733号ピットと重複

するため全容は明らかでない。本ピットが古い。

遺物：続 (D一括）
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第731号ピット（第116図，図版四十五）

①91 X91 ②38 ⑧AA  ④圃 c ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

層位： l賠黒褐色士 I黒色土 ID暗黒褐色土 (Iより賠い）

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は乎坦である。底面より石 1個が出土した。

遺物：なし

第732号ピット（第117図，図版四十五）

①126Xl10 ②10 ③AA  ④IV a ⑤不明 ⑥ 

: I黒色土 I黒褐色士 ID暗褐色士 N褐色土

概要：円形，フライパン状を呈し，南側に 1個，南壁上に 3僭の小ビットを有する。

遺物：続纏 1

土器（第 156図） 732-1続縄文時代土器

第733号ピット（第 116図）

①150 ②21 @AA ④Vb ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 I黒色土 ID暗黒褐色土 (Iより暗い） IV黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈するであろう。南側で第730号ピット，北側で第 734号ピットと重複し

ているため全容は不明である。第730号ヒ゜ットより古く，第734号ビットより新しい。

遺物：早2,晩5, 続縄1, 不 1, フレーク 1

士器（第156図） 733• 734-1, 2東釧路ID式士器

第734号ピット（第 116図）

①143 ②28 ③AA  ④V C ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色土 I暗褐色土 ID黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。南側で第733号ヒウットと重複し，本ピットが新しい。

遺物：第733号ピット参照。

第735号ピット（第117図）

①178Xl38 ②22 ③BA ④Vb ⑤不明 ⑥ 

層位： I灰黒色土 l白色火山灰 ID暗茶褐色士 1Y暗褐色土

概要：不整楕円形，ポウル状を呈する。

遺物：なし
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第736号ピット（第 117

①120X108 ②40 ③AC  ④IV C ⑤不明 ⑥ 

: I暗黒色土 l賠黒褐色土 皿暗褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面はほぼ平坦である。南側に50X35Cmの焼土が見られた。

遺物：削器1,砥石 1

石器（第 181図） 736 削器（縦形ナイフ） （第183図） 736 砥石

第7勺号ピット（第 118図，図版四十六）

①110X93 ②68 ③AC  ④皿 d ⑤不明 ⑥7（底面）

層位： l暗黒褐色土 l暗黒褐色土（粒子が荒い） Ill黒色土 IV暗黒褐色土 (Iょり暗い） V 

黒色土（ll1より暗い） VI暗褐色土 V]]黒色土 (Vより暗い） VI暗黒褐色土 (IVより暗い）

：円形，摺鉢状を星し，底面南に扁し， 7個の石を有する。

遺物：フレーク 1

第738号ピット（第117図）

①97X84 ②41 ③AB  ④Ill C ⑤後北C2⑥ 3(1上層， 2底面）

: I黒色土 l暗黒褐色士 皿賠黒褐色士 (lょり暗い） IV黒褐色土 V黒色土 VI暗黒

褐色上 (lょり明るい） vn暗黒褐色土 (VIより明るい）
概要：円形，摺鉢状を星し，底面はほぼ平坦である。北側上層から 1個，底面から 2個の石が出

士し

：晩4, 続（恵山 2, A 2, C2の底部1, D 1) 不1,砥石 1

土器（第 156図） 738-1, 2恵山式土器， 738-3後北D式土器

石器（第 183図） 738 

第739号ピット（第118図，図版四十六）

①99X98 

層位：

②53 RAA ④Ill d ⑤不明 ⑥ 2（底面）

概要：円形，摺鉢状を畢し，底面に 2個の石が見られた。

遺物：早3' 晩21, 続縄2,続縄（底部） 2' 続 (B1, C1 1, C2 5) 不19,敲石1

（第156図） 739-3, 4縄文時代晩期土器， 73炉1, 5後北A式土器， 739-2後北Cl式土器，

739-6, 7後北C2式土器

石器（第 186図） 739石皿
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第740号ピット（第118図）

①84X68 ②28 ③BA  ④圃 c ⑤不明 ⑥ 1 （上層）

層位： l暗黒褐色土 I暗黒褐色土 (Iより明るい） 皿賠褐色土

概要：不整楕円形を呈する。底面中央が低くなる。

遺物：なし

第741号ピット（第 118図，図版四十六）

①77X74 ②35 RAA ⑤Ill C ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色土 ll暗黒褐色土 Ill黒褐色土 N褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，西側底面が低くなる。

遺物：続縄1, 削器1

士器（第 156図） 741-1続罷文時代土器

石器（第 182図） 741削器

第742号ピット（第119図）

①82X75 ②34 RAA ④Ill C ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 ll黒色士 Ill暗褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面が若干同曲する。

遺物：なし

第743号ピット（第 118図）

①82 ②18 ⑧AD  ④III b ⑤不明 ⑥ 

層位： I暗黒褐色土 I賠褐色士

概要：円形，皿状を呈するであろう。西側で第 744号ピットと重複し，本ビットが古い。

遺物：早3, 晩8, 続（恵山 1) 石斧破片 1, 削器1,

土器（第 156図） 743-1東釧路III式土器， 743・ 744-2, 4纏文時代晩期士器 743 ・ 744-3恵山

式土器

石器（第 182図） 743-1磨製石斧破片， 743-2削器（小形）

第744号ピット（第 118図）

①98 ②22 ③BA  ④III b ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗黒褐色土 I褐色土 III暗褐色土

概要：楕円形，摺鉢状を呈する。西側で第743号ビットと重複し，本ビットが新しい。

遺物：第743号ヒ°ット参照
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第 745号ピット（第 119図，図版二十三）

①57X53 ②22 ⑧AD  ④ I b ⑤不明 ⑥ 

: I黒色土 I黒褐色士 圃暗褐色土

概要：円形，ポウル状を呈する。

遺物：なし

第746号ピット

①76X68 

層位： l 

119図，図版二十三）

②27 @AD ④ ff C ⑤後北D ⑥ 

I賠黒褐色土 1暗褐色士

概要：円形，ボウル状を呈する。

遺物：続 (D一括）

（第163図） 746底径7cm, 高さ現存約7cm, 片側に穴のあいた瘤を有する後北D式土器

第747号ピット（第119図）

①77 ②21 @AA ④l b ⑤晩期 ⑥ 

l暗褐色土 I暗黒褐色土 III黒色土 IV黒褐色土

：円形，摺鉢状を呈するであろう。北西側に攪乱を受けているため全容は不明である。

遺物：晩9,続（B1, C21) 

土器（第 156図） 747-1纏文時代晩期土器， 747-2後北し式土器

第 748号ピット（第119図）

①132Xl20 ②47 ③AB  ④V C @晩期 ⑥ 

層位： l黒色土 I暗黒褐色土 III暗黒褐色土 (Iょり明るい） IV暗褐色土 V 

概要：円形，摺鉢状を呈し，開口部が広がる。

遺物：晩6, 続（恵山 1) 不 2

土器（第156図） 748-1縄文時代晩期土器， 748-2恵山式土器

第749号ピット（第119図）

①116 ②53 @AB ④IV d ⑤後北C2⑥ 6（北壁）

l黒色土 I黒褐色土 III暗褐色土 W褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈するであろう。 2個の石を有す。西側と東側に攪乱を受けている

ため全容は不明である。

遺物：続<A 4, B 1, cl 2, c2一括） フレーク 2

（第163図） 749口径22cm,高さ現存21cm,後北 C2 （第 156図） 749-2, 4後北
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A式土器749-3後北じ式土器

第750号ピット（第120図）

①114X105 ②33 ③AD  ④IV C ⑤不明 ⑥ 2 （上層・下層）

層位： l黒色土 I暗黒褐色土 冊暗黒褐色土 (Iょり暗い） IV暗褐色土 V褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，壁の立ち上りは緩やかである。

遺物：なし

第751号ピット（第 134図）

①179X53 ②80 R ④ ⑤TB ⑥ 

層位： l黒色土 I黒褐色土 Ill暗褐色土 1V黒色土

概要：平面形は溝状を呈し，壁は四周とも立ち上りは垂直に近い。

遺物：なし

第752号ピット（第120図）

①137X112 ②21 ③CA  ④IV b ⑤早期 ⑥4（上面）

層位： l黒褐色土 Il焼土 Ill黒色土 1V暗褐色土

概要：楕円形，フライバン状を呈し，東壁に小ピット 1個を有する。南側上面に 4個の石があり

東側に30X20cmの焼土が見られた。

遺物：早 2

第753号ピット（第 120図）

①128X108 ②21 ③AA  ④IV b ⑤不明 ⑥16（底面）

層位： l黒色土 Il暗黒色土（炭化物混入） Ill暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，中央部に小ピット 1個を有する。 16個の小型の石が底面から出土し

た。中央部に多量の木炭が見られた。

遺物：なし

第754号ピット（第120図）

①57X56 ②21 ⑧AC  ④ I b ⑤恵山 ⑥ 

層位： l黒色土 Il暗黒褐色土 Ill黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。

遺物：晩2，続（恵山一括）不 1

土器（第163図） 754 高さ現存約21cm, 口縁部と底部を欠く恵山式土器
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第755号ピット（第134図）

①201X67 ②110 R ④ ⑤TB ⑥ 

層位： l黒色土 I黒褐色土 Ill賠褐色土 W褐色土 V暗褐色土（軟）

概要：平面形は溝状を呈する。東西両壁は袋状に掘り込まれ，他は垂直に近い立ち上りを示す。

遺物：なし

第756号ピット（第 120図）

①117 X 114 ②33 ③AA ④Ne ・⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色七 Il焼土 I暗褐色七 VI暗黒褐色士

概要：円形，摺鉢状を星し，焼土がピット全体に広がって見られた。

遺物：早2,晩2,続 (BLC2底部 1)石鏃 1 フレーク 3

士器（第156図） 756-1後北B式土器 756-2後北C2式士器

石器（第182図） 756 無茎石鏃

第7町号ピット（第121図，図版四十六）

①98X96 ②50 @AA ④Ill C ⑤後北D ⑥ 3 （下層）

層位： l灰黒色土 I賠黒褐色士 Ill黒色士 N暗褐色士 V焼土 VI黒褐色士 Vll褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面はほぼ平坦である。南側下層から石3個が出土した。

遺物：続（D-括）

第758号ピット（第 121図）

①78 ② ③ ④ ⑤不明 ⑥ 

層位： l賠黒褐色士 I賠黒褐色士 (Iより明るい） Ill暗褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈するであろう。南側で古い攪乱を掘り込んで構築し，その後，新しい攪

乱により南西郭が破壊されたものと思われる。

遺物：早2, 晩1,続（恵山 1,北大2)不4, フレーク 2

土器（第156図） 758• 759-1縄文時代早期士器 758 • 759-2縄文時代晩期士器 758 ・ 759-3 

恵山式士器 758 • 759-4, 5北大式七器

第759号ピット（第 121図）

①115Xl03 ②32 @AA ④lV C ⑤不明 ⑥ 

: I黒色土 ll暗黒褐色土 Ill暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面はほぼ平坦である。

遺物：早2' 晩4,続（恵山 2, B 2)不2
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（第157図） 759-1東釧路Ill式土器 759-2• 3恵山式土器 759-4 • 5後北B式土器

第760号ピット（第 121図）

①86X84 ②32 @AA  ④圃 C ⑤不明 ⑥ 2 

層位： l灰黒色土（火山灰混入） I黒色土 圃暗黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面はほぼ平坦である。 ら2個の石が出士した。

遺物：早3'続（Bl, D3)不 1,石斧未成品 1, フレーク 3

土器（第 157図） 760-1~ 3東釧路III式土器 760-4後北B式土器 760-5後北D式土器
石器（第182図） 760 石斧未成品の破片

第761号ピット（第 121図）

①102X96 

層位： l 

②25 RAA  ④IV b @不明 ⑥ 1 （底面）

！賠褐色士

概要：円形，摺鉢状を星し，北側底面から石 1個が出土した。

遺物：晩3'続縄 1，続（Al, Bl) フレーク 1

士器（第157図） 761-1続纏文式士器 761-2後北A式士器

第762号ピット（第122図，図版四十七）

①117X107 ②60 @AA  ④IV d @不明 ⑥12（下層）

層位： I暗黒褐色士（焼士混入） ！黒色士 冊暗黒褐色土 IV賠黒褐色士（地山粒子混入）

V褐色士 VI黒色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。東壁上方が若干張り出す。下層から石12個が

出土した。

遺物：なし

第763号ピット（笙122図）

①86X80 ②34 @AC ④圃 C @後北D R 

層位： l黒色士 D暗黒色土 圃暗黒褐色士 IV焼土 V暗褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。焼土が50X35cmにわたって見られた。

遺物：続 (D4)不7, フレーク 1

士器（第 157図） 763-1 • 2後北D式士器

第764号ピット（第122図）

①78X74 ②35 @AC ④l c ⑤不明 ⑥ 1 （底面）

: I暗黒色土 I黒色土
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概要：正円形，摺鉢状を星し，底面は乎坦である。北側底面より石 1個が出土した。

遺物：なし

第765号ピット（第122図）

①72X70 ②43 ③AA  ④ D C ⑤不明 ⑥ 

: I暗黒色土 l暗黒褐色土 Ill黒色土 IV暗褐色土

概要：正円形，摺鉢状を呈し，底面は乎坦である。

遺物：なし

第766号ピット（第 125図，図版二十四）

①127X116 ②72 ③AB  ④IV d ⑤後北D ⑥30（下層一底面）

層位： l暗黒褐色土 l暗黒褐色土 (Iより明るい） Ill黒色土 IV賠褐色土 V暗黒褐色士

（漸移的） VI暗黒褐色士（軟） VII暗褐色土 V8I黒褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈し， 底面は乎坦である。 より底面にわたって全面に 30偕の石が見

られた。

遺物：早1,晩 1,続（恵山3, Bl, D2, 北大 1)不（小型底部 1)削器1 掻器1 フレ

ーク 2

士器（第157図） 766-1縄文時代晩期土器 766-2 ~ 4恵山式士器 766-5後北B式土器 766-
6, 7後北D式土器

石器（第 182図） 766-1削器 766-2掻器

第767号ピット（第122図）

①105Xl05 ②20 ③AD  ④Nb ⑤不明 ⑥ 

: I黒色土 l暗黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈する。西側に小ピヅト状の窪みが見られたc

遺物：早5'続編2，続（C12)不4フレーク 2

土器（第 157図） 767-1 • 2続縄文時代土器

第768号ピット（第123図）

①333X212 ②20 ③CA  ④Vb ⑤不明 ⑥ 1 （下層）

層位： l黒色士 l攪乱 圃暗黒褐色士 W暗褐色士

概要：不整楕円形の大型ピットで，他に類似のプラソを見ることが出来ない。壁の立ち上りは，

あまり明瞭でない。中央下層から石 1個が出土した。北西側に攪乱を受けているc 本ピットの性格

は不明である。

遺物：なし
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第769号ピット（第125図）

①96X90 ② 9 ③AA  ④圃 a ⑤不明 ⑥17（底面）

概要：円形，フライパン状を呈する。底面から多数の礫が出土した。

遺物：早1,続（恵山 1)不 1

土器（第157図） 769-1恵山式土器

第770号ピット（第 124図，図版四十七）

①121Xl15 ②77 ⑧AB  ④Nd ⑤後北A ⑥4 （上層）

層位： l暗黒褐色土 l焼土 皿賠黒褐色土 (Iより明るい） Vl賠黒褐色土（ll1より明るい）

V暗黒褐色土 (Nより明るい） VI黒色土 VIl黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。壁の立ち上りは，西壁が垂直に近く，東壁はや

や緩やかである。焼土は 60X40cmの広がりがある。

遺物：続 (A8, B 1, D 4)不65,不（底部） 1, 削器1,掻器1, フレーク 5

土器（第157図） 770-1, 3, 4後北A式土器 770-2後北B式土器 770-5 ~ 9後北D式土器
石器（第182図） 770-2縦形削器 770-1円形掻器

第771号ピット（第125図）

①113X105 ②73 ⑧AB  ④!Vd ⑤後北D ⑥2 

層位： l黒色土 Il暗黒褐色土 Ill黒色土 (Iより賠い) !V暗黒褐色土 (Ilょり暗い） V 

色土（ll1より暗い） VI賠黒褐色土 (!Vより暗い） VIl黒色土 (Vより暗い） VIII暗黒褐色土 (Il

より明るい） IX賠褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。中層より 2個の石が出土した。

遺物：続 (A2, D 3,北大1)不14, フレーク 1

土器（第157図） 771-1, 2後北D式土器 771-3北大式土器

第772号ピット（第 124図）

①70X65 ②26 ③AA  ④l c ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色土 I暗褐色土 Ill賠黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を星し，底面は平坦である。

遺物：続（後北7)

土器（第157図） 772-1 後北式土器
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第773号ピット（第125図）

①94X86 ②13 RAA ④Ill b ⑥ 5 (L層）

: I黒褐色七 l暗褐色士

概要：円形， フライバ

遺物：なし

し，底面はほぼ平坦である。南側上層から 5個の石が出士した。

第774号ピット（第124図）

①112X98 

層位： l 

②23 ⑧AA  ④Nb ⑤後北D ⑥3 

l暗黒褐色士

概要：円形，擢鉢状を星し，底面はほぼ平坦である。南側から 3個の石が出士した。

遺物：続 (D一括）石皿破片 2, フレーク 1

（第 157図） 774-1, 2後北D式土器

第 775号ピット（第124図）

①110X96 ②15 @AA ④IV b ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色士 I暗黒褐色士

：不整円形，フライパソ状を呈し，底面が若干彎曲するc

遺物：早2，晩1'続縄1'続（D1)不 1'砥石 1' フレーク 7

土器（第 157図） 775-1縄文時代晩期士器 775-2続縄文時代士器

石器（第182図） 775 砥石

第776号ピット（第 124図）

①85 

層位：

②26 ⑧AA  ④i c ⑤不明 ⑥ 

l暗黒褐色士（地山粒子混入） i賠黒褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面北側がやや低くなる。西壁上方に攪乱を受けている。

遺物：早2,続縄 1 続（恵山底部 1)不14, フレーク 2

士器（第158図） 776-1, 2東釧路l11式士器 776-3続縄文時代士器

第 777号ピット（第126図）

①90X88 ②46 ⑧AA  ④Ill C ⑤不明 ⑥5 （北壁上）

: I黒色土 l褐色土 1D暗褐色土 N暗黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面はほぼ平坦である。北側壁上から 5個の石が出士し

遺物：晩 1'続縄1，続（恵山2, Al, Bl, D2, 北大1)不（底部） 1，掻器1

士器（第158図） 777-2恵山式士器 777-3後北A式士器 777-1, 4後北D式士器
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石器（第 182図） 777 円形小形掻器

第778号ピット（第 126図）

①100X95 ②19 ③AD  ④III b ⑤晩期 ⑥ 

層位： I暗黒褐色土 I暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。

遺物：晩2

第779号ピット（第 126図，図版二十四，四十七）

①70X64 ②57 ③AC  ④ ll d ⑤不明 ⑥11（中層一底面）

層位： l黒色土 ll暗黒褐色土 III暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し， 底面はほぼ乎坦である。中層より底面にかけて 11個の石が出土し

た。

遺物：早2 続縄（底部） 1' 続 (C2l, D 1, 北大1)不（底部） 1' 削器2, 石冠1

土器（第 158図） 779-1後北C2式土器 779-3北大式土器

石器（第 182図） 779 矩形剣片に簡単な加工をした削器（第182図） 779 削器（横形） （第 183

図） 779 北海道式石冠

第780号ピット（第 126図）

①62 ②13 ③ 

層位： l黒褐色土 Il暗褐色土

概要：不整楕円形を呈し，北側に張り出しを有する。南側で第788号ピットと重複する。

遺物：なし

④
 

⑤ ⑥
 

第 781号ピット（第 127図）

①80 ②10 ③AA  ④圃 a ⑤後北C2 ⑥ 2 （北壁）

層位： l黒色土 Il暗黒褐色土

概要：円形， フライパン状を呈し，北壁で石 2個を配する。

遺物：早2, 続（C2一括）不 3 フレーク 4

土器（第 163図）高さ 4.9cm 口径 12.6 cm 底径推定 8.7cm 底面にも器面と同様な文様を

施文する。後北C2式土器

第782号ピット（第 127図）

①101 ②22 ③AA  ④IV b ⑤不明 ⑥4 （下層一底面）

層位： l黒色土 Il暗黒褐色土 圃暗褐色土
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概要：円形，摺鉢状を呈し，底面はほば乎坦である。南側に 3個，北側に 1個の石が下層から底

面にかけて出土した。西側で第783号ピットと軍複し，本ビットが新しい。

遺物：なし

第783号ピット（第 127図）

①114 ②22 @AA ④Nb ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒褐色士 I暗褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。東側で第 782号ピットと重複し，本ピットが古

い。

遺物：なし

第784号ピット（第 127図）

①130X107 ②25 ③AC  ④Nb ⑤恵山 ⑥ 

層位： l黒色士 ll黒褐色土

概要：不整円形，摺鉢状を呈し，底面はほぽ平坦である。

遺物：続（恵山4)石鏃 1

土器（第 158図） 784-1, 2恵山式士器

石器（第 182図） 784 無茎石鏃

第785号ピット（第 127図）

①73 ②14 ⑧AA  ④ll b ⑤不明 ⑥ 

1黒褐色土 I暗褐色士

概要：円形，フライパン状を星し，東側で第786号ピットと重複し，本ピットが古い。

遺物：なし

第786号ピット（第 127図）

①85 ②11 ⑧BA  ④I b ⑤不明 ⑥6 （上層）

層位： l暗黒褐色土 ll褐色土

概要：不整楕円形，フライパン状を呈する。

遺物：なし

第787号ピット（第126図）

ら6個の石が発見された。

①93 ②10 ⑧AA  ④ 111 a ⑤不明 ⑥2 （底面）

層位： l黒褐色土 I暗褐色土

概要：不整円形，フライパン状を呈するであろう。北側で第788号ピットと大きく重複し，その
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全容は明らかでない。底面より石2個が出土した。新旧関係は不明である。

遺物：不4, フレーク 2

第788号ピット（第 126図）

① ②15 

層位： l陪黒褐色土

③AA  ④ Il b ⑤不明 ⑥12（底面）

概要：円形，フライパン状を呈するであろう。北側で第780号ピット，南側で第787号ピットと

菫複し，全容は明らかではない。底面全体に 12個の石を有する。第780号ピットより古く，第787

号ピットとの関係は不明であるe

遺物：なし

第789号ピット（第 128図，図版四十七）

①97 ②68 @AB ④Ill d ⑤不明 ⑥ 

Il賠黒褐色土 l11黒色土 (Iより明るい） N暗褐色土 V暗褐色土 (Nより

明るい） VI暗褐色土 (Vより明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面はほぼ平坦である。西壁上方に攪乱を受けている。

遺物：なし

第790号ピット（第 128図図版四十八）

①128Xll0 ②16 ③BA ④IV b ⑤不明 ⑥ 1 （下層）

層位： l暗黒褐色士 ！黒褐色土

概要：円形，フライパン状を呈し，南側下層から石 1個が出土した。

遺物：晩1, 続（しまたはD1) 

土器（第158図） 790-1縄文時代晩期士器

第791号ピット（第 127図，図版四十八）

①85X74 ②41 ③AA  ④皿 c ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色士 n暗黒褐色土 皿褐色士 N暗褐色士 V黒色士 (lょり明るい） VI褐色士
概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。

遺物：早2，続縄2，不1

第792号ピット（第 126図）

①78 ②22 ③AA  ④ ff b ⑤不明 ⑥ 

層位： l黒色土 ！暗褐色土 皿暗褐色土（地山ブロック混入） IV褐色土 V暗黒褐色士

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。南西部に攪乱を受けている。
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遺物：早1,続＼A2, B 1)不4

土器（第 158図） 792-1, 2後北A式土器

第793号ピット（第128図，図版四十八）

①112Xlll ②63 ③AA  ④Nd ⑤不明 ⑥ 

層位： l焼土 ！黒色土 DI暗黒色土 W攪乱 V暗褐色土 VI黒褐色上 ＂暗褐色土 (Vより

暗い） VDI黒色土 (lょり暗い） IX黒褐色土 (VIょり明るい）

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面はほぼ平坦である。

遺物：晩2,続縄1'続（恵山 2, A 2, B 2, cl 1, o 1,北大1)不2 くぼみ石 1

土器（第158図） 793-2,5縄文時代晩期土器 793-1後北A式土器 793-4後北し式土器 793-

3後北D式土器

第794号ピット（第127図）

①76X69 ②30 RAA ④Il C ⑤不明 ⑥ 

層位： l暗褐色土 l暗黒褐色土 Dl暗黒褐色土 (Ilょり明るい） N暗褐色土 (Iより明る

い） V黒色土

概要：円形，摺鉢状を晏し，底面は平坦である。

：なし

第795号ピット

①99X93 

: I 

128図，図版四十八）

②35 @AC ④皿 c ⑤不明 ⑥3 （中層）

I暗黒褐色土 1ll黒色土 N賠黒褐色土 (lょり明るい） V (1Hょ

り暗い） M黒褐色土

概要：円形，摺鉢状を呈し，底面は平坦である。西側から木炭，南側中層から 3個の石が出土し

た。

遺物：フレーク 4

第796号ピット（第35図）

① 

層位：

概要：円形， 皿状を呈すると思われるが明確ではない。中央に小ヒ°、y 卜1個を有する。第146

② ⑧
 

④ ⑤ ⑥ 

第147号，第148号ピットと重複している。第146号ビット参照。

遺物：
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第 797号ピット（第 56図）

①53 

層位：

概要：円形，皿状を星するであろう。第281号ビットと重複する。

遺物：なし

②10 ③
 

④ ⑤ ⑥
 

第 798号ピット（第 60図）

① ②53 R
 

④
 

⑤ ⑥
 

1黒褐色土 I黄褐色粘土

概要：円形，摺鉢状を星するであろう。西壁の一部がセクションにより確認されただけで，他は

第307号，第308号ピットにより切断されているため全容は不明である。

遺物：なし

第799号ピット（第63図）

①67 ②6 

層位： l暗黒褐色土

概要：不整円形，皿状を晶するであろう。南側は半分以上第332号l::.° ットと

③
 

④ ⑤ ⑥
 

し，全容は不明

である。新旧関係は本ピットが新しい。

遺物：なし

第 800号ピット（第 71図）

①90 ②
 

③
 

④
 

⑤ ⑥
 

概要：楕円形を晶すると思われるが，東側で第380号ピット，南側で第381号ピットと重複して

いるため全容は不明である。新旧関係も不明である。

遺物：
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第2節発掘区出土遺物

A 土器

発掘区出土土器は，縄文時代早期，中期，晩期，続縄文時代，擦文時代の広汎にわたっている。

次に大きく分類し，その概略に触れる。

第 1群土器

縄文時代早期の土器が主体であり，次の 2類に分けることが出来よう。

第1類土器（第 164図1~15,22, 23) 

絡罷体圧痕文，撚紐圧痕文，縄文を主体とするものである。口唇部に撚紐圧痕文をつけ表面に絡

縄体圧痕文をつけるもの（1),撚紐庄痕文の横走するもの (3,4, 5)，縦走するもの (2,6, 7, 

8, 9)がある。 10,11は，横走する組紐圧痕文と縄文の組合せによるもの。 12, 13は，纏文を主

体とする。 15は，上段に縦走する組紐圧痕文，中段に横走する組紐圧痕文を施し，下段に絡縄体圧

痕を施文する。 22,23は，絡縄体圧痕を施す。

2類土器（第164図16~19)

貝殻条痕文および同腹縁文を主体とする。 17は，口唇に刻み目を施し，以下横走する条痕をつ

ける。 19は，貝殻腹縁文を施す。

第I群土器

縄文時代中期の土器を主体とする。大きく分けて 2つに分けられよう。

1類土器（第 164図25~28)

口唇に折り返し，または貼付の肥厚体をめぐらし，縄文を施文する (25~27)。胴部破片に貼付

帯の見られるものがある (28)。

第2類土器（第 164図29~40)

口唇部の横走する連続刺突文と，頸部をめぐる円形工具による刺突文が主体となり，地文とし

て，表裏に纏文を施文する (29)。口縁部破片で，円形刺突文はみられないが，連続刺突文を施文

するもの (30~32)がある。表裏共に縄文の施文されているもの (34~37)等がある。

第llI群土器（第165図41~87, 第166図88~128,第167図131~151)

第Ill群土器としたものは，縄文時代晩期に属するものである。

41~85は，縄文を主体とするものである。 41~55は．口唇部に刻み目を施文し，更に縄文をつ

ける。 56~60は，地文としての縄文と口唇部の刻み目を主体とする。 58~70は，口唇に縄文をつ

ける。 71~75は，地文としての縄文のみ見られるものである。 78,79は，口唇裏側に撚紐を押圧

する。 80~84は，大型の突起を有する器形の土器である。 81は， くの字に外反する器形で突起頂

部に 1対の刻み目を有し，穿孔が見られる。 82は，口唇部に刻みを有する土器。町は，口縁部裏

面に横走沈線と縄文を施文する。 88~92は，縄文を施文し，裏面に沈線による文様帯を有するも
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ので， 92では，穿孔が見られる。 93は，表面に縄文と沈線による文様を施し，裏面にも沈線の

られる例であり，やはり穿孔が見られる。 96~128は，いずれも地文としての輝文と沈線による文

様を構成するものである。 96~99は，いずれも沈線による三角形状の文様を作出する。 10~107は，

横走沈線を主体とし， 口唇部に纏文，或は刻み目を施文する。 108~114は，横走沈線と纏文を主休

とする。 115~119は，横走沈線の下部に円形竹管様のエ具により刺突文をめぐらす。 120~124は，

沈線によりエ字文風の文様を作出する。 125,126は，横走沈線に，縦走する沈線を配する。 127は，

突起を有する土器で，突起部には刻み目をつけた隆起帯にかこまれる三角形状の無文帯を有する。

内面にも沈線と纏文による文様が見られる。 128は，無文帯を大きく持つ。 131~135は，前述の土

器より小型の器形のものが多く，地文としての羅文と細目の沈線による文様を有する。 136は， B

状に近い貼瘤を有し，沈線による文様を作る。 143も同様な土器の破片であろう。 137~139は，沈

線による曲線の文様を描く。 141,146, 147は，いわゆる爪形文を施文する例である。

第1V群土器（第167図153~173,第 168図176~187)

続縄文時代の土器で沈線による文様構成を主体となすものである。

153~157は，縄文に横走する沈線を配するもので， 153,156, 157は，口縁部が外反する。 158

は，口唇の刻み且と，横走する纏文に同じく横走する連続刺突を配し，沈線による三角形を形づく

る。 159,162は，口唇の刻み目と，横走する沈線に縦走する 2本の短い沈線をつける。八の字形

の文様をつけるも(1)(171) も見られる。 167, 170は，沈線による連続弧状を描くものである。

176, 187も，沈線を主体とする土器である。

第V群土器（第176図2,第168図188~205, 第169図206~222, 228) 

いわゆる後北A式上器と呼ばれているもの，あるいは，それに近いものを本群とした。

176図2は，底部のみを欠く上器である。口縁部に爪形の刺突文を数列めぐらし，これより Y

字状の貼付帯をつけ，以下斜行の刻み目と縞状纏文と爪形文を施文し，以下縄文である。いわゆる

縞状縄文と：：：：：角列点文を主体とする土器群であり， 口唇部にぱ例外なく刻み目を有する横走する沈

線を用いるもので，裏面にも続縄文を施すもの (198)，同じく横走沈線と，これを連続する如く配

される斜行の刻み目状の沈線を配するもの (202, 203)，縞状纏文，三角列点文，斜行の刻み目状

の沈線を配するもの (201,204, 206~213)，これらの文様要素のすべて持ち合せ，刻み目のある

隆起帯を配するもの (214~217)，沈線による鋸歯状文を作出する (228)などがある。

第VI群土器（第169図223~227, 229~249) 

刻みHを有する隆起帯と，三角列点文，斜行する刻み目状の沈線等を主体とするものである。ロ

は，例外なく刻み日がつけられる。刻み目を有する隆起帯を三角形，四角形状に配するもの

(233, 243, 246~249)が最も多く，弧を描くもの (244,245, 250)は少ない。

第vn群土器（第170図251~272)
微隆起線により弧状を描き，縞状縄文と列点文が主体となる。

第VBI群土器（第 176図3,第170図273~288)

ロ唇部にめぐらす数条の隆起線上に刻み目をつけ，三角列点文と縞状縄文と， これを囲む状
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態で配する微隆起線文が主体となる。

第1X群土器（第176図4,第171図289~310)

第 176図4は，波状口縁で，縞状縄文と，三角列点文による文様を描く。口唇部にめぐらす刻み

目をつける数条の隆起線と，縞状縄文でやや直線的に描く文様を有するものである。

第X群土器（第 176図5,第171図311~329,第172図330~367)

北大式と呼ばれているものを一括した。

第176図5は，無文の注口土器。 311,312は，縄文を施文口縁部に外側からの円形刺突文を有す

るもので， 311は，口唇部にも文様を有する。同じく縄文を施文し，これに，微隆起線文を配する

もの (313)，微隆起線と円形刺突文を有するもの（314~318)，爪形剌突文と沈線文，円形剌突文

を配するもの (322~324)，頸部にかけて縦位のハケ様工具による整形痕が見られ，沈線で格子状

文を形づくったもの (325,327, 328)がある。 320以下は無文のもので，口縁部に一段ないし二段

の円形刺突文の見られるもの (330~341)。341~367は，無文のものであるが，

入れてもよいであろう。

第XI群土器（第 171図329, 第172図370)

から，この

土師系の土器であり， 329は深鉢形， 370は，明瞭な陵を有する内黒の杯形土器である。

第XII群土器（第 172図372~380)

擦文時代の土器を一括した。 372~377は，いずれも深鉢形の土器の口緑部から頸部の破片であり

数条の横走沈線が見られる。 378~380は，第XI群に属するものであるかもしれないが，

入れた。壺形土器である。

B 土器底部

173図1~11は，第 1群第 1類土器に属するものであろう。器形は，いずれも底面に移行する

きく外反する。縄文を施文し，縦位の撚紐を押圧するもの (1~3)，指頭状の押庄を行うも

の（4,5),組紐圧痕と縦位の撚紐圧痕によるもの（7,10)がある。第 173図14,15, 16,第175図

1, 2は，第 1群第Il類土器に属しよう。器形は，第1類土器ほど外反しない。第 173図14,15, 

第175図1は，横位の貝殻条痕文を施文し，第 173図16,第175図2は，無文である。

第173図12,13, 17, 18は第Il群土器に属するもので，縄文を施する。

173図19~36は，第m群土器である。底面へ緩らかに移行するものが多く， 26,31の如く鋭

角になるものは，非常に少なく，底面にも縄文を施文する例が多い。

第175図4~46は第1V群以降の土器に属するものであり， 4~15は， 揚底となっており第1V群

から第＼冊群に， 16,17は第1X群に， 19~46は，第X群から第刈群に属するものであろう。

以上刈群に分けて述べた土器は，第 l l類としたものは，東釧路m 第 1群第I類とし

たものは，沼尻式土器あたりに比定できょうか。

第ll群第 1類土器は，伊達山式土器，第Il群第 Il類土器は， トコロ第 6類であろう。
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第皿群土器は，一括の時期とすることには，かなり

の大半は，種々問題もあろうが大きく見て従来より

ものであろう。本遺跡 もの

クンネトウ L式土器と総称されていた

ものとして捉えることができよう。ただ，第 176図131~147の土器は，やや古く位置づけられる

べきであろう。

第IV群土器は，いわゆる恵山式土器の系統を行くものであり，第V群土器は，大きく見て後北A

式土器として捉えられようか。

第VI群は，後北B式土器，第VD群は，後北Cl

北D式土器，第X群は，北大式土器といえよう。

第VD1群は，後北ら式土器，第1X群は，後

第XI群は，土師器，第XII群は，擦文式土器である。

c 石器

本遺跡からは，約230点の石器が出土している。石器の器種としては，石鏃，

フ状石器及び削器，掻器及び靴型石器，円錐形石核，各種の石斧，敲石，石錘，

種の擦石などがある。

各種のナイ

（含凹石），各

本遺跡から出土した土器は，前述した通り縄文時代早期末～前期初頭，中期後半，晩期中葉と末

葉，続纏文時代全般（含北大式），擦文時代初頭などであるが主体を占めるものは，クンネトウ L

式，恵山式，後北A式の縄文晩期末～続縄文初頭のグループと後北C2, D，北大式の続縄文時代末期

のグループである。従って，発掘区から出土した石器は，おおむねこれら 2つの時期に伴出した例

が多いと判断されるが，正確な土器型式との伴出関係は明らかではない。従って，事実記載に主眼

をおき，形態型式論を基準に分類した。石質は，とくに断らない。第 3

1．石鏃（第 189図1~41)

して頂きたい。

1~26までは無茎石鏃， 27~41までは有茎石鏃である。無茎石鏃は，大きく 3つの型式に分ける

ことができる。（1)は，尖頭部の長さ (a) と最大幅 (b) との比（色） （以後指数という）は，
b 

1.2~1.9の枠内に収まる例で，尖頭部の長さに対して，逆刺部分の幅がやや広いものである。 1~17

までがそれに相当する。 (2)は，指数が2.0~3.3の枠内に入り挟長の例で，全長が， 15~25mm

程の小形のものである。 18~22が相当する。 (3)は，指数が2.4~3.1の枠内に入り，（2) とほぼ

同じ値であるが，全長が 27~34mmで，長いものである。 23~26がこれに相当する。加工は，す

べて両面ないし半両面加工であるが， 1,12, 13, 15, 16, 22例においては，素材面が幅広く残っ

ている。素材ぱ，縦長，横長剥片の両者を利用しており，特にまとまりはない。なお， 24は平坦な

押庄剥離が細かく入っており，縄文早期の挟長鏃に類似している。霞量は， 11,21の0.2gを最小

とし，最大は 26の1.9gであるが特にまとまりはない。

有茎石鏃に関しては，大きく二型式に分けられる。 (1)は，指数2.9 くるもので，尖頭部

が挟長で， も比較的長く，逆刺の作出が不明瞭な例である。 27~30これに相当する。 (2)は，

指数が 1.0~2.1の枠内に収まるもので，逆刺が明瞭で，全長は， 1.7~3.3mm程で短かい例であ

る。 31~39がこれに当る。加工は，殆ど両面加工である。ただし， 29と38には，幅広く素材面が
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残り，半面加工である。重量は38の0,3gを最小とし，最大は 27の1.8gで，特にまとまりはない。

40, 41は，以上の分類の範疇から外れるもので， 41は，石鏃の未成品と思われる。

なお， 10の先端ェヅジはまめつしており， 25は， b面上端に深い擦痕が観察される。また 22は，

先端部分が焼けている。

2.石話（第 189図42~48)

42, 43は，全長6cm余の大形の例である。 42は茎部が長く， 43は尖頭部が長い。素材面は， 43

のa面に幅広く残っていて，素材が横長剣片であったことが判る。また，尖頭部の先端が少しまめ

つしている。 44,45は，全長4cm余の尖頭部の形態が正三角形に近い例である。共に b面に素材

面が残っている。 46~48は，破片である。ただし， 48は大きさからいって，石槍の茎部片の可能

性もある。

3.ナイフ状石器及び削器（第 190図49~71, 第 191図72~91, 第 192図92~118,第 194図

153~166, 第 200図208)

ナイフ状石器及び削器としたものには，種々のものを含むが，大きく 4型式に分けられる。（1)は，

つまみのついた例で，所謂「石匙」といわれるものである。全例が縦形である。 49~61が，これに

相当する。 49, 50, 53は，縦長剥片を素材にして，その背面，全面ないし側縁に加工を加えてい

ろ。このうち 50は， h面右側縁にも挟い一列の加工がある。つまみは両面から加工を加えていて明

瞭である。 51は，横長剣片を素材にし， b面右側縁にも加工がある。 52は，一次剣離面で，ここに

加工が集中する。 b面には原石面が幅広く残っている。 54は，両面に原石面があり，原石が極めて

扁平なものであった事が判る。半両面加工である。 a面右エ、、Iジがまめつしている。 55, 56は，縦

長剥片を素材に， a面に側縁加工をしているが，つまみの作出はあまり明確ではない。共に b面は全

体にまめつしている。 57, 58は，やや不定の縦長剣片を素材にしたもので， 59は横長剣片を素材に

したものである。いずれも，つまみの作出は顕著ではない。 57のb面には，全体に細かく浅い傷が

ある。 60は，石匙の先端部破片である。（2)は，つまみはないが，尖頭部を一端に作出している

例である。 62~72がこれに当る。 62~65, 68, 72は，片面加工ないし側縁加工であるが， b面の

側縁にも加工がある例である。素材は， 65, 68を除いて縦長剣片である。 65と68は，横長剣片で

ある。 66, 67, 69, 70は， a面全周に比較的背の高い加工を施こし， b面には70を除いて加工は

認められない。 67を除いて，素材は縦長剣片である。 69以外は，いずれも上端を欠損する。 69の

b面バルプ付近には， 斜めに深い傷が観察される。 71は， 両面加工の例で，柄部を作出する傾向

がある。先端及び柄部は欠損している。 (3)は，縦長剣片を素材にし，その側縁に二次加工を施こ

したものである。 73~91が，これに相当する。 73,74は， a面左側縁と b面上部から左側縁にか

けて加工がある。 74には， a面右中央にも少し加工が入っている。両例共b面には明瞭な擦痕があ

る。なお，74はa面が一次剣離面である。 75ft,b面が一次剣離面であるが，ポジティフ・バルプであ

る。 a面両側縁と下端に加工がある。 76~79は，剣片の両側縁に比較的粗な二次加工を施こしたも

のである。 78,79では， b面に擦痕がある。 80~84はやや幅広の縦長剣片の a面の両側縁ないし一

側縁に粗な加工をした例である。 83には， b面に擦痕がある。 85,86は破片である。 87,88は，
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a面両側縁を下端に，入念な加工が入った例である。 89の母型は，大形の両面体石器ないしは扁乎

石核である。 b面に母型の剣離面が残っている。 90,91は， a面両側縁に二次加工をしたものであ

る。 91は，挟長の素材を利用している。

92~114は縦形ないし矩形の条l片の側縁に二次加工を加えたものである。 98,99, 104は，加工が

一次剣離面側にある。 99,101 ~103には， a面ないしb面に擦痕が観察される。 115, 116は三角形

の矩形剣片に 2面ないし 3面に比較的背の高い加工を施している。 117はノッチ状に加工が入って

いる。 118は半両面加工である。 (4)は， 153~166で横長ないし矩形剣片を素材にした例である。

160, 163, 166例を除いては，加工に一つのパクーソがある。即ち， a面下端と a面ないし b面の

ー側縁を加している。本遺跡における特徴的なナイフ状石器の 1つである。 153, 158, 162, 164の

b面にしま，擦痕がある。 160, 163, 166は，円形掻器に近い例であるが， b面にも加工があり，刃

部はハマグリ状になる。 208は，大形の横長剣片の一側に二次加工を加えたものである。

4.掻器及び靴型石器（第 193図120~146, 第 194図147~152)

120~145は，掻器である。 120, 121, 123, 137は，やや幅広の例である。 122, 124~136は，円

形掻器である。 122, 124, 130は，一次剣離面側に加工がある。 127, 129, 135, 136のb面は，ネ

ガティプバルプで， 扁平石核を利用した可能性もある。 138, 139は破片である。 138は焼けてい

る。 140~145も小形の例であるが， 短形で，背の高い刃部加工は，一端のみである。 132, 139, 

144, 144のb面には，擦痕がある。 146~152は，靴型石器である。 146は， 柄を作出している。

147は，片面加工に近く， b面右にも加工がある。刃部は斜めである。 148は，一端の刃部加工は，

比較的背が高いが，刃部は斜めである。 149~152は，いずれも黒耀石の例で，両面ないし半両面加

工であるが，いずれも一端に斜めの刃部を作出している。 152には， b面に擦痕がある。

5. 扁平石核（第 192図119)

119は，円錐形の剣片石核である。打面は調整されている。

6. 石斧及び同未成品（第 195図167~174, 第 196図175~187, 第 197図188~193, 第 198

図194~199, 第 199図200~205)

167は，扁乎な河原石の一端に研磨し，刃部とした局部磨製の石斧である。 168は，扁乎に荒割

りし研磨したもので，刃部は使用によって刃こぼれしている。 169は，扁平な河原石の側縁を一部

荒割りし，刃部部分のみを軽く研磨している。 170は，擦切磨製石斧で，刃部の使用痕は顕著であ

り，刃部はやや片刃的である。 171は，入念に全面研磨されているが，素材は荒割り礫かと思われ

る。 172は，荒割りした素材を入念に研磨した例で，挟長のもので， 所謂「乎のみ形石斧」 (J::野

1973)に相当しよう。 173も挟長の例で， a面の研磨は入念であるが， b面は粗い。断面形は， カ

マポコ形で，「丸のみ形石斧」に近い形態である。 a面刃部とその上， そして b面の刃部の一部に

使用痕がある。 174は，擦切石斧の可能性もある。刃部は片刃的である。 175は，片刃石斧である。

176~185は，磨製石斧の柄部ないし刃部の破片である。 186は，石斧の形態を呈し，入念に研磨さ

れているが，下端に，刃部を作出しておらず，かなり丸味をもっている。素材は，擦切の可能性が

ある。 187, 188は，大形で，扁乎な石斧の破片である。 189,205は，特異な例で，断面形が角柱状

-182-



である。小破片のため全体形は窺いえない。 190~204は，石斧の未成品で，荒割りしただけの例で

ある。ただし， 193,195, 196, 199, 201, 203, 204は，一部研磨している。また， 196,200例では，

繰り返しの敲打をした跡がある。

7.敲石（第 199図206,207,第202図234)

206は，扁乎，挟長な河原石の一端に，敲いた跡がある。 207は， a面左側縁に繰り返しの敲打

の跡がある。 234は，柄付の例である。側縁を打割して，細身に柄部を作出している。下端には，

繰り返しの敲打の跡がある。

8. 石錘（第 200図210~215)

いずれも， 両端に紐かけの打欠きがある石錘である。 214例を除いては， すべて河原石をその

まま利用している。 214は，全面研磨されており，砥石を再利用したものかもしれない。重量は，

90~150gである。

9.砥石（第201図216~225)

いずれも砂岩質の石材を用いた砥石である。 216~223は，扁平な例である。 224, 225は，棒状

の例で， 224は，断面が三角形で，三面を利用し， a面下部は，へこんでいる。 225は， 断面が四

角形で，四面を利用し，各面2個ずつのへこみがある。この 2例に関しては，所調「凹石」とみる

こともできる。

10.擦石（第 201図226，第 202図227~233)

227, 228, 231, 234は，北海道式石冠の破片である。 226は，扁乎な河原石の一側を擦ってい

る。 b面も研磨している。 229,230, 233は，断面が三角形の河原石の一稜を擦面とした石器であ

る。 230,233に関しては，幅広い側面も研磨している。

11.環頭石器（第200図209)

円形に研磨整形された石器で，中央部に両側から， ＜ぼみを作出している。また側縁は面取りさ

れ，繰り返しの敲打をうけている。環頭石斧の未成品の可能性もあるが，性格はつかみかねる。

（上野
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第5章若干の問題点

A 墓填の形態分類と構築時期について

本遺跡から発見されたピットは，総数805個であり，そのうち墓凛と思われるもの 769個，溝状

遺構31個，木炭を多量に混入しており墓城と考え難いもの 2個，いわゆる風倒木痕といわれている

もの 2個である。

これらのうち墓凛と思われるピットについて，平面形，断面形，その大含さ， 等により分類

したものが別表に示すもので，その分類基準はA図に示すものによる。分類基準に用いた数値は，

明確な意識のもとに用いたものではなく，種々問題を含むものといえようが，ここではあえてその

危険をおかし，分類を試みた。

l 平面形による分類

1 A型ー正円形を呈するもの。長径，短径の差が10cmを越えないもの (A図）

2 B型ー長径，短径の差が 10cm以上のもの (A図）

3 C型—隅丸方形を呈するもの (A 図）

l 断面形による分類

1 A型一壁の立ち上りが傾斜を示し，底面と明確に区別出来るもの (A図）

1平面形による分類

C 陀

2噺面形による分類

口 □口
A図ピットの形態分類図
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2 B型ー壁下方の立ち上りがやや急で，上方が緩やかになるもの (A図）

3 C型—壁の立ち上りが垂直に近いもの (A図）

4 D型—壁の立ち上りが緩やかで，

皿 平面の大きさによる分類

と壁の区別が明確でないもの (A図）

1 I型ー直径又は長径が 65cm以下のもの

2 Il型ー直径叉は長径が 66cm~80cmのもの

3 DI 型—直径又は長径が 81cm~100cm のもの

4 IV 型—直径又は長径が 101cm ~130 cmのもの

5 V 型—直径又は長径が 130cm以上のもの

IV 深さによる分類

1 a型ー深さ 10cm以下のもの

2 b型一深さ 11cm~25cm以内のもの

3 C型ー深さ 26cm~50cm以内のもの

4 d型ー深さ 51cm以上のもの

以上の分類に従い，第 1表の読み方を説明すれば，次のとおりである。
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以上の分類によれば，本遣跡発見の筵塘と思われるピット群の中で，最も多い形態は次の如くと

なる。

1 平面形による分類

A型ー625個， B型ー59個， C型ー14個

Il 断面形による分類

A型ー516個， B型ー42個， C型ー35個， D型ー105個

Ill 平面形の大きさによる分類
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1型ー89個， Il型ー193個， 皿型ー250個， IV型132個， V型ー34個

IV 深さによる分類

a型-75個， b型ー311個， C型ー256個， d型ー56個

前述の結果に従えば，平面形による分類のうち円形プランを星するものが最も多く全体の約89%

をしめることになる。次いで断面形ではA型とするいわゆる摺鉢形に近い形態を示すものが最も多

く全体の約74％となる。

平面形の大きさでは， 皿型とする 81cm~lOOcmの大きさのものが全体の約35%，次いでIl型と

する 66cm~80cmの大きさのものが約27%, IV型とする 101cm~ 130 cmの大きさのものが約 19

％となる。

深さについては，これはあくまでも発掘時点での遺構確認面であって，構築時の掘り込み面と

は，かなりの差が見られようが，一つの指針となりうると考え分類した。全体的に見れば， b型と

する llcm~25cmの深さをもつものが最も多く，約44%も占めている。次いで C型とした 26cm

~50cmの深さのものが約36％である。

以上の結果を総合的に見ると，本遺跡発見の築嫌群の形態ではAA 皿b型，即ち平面プランが

円形 (A型）で，断面形がいわゆる摺鉢状 (A型）を星し，平面の大きさが 81cm~lOOcm（皿型）

のもので，深さ 11cm~25 cm (b型）を星するものが最も多く，次いで平面形，断面形ともにAA

型で，大きさ 66cm~BO cm (Il型），深さ 26cm~50 cm (c型）のもの (AAIl C型）が多いと言

えよう。

次に，これらの募城群の構築年代と第 1表による分類と構築年代の特徴，ならびに各時代の墓城

の特徴と若干の問題点について触れてみたい。

本遺跡の発掘によって発見された遺物を見ると縄文時代早期，同中期，同晩期，続縄文時代，擦

文時代の広汎な時期にわたっている。それらの出度頻数は，縄文時代晩期のものが最も多く，次い

で続綱文時代の中で後北ら式士器，恵山式士器，後北 D式士器，後北A式士器， 北大式士器であ

る。後北式土器のなかでも B式，じ式士器はかなり数が少なく，縄文時代早期，中期，擦文式士器

は数片を数えるのみである。

これらの士器を出士するなかで，遺構構築の年代を決定しうる状態で遺物の出士した媒壊は，第

1表でも明らかなように極度に少なく，縄文時代中期 1個，同晩期 22個，続綱文時代恵山期5個，

後北A期 1個，後北C2期 18個，後北D期 19個，北大期7個，士師器を出士するもの 3個の総計

76個であり，全体の 9.8％にしかならない。更に加えて，やや大型の士器破片を出士し， 不確実な

がらも時代を決定しうる要素を持ち合せている墓濃を加えても，かろうじて全体の 35.2%, 271個

の墓城の構築年代が同定しうるのみである。これとほぼ同数の墓城からは，土器片及び石器が散発

的に発見出来るのみであり，更に，ほぼ同数の墓城（？）からは，全く何ら遺物を検出することな

く時代を決定づけることは，全く不可能であった。

第 1表にかかげた資料をもとに，本遺跡発見の墓嫌群について大略的に見れば次の如くとなろ

う。ピットの形態は，縄文時代早期より続縄文時代終末にかけて，平面形が円形で，断面形が摺鉢
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形，またはボウル状を呈するものが一般的である。これらの中に各時代ともに乎面形が楕円形を呈

するものが混じる。これらの一連の流れのなかで，その様相に大きな変革をもたらす時期が続罷文

時代末期に見ることができる。続縄文時代末期にいたると，従来まで平面形が円形ないし楕円形を

る募城に混じて，隅丸方形の平面形を星するものが見られるようになる。

このような形態の変化も，北海道の墓猥については極めて・一般的な傾向ということができょう。

次に，各時代の墓猥の様相について，その概略を記し，それらのものが，北海道の募城のありか

たのなかでいかなる特徴を示すものであるか簡単に触れる。

縄文時代早期に比定できる墓壌の総数は 5個を数えるのみである。このなかで確実に早期に比定

しうると断定できるものは一例もない。募城の形態は，平面形が円形 (A型）呈するものが最も

<， C型に属する第752号ビット 120図）は不整方形を呈するものである。断面形は摺鉢形(A

型）のもの，ボウル形 (D型）を星するものの二種ある。大きさは 81cm~130cm(ill, W郡）の

もののみで，深さ 11cm~25 cm (b, c型）の間にある。

出土遺物は，土器片，石片のみが見られ，早期の墓城としては，楕円形の平面形が見られない点

を除き，形態出土遺物ともに一般的なあり方を示すものと言えよう。

纏文時代中期に比定しうるものは8個であり，そのうち第8号ピット 6図）を除き，積極的

に中期の所産と断定しうるものはない。

形態の窺えるもの 3個のうち 2個は，平面形円形 (A型）を呈し，他の 1個は，楕円形 (B型）

を呈する。断面形は，摺鉢形 (A型）のものと， B型の二者が見られるC 3個のうち楕円形の平面

を呈するものは，大きさが皿型であり，深さC型に属するa 他のものは，いずれも 1V型で深さC

である。

出土遺物は，土器片，石片の出士を見たのみである。

早期，中期に属すると考えられるものでは，石組の見られたものは一例もなかった。

晩期に比定しうると考えられるものは，総数77個であり，このうちの 22個が完形または大型の

土器片を出土し，確実に晩期の所産であると言い切ることができよう。晩期に比定しうるものは，

単一の土器形式の時期に構築されたものではなく，晩期初頭的なものから続縄文時代にまで組み入

れられると思われる。ただ，この中では晩期末のいわゆるタソネトウ L式士器とそれに近い時期の

ものが最も多く見られる。

墓城の形態は，乎面形が円形 (A型）を星するものが最も多く 66個を数え，楕円形 (B型）を

畢するもの 11個，不整方形 (C型）を呈するもの 1個である。断面形は摺鉢形 (A を示すも

のが最も多く，次いでD型のもの， B型， C型の順である。平面形の大きさでは， Ill型のものが最

も多く，次いでI型， IV型， V型となり 1型のものが 3個のみ見られる。深さでは b型， C型が多

<， 51cm以上のd型に属するものもわずかに見られ，更に a型のものが一例ある。

出土遺物は，猥口面，凛底面の両者ともに発見される場合が少なく，完形土器とやや完形に近い

土器の 2個を城内から出土した第158号ピ、y 卜（第38図，第 161図158-1.2)が唯一の例外的な

ものとして取り上げることができるにす 他の墓濃のは，すべて大型の士器片あるいは晩期
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の土器片が主体的に，嫌底に接し，または，石組の下部から発見されているのみである。

出土する石器の種類も，鏃，削器，石斧，フレークが主体であり他の遺跡と何ら変わることがな

く，硬玉等の出土は見られなかった。

遺物の出土状況の中で，やや注意を必要と思われるものに次のようなものがある。第 105号ピッ

ト（第27図）の石組中から発見された石1lll（第 184図105)は，第289号ピット（第55図）発見

の石illL（第184図289) と同一個体であり，両者接合の結果約1/4程度を欠くものとなった。 この

両ピットは，直線距離にしておおよそ 35m程はなれている。第105号ビットは，乎面形が明確にさ

れておらず，墓凛としての機能を有するものであるか否かについて，かなり疑問を有する形態であ

る。これに対して第289号ビットは，形態上から墓凛と考えるに異論のないところであり，その城

底面から石組の一部に使用されて，前記の石1ll1が発見された。このように同一の石皿が 2つのピッ

トあるいは場所にまたがって発見される事実から 1) 両者の塞濱が全く同一時期に構築され，何

らかの事情により一個の石1lllを破砕して，別々のピットに使用した。 2) 第289号ピット構築の際

に石皿を破砕し，一方を石組として使用し，他方を墓城上面に置いたものが，後世の外的営力によ

って第 105号ビットの位置まで運ばれた。 3) 第105号ピットに使用されていた石1lllの半分を，第

289号ピット構築にあたって無作為的に石組に使用したと考える三様が考えられようか。この三様

の考えの中から一つのみを摘出することは困難であり，また前記三様の他に更に様々な考えもでき

うることもできょうが，ここでは第 3番目の考えが最も妥当なものと思われる。この考えを肯定し

うる資料として第12号ピット（第7図），第 50号ヒ°ット（第17図），第642号ピット（第 105図）

から発見された断面三角形の擦石（いわゆる北海道式石冠の一種）がある。この種の擦石は，一般

的に縄文時代早期の土器に共伴するものである。確かに前述の 3個のピットからは，縄文時代早期

に比定しうる土器片が若干出土しており，早期の所産と考えられないこともないが，全体的な土器

の出土状況から晩期に構築されたと考えることがより妥当性があると言えよう。

これらのビットからの擦石の出土状態を見ると，第 12号ピットは城底面近くの 19個の石組中に

見られ，第50号ビットでは濱口面に見られた 3個のうち 1つである。上述の発見状態は， 後世の

混入とは考え難く，構築時に意識的に置かれたものといえよう。

以上の事実から見ると，簗凛の城口面であれ，あるいは城底面であれ石組に使用される石は，そ

れ程厳選されることなくかなり手近かなところから無作為的に集められたということができよう。

石組中に石1lllを使用する例は，第739号ピット（第 118図，第 186図739)にも見られる。

本遺跡の墓城群に石組が見られるようになるのは，時代の確定しているもので見る限り縄文時代

晩期以降からであり，渡口面，凛底面ともに見られるもの相半ばしており，使用される石も，大型

の石器，例えば石皿，擦石，敲石等から，河原石を打ち欠いたもの，人頭大の河原石まで様々見ら

れる。

以上，晩期に比定しうる墓城の特徴的なものの二，三について述べたが，なかでもとりわけ77個

の墓城のうち完形土器を副葬するものが一例という事実は，あまりにも貧弱な様相を呈しているよ

うに思われる。しかし，重松和男の集成資料（重松 1972)によれば，縄文時代の墓猥全般を通じて，
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城内に完形上器を副葬する例は，極めて少ないようである。特に，北海道の墓制の上で大きな変革

をもたらす後期の静内・御殿山遺跡（河野•藤本他 1953) をはじめ斜里・朱円栗沢造跡（河野1955)

などの豊富な副葬品を出土する遺跡においてさえも凛内から完形土器の出土例は極めて少ない，特

に前者においては一例も見ることが出来ず出土土器の多くは，痕口面に見られるものでその発見数

も全体の約 11％程度である。また，隕口面，城内とを問わず副葬品の全く見られないものが全体

の約64％あり，遺物の種類の多様さを除けば，本遺跡のあり方と大きく変わるもりではない。

この煩向は，晩期に至っても，大きく変化することなく，完形土器が城内から副葬品として発見

される例は， て少ないようである。例えば，本遺跡に時間的，

（石川 1971)においても 101個のビットのうち，完形上器あるい

のは 6例のみである。また，恵庭・柏木川遺跡（高橋1971)でも，

涸のピット されているが， したものは，

い千歳・ママチ遺跡

‘:I:：器を出土したも

1個を含む 135

1個と縄文時代晩

間の 2個のみである。他の 132涸のビットの構築時代がいずれの時期に含まれるか明確にはでき

ないが，遺跡全体の遺物の出土状況から見るとその多くは縄文時代晩期に構築されたと考えること

ができるようである。更に，距離的にやや遠くなるが東川・幌倉沼遺跡（佐藤 1966)でも 45個の

ピットのうち 8個のビットから完形土器を出土しているのみである。また鵡川・花岡遺跡（大場・

扇谷1964)でも 20個のピットのうち完形土器を出土したものは 2個のみである。

前述の遺跡の遺物の少ないピット，あるいは遺物を全く出土しないピットのすべてが，晩期に同

定しうるか否かについて大いに問題を含むものであり，また，それらのすべてが幕城であるか否か

の議論もあろう。ここでは，一応それらの問題を保留して考えるならば，本遺跡発見の晩期の墓城

と考えるどット群の中から完形土器の発見が一例のみである事実は，その出土の割合が，前述の遺

跡群のありかたから見て，やや低いと言えるが，全く特異な様相であるとはいいきれない。

出土遺物のすべてについて個々の遺跡および遺構について見ると，個々に られ

るが，総体的に見るならば東川・幌倉沼遺跡のビット内からの士器片の出土数が多い ・マ

マチ遺跡の颯口面からの遺物の出士数が多い点の 2

跡のものに近似すると言えよう。

晩期の磁壊の様相はおおよそ本遺

また，北海道の墓城の多くに認められるベンガラ

えなかった。他遺跡の例， 前述の遺跡に限って見れ

ては，本遺跡では明確には検出し

東川・幌倉沼遺跡1個，恵庭・柏木川

遺跡2個，鵡川・花岡遺跡4個のピットから発見されているのみで，その量，発見数は決して多く

はないようである。

縄文時代晩期の磁城の中で，時期的に本遣跡と時期的に近い大涸C2,A式の士城緑のあり

いて詳細に対比検討する必要があろう。この時期のものとしては現在のところ蘭越・

（竹田， 1970)，木古内・札刈遺跡（野村他1973)などがある。特に，木古内・札刈遺跡のものは，

方形に近い平面形態を呈するビットであり，明らかに本遺跡例などとは異なる。

今後は，いわゆる大洞式土器の文化園と本遺跡のような北海道的な様相の強い土器を有する文化

圏での幕壊のあり方に十分 はらっていかなければなるまい。
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続縄文時代恵山式期の所産と考えられるものは 15個であり，そのうち 5個が確実に恵山期と同

定しうる。

慕壊の形態は，平面形が円形 (A型）のものが主体であり，楕円形 (B型）のものが 2例見られ

る。断面形の形状では摺鉢形 (A型）のもの 8個，壁が垂直に立ちあがる (C型）のもの 3個，ボ

ウル形のもの (D型） 3個である。平面形の大きさでは 1型～V型まで見られ，深さも b型から d

型まで見られる。

出土遺物は，第91号ビット（第 24図）から完形土器2個（第 161図91-1.2) と石鏃 13, 石斧

2, ナイフ 1' 削器 1 （第 178図1~15. 18. 19)が出土している。 1つの墓城からの遺物の出土

量と種類では，各時代を通じて最も豊富な出土量を示している。また，墓城の形態もACVdに分

類される。平面形の大きさ V型で深さ d型を呈するものは，各時代を通じて見ても，この他に 3個

発見されているにすぎない。

第91号ピットの城底面からの遺物の出土状態は，南北両側壁に片寄った状態で見られ， 想像を

たくましくすれば，遺体は東西方向に安置されていたものといえようか。この他に第796号ピ、ゾ卜

からは，底部を欠く半完形の土器（第 163図796)が発見されている。

土器以外の遺物では，第375号ピ、ゾト（第70図）底面から大型の石錘状の石器（第 186図375)

が発見されている。 これに類する石器は， 札幌・坊主山遺跡（畑 196) （札幌市教育委員会遺跡番

号T310遺跡）周辺からも出士している。 T310遺跡は蠅文時代早期から擦文時代に至る遺跡であ

り，その石器の所属する年代については明らかにすることができない。本号ピ、ゾトもただ 1片の士

器片が城底から発見されているのみで，確実に恵山期のビットであると同定するにはかなり危険が

ともなう。また前述のように，慕城の石器は副葬されたもの以外は，手近かなところより運んで使

用する傾向が見られるので，このような大型の石錘状の石器を恵山期の遺物と断定することは，差

し控えなければならない。

恵山式期に属するものでは，出土遺物にかなりの多様性を見い出すことができるようになる。例

えば石狩・紅葉山 33号遺跡（藤本・木村 1963)では， 完形士器の出士例は見られないが，石鏃，

玉類等の出土がある。また道南地方の恵山期の墓のかなり多くから完形士器の副葬が報告されるよ

うになり，石器類の器種も激増する。

後北A式期に属するものは 14個であり，そのうち 2個の墓壊から完形に近い士器が出士してお

り，確実に後北A期と言うことができょう。

墓城の形態は，乎面形が楕円形 (B型）のもの一例を除いて，他はすべて円形 (A型）を呈す

る。断面形は摺鉢形 (A型）のものが最も多く， D型のもの 2個， B型， C型のもの各 1個であ

る。大きさは， Il型， ill,IV型がほぼ同数見られる。深さは， b型， C型が一般的で， d型のもの

が一例のみ見られる。

出土遺物は，第 253号ピット（第 51図），第 678号ピット（第 109図）からそれぞれ完形に近い

士器が出士している（第 161図253，第 163図678),

後北B式期に属するは 4個であり，確実にB式期と断定しうるものは一例もない。
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墓城の形態は，円形プラン (A型）のみで，断面形は， A型， D型の 2者がある。大きさは， 1ll 

型， IV型に属し， IV型のものは，深さ 10cm以下 (a型）である。

出土遣物は，土器破片が主体である。

後北A, B期に属するものの墓城からは，明確に金属器の伴出するものが知られるようになるな

ど，完形士器その他の副葬が多くなるのが一般的な傾向であり，本遺跡のものは，他遺跡の該期の

墓城に比し，極端に出土遺物が少ないと言えよう。

後北cl式期に比定しうるものは 2例のみである。形態的には， 平面，断面ともにA型を呈し，

大きさは皿型， IV型である。深さはd型の深いものが見られる。

後北ら式期に同定せしむることができた墓城は，縄文時代晩期に所属するものに次いで多くな

る。確実に時代を決定できるものは 18個で，不確実ながら時代を決定しえたもの 43個を加えて，

該時期のものは総計61個である。

その形態は，平面形では円形 (A型）を呈するものが最も多く，楕円形 (B型）を呈するものは

5個のみである。断面形では，摺鉢形 (A型）のものが最も多く， B型6個， C型 2個， D型4個

る。平面形の大きさでは， Il型， 圃型のものが多く，次いで l型， V型， N型の順となる。深

さではC型が多く次いでb型となり， a型， d型は非常に少ない。

出土遺物は，完形土器，あるいは完形に近いものの副葬が多くなり，約10点近くの士器が出土

している。

後北D式期のものとしては 54個の墓嫌がある。このうち 20個は時代を確定することができ，他

のものは，不確実ながら本期に属させた。

形態は，円形 (A型）の平面プランを有するものが最も多く，楕円形 (B型）のものが 2個見ら

れる。この他に本期の特徴としては，隅丸方形 (C型）の平面プランを有する第357号ピット（第

68図）の出現である。これは縄文時代の墓激に見られた不整方形のプランではなく，かなり規格化

した形態を有するものである。ただ，深さを見ると， 10cm以下 (a型）の深さを有するものであ

り，確実に墓城として使用したと認定するには，一抹の不安を惑じる。

断面形の形態は，摺鉢形 (A型）のものが最も多く，次いでD型， B型， C型とほぼ同数見られ

る。 さでは， Il 圃型， IV型のものが多く， V型を示すものは方形の一例のみである。深さ

では， b型， C型が多く， a型2個， d型3個である。

出土遺物は，第41号ピット（第13図）出土土器（第 161図41)や，第 601号ピット（第 100図）

出土土器（第 163図601)などがある。また，第 539号ピット（第91図）から，後北ら式と D式

に編入しうる 2個の士器が出七している。第 163図539-1は，いわゆる後北し式土器であり，

第163図539-2は，後北D式の要素が多分に多い土器と言えよう。これは，近ごろ一部で言われて

いるように後北G式と D式土器が同一の時期に属するものとする考えに肯定的な資料と言えよ

う。

その他の副葬品では，第 205号ピット（第36図）から刀子破片と思われる鉄器（第 188図）が

出土している。
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後北C2, D式の時期に至っても，副葬品の質と量は多様であり，一個の雄壊から多量の完形土

器の出土する例などが見られる。ただ，札幌 •N 162遺跡（上野他1974)に見られる後北式の墓城

と考えられるビットからの遺物の出土量は非常に少なく，後北式期の一般的な様相とかなり異なる

ものが見られる。本遺跡例でも，副葬品の全体的な量は，札幌 •N162 遣跡を除く他遺跡のそれに比

してかなり少ないと言えよう。このことは，野幌丘陵西端から札幌扇状地にかけての該時期の墓城

の地域的な特色として捉えることも可能であろう。

北大式期に比定しうるものは総計30個である。このうち確実に該期に

ある。

しうるものは 7個で

本期の紙壌の形態は，依然として円形 (A型）を呈するものが主流を占めており， 楕円形 (B

型）のものも若干見られる。これらの中にあって，規格化された隅丸方形 (C型）に属するものの

出現が見られる。この形態のものは，後北D式期にも一例存在したが，前述の如く深さと層堆積の

面から，遺構として確定するには一抹の不安があり，本遺跡での確実な遺構としての初現は， この

時期ということができよう。

断面形の形態では， A型が多く， B型3個， C型， D型各 1個である。平面形の大きさでは，平面形

が円形 (A型）のものでは ll型からi型まで見られる。深さでは a型のものは一例のみでb型， C 

型が平均的である。平面形が隅丸方形 (c型）のものでは，深さは意外と浅く a型， b型である。

出土遺物は，第 111号ピット（第28図）に見られるような植木鉢に似た形態の土器（第 161図

111-1. 2)を出土するもの，第 200号ヒ＇ット（第 44図）出士の注口土器（第 161図200)，第502

ピット（第87図）出土の注口及び片口注口土器（第 162図502-1.2)がある。後者の 3点の土器

は，北大式というより後北式の趣きが強いものと言うこともできよう。

隅丸方形の平面形を有するものでは，第306号ピット（第60図），第325号ビット （第62図＼

からは，北大式土器の大型破片が出土している。

土器以外の出土遺物では，第502号ピットから第 187図に掲げる玉54個が出土している。

土師器を出土する墓城は， 3個であり隅丸方形の第 185号ピット（第42図）を除いて， 他のも

のはすべて円形＼A型）を呈する。断面形は，摺鉢形 (A型）と壁の垂直に近い立ち上がりを示す

形 (C型）がある。平面形の大きさは， I型と圃型であり，深さはb型， C型に属する。

出土遺物は，第185号ピットと第 383号ビット（第71図）からは，形態的にほぼ同一様式の

の杯形土器（第 161 図 185• 第 162 図 383) が出土している。

土師器を出土する第 185号ピットと北大式土器を出土する弟 184号ピットは重複関係にあり，第

185号ピットの方が古く構築されている。

北大式，士師器を出土する隅丸方形の形態を有するピットの長軸は，大略次のとおりである。

185号ピット北々

東，第 337号ビット

々東，第244号ヒ°ヅト西ー東， 第325号， 第395号ピット西南西ー東北

第306号，第357号ピット北ー南となる。この長軸方向は，かなり

バラッキが認められ，千歳・ウサクマイ遺跡（桜井他1975)，余市・天内山遺跡（厳山・松下 1971)

の如くある一定の方向性を示すことがない。
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墓壊の形態では，北大式，土師器にかけては，円形，楕円形，隅丸方形のものが同一時期に混在

して見られることが一般的であり，続蠅文文化から擦文文化への大きな胎動が窺える。

なお，本遺跡から発見された墓演と考えられるピットのうち，約628個については遺物を全く検出

できなかったか，あるいは，遺物を検出しても時代を確定することができなかったものである。前

述のとおり，本遺跡のピットは，縄文時代早期，中期，晩期，続縄文時代全般にわたって構築され

たものである。この時期に営なまれた墓城には，副葬品を伴うものと，そうでないものとが必ず混

在しあっていることを考えると，本遺跡のこれらのビットを，いずれの時代に比定しうるかについ

ては，不明と言わざるをえない。ただ，重松和夫の集成した資料に基づけば，続縄文時代に

しうる墓の多くは副葬品をともなうことが一般的になってくるという事実から，大担な推測をすれ

ば，本遺跡の遺物を全く検出できなかったピットの多くは，縄文時代に構築されたものと言うこと

もできようか。しかし，軍松の資料によると後北C-D式期の墓壌はすべて副葬品を伴うことにな

っているが，札幌で調査したN162遺跡の例を見ると，一言のもとに副葬品が伴うと指摘できない

ようでもある。

遺物の出土しないビットの中では，大きさと深さの分類でいう Ia型のものがかなり見られる。

これらのなかには，平面の大きさが直径約30cm前後のものが見られ，はたして墓城としての機能を

有していたものか否か不明のものがかなりある。このような小型のものは，晩期の恵庭・柏木川遺

跡，続縄文期斜里・チプスケ遺跡（佐藤他1959)など 2,3見受けられる。成人の埋葬設施としては，

明らかに小さすぎるものであり，幼児用の態としてとらえることもできよう。例えば，東北地方で

は縄文時代中期大木8b, 9式期から増えて来る甕（壺）棺筵については，北海道では野村（野村1967)

によって紹介されたも られる程度であり，発見数が極めて少ないところから，この方面から

の追求もさりながら，各遺跡における小ピットの

次に，各墓凜の覆土であるが，大ぎくわけー一

も十分留意していがなけれぼなるまい。

られる。即ち，実測図中暗黒色土，また

明瞭に見られるものと，そうでないものがある。このような差異についても札幌 •N 162 

遺跡で行ったような検討が必要となろう。

副葬品を多数出土するピットが，同時期の羞城群の中でどのような位置に存在するものである

か， また，集落内での各竪穴住居跡から発見される遺物相と，墓塘群のなかに見られる個々のヒ・ツ

トの副葬品の様相との問に何らかの関連が認められるか否かについても検討を要しよう。ただ， こ

の問題に関しては，後述の如く各墓壊にともなう集落の判明しない例が多いために，かなりむずか

しいと言えよう。しかし，直接的：＇こは結びつかなくても，同一時期の集落の竪穴住居跡と募壊の個

々の遺物相を詳細に検討することによって，ある程度の大胆な仮説をたてられるかもしれない。例

えぼ，縄文時代後期から墓壊間の湖葬品の格差が激しくなるわけであるが，これらが各個人の所有

形態をあらわすものであるが，階級制の萌芽によるものか，または生業の分業形態によるもの

る等の問題の解決への一助となしうることはできよう。

最後に，これらの墓凛を構築した集落に関してであるが，縄文時代早期に属する遺跡は本遺跡と

極めて近く，同一台地上の東側にS237遺跡（羽賀1976)見られる。 S237遺跡は，確実な遺構の発
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見は見られないが，焼土2~3箇所が存在し， く発見されないところより生活関連遺跡と

見ることができょう。この時期では，住居跡と墓塘がかなり近接して見られるようであり（沢1969)

本遺跡と S237遺跡の場合にも，有機的な関連にあるのかもしれない。

その他の時代においては，本遺跡の場合には，両者の関係について全く不明である。ただ，札幌

市教育委員会では，市内の遺跡分布について，かなり明確な資料（札幌市教育委員会 1976)を有

しているので，今後は，この資料の検討を通じて，本遺跡構築にともなう集落について追求してゆ

きたい。

以上，かなり るが，本遺跡の墓城群と思われるピット群について概述してきた。北海

道の幕に関しては，菫松和男による詳細な論考があるので，この報告のなかでは，各時代の大まか

な説明にあたっては，一つ一つ類例を挙げて説明していない。菫松論文以後北海道の募城と思われ

る遺跡の報告には次のようなものがある。札幌 •N293 遺跡（上野他 1974)，札幌 •N309 遺跡（上

野他1975)，浦幌・十勝太若月遺跡（後藤他 1975)，松前・大尽内遺跡（小柳他1975)，函館・西桔

梗B2，恥地点（佐藤 1974)，紋別柳沢19地点（松下他 1975)，釧路・柏恋フンコタンチャツ（沢

他1975)，釧路・北斗遺跡（沢他 1975)などがある。

B 墓墳構築上の台地占地の問題

本遺跡の墓凛群は，南から北に浸入する谷をとりまく状態の台地上に構築されている。発掘され

た墓城のすべての時代を確定しうるわけではないが，一応蠅文時代早期から続縄文時代終末までの

広汎な時期にわたって構築された墓城が，各時代毎に如何なる占地意識のもとに構築されたもので

あるか簡洋に触れてみたい。

縄文時代早期に構築されたと考えられる墓城は，谷の西側の台地上の先端部に多く見られる。東

側台地上にも 2個の早期の墓城が見られるが， これらも先端部に近い位置にある。

籠文時代中期に比定しうる塞濃ぱ，西側台地上の先端部附近にのみ位置し，他の場所には認めら

れない。

縄文時代晩期の筵壊は，谷の中心線から西側の台地上全面に多く見られ，東側台地上の全面にも

散発的に見られる。一括土器を城内から出土する墓城も西側の台地上にのみ限定して見られた。

続縄文時代恵山式期の墓壊は，縄文時代のそれのように，台地上の特定の場所に集中して見られ

ることなく，台地上の全面にわたって散見できる。そのなかで，特に西側の台地中程の谷寄りに一

括土器を出土する 3個が集中して構築されていた。

後北A, B, cl式期になると，網文時代の墓城が主として西側台地上に偏在していたのに対し，

谷の中心線から東側の台地上により集中して見られ，西側の台地上には 1個を見るのみである。

同じく後北C2, D式期では，再び台地の全面にわたって墓漂が見られるようになるが， とりわ

け，東西の台地上の先端部には少なく，谷の奥の台地上に特に集中して見られる。土師器ならびに

北大式土器を出土する墓城は，土師器を出士するものは，谷の奥の台地上，北大式土器を出土する

ものは，谷の奥の台地上から西側の台地に集中して見られるようになる。
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以上の分布状態ば，総計697個の墓凛のうち時代の判明しえた切1個の墓城について述べたもの

である。他の 426個の墓城の婦属する年代が全く不明であるために，墓濃構策に際しての明確な占

地を把握することは困難である。ただ，前述の墓吸の台地上における発見状況は，表士層の発掘に

あたって発見された土器の時代別分類による分布とも，おおよそ軌を一にするものであり，本台地

上の墓城構築にあたっての占地利用のあり方を，大略的にとらえているものと言えよう。

C 特殊な遺構について

本遺跡の一般的な募塘，あるいは後述の溝状遣構とやや異質なビットが 3個発見されている。第

524号ビット（第89図），第541号ビット（第92図），第 577号ピット（第97図）である。この

3個は，いずれも円形ないしやや楕円形の平面プランを屋し，大きさは小さなもので直径150cm, 

大きなもので直径 250cmを算し，深さ 40cmないし 60cmである。

ピットの最大の特徴は，底面に略々南北に整然と並ぶ炭化木材と焼士，そして茅状の炭化物が見

られることである。

出士遺物は，第524号ビットでは，続罷文時代全般にわたる七器片少量と円形掻器（第152図・

181図），第541号ビットでは石斧 1点（第181図541), 第578号ビットでは， 縄文時代早期，

晩期，続縄文時代後北C1,C2, D式の士器片（第 153図）が散見されるのみで，時代を明確に決定

しうるに十分な資料は，全く認められなかった。ただ，第524号，第578号ヒ゜ヅトの遺物の出土状

況から見ると，後北式の新らしい時代に位置づげられるようである。

木遺構の性格について知る手懸りとなるビットの構造を知るうえで，底面に見られる炭化材がか

なり示唆的である。いずれの炭化材もすべて底面上に焼士と混じて発見されており，茅類の炭化物

が見られるところより，一種の上屋をもっていたものと思われる。本遺跡の他のビットの中にも，

覆士中からかなりの量の木炭を出士している例がある。しかし， この 3個のヒ゜ヅト程整然と， しか

も上屋構造の存在を窮うことのできる状態で発見されたものは一例も見られない。

炭化材の出土状態からすれば，ピット上の覆いは，円錐形のものではなく，片流れ，あるいは城

ロ面に差し渡す状態で木材を置き，その上を茅状のもので葺いたものと推測される。

これらのピットの性格についてであるが，続纏文時代後半の墓城には，これらと同様か，あるい

（まより大きい墓城もかなり見受けられることより，形態の上からは，墓渡とすることに特別に異論

はない。しかし，前述の如く炭化材を出士し，上屋としての覆いが考えられることより，積極的に

墓城と断定することはやや疑問といわなければなるまい。上屋を有するものとしては，住居として

の用途も考えられないこともないが，床面に炉等の施設の欠如していることなどから積極的に肯定

しえない。

D 溝状遺構について

本遺跡で発見されたピット群のなかに，関東地方以北で普遍的に発見されており，「陥し穴」と

して取り扱われている溝状の特殊な遺構がある。遣構の発見総数は 31個であり， 大きく次の 2つ
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の形態に分類でぎよう。

A 型

平面形がいわゆる溝状に近い形態のものである。長軸に対して短軸のしめる比率が極めて小さな

もの。

第 1号，第 17号，第21号，第96号，第 129号，第 143号，第408号，第 411 第502号，

第531号，第586号，第646号，第647号，第648号，第696号，第700号，第701号，第 714号，

第719号，第720

B 型

751号，第755号の 22個である。

平面形の長軸に対し，短軸のもつ比率が大きいもので，楕円形に近い形態を示す。

第22号，第 27号，第123号，第348号，第376号，第401号，第403号，第506号，第725

の9個である。この型に属するものの底面には，小ピットの存在が認められるものが数例ある。

これらの遺構のあり方ぱ，一見してかなり整然とした配列のもとに構築されている。 A型のもの

では，大ぎく分けてど、y 卜が等高線に対して平行に構築される一群と，直行して構築される一群の

2種ある。更にこれを大きく見ると，ある程度の規則をもって直線上に列をなして配列されてい

る。台地の先端部から第647号，第719号ビ、、／卜による第 1列，西側台地の第21号ピットと東側

台地の第520号ピットによる第2列，同じく西側台地の第 129号，第 1号，第96号ビットと東側

台地の第586号，第531号ピットからなる第3列，同じく西側台地の第411号，第 143号ピ ヅトと

東側台地の第408号ピットによる第 4列と分けることが可能であろうか。更に，等高線に対し匝交

して構築されるピット群のうちで第646号，第648号，第664号，第696号，第700号，第 701号，

第714号，第751号，第755号ヒ°ットからなる第 5列があ、Jo

このうち，第 1列から第4列は，いずれも等高線に直交するヒ°ット列を構成し，第 5列は，台地

縁辺部に等高線に対し平行するピット列を形成する。

B型とするビット群についても， A型とほぼ同様な事実が認められる。即ち，個々のピットの構

築ほ，等高線に疸交して構築されるものと，平行して構築されるものの 2種ある。第 22号， 第27

ビットによる第 1列は後者であり，第348号，第376号，第401号，第506号ピットによる第 2

列と，第725号，第 123号ピットによる第3列は前者の類に入れ恥れる。

次に， これらのピット群の構笑時期についてであるが， ヒ。．ゾト内からの出土遺物が貧弱であり，

ピット底面からの遺物の検出が全くされなかったので，正確な構築時期は全く不明である。た

だ，木遺跡の場合墓塙と考えられるピットとの重複関係にあるものが数例あるために，大まかな構

築時代について捉えられるものがある。

A型に属するもので墓壊との菫複が見られたのは，第96号，第411号，第646号ビットである。

このうち第96号ピットは，完形の恵山式土器2点を出士する第 91号ピットより明らかに古い時期

に構築されており（第24図），第411号ビットと第646号ピットは，縄文時代晩期の士器を出士す

る第 410号，第 646号ビットより明らかに古く構築されている。この菫複関係の結果に基づけば，

A型に属するものは，耀文時代晩期末薬以前に構築されたものと断定でぎよう。構築の上限につい
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てほ，明確に決定しうる要素を全く持ち合せていない。ビ、y 卜内の覆士上層から散発的に発見され

ろ遺物は，第22号，第411号ビットから発見された縄文時代早期の士器片が最も古く， その他の

2. 3のピットから縄文時代中期，晩期の士器片が散見でぎる程度である。

B型に属するピットぱ，墓城との重複関係が非常に少なく， わずかに第725号ビットと第726

号，第727号ヒ°ットとの重複が認められるのみであろ。この関係でほ，第725号ビットがより古く

構築されている事実を認めることがで彦るが，第726号，第727号ヒ°ットから遺物が全く発見され

ていないため，構策時期について明らかにすることがでぎない（第 133図）。

A型と B型の構築時代差については，両者が完全に重複している例がなく明らかにできない。た

だ， A型の第 21号ビットと B型の第22号ヒ°ットがかなり近接して構笑されており，この両者の関

連セクショソを見る限り， B型の方が新しく構築されていると言える（第129図）。

以上，木遺跡発見のヒ゜ヅトの構策時代に触れて来たわけであるが，北海道の他遺跡で構第時代に

ついてのある程度適確な判断を下しうるものに函館空港第4遺跡（石木他1975)がある。第4遺跡

での該種遺構は，いわゆる銭亀沢層火山灰 (4,470士lOOB.P.）を切って構築されている事実があ

る。

さて，該種遺構の性格についてあるが，構築時代を明確に決定する要素が何ら発見で食ないのと

同様に，性格を決定で彦ろ要素は，全く検出されていない。該種遺構の発見の状態は，本遺跡の如

＜墓壊と同一台地J::に発見される静内・御殿山遺跡（河野•藤本 1961) ，集落と同一台地J::から発

見される函館空港内の遺跡，単独で発見される札幌． S293遺跡（上野他1975)などが見られる。

こられのうち前2者の遺跡のうち，函館空港遺跡では，明らかに集落にともなわないものと結論づ

けられている。静内・御殿山遺跡では，墓壊としてとり扱われている。札幌 •S 293遺跡の単独発

見例から見ると，該種遺構が単独，あろいは集合することにより，他の遺構と組み合せられること

がなくても，十分にその機能を果していたものと思われる。

性格を決定する上で，確たる証が得られていないので，早急に断定することほ慎しまなければな

るまいが，現時点では函館空港第1地点（函俯市教委196)で注目され， 横浜・霧ケ丘遺跡（今村

他1973)の調査により広くいわれるようになった「陥し穴Jと考えることが，最も説得力のある

見といえようか。

E いわゆる風倒木跡（こついて

本遺跡で発見された遺構に混じて，全く特異な形態を示すピットがある。第75号ビット （第 21

図），第92号ヒ°ット

ら100cmであろ。

25図）である。大彦さは，長径約400cm,短径約300cm,深さ 60cmか

ヒ°ットの確認面での平面プラソを見ると，北側に黒色士の落ち込みが見られ，南側では幅5~10

cmの黒色士が環状にめぐらされており， 中心部は地山士がやや盛り上って見られる。北側あるい

ほ南側の黒色士中からは，士器片，石器等が発見されている。黒色士以外の層からは，全く遺物が

検出されないのも大詮な特色である。
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さて，このような様相を星するピットは，道央以南の全道にわたって見ることができ，更に，東

北，関東地方にも多くの類例が見られる。発見の状態の中で注目を要するのは，札幌． S253遺跡

（高橋 1975) の如く先史時代の遺跡と断定しえない地点からも多数発見されている。 このような

発見状況を見ると，能登健（能登1974)が述べる如く風倒木跡と考えることができょう。

F 焼土について

本遺跡を形成する台地上から，前述のピット群に混在して 73箇所におよぶ焼士が発見された。

第 3図中のローマ数字で表記してあるものである。焼土は，谷より東側の台地により多く認めら

れ，墓城のあり方とは対照的な状態を示す。ことに谷の奥の台地上にはわずか数個を数えるのみで

ある。

これらの焼土のすべてが，本遺跡を形成する遺構の構築と時を同じくするものであるか否かにつ

いては，明確な判断を下しえない。更に，遺構のなかでも，募城あるいは溝状の遺構に伴なうもの

であるか否かも全く不明である。発掘時の所見では，焼土の多くが墓城に属するものと考えるのが

も妥当であると思われたc

募壌群を形成する同一遺跡から焼士の発見される例は，幾つかの遺跡で見られることであり，特

に異質なものではないといえよう。従来の説では，このような焚火の跡は，夜間の埋葬を考えるも

の，焼士中から獣骨等の発見があるところより，葬送儀礼にともなう食料供献を行なうもの等が考

えられている。

本遺跡の焼土を見ると，一度の焚火では， とうてい堆積しえないと思われる程多くの焼士が見ら

れるものが全体の約1/3ほど見られ，他の 2/3は少星の焼土しか見られない。これに加えて墓凜内

の覆土中に，焼土の存在が認められたものは55個にものぽっている。

これらの焼土が，夜問の埋葬，あるいは食料供献用等の同一の目的をもっているならば，木遺跡

の場合，全体の幕城の約 1/3の埋葬にあたって焚火が行なわれたということがでぎようか。

本遺跡の場合には，これらの焼土が如何なる目的のもとに使用されたものであるかについ

て，積極的に解明すべき手がかりは一切発見できなかった。焼土の分布範囲と墓城の分布範囲との

関係を見ると，縄文時代晩期，続縄文時代恵山式後北A,C2, D式土器を出土する募塘の見られる

地域により多く分布するようである。ただ，縄文時代晩期と続蠅文時代恵山式期の墓猥の分布の

主体は，むしろ台地の西側にあることから焼土との直接的な関連は，やや痔くなるかもしれない。

凛内から焼土の発見された墓城の年代は，纏文時代早期1, 中期1,晩期4,続縄文時代恵山式期

3' 後北A式期1,cl式1,ら式期4, D式期7, 土師器2'北大式期3で縄文晩期と続綱文時

代北ら後式期以後に多くなる傾向がある。
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第 6章結 語

以上，本遺跡の発掘によって発見された805個のピ、y 卜群と 73箇所の焼士群について概述して

来た。

本遺跡発見の多くのビットについては，かなり断定的に墓城として取り扱ってきたわけである

が，確実に墓激として認定すぺき何ものも持ち合せていないので，かなり異論も多いかとも思う。

例えば，千歳・ママチ遺跡，恵庭・柏木川遺跡などでも，遺物を全く検出しないか，あるいは少量

しか検出しえない数多くのビットを発掘しているが， として報告されたものは，全体の約1割

程度である。本遺跡の場合も時代別には，かなりのバラエティが認められるが，総合的なピットの

あり方は，前記二者の遺跡に極めて相似するところが多い。報告書の取りまとめ方の姿勢として

は，前二者の如く遺物がやや多く出士し，時代の確定しうるものについて詳細に報告し，ある程度

の考察を加える方法と，本報告の如く，すべての遺構について図示し簡単な説明を加える方向の二

あるようである。これは，それぞれに一長一短があり一言のもとにいずれが正しいとも言いか

ねる問題を含んでいるかもしれない。例えば，前者の姿勢では，遺物の出土しない遺構の様相がわ

からないが，同時期の遺構の問題については，詳細に知ることがでぎるであろう。後者では，各遺

構の概略についてある程度正確な様相が捉えられるが，ともすれば説明が画ー的単調になるととも

に，種々の制約（例えば金銭的，時間的なもの，更には個人の力量）から詳細な考察を行なえない

場合がある。むろん，行政的な目的のもとに実施された調査でも，この二者を立派に備えているも

のが多いが，本報告についてふりかえった場合，私は後者の立場を取って作成して来たわけである

が，今こうして結語を書く段階に至ってみると，力量不足のために種々不備な点が目立ち，公けに

したくない心境になって来る。例えば，個々の遺構の説明にあたっては， もう少し詳しく記述すべ

きであったろうし，土器型式の認識が不十分なためにピットの構築時代の同定がやや大まかであっ

たり，同一ピット内出士の遺物が， 2,3の挿図にわたっ

度全面発掘しながら，何ら新しい見解を導ぎ出せな

されたりしている。更に墓域をある程

葬送儀礼についての民族，民俗学的な素

養がないために，発見された焼土，木炭等について何ら解決を得られなかった点など，いろい

げていけば紙数に限りがないと思われる。

ただ，幸いなことに，北海道の墓については，重松和男氏の意欲的な論考と資料集成があるので，

本報告の墓壊の分析にあたっては，ぜひ併せ読まれたい。また，本報告についての疑問な点等につ

いては，誠意お答えいたし，幾らかでも本書の不備の穴うめをいたしてゆぎたいと考えている。
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47 
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(61) 

(92) 

33 

(ll5) 

41 
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12 
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1
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1
2ー
叫
ー
9
1
0
1
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9
1
1
1
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5
幻
渕
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0
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1
⑩

⑩

131520102 

491 5, 9501 Py.-an. 

231 43. 81 Obs. 

41 1.51 Obs. 

651 4701 Ho.-an. 

641 780 

131 29. 81 Sha. 

89I 1, 300I Py.-an. 

601 390I Ho.-an. 

21 0. 71 Obs. 

31 0.9I Obs. 

0.81 Obs. 

0.71 Obs. 

0.8I Obs. 

0.61 Obs. 

0.81 Obs. 

0.61 Obs. 

0.51 Obs. 

0.51 Obs. 

0.5I Obs. 

0.51 Obs. 

101 Sha. 

47.81 Sha. 

19.61 Obs. 

9.21 Obs. 

12. 41 Obs. 

4001 Gre. -Sch. 

240: Gre.-Sch. 

70! 

310 

1.3I Obs. 

1,300 

41 3.6 Sha. i 

911 1, 8501 Py.-an. I 
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3

 
4

3

3
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3

3

3
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2
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7

6
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最 1石

’ 0.91 Obs. 
1.51 Obs. 

12.31 Sha. 

0.81 Obs. 

2,270 

1, 000I Py.-an. 
130I Sa. 

I 

質 1 備 考
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s-4 
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図版番号

第177図

” 
” 
第 180図

” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
第182図

第 177図

” 
” 
” 
” 
” 
” 
第 183図

第 177図

” 
” 
” 
/I 

” 
” 
” 
第 179図

/i 

” 
” 
” 
” 
” 
” 
II 

// 

” 
II 

第 184図

第 183図

I出土地区 1 名

Pitll。1掻
Pitlll-1 

Pitlll-2 

Pit117 1掻

Pit118 I石

Pit121-1 石

Pit121-2 

Pit121-3 削

Pit122 

Pit129 

Pit133 

Pitl39 

Pit145 

Pit150 

Pit151 

Pit155-1 

Pit155-2 

Pit163 

Pit165 

” 

Pit253 

叫切1
276 
Pit287 

Pit289 

Pit298 

” 
円形掻器

石斧

§~ 

器

品

器

斧

器

器

器

器

成末

”

打

の鏃石茎

削

有

掻

石

削

敲

掻
Pit166 

Pit{173 
174 

Pitl80 

Pit18l 

Pitl84 

Pit191 

Pitl92 

Pit194 

Pit195-1 

Pit195-2 

Pit200-1 削

Pit200-2 

Pit203-1 扁

Pit203-2 削

Pit210 石

Pit213 削

Pit236 石

＂＂リ肖

掻

石

掻

石

全
-

'

V

I

 

器

）

）

斧

鏃
形
？
ヽ

(

4
 

称

（

器

I
I
I
I
 

” 

” 

” 

” 

” 
” 

” 

t
 

器

核

器
~
1
 
ー

”
 

乎

削

扁

/I 

1
 

核

器

鏃

器

鏃

斧

器

皿

石平

// 

”
 

沿

沿

重い
m
m
6
1
0
3
8

切

4
3
5
i
1
0
7
1
1
1
1
m
4
3
7
7
1
8
7
9
3
9
8
1
0
7
1
3
6
6
1
1
6
2
1
1
4
7
7
2
0
4
3
5
7
1
7
1
6

大最

ぃmm
3
8
3
4
2
2
2
4
⑱
1
8

国
渕
4
5
6
2
3
8
3
3
4
8
2
4
1
4
3
0
2
7
2
6
3
2
5
0
2
3
3
8
3
7
2
9
1
8
3
4
2
8
3
3
3
3
2
6
1
8
1
9
3
0
2
3
1
0
2
3

岡

4
1
3
6

大最長
＿

m
m
2
6
4
9
切

3
4
5
4
4
2
8
3
0
4
6
4
2
2
7
7
6

⑳

⑳

2
4
2
3
2
5
5
0
4
1
1
4
0
3
5
⑯
2
2
5
1
g
1
6
4
1
5
2
4
3
2
3
2
4
9
4
6
2
5
2
0
4
5
5

⑩

104

21 19 

4
5
5
8
 

2
 

1
 

5

0

 

4

1

 

1

1

 

8
 

量！石質！備
9 ^ 

9. 91 Obs. 

19.0I Obs. 

2.11 Obs. 

7.21 Obs. 

10. s: Gre.-Sch. 
3.01 Obs. 

1. 31 Obs. 

;:Iご
15.61 Obs. 

14.21 Obs. 

44. 91 Gre.-Sch. 

1501 BL-Sch. 

3.41 Che. 

LOI Obs. 

6.01 Obs. 

4.41 Obs. 

37. 51 Grc.-Sch. 

7.31 Obs. 

3601 Sa. 

6.51 Obs. 

9.91 Obs. 

6.91 Obs. 

18.31 Obs. 

4.21 Sha. 

3.61 Obs. 

9.11 Obs. 

5.21 Obs. 

20.51 Obs. 

12. 91 Obs. 

3.81 Obs. 

7.21 Che. 

32.51 She. 

3.61 Obs. 

0. 71 Obs. 

4. 71 Obs. 

3.21 Obs疇

47. 21 Gre.-Sch. 

1051 BL-Sch. 

4.31 Obs. 

901 4, 4301 Py.-an. 

891 7201 Py. —an. 

考

s-6 

S-7 

S-1 

s-2 

S-3 

S-1 

S-2 

S-4 
stone retoucher 

1

2

1

2

1

グ

i

-

I

 s
s
s
s
s
s
 

S-9 

S-56 
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図版番号 1出土地区 II I 名 称 1全長 1最大幅 I1最大厚 1I重量 I1石 質 備 考

mm 

2~ 

mm 
第179図 Pit300-1 掻 器 23 6 

2 .. ] ] 6 °極．
S-1 

” Pit300-2 ” 30 11 8 Obs. s-2 

” Pit307 削 器 29 

11:6 I 

5 Obs. 

” Pit315 ” 勿 4 Obs. 

第 184図 Pit329-l 石 皿 233 

>
6, 4 Py.・an. S-3 

” Pit329-2 ” 206 115 4,320 Py.-an. S-18 

第179図 Pit350 掻 器 19 5 4.5 Obs. 

” Pit352-1 石 鏃 17 2 0,4 Obs. S-1 

” I I Pit352-2 削 器 32 14 4 2.2 Obs. S・-2

” Pit354 敲 石 138 30 20 120 Sa. 

” Pit371-l 削 器

35 316 7 

11 2 1. 3 Obs. s~1 

” Pit371-2 ” 18 > 7.2 Obs. S-2 

” Pit371-3 掻 器 24 2.8 Obs. s-3 

第186図 Pit375 石 錘 3901 
184 108 10,500 Py.-an. S-1 

第 179図 Pit394 掻 器 14 18 3 1.1 Obs. 

” I Pit400 削 器 34 22 10 8.5 Obs. 

” Pit408 掻 器 17 32 10 6.7 Obs. 

” 
p・ {412 削 器 36 17 

1 
3. 1 Obs. It 413 

第181図 Pit422 石 斧 (61) 50 150 BL-Sch. 

” i 1 Pit439 両面体石器の破片 28 15 4.4 Obs. 

” Pit449-l 掻 器 25 23 12 6. 7 Obs. S-1 

” Pit449-2 削 器 37 34 7 4. 1 Obs. S-2 

” Pit492 挟 長 鏃 36 11 3 2.1 Obs. 

第184図 Pit501 石 皿 (200) (121) 55 2,110 S-1 

第181図 Pit510 石 鏃 21 11 2 0.5 Obs. 

” Pit521 掻 器 24 33 8 6.8 Obs. 

” Pit523 ” 27 36 ， 8.0 Obs. 
” Pit524 ” 30 49 17 24. 7 Obs. 

I/ Pit530 削 器 60 23 ， 9.9 She. 
第 180図 Pit532 礫 器 62 58 22 110 BL-Sch. 

第181図 Pit541 石 斧 (59) (48) (11) 50 Gre.-Sch. 

” Pit542 掻器（末成品？） 37 37 ， 16. 4 Obs. 
” Pit549 掻 器 34 21 4 2. 7 Obs. 

” Pit579 石 匙 35 12 

55 5 1 

3,0 She. 

11 I Pit580 両面加工のナイフ (29) (23) 3.2 Obs. 

第185図 Pit600 敲 打 器 164 1191 1,050 Py.-an. S-5 

” Pit642 石 冠（擦石） 171 115 68 1,710 Sa. 

第181図 Pit644 削 器（横形）

1::1 

31 7 6.6 Obs. 
: 

第184図 Pit645 石 皿 168 56 1,550 Py.-an, S-2 

第181図 Pit650 削 器 68 30 13 26.7 Sha. 

第184図 Pit籾 石 皿 140 89 81 1,140 Py.-an. s幻2

第 181図 ” 削 器 36 18 6 4.4 She. 
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図版番号 出土地区 1 名

第 181図

” 
第 182図

”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 
第 181図

第183図

” 
第 186図

第 182図

” 
” 
” 
” 
” 
” 
// 

” 
” 
” 
第181図

第182図

第 183図

第 182図

Pit662 石

Pit675 石

Pit680-1 石

Pit680-2 削

Pit682 

Pit693 

Pit702 ナイ

Pit705 石

Pit722 削

Pit736 

” 
Pit738 

砥

削

Pit743-1 I石

削Pit743-2 

Pit756 

Pit760 

Pit766-l 

Pit766-2 

石

Pit770-1 

Pit770-2 I削

石量重厚大最
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m
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1
8
6
1
1
1
7
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印

竺

4
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ー

-1-『
び
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|
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「
3
0
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0
4
9
D

1

6

 

全

）

鏃

器

器

鏃

斧

鏃

器

“り肖

称

（
 

”II
フ

” 
// 

石

Pit739 I敲石
Pit741 

'
 

器

斧

器

鏃

＼

＇

器

器

品成未（
 
斧石

削

掻

” 
器

Pit775 砥石

Pit777 掻器

Pit779 削器

II I1 （横形）

” 北海道式石冠
Pit784 石鏃

'

,

 

2

5

、
)

5

4

5

9

5

0

4

5

5

2

1

6

2

2

2

 

8
 

9

7

 
2
 

（
 

3
7
5
6
1
7
2
9
3
5
 65 

23 

67 

226 

25 
(28) 

13 

(16) 

63 

18 

26 

23 

18 

54 

181 

22 

42 

(73) 

14 
I 

mm3 
18 

3
 
5
 
6
 IO 

5

3

 

ー

7
 
6
4
2
2
0
 

8

6

2

9

7

5

 

ー

6
1
6
1
2
0
5
1
0
8
5
9
4
-

， 
0.61 Obs. 

100I Gre．←Sch. 

0. 61 Bl.-Sch. 

4. 6| °bs, 

2. 71 Obs. 

7.81 Obs. 

36. ll Sha. 

3

i

 

b

b

 

0

0

 

1

2

6

 

L

i

6

 
310 

1501 Sa. 

質！備

761 8, 300I Py.-an. 

121 13. 21 Sha. 

28. 61 Sha. 

2.21 Obs. 

0.51 Obs. 

53. 81 Gre.-Sch. 

3.01 Obs. 

3.21 Obs. 

2.81 Obs. 

3.81 Obs. 

89.71Horn. 

1. 71 Obs. 

5.01 Obs. 

12.21 Obs. 

4501 Py.-an. 

1.21 Obs. 

考

S-1 

S -2 

S-2 

S-1 

S-2 

S-1 

S-2 

j S-3 
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第3表第502号ピット出土玉一覧表

図版番号 1出土地区l| 名 称 1外径 1内径 1最大厚 I重量 I石 質 1 備 考

ピット 1 
mm mm nn 

I 
186-1 

502 玉 6.2 2.8 4.6 0.22， 5i 1 Sch. 
2 ” ” 6.2 2. 3 4.0 0. Sch. 

3 ” ” 5.95 3.25 3.5 0.19 Sch. 
I 

4 ” ” 5.9 2、O 4.1 0.23 Sch. 

5 ” ” 5.15 1.8 2.5 0.12 Sch. 

6 ” ” 4.0 L 5 3.25 0.1 Sch. 

7 II 

” 4.95 1.8 2.5 0.1 Sch. 

8 ” ” 3.25 1. 65 3.3 0.09 Sch. ， 
” ” 2.9 1.8 2.85 0.12 Sch. 

10 ” ” 4.6 1.85 2.3 0.02 Sch. 

11 i ” ” 4.45 1. 75 2.5 0.09 Sch. 

12 ” I/ 4.35 L 8 2.15 0.1 Sch. 

13 ” ” 4.1 1.8 1. 9 0.08 Sch. 

14 : ” I/ 4.5 1.8 2.05 0.09 Sch鼻

15 ” /I 
4.57551 i 
1. 7 2.95 0.1 Sch. 

16 ‘’ ” 
I 4. l. 75' 2.25 0.09 Sch. 

17 

I 
” ” 5.0 1. 9 2.8 0.11 Sch. 

18 ” ” 4.5 1.8 2.25 0.09 Sch. 

19 
I ” ” 4.1 1.5 2.35 0.08 Sch. 

4.55 1.8 
！ 

20 ” ” 2.55 。*08Sch. 
21 ” ” 3.95 1. 45 2.0 0.06 Sch. 

22 19 I ” 4.55 1. 75 2.05 0.09 Sch. 

23 ” ” 3. 7 1. 35 2.25 0.(17 Sch. 

24 ” II 4.45 1.8 1.8! 0.08 Sch. 

25 ” II 3.9 1. 5 2 3 。*09Sch. 
； 

26 ” ” 4.5 1.8 2.15 

0.09］ 09I ; , Sch. 27 ” ” 4.45 1.8 1. 9, 0. Sch. 

28 ” ” 4.3 1.8 1. 95 0. Sch. 

29 ” ” 4. 75 1. 8 L 85 0. Sch. 

30 ” ” 4.75 1.8 1.8 0. Sch. 

31 ” // 4.6 1.8 1. 7 0,09 Sch. 
l 

32 II 

” 4.3 1. 7 1. 7 0.07 Sch. 

33 ” ” 4.65 1. 8 1.6 0.08 Sch. 

34 ” ” 4.3 L 8 1. 8 0.08 Sch. 

35 ” ” 4.25 1. 75 2.0 0.08 Sch. 

36 ” ” 4.55 1.75 2.0 0.09 Sch. 

37 ” ” 4.45 

1. 88 8 7 75 ' 

1. 55 0.08 Sch. 
！ 

38 ” ” 4.4 1. 1.8 0.09i Sch. 

39 ” ” 4.4 1. 1.65 0.08 Sch. 

40 ” ” 
I 

4.35 1. 1. 65 0.07 Sch. 

l 41 ” ” 4.55 1. 1. 6 0.08 Sch. 
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図版番号 1出土地区 I 名 称 1外径 1内径！最大厚 1重昼 1石 質！備 考

ピット 1 
mm! ！ mm 

0.097| 1 Sch. 186-42 
502 玉

4. ：I 1. 7 1.5 43 ” ” 3. 1. 55 2.1 0.08 Sch. 

44 ” 
II 4.1 1. 8 1. 95 0.08 Sch. 

45 ” ” 4.45 1. 7 
1.685! 1 
0.07 Sch. 

46 ” ” 4.1 1. 65 1. 0.07 Sch. 

47 ” ” 4.05 1. 45 l.0 0.04| Sch. 

48 ” ” 4.1 1. 25 1. 35 0.04 Sch. 

49 ” ” 3.8 1.45 1.8 0.03 Sch. 

50 ” ” 4.1 
1. 2455! 1 

1.1 0.02 Sch. 

51 ” ” 4.05 1. 0.85! 0.01 Sch. 

52 ” ” 3.3;5i l 1. 4 1. 25 0.01 Sch. 53 ” ” 
3, 1. 45 0.95 

0.01 Sch. 
以下

54 ” ” 3. 1. 45 I 0.85! I 0.01 Sch. 以下

-206-



第4表発掘区出土石器一覧表

図版番号 1 出士地区 ！ 名

第189図 1表採石

11 2 I B-N-24 

// 3表採

II 4 I // 

// 5 1 // 

11 6 I 11 

I/ 7 I // 

I1 8 /I'  

11 91 // 

I/ 10 l/ 

11 111 // 

11 12 I E-¥間6-B

// 13表採

// 14 

” 
// 

” 
” 
// 

” 
” 
” 
” 
II 

” 
II 

II 

” 

15 I B-V)-12 

16表採

17 II 

18 1 II 

19 I 11 

20 I 11'  

21 

2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
 

”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 
II 

II 

” 
” 
II 

” 
II 

” 

” 
”
”
”
”
”
 27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34. 

35 

36 I D-VB-22 

37表採

38 I 11 

39 I E-X-71 

40表採

41 I C-"1-6-B 

” 
” 
” 
” 
II 

” 
” 
” 
” 

”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
I
I
I
I
”
”
”
ク

IIII
II” 

”
I
I
”
”
”
”
”
”
”
”
”
 

全
t~ 

鏃

称 長 1最大幅 殻大厚 1重

五Immlmm
町 151 3 

認 161 3 

241 171 3 

211 161 3」

(22)1 171 3J I 
(17)1 171 2 

(21)1 151 3 

221 1 4 3 l 
(17)1 141 3 

131 111 4 

13! 11 

(25)122 >
(21)1 161 4 

(21)1 (14)1 5j 

23 15 41 

171 (13)1 4 

(18)1 (16)1 4 

(18)1 (9)1 4 

(18)1 121 2 

(19)1 81 2, 

151 51 2 

221 71 2 

(33)1 11/ 4 

(27)1 IOI 2 

271 111 3 

321 13! 5 

34 121 5 

(22) 141 4 

(24)1 (13)1 3 

(20)1 13 

331 17 

(25)! 16 

(23JI 14 

(24)1 13 

c22) I (14) 
切を 10 

191 9 

17 11 2! 

(20)1 101 4j 

路1 17 61 
竺 :11 61 

量 1石

9! 
1. 21 Sha. 

1.11 Obs. 

0.91 Obs. 

0.81 Obs. 

LOI Obs. 

0.6i Obs. 
I 。“7Obs. 
0.91 Obs. 

0.71 Obs. 

O. 71 Obs. 

0.21 Obs. 

2.11 Obs. 

1.41 She. 

1. 61 Obs. 

1.51 Obs. 

0.61 Obs. 

1.21 Obs. 

0.91 Obs. 

0.61 Obs. 

0.41 Obs. 

0.21 Obs. 

0.31 Obs. 

1.51 Obs. 

0. 71 Obs. 

1.11 Obs. 

1. 91 Obs. 

1.81 Obs. 

1.61 Obs. 

1.01 Obs. 

1.61 Obs. 

1.61 Obs. 

1. 61 Obs. 

0.91 Obs. 

0.91 Obs. 

O. 71 Obs. 

0.61 Obs. 

0.41 Obs. 

0.31 Obs. 

0.81 Obs. 

3. 71 Obs. 

4.31 Obs. 

8

4

4

3

5

2

7

6

4

2

2

3

6

4

5

3

 

••••••• 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

備

-

＇

 

質 考

1. 7 

2.6 

3.0 

3.1 

3.2 

2.5 

2.5 

2.8 

1. 2 

1. 4 

1. 7 

1.0 

2.0 

1.4 

1. 2 

3

3

 

漕
•1

1
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図版番号 1 出士地区 I 名 称
1全長 I 最大厚 1重量 1石 質 1 備 考
I 
nnl mm IIDll ， 

第189図 42 表 採 石 鋲 64 20 8 9.0 Obs. I 1.6 
” 43 E-W-2 ” 61 21 6 7.5 Obs. . 1.7 

” 44 D-＼哺ー16 ” 42 23 6 4.4 Obs. 0.9 

” 45 c-,1-12 // 41 25 7 4.4 Obs. 

“ 46 Eil-7-B 
// (18) 17 4 1. 3 Obs囀

” 47 表 採 ” (26) 19 4 1. 9 Obs. 

” 48 ” ” (33) 23 6 4.2 Obs. 

第190図 49
” 石 匙 69 28 ， 19 1 Sha. 

” 50 M-VB ” 83 21 8 12.9 Sha. 

” 51 B-Vl-20 ” 60 17 ， 10* 5 Sha. 
” 52 表 採 ” 54 19 ， 8.3 Sha. 
” 53 ” 

// 51 23 ， 9.1 ， 
Sha. 

” 54 ” ” 52 18 7 7.9 Obs. 

” 55 c-I -10 ” 45 17 7 6.9 Obs. 

” 56 D-¥1-4 II 45 20 8 7.3 Obs. 

” 57 E-Vl-14 ” 46 26 13 14.0 Obs. 

” 58 表 採 ” 54 18 ， 7.5 Obs. 
// 59 E-l -24 ” 37 14 5 2.3 Obs. 

” 60 表 採 ” (17) 12 6 1. 4 Obs. 
II 61 
” ” (26) 16 3 1. 5 Sha. 

” 62 II 削 器 68 25 ， 15.2 Sha. 
II 63 0-V ” 55 30 11 14.1 Sha. 

” 64 
表”，， 採 ” 54 35 10 21. 4 Sha. 

” 65 II 46 23 6 5.9 Sha. 

” 66 ” 50 33 8 16.6 Obs. 

” 67 C-111 ” 40 18 12 9.5 Sha. 

” 68 表 採 ” 63 30 ， 18. 7 Sha. 
” 69 B-IY-1 

II 41 21 10 6.8 Obs. 

” 70 表 採 ” 33 15 4 2.5 Obs. 

” 71 B-Vll-25-B ” 43 31 10 12. 5 Obs. 

第191図 72 表 採 ” 44 16 4 3.3 Obs. 

” 73 E-IX -51 
II 岱 17 10 9.5 Obs. 

” 74 B-V -25 ” 62 26 13 19.4 Obs. 

” 75 B-IY-8 ” 41 27 10 18. 4 Ohs會

” 76 E-I -24 ” 79 32 14 40.2 Aga. 

” 77 D-W-11-B II 44 16 7 7.8 Obs. 

” 78 C-VB-21 ” 54 31 8 16.6 Obs. 

” 79 B-V-25 // 48 24 13 14.3 Obs. 

II 80 B-I-2.3 ” (41) 35 ， 15.6 Che. 
” 81 表 採 ” 67 36 12 27.8 Obs. 

” 82 B-N-25-B ” 67 38 11 25.0 Obs. 

” 83 B-Ifペ3 ” (36) 33 8 17.7 Obs. 
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mm mm mm ， 
第191図 84 A-1B -23 削 器 51 32 ， 12.6 Sha. 
” 85 表 採 ” (18) 22 6 2.9 Sha. 

” 86 ” ” 24 20 ， 3.5 Obs. 
” 87 E-VD-25-B ” (21) 18 4 3.2 Obs. 

” 88 表 採 ” 33 18 5 3.8 Obs. 

” 89 D-Il-11 ” 41 23 ， 6.2 Obs. 
” 90 H-W-22 ” 36 18 5 3.3 Obs. 

” 91 表 採 II (33) ， 3 1. 4 Obs. 
第192図 92 D-VII-9-B 

“ 42 26 ， 9.4 Obs. 
” 93 表 採 II 38 34 11 11. 7 Obs. 

” 94 C-¥11-16-B ” 32 21 5 2.7 Obs. 

” 95 L→" ” 31 22 ， 5.1 Obs. 
” 96 表 採 ” 25 16 5 3.0 Sha. 

” 97 B-111-10 ” 45 24 8 8.1 Obs. 

” 98 0-IX -3 ” 42 23 6 6.8 Obs. 

” 99 c-v皿-7-B // 36 18 6 4.0 Obs. 

” 100 D-Vl-20 ” I 39 18 7 5.2 Obs. 

” 101 F I -13 ” 31 16 6 2.8 Obs. 

” 201 D-IX -24-B ” 30 17 6 3.1 Obs. 

” 103 表 採 ” 31 14 6 2.7 Obs. ： 

” 104 B-l-ll ” 32 17 5 2.9 Obs. 

” 105 E-VIB-23-B ” 34 17 5 3.4 Obs. 

” 106 表 採 ” 31 23 6 4.4 Obs. 

” 107 C-¥'Ill-12-B ” 30 20 4 1. 9 Obs. 

” 108 L-111 ” 34 36 ， 9.2 Obs. 
” 109 表 採 ” 37 29 11 11.5 Obs. 

” 110 ” ” 30 22 4 2.5 Obs. 

” 111 I ” ” 29 18 3 2.0 Obs. 
II 112 ” ” 悶

20 3 1. 4 Obs. 
II 113 ‘’ ” 15 2 0.8 Obs. 

” 114 D-VIl-3 ” 29 27 4 3.4 Obs. 

” 115 B41-20 ” 35 32 ， 9.2 Obs. 
” 116 B-Vl-25 I/ 19 24 6 3.0 Obs. 

” 117 B-¥1-1 ” 切 25 3 3.5 Obs. 

” 118 表 採 ” 27 27 5 4.1 Obs. 

” 119 B I -13 扁 平 石 核 切 23 25 13.8 Obs. 

第193図120 B_, -5 円 型 掻 器 44 37; 7 10. 8 Obs. 

” 121 表 採 ” 31 40 ， 14.2 Obs. 
” 122 II 

” 23 33 8 7.4 Obs. 

” 123 C-ll -2 ” 27 39 11 12.6 Obs. 

” 124 表 採 ” 30 28 8 8.4 Obs. 

” 125 B-¥1-20 I/ 27 32 14 11.4 Obs. 
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第193図126 B-V-7 円型掻器 15 18 8 2.4 Obs. 

// 1幻 B-11-15 11 20 切 13 9.6 Obs. 

11 128 A -IV -19 11 26 23 /l 4. 1 Obs. 

11 129 B-B -2/I19  25 12 5. 8 Ohs. 

11 130 E DI -15 11 21 22 7 4. 7 Obs. 

11 131 A-IH -25 11 20 23 8 5. 2 Obs. 

II 132表採 11 20 22 4 2. 1 Obs. 

11 133 B-V -10 掻器 20 23 9 4.0 Obs. 

11 134 B-IV-14 11 23 21 6 3.1 Obs. 

11 135 B-軋-12 11 21 20 9 4.1 Obs. 

/I 136表採 11 25 22 15 7.1 Obs. 

11 137 11 11 18 31 8 5. 1 Obs. 

11 138 B-IV-14 11 12 24 6 2.6 Obs. 

11 139 B-IV-11 11 13 24 6 2. 4 Obs. 

11 140表採 // 30 20 7 3. 9 Obs. 

11 141 11 11 33 26 8 6. 7 Obs. 

11 142 D-ll-11 11 39 29 13 12.00bs. 

11 143 c-Vl-9//32  21 10 6. 4 Obs. 

11 144 A-IV -19 11 32 24 7 4. 6 Obs. 

11 145 B-V-19 11 38 21 8 4. 2 Obs. 

11 146 B-IY-14 靴型石器 32 28 5 4. 9 Obs. 

第194図147表採 11 54 36 12 23. 5 Sha. 

11 148 D-Vlll-24-Y 11 301 I 21 8 7.1 Sha. 

11 149 G-D -2 11 2Sj 14 4 2. 3 Obs. 

11 150 D-W-15-B 11 28 19 5 3.0 Obs. 

// 151表採 11 32 24 10 6. 9 Obs. 

11 152 C-¥'Ill-13 11 29 21 9 6簿0Obs. 

II 153 c-v'III-20-B削器 35 47 8 14. 41 Obs. 

// 154表採 11 36 49 10 14. 6 Obs 

11 155 E-¥1-14 11 33 44 10 12. O Obs. 

11 156 B-Vl-24 11 30 41 7 9. 8 Obs會

”157 C4'II-6-B 11 26 34 7 5.6 Obs. 

11 158 C-¥1-12 11 21 31 11 7.90bs. 

11 159 D-¥『24-B 11 29 37 8 10. 5 Ohs. 

// 160表採 11 33 32 111 11. 8 Obs. I 

11 161 11 11 (20) 26 9I 1 6. 4 Obs. 

11 162 A -IV -19//29  52 13 17. 7 Obs. 

11 163 B-IV-1 11 26 25 9 7 Obs. 

11 164 C-Vl-25-B/,29  41 8 9.3 Obs. 

// 165表採 11 18 39 8 5. 9 Obs. 

I/ 166 D4X-3II 力 32 8 7.6 Sha. 

第195図167 E-1-10 石斧 112 48 17 14. 0 Gre.-Sch. 
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nnn Jlllll 

可117 71 , 

， 
第195図168 E-IX-2-B 石 斧 94 36 80 Fal. 

” 169 表 採 ” (85) 41 100 Gre.-Sch. 

” 170 L-¥'Ill ” 92 34 90 Gre.-Sch. 

” 171 表 採 // 70 31 11 50 Gre.-Sch. 
力' 172 E-VIIl-14-B ” 98 37 14 70 Gre.-Sch. 
II 173 I -I -4 ” 112 26 23 110 Gre、-Sch.

‘’ 174 表 採 ” 92 31 14 80 Gre.-Sch. 

第196図175 ” ” 64 27 14 40 Gre.-Sch. 

” 176 B-V-12 ” (62) 33 10 40 Gre.-Sch. 

” 177 B-IV-13 ” (51) 26 5 9.5 B1.-Sch. 
II 178 E-v'DI-13-B // (34) 30 6 15.6 Bl.-Sch. 
I/ 179 表 採 ‘’ (34) 39 8 17.0 Gre.-Sch彎

” 180 D-VI-15_B ” (38) 35 8 23.0 Gre.-Sch. 

” 181 表 採 ” (42) 37 8 24.9 Bl.-Sch. 

“ 182 ” ” (31) 38 12 18.4 Gre.-Sch. 

” 183 ” ” (24) (40) ， 10疇5Gre.-Sch. 
” 184 ” ” (26) 53 14 24.4 Gre.-Sch. 

” 185 // II (22) (37) 12 1 9, 6 Gre.-Sch. 

” 186 L-VIII ” 90 39 18 110 BL-Sch. 
＇ 

“ 187 表 採 ” (54) 64 20 190 Gre.-Sch. 

第197図188 C-W-9_B ” (42) 86: 30 160 Gre.-Sch. 

” 189 B-IV-12 II 48 39 32 100 Horn. 

” 190 L-VIl 石斧（未成品？） 122 45 18 140 BL-Sch. 

” 191 E-VI-10-B 石 斧 130 41 25 190 Gre.-Sch. 

” 192 L-VI ” 96 48 20 150 BL-Sch. 

” 193 E.. ¥附14-B ” 82 43 22 130 Gre.-Sch. 

第198図194 B-111 -18 ” 74 48 17 110 BL-Sch. 

” 195 表 採 ” 82 38 ， 60 BL-Sch. 
// 196 E-IX -19-Y // l04 40 20 130 Gre.-Sch. 
// 197 D-VD-12-B ” (112) 42 18 140 Gre.-Sch. 

” 198 L-¥ill ” (91) 45 14 100 B1.-Sch. 

” 199 表 採！ ” 94 49 15 120 BL-Sch. 

第199図200 E-Vlll-20-Y 石斧（未成品） (79) 42 22 100 Gre.-Sch. 
： 

” 201 表 採 石 斧 (82) 30 15 60 Bl.-Sch. 

” 202 B-V-24 “ (76) 27 11 50 Gre.-Sch. 

” 203 表 採 II (79) 24 11 40 BL-Sch. 

” 204 B-IV18 ” (53) 26 15 40 Gre.-Sch. 

” 205 表 採 ” (68) 54 32 160 Py.-an. 

” 206 L-VD 敲 石 134 39 13 140 Bl.-Sch. 

” 207 L —圃 ” 122 36 8 170 Hom. 

第200図208 表 採 削 器 59 92 24 1印 Mu. 

” 209 L-VIll 環 状石 器I 95 50 35 250 Sa會
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図版番号 出土地区 I 名 称 I全長 1最大幅 1最大原 1重量 1石 質 1 備

第200図210i I表採石
mm 

mm 59| 錘 79 

// 211/1 ” 77 61 

” 212 E-IX ” 69l 47 

II 213 C-¥'B-23 ” 60 63 

” 214 表 採 ” (49) 36 

” 215 B-[V-17 垂 玉 3.96 1. 3 

第201図216 B-DI-14 砥 石 90 52 

” 217 表 採 ” 74 57 

” 218 o-vn ” 83 62 

” 219 C-VH-13 ” 83 50 

” 吋I表採 ” 70 64 

” 221 B-l -11 
I/ 66 60 

” 222 
/9 (93〉 (75) 

” 223 表 採 ” 87 37 

” 224 ” 凹 石 132 岱

” 225 II 

” 131 41 

” 226 ” I ” 
68 邸

第202図2切 D-Vl-17 ” (71) (17) 

” 228 C-N-25-B ” 77 (49) 

” 229 // (76) (56) 

” 230 K-VH ” 161 88 

” 231 C-Vll-B ” (48) (77) 

” 232 E-Vlll-23 ” (53) (26) 

” 233 ” 67 167 

” 234 敲 石（柄付） 173 111 

（石質略号）

Aga. (Agate)：メノウー, BL-Sch. (Black Schist)：黒色片岩

Che. (Chert)：娃岩， Ta!.(Talc)：滑石

Gre.-Sch. (Green Schist)：緑色片岩

Ho.-an. (Hornblende Andesite)：角閃石安山岩

n皿

18 

19 

16, 

15 

15 

7.5 

切

25i 

22 

22 

29 

(2423 ) I 
10 

27 

34 

23 

(36) 

(45) 

(52) 

60 (>52)! 

Horn. (Hornfels) :（ホルンフェルス）， Mu.(Mud Stone)：泥岩

， 
110 Py.-an. 

150 Py.-an. 

100 Py.-an 
I 
90 Mu. 

50 Sa. 

9.6 Sch. 

150 Tu.-Sa. 

1501 Sa. 

200 Sa. 

200 Sa. 

160 Sa. 

110 Sa. 

180 

50 Sa. 

200 Sa. 

310 Sa. 

160 Mu. 
｝ 

~Py-皿．Ho-an. 
1, Py.-an. 

Hò-an・ 

110 Ho.-an. 

800 Py.-an. 

750 Py.-an. 

Obs. (Obsidian)：黒輝石， Py．心n(Two Pyroxene Andeside)：複輝石安山岩

Sa. (Sand Stone)：砂岩， Sha.(Hard Shale)：硬質頁岩

Tu.-Sa. (Tuffaceous Sandstone)：凝灰質砂岩
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第 1図遺跡附近地形図

「本書に掲載した地図は，建設省国土地理院長の承認を得て，同院発行の 2.5万分の 1地形図を複製したも

のである。

（承認番号）昭49道複，第57号
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I 
I 

(m) (m) 如） 図 称 軟色 (ml 位

表土 軟 黒 I 
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I 

Iヽ Iヽ
黄

褐 JI 
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2 

I ＇ 
I 

2 
¥/ ¥I ＇ ＇ 

1 i 
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2 台地部ポーリング資料
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